
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　世界の許容その限界　Foreign_GODs,or_Evil_KINGs.









　闇やみ。

　一寸先も見えない。それどころか、眼球を飛び越してこちらの意識までをも圧あつ迫ぱくしかねないほどの濃密な闇が、一面に広がっていた。

　だがそこに揺蕩たゆたう者達に臆おくする様子はない。まるでこれが世界の自然な在り様なのだと、どこかの誰だれかが『光あれ』などと囁ささやかなければこのままだったのだと、言外にそう告げているように。

　方位も奥行きも分からない漆しつ黒こくの空間には、三つの気配が明確に存在した。

『それで、何とか間に合わせる事には成功したのかね、「ネフテュス」』

　しわがれた、というより干ひからびた、という方が相応ふさわしい老人の声が呟つぶやいた。

　応じる声はどこまでも瑞みず々みずしく、妖よう艶えんな美女のそれだった。

『ええ。こういう時は「ゾンビ」の子が役に立つわね。積極的に様々な文化を取り込んでいった背景があるから、何にでも親和性を示してくれるものだし』

『でもさー「僧そう正じよう」』

　と、さらに若々しい、もはや幼いといった印象の少女の声が横よこ槍やりを入れる。

『「ゾンビ」ちゃんが持ってきた理り屈くつって、ようは合わせ鏡でしょ。わたし達の「力」を無限に分割する事で意図して弱体化を促し、手足を振り回しても世界ってヤツが壊こわれないようにする』

『「娘々ニヤンニヤン」、それがどうしたね？』

『いやあ、∞って記号をいくつ分割しようが本当にきちんと弱体化できるのかねってハナシ。やだよー、一歩踏ふみ出した途と端たんにステンドグラスみたいに世界が粉々になるだなんて。わたし達はさ、「オティヌス」なんかとは違うんだから』

『まやかしでも良いわ、それで効果が出るのなら。メビウスの輪やクラインの壺つぼと同じく、定義づけられなくても存在の許される概がい念ねんというのもあるものよ、「娘々」』

『わたしは理論よりも実じつ践せんっていうか、学者よりも発明家タイプだからさあ。そういう理論は合っているんだから現実でも大だい丈じよう夫ぶでしょっての信じらんないんだよね。実際に自分で試してこの目で眺ながめないと安心して納なつ得とくできないっていうか』

『なら、試してみればよかろう』

『良いのかねえ。そんなサクッと世界をオモチャにしちゃって』

　くすくすと笑いながらも、『娘々』と呼ばれた少女に躊躇ためらう色はない。

　三つの気配が、意図して同じ向きへ目をやった。

　それが塗ぬり潰つぶされたような、圧あつ迫ぱくしてくるような闇やみの中に方向を生んだ。

　その方向は奥行きを形作り、やがては空間全体を定義した。

『ネフテュス』と呼ばれた女が、聞く者の脳を蕩とろけさせるような甘い声でもって、歌う。

『ハロー、世界』

　ガコォン!!　という重苦しい金属の響ひびく音が炸さく裂れつした。

『ハロー、科学サイド』

　一面の闇に縦一条、細く細く白い光が生じた。

『ハロー、学園都市』




　そして両開きの扉は開け放たれた。

　都合三人の『魔ま神じん』が、学園都市の空気を存分に吸い込んでいく。




　学園都市第一一学区。

　海に面していないこの街の中で、空路と並んで重要な陸路の物流拠きよ点てん。山のように積まれた金属コンテナの一つ。頂点に立つ四角い箱の中から一歩、『魔神』達は無造作に外へ踏ふみ出してくる。

　一人は『僧そう正じよう』。

　枯れた古木のように固められた皺しわの数々と、そんな瘦やせこけた体を覆おおい隠かくし、輪りん郭かくを膨ふくらませる紫の法ほう衣えに彩いろどられた高僧。杖つえのように地を突く剣や法衣の上に重ねた絡らく子すのギラギラとした黄金はしたたる欲を感じさせる。即そく身しん仏ぶつ、つまり自みずからの意志でもって餓が死しする事により、人の身が六道を超えてわずか一代で仏に成る事を目指した果ての形。

　一人は『娘々ニヤンニヤン』。

　丈の短い白のチャイナドレスと、やたらとぶかぶかの両りよう袖そで。そして衣服の白を通り越して、完全に青ざめた顔色の少女。頭には帽子、額に特異な符ふを張り付けた彼女の正体については、古代中国由来の『尸し解かい仙せん』とでも言えば多少は分かりやすいか。

　一人は『ネフテュス』。

　チョコレート色の裸身を真っ白な包帯で覆い尽つくした、長い銀髪の麗れい人じん。瞳ひとみの色は気き紛まぐれに変わり、まぶたの下には涙滴型の刺青いれずみが彫られている。エジプト神話においてオシリス神の崩ほう御ぎよの際に大粒の涙を流したとされる女神だが、不思議とそれ以外のエピソードを全く持たない存在。故ゆえに、金品で雇やとわれて葬そう儀ぎに参列する『泣き女』を軸に、人の手で作られた神格ではないかなどという学説まで流る布ふされる正体不明の女だ。

「ひとまずは」

　折り曲げればそのまま取れてしまいそうな乾いた五指を動かし、頭ず蓋がい骨こつに人の皮を貼はり付けたような頭部を揺ゆらして『僧正』が肉声で呟つぶやく。

「成功、といった所かのう。バタフライ効果や全体論超能力者のように、世界の裏側で竜巻が起こっている様子もなし」

「んじゃま、そろそろわたし達の方も始めますかー」

　気軽に言う『娘々ニヤンニヤン』に、全身を包帯で戒いましめる『ネフテュス』が呆あきれたように忠告した。

「本題も良いけれど、今にアレが動き出すわよ。私達がこうして現世に実存しているという事は、そろそろ捕ほ捉そくされてもおかしくない頃ころでしょうし」

「まあ、確かに頭を押さえておく必要はあるかもしれん。アレは、ある意味において『オティヌス』よりも面めん倒どうな引っ搔かき回し役となるじゃろうし」

　やれやれ、と厄やつ介かいそうに『僧そう正じよう』は己の肩を揉もんでいた。

　つまらなさそうに唇くちびるを尖とがらせているのは『娘々』だ。

「あーもう、アレイスターのヤツも考えなしに『隠かくり世よ』をぶち壊こわしてくれちゃってさあ。やっぱあいつきちんと殺しておくべきだったんじゃないの？」

「わしらは『オティヌス』とは違うよ、自身の口でそう言ったじゃろう『娘々』。じゃからと言って厚こう顔がん無む恥ちに人じん畜ちく無む害がいを語るほどではないが」

　やんわりと。

　なだめるように言うと、『娘々』は軽く両手を上げた。

　徳の高い説教に納なつ得とくしたとかいう話ではなく、

「……一番ブチ切れて殺す気満々だったジジイが何を偉ぶっているんだか」

「何の事だか分からんよ」

「これだよ、感情のままに正義の定義を塗ぬり替えちゃって。五秒前と五秒後で言ってる事が一八〇度違う神様なんて、おっかない。しかも自分で自覚してないから、一本の筋で繫つながっているなんて本気で信じてる」

「ともあれ」

『僧正』は誤ご魔ま化かすでもなく、本当にただ自然にそう呟つぶやいていた。

「『隠世』は失われ、わしらはこうして現うつし世よの盤ばん上じように立たざるを得なくなった。アレイスター、『原石』、そして上かみ条じよう当とう麻ま。色々やるべき事は山積している、というか、やる必要のない仕事を積み上げられてしまったというべきかもしれんが……盤に立つ以上は黙だまって静観という訳にもいくまい。番が来れば否いや応おうなく動かねばならん。時の流れに身を委ゆだね、立ち止まるという選択が許されない以上は、立ち位置には多少気を配る必要がある」

「へいへい」

「これは名人同士の指し合いに近いかのう。わしらが駒こまとして強力過ぎるせいもあるが、一見無意味な一手一手で局面全体が狂う可能性があるのじゃ」

　だから下へ手たに盤を動かすな、とは『僧正』は言わない。

　老人はそこまでの人格者ではない。

「じゃから可能な限り、動かす場合はこちらから手を指したいところではあるが、さてアレが引っ搔かき回し役を放ほう棄きしてそんな条件を吞のんでくれるものか」

　彼らの言葉を耳にしながら、『ネフテュス』は片手を腰に当て、遠くに広がる街並みを睥へい睨げいしていた。

　四角いコンテナを積み重ねて山を作る。彼女の立つその足元は、どこか懐かしい王の墓、つまりはピラミッドを想起させる。

　その艶なまめかしい唇くちびるが、動く。

　言葉を形作る。

　その気になれば世界を粘土のようにこねて完かん璧ぺきな理想郷を生み出せる『魔ま神じん』にとって、敵という概がい念ねんは極きわめて稀まれだ。強い弱い以前の問題として、敵味方の区別や『戦う理由』そのものを優しく冷れい酷こくに消去できるからである。あるいは、『魔神』の敵になれる者とは、同じ『魔神』に限られるのかもしれない。たった一つしかない世界をどう歪ゆがめるか、そのリソースの奪うばい合いに参加できる『魔神』くらいのもの、という意味で。

　にも拘かかわらず、『ネフテュス』の口はある名前と、付ふ随ずいする一つの伝説を告げた。その他大勢として束たばねるのではなく、明確に切り分けるように。

「クイーンアン」

　さて、そこにどんな意味が付与されるのか。

　とにかく、神はこう呟つぶやいたのだ。




「……キングアーサーには双ふた子ごの妹と、剣の対ついとなる盾たてがあった、か」








第一章　饅頭とダイヤモンド　to_the_DIANOID.









　　　　０




　狭せまい裏路地から見上げれば、冬の突き抜けるような青空は細く四角く切り取られているのが良く分かる。

　その小柄な少年は、ゴミ袋が山積みされた収集所の上で大の字になっていた。

　歳としはせいぜい一二歳かそこらくらいだろうか。肩まで伸ばしたセミロングの茶色い髪に、黒系のフード付ジャケットとショートパンツにブーツ。ソックスや羽は織おったジャケットの奥に覗のぞくインナーは対照的に目も鮮あざやかなスカイブルーで、蛍光マーカーでラインを引いたように強きよう烈れつな印象を与えてくる。

　いっそ幼いとでも表現できる顔立ちだからこそ、目元の派手な腫はれや、頰ほおにこびりついた青あざが痛々しい。

　ゆっくりと、息を吐はく。

　少年は、つい先ほどまであった会話を思い出していた。




『やめときなよ、あそこに近づくのは。フレンダとかいう消えた友人を助けるため、だなんつってもよ、いくら何でも無む謀ぼう過ぎるぜ』




　ズキズキと頭が痛むのは、単に殴なぐられたからだけではないだろう。

　その言葉は、少年の心を抉えぐっていた。

『……これは格好つけて上から目線で言ってんじゃねえ、ほんとにアンタが哀あわれで助言してんだ。区別ぐらい分かるよな？』

　典型的な街の不良だった。

　そういう風に偽ぎ装そうしている訳ではない、そのものではあったのだろう。

『俺だってこの街の暗部についちゃ詳しい話を知ってる訳じゃねえ、そこにどっぷり浸つかってる訳でもねえ。そういう意味じゃ、俺はまだまだ表の住人なんだろうな。グレーゾーンっつーか、ギリギリで表の枠に引っかかってるつーか。……でも、そういう人間を使う方が便利なケースだって存在する。例えば、今回みてえにな』

　裏の人間が口封じに動けば、その時点で裏の人間が関かかわっている事を露ろ呈ていさせてしまう。

　だから、表の人間にお鉢はちが回ってくる。

　もちろんどこの誰だれから依い頼らいが来たか、絶対に逆算されない形で。何人も何人も仲ちゆう介かい人にんを挟はさみ、入金方式も複雑に組み立てる事で。

『いいか、金の集まる場所には暗部も集つどう。その全員があんたの標的とは限らねえが、痛くもない腹を探られるってだけで嫌けん悪おを抱いだく人間だって少なくない。そういう事だよ。あんたはただでさえ力が足りない。本来の標的にも近づけない。その上、敵の数を五倍にも一〇倍にも増やそうとしている。……そのままだと死ぬぞ。俺みてえな不良の口から出る死ぬ殺すは軽く聞こえるかもしんねえけど、これは意味が違う。本来通りの意味で、死ぬぞ、って言っているんだ。この違いが分かるか？』

「……、」

　むくりと、ゴミの山から少年は体を起こした。

　いわゆる門前払い。テレビでもＣＭをバンバン流して、誰でも自由に出入りできるはずの巨大複合施設。だが悪意を持って侵入を試みる者に関しては、敷しき地ちに踏ふみ込まれる前からサーチされて迎げい撃げき班はんが動き出す。

　そこまでしなくてはならない『何か』があるという話なのか。

　見られては困る『何か』が眠っているという話なのか。

　暗部に消えた友達がどこへ行ったのかを知りたい。

　そして絶対に助け出す。どれだけ深い闇やみの中からでも。

　そんな想おもいを踏み潰つぶすに足る、いいや踏み潰さなくてはならないような、秘密が。

『けどまあ、こんな話も聞いた事がある』

　行き詰づまった少年に、そいつは重たい息を吐はくとこう言った。




『テメェのレアリティだけじゃどうにもならねえなら、いっそ他の有名人に化けちまうって方法があるらしい。ほれ、例えば学園都市の第六位、藍あい花はな悦えつ。歳としも性別も、誰も知らねえ超レ能ベ力ル者５。……逆に言えばよ、誰がどんな風に化けたって本物偽にせ者ものの区別はつかねえ訳だろ？　元となるオリジナルを誰も知らねえんだから』




　潜くぐり抜ける事のできないセキュリティがある。

　閲えつ覧らんのできないデータがある。

　でも。

　だけど。

　少年が、少年でなかったとしたら？　例えば空港職員は手荷物検査なしでゲートの横を素通りできるし、警察官なら検問で呼び止められる事もない。大統領にとってホワイトハウスなんて文字通り自分の家だし、宇宙飛行士は誰にも手の届かない宇宙ステーションで昼寝ができる。

　それと同じように。

　何も持たない少年では門前払いでも、他の誰だれかにとってはそうでなかったとしたら？

　学園都市の学生の中では最大レアリティ、『超レ能ベ力ル者５』の看板を手に入れる事ができたら？

『何で止める側の人間がそんな事を教えるんだ、だって？』

　そいつは似合いもしない仕草で肩をすくめながら、こんな風に言っていた。

『だって、あんたの話は酷ひど過ぎる。ここで止めるのが正しいんだろうが、裏技の一つくらい教えてやりたくなるのが人間ってもんだぜ』

「……、」

　ぐし、と小柄な少年は赤くなった自分の頰ほおを手の甲で拭ぬぐった。

　冷たい空気を吸い込んで、熱い吐と息いきとして吐はき出す。

　ゴミの山の上で座り込んだまま、小さな影は静かにこう覚かく悟ごを固めた。




　なるんだ。

　どんな方法を使っても良い。学園都市第六位の超レ能ベ力ル者５、藍あい花はな悦えつになるんだ。




　　　　１




　第七学区にある学生寮りようの一室。上かみ条じよう当とう麻まの部屋の朝は早い。

　何しろツンツン頭の少年は高校生の身分で飼い猫一匹と少女一人を養っている。すると食事は電子レンジに放ほうり込んでおしまいとか、面めん倒どうだから外食で済ませようとか、そんな手抜きをする訳にはいかない。基本的には自炊上等。味なんか二の次で良いからとにかく量。少しでもコストパフォーマンスの向上に神経をすり減らし、ところによっては『あれ……？　ラーメンって、敢あえて麵めんを伸ばした方が良くね？　敢えてだよ、敢えて！　ほっ、ほら、味が致命的にならないギリギリのラインを見み極きわめてですね！』だの『キャベツの芯しん？　食えるよ！　ジューサーで粉々にしてから牛乳と蜂はち蜜みつと林りん檎ごの皮を突っ込んでもう一度スイッチ押せば！』だの、料理というよりは悪ふざけのような奮ふん闘とう努力に邁まい進しんしたりもしているのだ。

　が、その日は流石さすがに少々早過ぎた。

　インデックスはベッドの上で寝転がり、上条当麻は鍵かぎのかかるユニットバスのバスタブにすっぽり収まり、コールドスリープごっこみたいな格好で眠りこけていた。

　だから、その日真っ先に目を覚ましたのは新参者だった。

　身長一五センチの『魔ま神じん』。

　ウェーブがかった長い金髪に片目を眼帯で覆おおった色白の少女、オティヌスである。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!???」

　フローリングの床の上を全力で走る。背後から地じ獄ごくの獣けものが迫せまる。全体的にふわふわしてにゃーと鳴く獣の正体は日本原産の三み毛け猫ねことかいうヤツらしいが、オティヌスのサイズから見上げればケルベロスとかオルトロスとかあの辺の系けい譜ふと何も変わらない。

　どうもここに来てから、オティヌスは非常食か猫じゃらしの代わりと認識されているらしく、もはや襲しゆう撃げきの回数を数えるのも面めん倒どうになってくるほどだった。

　唸うなりを上げる右の前脚を腰を落として回かい避ひし、迫りくる左の肉球スタンプから転がって距きよ離りを取りながら、オティヌスはユニットバスの扉を目指した。

　とはいえ、身長一五センチのオティヌスでは一メートル近い高さにあるドアノブは摑つかめない。

　よって、彼女の狙ねらいはそこではない。

「ふんっ！」

　まるで野球のヘッドスライディングのように、両手を前に伸ばし腹はら這ばいの格好で勢い良く床へ身を投げ出すオティヌス。ユニットバスの扉は、下か端たんに二、三センチほど隙すき間まがあった。そのわずかなスペースを潜くぐり抜けるように、小さな体がユニットバスの中へと滑すべり込む。

　同時、べこんっ!!　という轟ごう音おんがドア板の方から響ひびき渡った。

　飛びかかった三毛猫が標的を見失い、頭からドアに激突した音だろう。

　ぜえぜえはあはあ荒い息を吐はいていた少女だったが、やがてむくりと身を起こす。ドアの向こうから存外苦しそうな鳴き声が続いたのを耳にし、オティヌスは両手を組み、イライラと足あし踏ぶみし、チラチラとドアの方へ目をやり、やがて身を屈かがめると、そっとドア下の隙間から外の様子を再確認してみる事にした。

　まさに今、肉球ギロチンが真上から降り注いでくる所であった。

「ちい！　心配し甲が斐いのないヤツめ!!」

　慌あわてて首を引っ込め、本気で毒づく。

「う、ううーん……。オティヌス、パンティー地獄って何なんだ……お前途中から世界作るのテキトーになってきてるだろう……くーすー……」

　バスタブの方から歯は軋ぎしりと共に聞こえるふざけた寝言が、たるみきった緊きん張ちようの糸が、この場の安全地帯の絶対性を象徴している。

　ユニットバスに逃げ込んだし、これでひとまず安心だろう。猫畜ちく生しようごときに文明の利器であるドアを開ける事などできるはずがない。……そう勝ち誇ほこっていたオティヌスだったが、ドアノブがガチャガチャ揺ゆれる音に凍こおりついた。

（まさか……まさか!?　ドアノブに向かってジャンプし、前脚を使ってぶら下がっている、だと……!!）

　全身からドッと嫌いやな汗が出るオティヌスだったが、ここで冷静になる。そう、これはただのドアではない。ユニットバスのものだ。つまり内鍵が掛けられている。猫畜生は所しよ詮せん猫畜生、鍵の概がい念ねんなど分かるまい。いくらノブをガチャガチャやった所で開かないものは開かないのだ、無む駄だな努力をしおって、あっはっはー!!

　そのはずだったが、

（あれ……鍵かぎ、本当に掛かっているよな）

　オティヌスの頭に、じんわりと疑問が、次いで恐怖が滲にじみ出てきた。

　はるか高みを見上げる。

　シリンダー錠じようのパーツに重なるように、金属製のつまみがある。横一線。だがあれは、どっちだ？　縦と横、どちらが施せ錠じようでどちらが開錠の状態なのだ？　ドアを開ける事なく行き来できるオティヌスには、故ゆえにそんな簡単な事も分からない。

（掛かっているよな!?　うっかり寝ぼけて掛け忘れていましたとか言ったらあのガキぶっ飛ばす!!　具体的にはアキレス腱けんを責めてやる!!）

　ガチャガチャガチャガチャガチャガチャ!!　と殺人鬼押し入りますみたいな感じで乱暴にノブは動き続ける。

　対して、オティヌスはドアを見み据すえたまま、一歩、二歩と思わず後ろへ下がっていた。祈るだけでは足りない、と感じた少女は、慌あわててバスタブの方へ振り返る。あの中に原寸大の少年が収まっている。とりあえずあいつに庇ひ護ごを求めれば地じ獄ごくの獣けものから逃れる事はできる。だが届かない。身長一五センチのオティヌスにとって、六〇から七〇センチもの高さを持つバスタブはまさしく絶壁だ。プラスチック系のつるりとした質感であるが故に、フリークライミングのような取っ掛かりも何もない。

　こうなったら叫ぶしかない。

「うおおおおお!!　起きろっ、起きろお!!　冗じよう談だん抜きに神の命がかかっているんだ、それくらい融ゆう通ずうを利きかせても良いだろお!!」

「……むにゃむにゃ……管理人の、お姉さんが……」

「さては大方最低な夢に没ぼつ頭とうしているな!?　私が死んだらお前を呪のろうぞおおおおおお!!」

　叫びは届かなかった。

　願いは聞き入れられなかった。

　そして少女の背後から、静かな静かな……それでいて、明確な音が鳴り響ひびいた。




　ぎい、と。




「んあっ？　……何だよオティヌス、お前が起こしに来るなんて珍めずらしい。うちは朝食待ちの腹ペコしかいないのか……あふぁあ……」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　返事はない。

　神は盗んだ魚のように咥くわえられ、飼い猫に悠ゆう々ゆうと連れ去られる所であった。




　　　　２




「待遇がおかしい」

　食卓でオティヌスはそんな風に言った。

　彼女の場合は比ひ喩ゆ表現ではなく、本当にテーブルの上にちょこんと座り込んでいる。朝食についてもペットボトルの蓋ふたを逆さにし、そこに小さく盛り付けてあった。

「いや、今の生活が特とく殊しゆな刑けい罰ばつの一種である事は自覚している。自覚しているが、それにしたってもう少しあるだろうがよお!!　刑務所にだって運動場の使用や差し入れくらいの自由はあるようにだな、ああいう化け物をそちらで管理してくれる配はい慮りよはあっても良いと思うんだ！」

　ぷきー、と頭から蒸気を出しているオティヌスだが、寝ぼけ眼まなこのインデックスはいまいち実感が湧わいていないようだ。

　ちなみに猫は捕らえた虫やネズミなどを飼い主にプレゼントする癖くせがある生き物で、今日もまたいらない差し入れをぐりぐり顔に押し付けられたのもこのシスターだった。

　上かみ条じようはきつね色に焦こげ目のついたトーストにマーガリンを塗ぬってインデックスの方へ回しながら、

「って言ってもなあ。子猫がじゃれてきているだけなんだから、そんなにムキにならなくても良いんじゃないか？　向こうが遊び疲れるまで構ってやれば済む話じゃないか」

「質量比四倍増しのな！　お前で言ったら三メートル大、二〇〇キロ台のシベリア虎とらに飛びかかられているようなものなんだが、その辺りは考慮して発言しているんだろうな!?」

　ムカムカしながらオティヌスはキャップの中の野菜炒めに挑いどんでいる。両手で摑つかんだ爪つま楊よう枝じでもって、あらかじめ細切れにされた野菜片を突き刺して頰ほお張ばっていた。

　上条は呆あきれながら、

「ならどうしろって言うんだ？」

「私の身の安全を保障してもらおう。二度と、もう二度と、あんな野や獣じゆうに脅おびえて暮らす事のないように、だ！」

「具体的に」

「待たい避ひ所じよを作って欲しいのだ。あんな猫畜ちく生しように突破される事のない、私だけの居場所を」

「何だよ、それなら昨日も段ボールで作ったじゃないか」

「ああ、わずか五分でビリビリに破られたがな！　紙の家など三匹の子豚にも出てこないわ、間抜け!!」

「……うーん。でも他には……インデックス、あのブロックどこやったっけ？　ほら、カラフルでプラスチックで恐竜とか作っていたヤツ」

「バラバラにしてクローゼットの箱の中なんだよ」

「お前達は、あれだな。根本的に壊こわれる予定の家しか用意してくれないんだな？」

　と、その時だった。

　点つけっ放しのテレビから女性アナウンサーの明るい声が飛んできた。

『今日から一二月、いわゆるクリスマス商戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされました！　今年のテーマはプチ贅ぜい沢たくで、職人の手によるオーダーメイドのオモチャに人気が集まっているようです。手作りのオルゴール、人形、ドールハウスなど、クラシックで美術価値のあるものが……』

「……、」

『中でも特に人気なのは、有名デザイナーによるドールハウス！　ご覧ください、こちらの材料、一つ一つはキャラメル程度のサイズですが、なんと！　本物の赤あか煉れん瓦がを竈かまどで焼いて塗ぬり固める本格仕様！　美術品の修復から建築士の仕事まで何でもこなしてきたデザイナーならではの腕で』

「これじゃないか……」

　オティヌスは呟つぶやいていた。

「答えはこんな所にあったんじゃないか!?」

「ああ、じゃあ後でお菓子の空き箱とテープで似たような形の作ってやるか……」

「わざわざ目の前にある答えから全力で遠ざかっているぞ馬ば鹿か者ものめ!!　じゃなくて、あれをそのまま買ってくれと言っているのだ!!」

「ええ、だってさあ、あれって……」

　上かみ条じようが懸け念ねんの声を上げる理由は単純。

　クリスマスムードなテレビの向こうでは、こんな明るい声があったのだ。

『今回ご紹介させていただいたドールハウスは、学園都市一番の繁はん華か街がいでもある第一五学区の巨大複合商業ビル、ダイヤノイドにあります！　興味をお持ちの皆様は是ぜ非ひどうぞ!!』

　……第一五学区って、最大最強のオシャレスポットじゃん。

　……しかもダイヤノイドってセレブ御ご用よう達たしのランドマークで大手テレビ局が丸ごと入っている、マンション階は芸能人だらけっていう『中心地』じゃん。

　……その名の通り、七〇階建ての超高層ビルの壁も柱も窓もドアも照明器具も調度品もみんなダイヤモンドでできているとかって話じゃん。

　……挙げ句にクリスマスムードで辺り一面恋人だらけじゃん。

　総合して、上条当麻はゲンナリしながらこう思っていた。




　そんな所へ不用意に足を踏ふみ入れたら死ぬじゃん。

　こう、気分的な問題で。




　　　　３




　一二月一日。

　まるで何かのスイッチをひねったように景色は変わり、居並ぶ街路樹にはベルト状のＬＥＤが巻きつけられ、トナカイの着ぐるみが行き交い、ティッシュ配りのお姉さんはミニスカートのサンタクロースに変へん貌ぼうしていた。

　そんな中を、御み坂さか美み琴ことは白い息を吐はきながら歩いていた。

　今は冬服の上からコートを纏まとっている状態だ。とはいえ、これまでも極ごつ寒かんのロシアやデンマークなどに出張していたため、下ろし立てといった感じはしない。

（……この辺はまだまだ静かな方なのに、繁はん華か街がいの方とか行ったらどうなんのかしら？）

　そもそも直前まで国際武装集団（？）『グレムリン』との総力戦するしないで世界が沸ふつ騰とうしていたというのに、喉のど元もとを過ぎれば吞のん気きなものだった。あるいはその反動で今年のお祭り騒さわぎはタガが外れそうになっているのかもしれないが。

　とはいえ、

（クリスマスかあ。ま、私達には関係のない話か……）

　何しろ美琴の所属は能力開発分野でもお嬢じよう様さま学校としても有名な、あの常盤ときわ台だい中学である。別段ミッション系で当日はカツカツにスケジュールが埋うまっている……とかいう話ではなく、不純異性間交友禁止の名目の下、まず間違いなく外出禁止令が発令される。まるで嵐あらしが過ぎ去るのを待つように、今年も学校か学生寮りように閉じ込められる事だろう。

（黒くろ子こ辺りの『空間移動テレポート』を借りれば外へ出る道筋も立つかもしれないけど、すると今度はあいつの存在自体が最大の壁として立ち塞ふさがりそうだし……）

　流れるように皮算用を進めていく内に、ん？　と美琴は眉まゆをひそめた。

　自分は今、どこを最終ゴールに定めていた？

　どうして黒子がいると邪じや魔まをされるなどと考えた？

　別に学校の意に反して外へ飛び出したところで、そこから黒子、初うい春はる、佐さ天てんらと合流してガールズトークでも構わないというのに？

（待て待て待て！　待った、いったんこれ待った。この思考は迂う闊かつに進めるとまずい事になりそうな気がするっていうかストップストップ何でーあの馬ば鹿かの顔が浮かんでくるかなーここでーっ!?）

　と、疲つかれのたまった社会人のように自分の眉み間けんを指先で揉もんでいた美琴だったが、

「あらぁ。何かと思えば御坂さんじゃなぁーい？」

「……、」

　美琴は動きを止め、音源へ目をやり、明らかに操られているであろうメガネをかけ、黒髪を頭の後ろで束たばねた女子大生っぽいミニスカサンタを確認してから、首を横に振って早足で立ち去る事にした。

「御み坂さかさん、御坂さぁーん？　聞こえているんでしょう？」

「ティッシュはいりません、手相も良いです。間に合ってます、胡う散さん臭くさい」

「困ったわぁ、年とし増ま力りよくが高過ぎて耳が遠くなってしまったのかしらぁ？　何だか一〇年くらい中学生やってるようなオーラが出てるんだゾ？」

「ああん!?　そっくりそのまま返すわよ疑惑乳!!」

　思わず叫び返してから、術中にはまったと後から気づかされる美み琴こと。

　ミニスカサンタは自分の顎あごに人差し指を押し付けながら、

「私としても苦く渋じゆうの決断なんだけどねぇ、今日は御坂さんに相談があって来たのよぉ」

「何で私が……」

「ほら、もうすぐクリスマスじゃない？」

　ピタリと。

　良いように転がされていると分かってなお、美琴の動きが止まってしまう。

「私は第五位であなたは第三位。でも結局、常盤ときわ台だいの外出禁止令の前にはどうにもならなかったでしょう？　ぶっちゃけうちの先生方の防衛力って並大抵のものじゃないと思う訳ぇ」

「……そりゃ寮りよう監かん達の防衛ルーチンがそのまんま最高警備の少年院から参考にされるくらいのものだもん。太た刀ち打うちなんてできないでしょ」

　一番下で強レ能ベ力ル者３、てっぺんは超レ能ベ力ル者５が二人。総数一八〇人前後を一個の集団として統率、管理する術を持っているのだ。それも、大人達は何の能力も使わずに、テクノロジーと体術だけで。どんだけ怪物なんだあの寮監、と美琴は冷静に計算してみて改めてゾッとする。

「でもぉ」

　と、ミニスカサンタを操る何者かは言う。

「それってぇ、去年は超レ能ベ力ル者５が個々バラバラに挑いどんだのが敗因力だったと考えているのよ。まぁ、私と御坂さんは所属する寮が違うしぃ、それもまた大人達が連携取れないように布ふ陣じんしているんでしょうけどねぇ」

「……おい」

「そんな訳でぇ、事前協議の上、互たがいの弱点を補うように能力を使えば鉄壁の防衛網もうも何とかなりそうなんだゾ？　予報だと今年はホワイトクリスマスになるって話だしぃ、まさか二年連チャンで先生方の思惑に乗っかって部屋に閉じこもりーなんてつまんなすぎるわよねぇ？」

「……、」

　確かに一理ある。

　直接支援だろうが遠えん隔かく支援だろうが、二人の超レ能ベ力ル者５が手を取り合えば行動の自由度は圧あつ倒とう的てきに増える。難攻不落と呼ばれたお嬢じよう様さまアルカトラズ、常盤台女子寮の壁を乗り越えるきっかけになるかもしれない。

　ただ、

「アンタ、どうしてそこまでしてクリスマスを満まん喫きつしたい訳？　サラッと出てたけど、その口振りだと去年も挑戦して失敗しているって感じよね」

「ええー……？　別に何でも良くないそんなのぉ？　じゃあそういう御み坂さかさんこそ頭の中でどんな天てん秤びんが傾いているのかしらぁ」

「ぶふっ!!　わっ、私はまだ何にも考えてない!!」

「怪しいわねぇ……」

「そ、そういうアンタこそ、座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められた人を助け出したと思ったら凶きよう悪あく犯罪者でしたーオチみたいな匂においが漂ただよっているんですけど」

　ともあれ。

　虫は好かない。互たがいの利害は一致している。とりあえず手を取っても間違いはなさそう。

　そこまで考え、奇くしくも二人の少女は同時にこう考えてもいた。




（（うん。でも最後の最後でこいつ裏切ろう））




　そんなこんなで、少女達が渾こん身しんの力を込めた笑顔で握あく手しゆを交わしていた時だった。
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　全く別の動きがあった。

　通りの角からツンツン頭の少年がひょっこりと顔を出してきたのだ。

　美み琴こととミニスカサンタは途と端たんに手を離はなす。普通にそちらへ注目する美琴と対照的に、サンタの方は何な故ぜか緩ゆるやかに視線を外して風景の中へと溶け込もうとしていた。

　気になりつつも、美琴は上かみ条じようの方へと向かう。別段、声を掛ける必要はないのだが、周囲の華やかな電飾とは対照的に上条がどこか肩を落とし気味なのが引っかかっていたのだ。あの少年、お節せつ介かい焼やきのくせに自分の問題だけはひたすら抱え込む、という面めん倒どう臭くさい性質を持っているのを美琴は知っていた。

「アンタ、ちょっとどうしたのよ？」

「あうー」

「なっ!?　いきなり泣きそうになっている、だと!?」

　一体何があったというのだ。

　あの学園都市第一位とたった一人で対たい峙じした時も、ロシアの上空で落ちると分かっていても美琴の手を取らなかった時も、無数のファイブオーバーに囲まれ第三位に敗北した時も。そうそう簡単に涙を見せなかったあの男がいきなりギブアップ寸前に追い詰つめられているとは、よほどの事態が進行しているに違いない。

　こりゃあクリスマスを待たずに月が降ってくるくらいあるかもしれん。

　ごくりと喉のどを鳴らし、改めて、恐る恐る尋たずねてみる。

「い、一体何がそこまでアンタを追い詰めたっていうの……？　大だい丈じよう夫ぶよ、この美琴お姉さんに相談してみなさい。きっとどこかに出口はあるはずだから」

「聞いてくれる？　御み坂さかさん俺の話を聞いてくれるかい!?」

　耳にした瞬しゆん間かんに何か見えないレールががっつり切り替わって異次元バトル時空へ飛ばされそうな気もするが、放ほうってもおけない。

　美琴は小さく頷うなずいて先を促うながすと、上条は哀かなしい顔になった。

「俺な……」

　実は世界は一回滅ほろんでここ二周目だったんですくらいのトーンであった。




「……この戦いが終わったら、女の子と一いつ緒しよに学園都市最大の繁はん華か街がい・第一五学区のさらにてっぺんにあるオシャレデートスポット・ダイヤノイドに出かけるんだ。それがもう今から恐ろしくて恐ろしくて」




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　しばしの沈ちん黙もく。

　そして完全なる純白から思考が回復した瞬しゆん間かん、御み坂さか美み琴ことは真っ先に浮かんだ一語をそのまんま世界へ出力していた。

「───あァッッッ!!!???」

「ひい!?　俺だって場違いなのは分かってるよ、でも仕方がねえだろ、行かなきゃいけない理由ができちゃったんだから！　ただでさえ縁のない第一五学区に、このクリスマスムード……。冗じよう談だん抜きに押し潰つぶされるぞ俺!!　全方位世界の全すべてからな!!!!!!」

「何よ、これ……。ひょっとしてアレか、饅まん頭じゆう怖い系か……？？？」

「そんなんじゃないの！　ほんとに怖いの!!　だって第一五学区の人達とか異次元過ぎる！　絶対みんなギター弾いてバイクに乗れるんだぜ、クラブって何するトコなの!?　同じ日本語使っているけど同じ意味で通じてんのかどうかも自信がないのよォーっ!!」

　ガクガクぶるぶる震ふるえる上かみ条じようは通学路の関係なのか、これまた別の道へ足を向けて美琴から離はなれていってしまう。

　いつの間にか、無の表情になっていたミニスカサンタが彼女の隣となりに寄り添っていた。

「食しよく蜂ほう……」

「ええ。大体言いたい事は分かっているわぁ……」

　どちらともなく手が伸びた。

　ガッ!!　と、とんでもなく強い力で改めて握あく手しゆが交わされる。

　イヴを想定すると、アルカトラズ攻略までは二三日。スプーン片手にトンネルを掘り、鉄てつ格ごう子しに毎日味み噌そ汁しるを浴びせて効率的に錆さびつかせるような、長い長い戦いが始まった。
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　浜はま面づら仕し上あげは学園都市の第二学区にいた。

　ここは自動車と火薬の取り扱あつかいに特化した、重工業の特色が強い学区だ。学区の境には逆位相の音波を発する特とく殊しゆな防音壁が張り巡らされている事で有名で、研究分野の関係からか兵器開発の面でも大きく取り沙ざ汰たされている場所でもある。

　が、浜面が関かかわっているのはそちらではない。

　第二学区ならどこにでもある、それこそゴルフ場の一八のホールのようにすし詰づめになっているレース用のサーキットだ。

　クォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン!!　という爆ばく音おんも、ここでは誰だれかに咎とがめられる事はない。私道に道交法は適用されないため、中高生が自動車を乗り回していたって白バイに追い駆け回される事もない。

　フルフェイスのヘルメットに組み込まれた無線装置から、中年男性の声が響ひびいてくる。

『パラメータは安定してる。このまま二周回って平均値を取りたい。今のペースでぶち抜いてくれ』

「燃焼効率落ちてません？　なんつーか時々音が歪ゆがんで聞こえるんすけど！」

『そいつはそれで正解だ。そもそも俺達は競技用のレーシングマシンを作っている訳じゃねえ。ダーティなカーチェイスでがっつんがっつんぶつけて扱あつかうもんだからよ。最高速度よりリカバリー速度の方が重要なんだ』

　浜はま面づらの全身を包んでいるのはつるりとした硬質な黒いスーツ。またがっているのも普通では考えられない、ジェットエンジンを搭とう載さいした特とく殊しゆな大型バイクだ。

　名前は決まっていない。

　元となった『ドラゴンライダー』と呼ばれる試作機の遺伝子を引き継ぎつつ、量産配備への道筋をつけるため、わざとスペックを落としてコストダウンを図っている最中なのだという。当然、それで安定性に悪あく影えい響きようが出ては元も子もない。

　コンペにも出していない試作機を乗り回している理由は単純だ。

『そいつのご機き嫌げん取とりはお前が一番上う手まい。非公式戦とはいえ、唯ゆい一いつ「ドラゴンライダー」で実戦に参加したテストドライバーだからな』

「ほとんどスーツのサポートのおかげでしょ」

『それも込みでだよ。「アネリ」はお前を介して外の世界を知覚してる。ワープロの変換機能と同じでな、入力者自身が扱うのが一番手っ取り早いんだ』

　音速超過ギリギリのラインで、カーブは曲がるというより滑すべるような挙動で乗り越えながら、浜面は要求された負荷をマシンに押し付けていく。

　ほんの二、三分、という区切りは、この速度域では事情が変わる。

　人の命を散らすには十分なほどの、濃密な時間だ。

「はいお疲つかれちゃーん」

　規定周回を終えてゴールラインを越え、ゆっくりと停車させていくと、横からそんな女性の声がかかった。

　ステファニー＝ゴージャスパレスだったか。金髪のショートヘアに、白や灰色の雪原仕様の迷彩服を派手に着き崩くずした女性。元は警備員アンチスキルらしいが、どういう経緯を経て第二学区へ転がり込んで来たかは謎なぞな部分も多い人だった。

　浜面はフルフェイスのヘルメットを両手で外し、大型バイクから降りる。特にスタンドをつけなくても、バイクが転ぶ事はなかった。前輪を挟はさみ込むような二枚のジャイロの効果で、勝手にバランスを支える機能があるためだ。

「良い感じなんじゃないですか？　テストパイロットの適性は初週で分かる。その点、あなたは合格ラインを超えていると思いますけど」

「……さっきも話をしてたんすけど、結局これってスーツ任せってだけなんじゃあ？　別段、俺じゃなくたって誰だれでも同じ結果になるはずなんだけどな……」

「あはは。テストドライバーに求められるのは一いつ騎き当とう千せん、百戦錬れん磨まの腕前じゃありませんよ。ロボットアニメの影えい響きようかにゃーん？　実際に要求されるのは不意打ちのトラブルに対処するアドリブ力と、コミュニケーション能力。具体的には、ほんの些さ細さいな違和感を客観的に説明してクルー全員で共有する力。つまり、ちょっとお調子者なくらい口が軽い方がやりやすいって訳です」

「はあ」

　いまいち良く分かっていない顔で浜はま面づらは適当に頭を下げた。

　彼がこんな事をしている理由はシンプルだ。

　麦むぎ野の沈しず利り、絹きぬ旗はた最さい愛あい、そして滝たき壺つぼ理り后こう。『アイテム』というくくりは今も存在するが、彼女達に暗部としての仕事はしてほしくない。だが、かと言って今の自分に代わりの存在意義や、もっと言えば収入的な基き盤ばんを提示する事ができるのか。それも車両盗難とかＡＴＭ窃せつ盗とうとか、そういう線はナシでの話だ。

　元々、頭は良くない。能力開発なんて絶望的な無能力レベル０。履り歴れき書しよに書き込めるような『武器』なんて何もない。車や鍵かぎ開けも『資格』で提示できなければ大人の世界では通じない。

　それでも自分にできる事はないかと探し求めた結果、行き着いた先が第二学区だった。

「そうそう、さっきからあなたのケータイがブーブー振動していましたから、一息ついたらメールとか確認しておいた方が良いんじゃないですか？」

「ああ、すみません。じゃあレポートを提出したらすぐにでも……」

　言いかけた時だった。

　トトトトト、と小刻みなエンジン音が響ひびいたと思ったら、浜面の腰の横辺りに重たい衝しよう撃げきが当たった。見れば、名前のない試作機がいつの間にか彼の真横に張り付いている。

　新聞を読んでいると飼い猫が邪じや魔まするために紙面へどさりと身を投げるような、そんな仕草に似た動きだった。

　ステファニーはわずかに噴き出して、

「あはは、『アネリ』のヤツが嫉しつ妬としてる」

「まさか、操縦支援ソフトでしょ？　そこまでの分析機能があるとは思えねえんすけど」

　と、その時だった。

　ステファニーの携帯電話が着信音を鳴らした。モバイルを耳に当て、彼女が軽く言葉を交わすと、浜面の方をチラリと見る。

（……ん、何だ？）

「はい、はい。了解しました。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、基本的にはトラック一台あれば何とかなるし、そもそも運搬着パワーリフターは操縦に際して免許もいりませんから。暇ひま人じんを適当に見み繕つくろえば十分に対処可能です。それではー」

　通話を切ると、ステファニーは決定事項としてこんな事を言ってきた。

「浜はま面づら、クリスマスムード一色の第一五学区に興味あります？」

「はい？」

「ダイヤノイドに詰つめてる大型テレビ局が『荷物』の搬はん入にゆうを要請してきまして。第二学区から第一五学区まで。ただ、航空貨物レベルのコンテナを屋内移動させるとなると、階段だのエレベーターだの使わなくっちゃならないから一般のフォークリフトじゃどうにもなんない。運搬着パワーリフターが二機くらい必要かなってなりまして」

「待って待って。パワーリフター？　根本的に、俺はそれがどんな形をしていてどういう風に動かすものかも分かんねえんすけど」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。本体は背中に負うユニットで、馬ば鹿かデカい鋼こう鉄てつの腕が二本伸びたようなユニットってだけですから。生身と合わせて四本腕になるようなイメージでしょうか」

「え、ああ。竹馬くらい簡単なものだったり……」

「夕方までにって言ったでしょ。今から覚えればコケて押し潰つぶされて人死にが出るような事はありません」

「全然ダメっぽいじゃねえか!!　最悪誰だれか死ぬレベルなの!?」
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　昼休みになっても上かみ条じよう当とう麻まは陰いん鬱うつなままだった。

　今は同じ一つの机を囲む格好で、青髪ピアス、土つち御み門かど元もと春はるらと複数人デスマッチに挑いどんでいた。とはいえ取っ組み合いをしているのではなく、ルーズリーフで作ったハリセンの赤ちゃんみたいなものを使って教卓の上に立てた的を狙ねらう投とう扇せん興きようだ。

　何でまたこんなミヤビな遊びが流は行やり出したのかと言われれば、歴史教師の一言が引き金になったからとしか言いようがない。せめてもう少し詳しく語ると、『いやあ、江戸時代末期から明治時代にかけて楽しまれた投扇も、今じゃ祇ぎ園おんや赤あか坂さかの料亭くらいでしか残っていなくてなあ（教師）』『なっ!?　まさかの芸者遊び、だと!!　何それやりたいやりたい芸者さんと遊びたいせめてそんな気分を味わいたーい!!（馬鹿ども）』といった流れである。

「にゃー。最初、朝のＨＲ前に話聞いた時はこいつ何言ってんだ窓から放ほうり捨ててやろうかっていうか実際に一回みんなで胴上げしてから投げ捨てたんだが、冷静になってみると確かに第一五学区のダイヤノイド潜せん入にゆうとか怖すぎるのだぜい。クリスマス商戦のオシャレスポットとか超怖い！　何もしなくてもフィールド効果で寿命をガリガリ削けずられそうな感じですたい!!」

「……まあまあ上条当麻のやる事だからでサラリと流されているけど、朝の一件はもう新聞に載ってもおかしくないレベルだと思うの」

　ちなみにお昼ご飯自体はすでに学食で済ませてある。こたびの勝負は『教室のゴミ箱くせーけど誰だれが中身捨てに行くのよ？』争そう奪だつ戦せんである。

　でもって投とう扇せんに使ったルーズリーフはそのまま散らかすと小こ萌もえ先生辺りが哀かなしい顔をするので、いわゆる『スタッフが美お味いしくいただきました処理』をする必要がある。おかげで数学やら物理やらの板書はみんな揃そろってよれよれの紙に書き込む者ばかりなのだった。

「ミニスカのサンタさん見に行くなら実はケバい繁はん華か街がいの第一五学区より神学系を経済学で束たばねた第一二学区やら留学生の多い第一四学区の方が粒揃いやったりするんやけどなー。でもカミやんがビッチ系バイト少女が好みならボクは止めへんよ！　人の数だけ萌もえがある、ここはヤオヨロズの国やからね!!」

「宗教の偉い人に怒おこられろ青髪。それはそうと、ダイヤノイドって建物全体がダイヤでできてるとかって話じゃん。あれ何なの、全体的にふざけてんの？」

「流石さすがにそりゃあ聞きかじりがまた聞きして伝言ゲームで情報が歪ゆがんでいるにゃー。正確にはカーボン系でまとめてある。カーボンファイバー、カーボンフレーム、カーボンナノチューブ、そんな中に人工ダイヤも一部含まれているって感じかにゃー。全部ダイヤだったら逆に脆もろいよ、靭じん性せいゼロだからちょっと突風が吹いたり地じ震しんが起きたらビルがボッキリ折れる。ダイヤは火を点つければ普通に燃えるしにゃー」

「……、」

「……、」

「えっ？　えっ？　何で二人ともここで黙だまり込んじゃうんだにゃー？？？」

「いや、怖い怖い言ってる割にお前だって意外と詳しいじゃん、と」

「もしやこいつ、口ではオタクオタク言っておきながら実は陰でこっそりモテてる両刀遣い枠わくでも狙ねらってるん？　許さん、そればっかりは許さんぞォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　寛かん容ようある社会から片足を踏ふみ外した青髪ピアスの手しゆ裏り剣けん投げで、ルーズリーフの扇が教卓の上に立てた的（土つち御み門かどのカンペン）のギリギリ横を掠かすめていく。

　……本来の投とう扇せん興きようは五〇種類以上の判定基準があるようだが、馬ば鹿かどもはそもそも的に扇を当てるのに四苦八苦なので、『一番先に当てたヤツが勝ち』というおじいちゃんケータイ級の極きわめてシンプルな仕様になっていた。

　そして土御門の方も土ど壇たん場ばで火事場の馬鹿力を発はつ揮きした。

「ああん!?　そもそもオレがいつから全方位死角なしのどっぷりオタクになったと言った!?　オレは義理の妹が好きなだけの普通の人だにゃーっ!!」

「ふっ、安心したよ土御門。義理の妹を普通とか呼んでいる時点であんたはどこへ出しても恥はずかしくない立派な日本のオタクやで。アンタは一生この枠から抜け出る事はできひんようで安心したわ」

「てんめ────────────────今、世界の妹を悪あしざまに扱あつかいやがったか？」

「ボクはそもそも属性に貴き賤せんは設けんタイプやからなあ。下半身が蛇へびだろうが蜘く蛛もだろうが美お味いしくいただくのが流りゆう儀ぎやっつーの。ネコミミ少女かと思ったら頭が丸ごとリアル猫でした？　だからどうしたごっつあんです!!」

　……ちなみに先ほどから蚊か帳やの外になっている上かみ条じよう当とう麻まだが、彼は彼でサブマシンガンばりのばら撒まきは避さけ、スナイパーの気持ちでじんわりと狙ねらいを定めていた。

　そして茂みに隠かくれる暗殺者のように、彼は脇わき腹ばらを刺しに行った。

「つーか、髪を金色にして授業中もサングラス掛けてるとか、青く染めてピアス空けてるとか、お前ら本当は心の底じゃあ誰だれよりもモテたいんじゃないのかと」

「なっ!?」

「ばっ、馬ば鹿かな。カミやん、アカシックレコードのすり替えはやめてくれへん!?」

「口ではオタクオタク言いながらも、隣となりを見ては『あのオタクとは違う』と確信を得る事で、はるかな高みへ旅立とうとでもしているんじゃないのかと」

「ぐ、ぐ、ぐばぁーっ!!!???」

「な、何やのん？　ボクらカミやんに何か酷ひどい事でもしたんか!?　クラス総出で指名手配を受けたカミやんを追い駆け回したりしない限り、そのような悪あく辣らつな台詞せりふは出てきいひんはずやで!!」

　そして十分に対戦者の心を揺ゆさぶった魔ま王おう上条当麻は、すいっと右手を上げた。

　余計な力を加えず、扇を空気に乗せる心持ちで構え。

　彼は宣言する。

「嫁よめだ何だ言ったら管理人のお姉さんに決まってんだろ─────────────が!!」

　スッカァァァ────────────────────────────────ン!!　と、それこそナイフのような勢いでルーズリーフの扇が飛ぶ。

　だが哀かなしいかな、

「あ」

　扇が当たるより先に的のカンペンが倒たおれてしまった。

　上条の肺活量に負けてしまったらしい。

　今日も三人共とも倒だおれであった。
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　そんなこんなで放課後。

　一度学生寮りように戻った上条当麻は、インデックスとオティヌスを連れて再び外出する事に。

　目的地は第一五学区、そのランドマークでもある巨大複合施設ダイヤノイド。

「ひゃー、流石さすがに一二月だな。まだ五時半だっていうのにもう真っ暗だ」

　そんな風に言う上かみ条じようは、いつも通りの学生服だった。どうせどんなに私服で着飾った所でモノホンのオシャレさん達の前にコテンパンにされるに決まっていると踏ふんだためだ。

　ちなみにインデックスはいつも通りの真っ白修道服、オティヌスに至ってはちょっと人前には出したくない感じである。

　そのオティヌスは、出がけの時には上着のポケットに突っ込んでいたはずだったが、いつの間にかよじ登っていた。今は上条の首に巻いたマフラーの中に埋うもれる形で、肩の上に腰掛けている。

「……こうして見上げると、全く星が見えんな。これも科学らしい潔けつ癖ぺき症しようのなせる業わざか？」

「とうまー。なんかあっちの方から笛が聞こえるんだよ。あれは聞きしに勝るチャルメラとかいうヤツなんじゃあ!?」

「おやめなさいインデックス、ここで寄り道したらダイヤノイドへ立ち向かう気き概がいが一〇〇パーへし折れちゃうから！　あと屋台でラーメン食べたら体傾けた拍ひよう子しに肩のオティヌスがどんぶりへ墜つい落らくするビジョンがありありと浮かぶから!!」

　第一五学区までは地下鉄を使って移動する事にした。自動改札では相変わらずインデックスが切符を入れたのに仕切りの誤作動に阻はばまれたり、オティヌスが小さな体を使って切符を投入しようとした所で自分自身もローラーに吞のみ込まれそうになったりとしっちゃかめっちゃかだったが、どうにかこうにか難所を越える。

　列車の吊つり広告や薄うす型がたモニターなどもクリスマスムード一色になっていた。

　直通で行けるからか、ダイヤノイドそのものの広告も多い。

『第一五学区にそびえるランドマークにしてダイヤの塔とう。当方独自の選考基準をクリアした超高級ブランドショップを揃そろえるダイヤノイドには、あらゆるものが待っています。時間、空間、自由、くつろぎをお求めの皆様。ここに来れば、あなたの人生に足りないものが見つかるでしょう』

『公開生放送のお知らせ。テレビオービットではダイヤノイド放送局において、番組の観覧希望者を募集しております。一二月の募集一覧はこちら。一日、ヒストリア懸けん賞しようクイズ。八日、クイズ動画王決定戦。一三日、世界の職人スペシャル。一九日、午後のシエスタ。二四日、ミュージックストリーム大賞。二五日、イルミネーション百選。三〇日、クリスマスの舞台裏はこうだった。三一日、年またぎは爆ばく破はで笑おうスペシャル……』

『最上層フロア、マンションエリアの第五次公開分ぶん譲じよう抽選会が間もなく始まります。セレブの隠かくれ家として突出した評価を受ける９ＬＤＫ。ラグジュアリーなステータスを獲得し、上流階級の仲間入りを果たしませんか？』

　広告を目で追い駆けていくごとに、上条は無の心になっていった。

　あれえ？　ひょっとしたら住む世界が違うというか、食費が心配だから今日のラーメンはちょっと伸びるの待とうぜ！　みたいな人が足を踏ふみ入れてはいけない場所なのでは？　などと思い始める。

　一方で、マフラーに埋うもれるオティヌスは気楽なものだった。

「全体的に俗だな。自然と身についた高級感ではなく、そうなるようにと演出しているのが見え透すいてしまうのも問題だ。そもそもセレブリティーとラグジュアリーの違いはどこにあるんだこれ」

「私は早くお買い物を終えてご飯の時間を長めに取ってもらえれば何でも良いんだよ」

「今日の主役は私の住居だ馬ば鹿か者ものめ。完全記き憶おくで食事の情景でも反はん芻すうしていろ省エネシスター」

「むっ、スフィンクス!!」

「ぎゃーっ!!」

　全身を総毛立たせてマフラーの中へ退去するオティヌスを三み毛け猫ねこが本格的にほじくり返そうとしたようだったので、流石さすがにこれは上かみ条じようがストップをかけておく事に。

　そうこうしている内に地下鉄が第一五学区の駅へと到着した。

　他の人達と同じ流れに乗ってホームへ足を着ける上条。ちなみに同世代の若者が多かったが、この時点では『テレビの中に住んでいそうな』キラキラさんはそんなにいない。まあ、ひょっとしたら化粧室だのカラオケボックスだので化けるのかもしれないが。

「ここが第一五学区……。うーん、見た目はよその学区とあんまり変わらないかも」

「まだ地下だからな」

「ダイヤノイドは全部ダイヤでキラキラしているって言ってた！　とうま、早くそこまで行ってみよう？　お使いが早く終わればご飯の時間が長くなる!!」

「というかもう到着しているぞ」

　上条がそう答えると、インデックスどころかオティヌスまでもが『ん？』と首を傾かしげた。

　シスターの腕の中にいる三毛猫だけが吞のん気きにみにゃーと鳴いていた。

「だから、ダイヤノイドは第一五学区の駅ビルも兼ねているんだ。だから列車が駅に到着すれば、自動的に俺達もダイヤノイドまで運ばれるって訳」

　んー……とインデックスはしばし高くもなければあんまり小こ奇ぎ麗れいでもない天てん井じようを見上げる。

　そして言った。

「と、とうま。大きな建物に来た感動とか圧あつ倒とうされる感じとかは……？」

　しらんがな。
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　女の子みたいなヤツ、という言葉は女の子を小馬鹿にしていると思っていた。

　泣き虫な自分がとにかく嫌きらいだった。

　そうと分かっていても、ちょっと小突かれ、窮きゆう地ちに追い詰つめられるだけで膝ひざが震ふるえる。涙るい腺せんが緩ゆるむ。涙を止める止めない以前に頭の中が真っ白になってまともな思考の経路を繫つなげる事もできなくなってしまう。

『結局、んなもん受け取り方次第な訳よ』

　隣となりに立つ金髪の少女はそんな風に言っていたものだった。

『だって、それ、裏を返せば誰だれの悲劇にだってきちんと涙を流す事ができるって話でしょ？　それって別に何に恥はじる事もない、立派に胸を張れる内容だと思うけど』

　あっけらかんと断言する少女の言葉に、救われた。

　だけどそれは同時に、『自分にはそれができないからお前はすごい』といったような、わずかな隔へだたりのある言葉でもあった。

　その金髪の少女がどんな世界に住んでいるか、知らない。

　街中では一いつ緒しよにいるはずなのに、二つの円は大きくずれていて、ほんの小さな端はしだけが重なり合っている。そんなイメージを否いや応おうなく感じさせる、薄うすい薄い、それでいて明確な溝。

　無理して飛び越えたいとも思わなかった。

　話さないからには話したくない理由がある。明かさないからには明かしたくない理由がある。だったらそれを尊重すれば良い。金髪の少女がどんな世界を生きていようが、こうして自分に会いに来てくれるのならば、それで問題はない。

　きっと、金髪の少女の心の中には、自分の席も用意されている。

　とても小さくて、スポットライトの外へ追いやられた末席かもしれないけれど。

　それだけあれば十分だった。




　彼女が、ある日突然消えてしまうまでは。




「……、」

　夕と夜の狭はざ間ま。紫色の空に、少年は手をかざしていた。

　その手の中に、一枚の小さなカードがあった。

　藍あい花はな悦えつ。

　学園都市第六位の超レ能ベ力ル者５。

　それが、これより先の少年の肩書きとなる。

『外』の紙し幣へい印刷技術などとは比べるべくもない、数十種類にも及およぶ偽ぎ造ぞう防止技術が施ほどこされた学生ＩＤ証だったが、無事に『藍花悦』は確保した。顔写真や血液型などいくつかのデータだけを書き換え、後は本物と遜そん色しよくない。

　というより、本物、偽にせ物ものの概がい念ねんは存在しないのかもしれない。

　当然、ただの学生である『藍あい花はな悦えつ』に、あらゆる偽ぎ造ぞう防止技術を潜くぐり抜ける完かん璧ぺきな製造技術はない。四方八方手を尽つくしても上うわっ面つらを整えるのが限界で、専門の読み取り機にかざせばすぐにでもボロが出るようなものしか作れなかった。

　ただし、少年は自分で作ったカードを一度三つに叩たたき割っていたのだ。

　……紙し幣へいの話に譬たとえよう。透すかしやホログラムなど、どうしても偽造できない部分がある。しかし紙幣をビリビリに破いて『その部分』だけを省いてしまえば、偽造かどうかはもう分からない。そして銀行では三分の二さえ残っていれば、本物の紙幣と交換してもらえる。破かれたパズルだけを眺ながめている行員は、それが本物か偽造かは分からない。

『藍花悦』がやったのも同じ事。

　まず半はん端ぱな出来にしかならなかった偽造カードを意図的に破は壊かいし、どうしても偽造できなかった部位を省く。残るパズルのピースをかき集めると、『藍花悦』は大だい胆たん不ふ敵てきにもそれを本物の藍花悦の在学校へと送り付けたのだ。『学生ＩＤ証を紛失したので、再発行を求む』という書類と共に。

　この辺の処理が機械的で助かった。

　もしもアットホームに事務員さんが本物の藍花悦へ声を掛けていれば、一発でバレていただろう。

（……とはいえ、こんなのはずっと騙だましきれるものじゃない。保もっても再発行完了から一日か二日。虎とらの威いを借りていられるのはそれだけ。その短期間でダイヤノイドへアタックを仕掛け、あの子を連れ戻す足がかりを手に入れなくちゃ）

　あの金髪の少女、フレンダ＝セイヴェルン自身が口にしていた。

　ダイヤノイドの上層階、高級マンションには秘密基地を確保してある。それは表とも裏とも繫つながっていない、本当に空白の自由が広がっている、と。

　そこで少女が消えたとは限らない。

　だけど、『藍花悦』にとっては唯ゆい一いつの扉だ。表とも裏とも関かかわりのない、真に少女の本音をさらけ出す場であるのなら、彼女が消えたきっかけを摑つかむための情報が眠っているかもしれない。少女が『藍花悦』の知らない裏側でトラブルに巻き込まれたのなら、このダイヤノイドを経由して裏側を覗のぞき込むきっかけを手に入れられるかもしれない。

　何にしても、あそこがまず第一歩。

　最初の足掛かり。

　どんな事があっても、必ずフレンダを連れ戻す。

　誰だれに、どれだけ無む茶ちやな事だと言われても。

「……よし」

　小さな両手を、ぎゅっと握にぎり締しめる。

　自分の中で何かを切り替え、視線を紫色の空から真正面に移す。

　すでに風景のあちこちに不ふ穏おんな輩やからが紛まぎれていた。

　先日、『藍あい花はな悦えつ』になる前だった少年を路地裏へ引きずり込んで、一〇発以上の『警告』を放ってゴミ袋の山へと放ほうり捨てたのと、同類。自分が誰だれにどんな意図でもって依い頼らいをしてきたかも分からないまま、とりあえずで暴力を出力する者達。

　心臓が跳はねる。

　顔から汗が噴き出す。

　胸の真ん中にきゅっと手を当てて、どうにか抑え込もうとする。

　タイミングとしては先日と同じ。顔ぶれが違うのは、何度も何度も同じ人間に同じ依頼を出すと不審がられると思う何者かがいるからか。

　どっちみち、最初の一人を騙だませなければ何も騙せない。

　先に進めない。

　正面を見み据すえる。

　メッキがはがれて『弱い本音』が顔を出そうとするのを全力で抑えつけ、睨にらみつける。相手の数は一〇人以上。それぞれ見知らぬ通行人のふりをしているが、どうせなかよしこよしの外げ道どう達だろう。

　なら、弱そうなヤツから狙ねらっても逆効果だ。

　全員を気け圧おしてしまうには、むしろ一番強い駒こまから取らなくては。

　分厚い革のジャケット。その両腕の袖そでの上から有刺鉄線を巻いた大男に向けて、ゆっくりと歩き出す。

　いよいよ『藍花悦』の実戦が始まる。

「あんたが約束の人間で良いのか？」

「あ？」

「ぼくは『藍花悦』だ、金をもらって実験台になってくれるっていう奇特な殴なぐられ屋はあんたって事で良いんだよね」

「……、」

　学生ＩＤ証を突き付けながら言う『藍花悦』に、相手の動きがわずかに止まった。

　訝いぶかしむのは当たり前。

　信じろと言って信じる馬ば鹿かもいない。

　だから。

　疑いをそのままに、疑いの向きを大きく変える。

「おいおい、まさか近所のガキ殴れば万札もらえる簡単なお仕事とでも思ったの？　だとすりゃ災難だったね。あんたら騙されてたんだよ。ま、超レ能ベ力ル者５の実験台になって病院のベッドで眠りこけるだけの金はすでに受け取っているんだもの。文句はないはずだよね？」

「じ」

　思考が空白に埋うまりそうになる。

　相手の次の一言。

　それさえ見えなくなってしまう。




「冗じよう談だんだろオイ、『藍あい花はな悦えつ』だって!?　道理で話がうますぎると思ったんだ!!」




　まともな会話にならなかった。

　あれだけ絶対的な壁に見えた筋肉の塊かたまりが、風に吹かれたように回れ右する。全力で逃げていく。なんか失敗して無断駐輪してある自転車の群れと激突して盛大に転んでいる。ひいひい言いながら這はうようにして逃げ回る『精神的な柱』を見て、混乱と狂きよう騒そうが他の男達にも伝でん播ぱしていく。

『藍花悦』は、右手の人差し指と中指でカードを挟はさみ、刃物か何かのように突きつける。

　ガタガタン！　とそれだけで、はるか遠くの風力発電の支柱に寄り添っていた男達が尻しり餅もちをついていた。彼らが特別臆おく病びようなのではない。矛ほこ先さきをゆっくり変えるたびに、あれだけニヤニヤ笑っていた駒こまが次々に転び、倒たおれ、後ずさりするのが分かる。

　気がつけば、誰だれも残っていなかった。

　壁は取り払われていた。

　そして思考の空白も、心臓の暴走も、震ふるえる膝ひざも、全すべてピタリと静まっていた。

『藍花悦』は、藍花悦と化した。

「ふふ」

　笑みが漏もれた。

　たった一つの武器、一枚のカードを手にしたまま、藍花悦は身をよじる。

「あはは！　あはははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　目尻に浮かんだ涙を、人差し指を使って拭ぬぐう。

　頰ほおを紅潮させたまま、藍花悦は思う。

（何が学園都市だ、何が超レ能ベ力ル者５だ、何がヒエラルキーだ、何がピラミッド構造だ!!　ぼくは乗り越えたぞ、最初の関門を乗り越えた！　これでもう、これで、誰にもぼくを止められない。お前達が隠かくしたあの子の行方を見せてもらうよ!!）

　歩く。

　ダイヤノイドを目指す。

　消えた友人を、フレンダ＝セイヴェルンを、深い深い闇やみから助け出すヒントを残す、炭素の迷宮へと。

「ぼくは藍花悦だ……」

　誰もいない道を進みながら、藍花悦は練習半分、役作り半分に囁ささやく。

「ぼくは藍あい花はな悦えつだ……」

　ここから先は、明らかにその使用頻ひん度ども増す。頼たよりにしなければならない場面では、メッキがはがれかねないほどの重圧にも襲おそわれるだろう。

「ぼくは藍花悦だ……」

　その時だった。

　不意に、道の角から頭の悪そうな女が飛び出してきた。

　向こうも向こうで予想外だったようで、ギョッとした顔でこちらを眺ながめている。

　互たがいの距きよ離りは一メートル以内。

　うっかりしていると激突しかねないような位置。

　そこで彼らはこう言った。




「「ぼくは藍花悦だ!!」」




　叫んだ瞬しゆん間かん、藍花悦は目が点になった。

　まるで拳けん銃じゆうかナイフのように腕を交差して突き付け合うその先に、顔写真以外は全く同じ学生ＩＤ証があったのだ。

　相手が本物だとは思わない。向こうもそうだとは思っていないだろう。

　彼らは心の中さえシンクロしていた。

　ドキィ!!　と心臓の鼓こ動どうに触発され、思わず胸の真ん中にきゅっと手を当ててしまう。

（（ヤバい、こいつぼくの同類だッッッ!!!???））

　気づいた途と端たん、二人の藍花悦は同時にバラバラの方向へ走り出した。

　自分の身元くらいちゃんと管理しろ、と盗んだ者同士がどうしようもない文句の念を遠く離はなれた超レ能ベ力ル者５へ送りつける。
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　どこもかしこも電飾だらけ。行き交う車もワインレッドやらマスタードカラーやらのスポーツカーばっかり。そんな夜の第一五学区を、武ぶ骨こつな大型トラックが爆ばく走そうしていた。

　運転しているのはステファニー＝ゴージャスパレス。

　助手席にすっぽり収まっているのが浜はま面づら仕し上あげ。

「うへえ、またすっごいな……」

「例のダイヤノイドですか？」

「それもそうだけど、このトラック！　完全にトラック野郎仕様っていうか、デコトラ感満載じゃないすか!?　側面全部デカデカと演歌歌手の顔だし！　ムードぶち壊こわし!!　なんか第一五学区に恨うらみでもあるのか!?」

「へへへー。まあそこはそれ、独身女性を代表してですね。あー学生の本分忘れて色恋沙ざ汰たにうつつを抜かすクソガキどもムカつくなあー大音量で回収モノのスケベソングとか垂れ流しにしてやりたいなあーっ!!」

「ようし、まずは独身女性に謝る所から始めようか。勝手に代表を名乗りやがって!!」

「えー？　浜はま面づらだってあの大量消費勝ち組スポット見たらイラッと来ません？　うらーっ！　私達は二四日も仕事のガテン系じゃーっ！　っていうか」

「いや俺イヴは普通に休むし、恋人と過ごす予定だし」

「いようし浜面は二四日から年またいで一日、いや三日まで連続シフトで調整、と」

「ド外げ道どう!!」

　ぎゃーん!!　と叫んでいる内に、場違い感満載なトラックはダイヤノイドへ近づいていく。積んでいるのは一辺二メートル程度の美術品用航空貨物コンテナと、それを持ち運ぶための運搬着パワーリフターなる特とく殊しゆ重機が二機ほどだ。

「でも流石さすがに気き後おくれするよな、こんなの。ヤル気まんまんかよって白い目で見られそうでこんな豪ごう華かなトコには誘さそえねえって」

「ありゃ？　不良時代とかはカモを探しに出かけなかったんですか？　お財布一つ辺りの単価が全然違いそうなもんなのに」

「あんなトコ狙ねらったら一発で裏路地全体を消毒されちまいますよ」

　形としては七〇階建ての巨大な六角柱。さらに飾りなのか補強なのか、全方位の地上へ向けて斜めに太いワイヤーが何本も張り巡らせてある。第一五学区は高層建築の密集地帯のはずだが、上う手まく各おの々おのの建物の隙すき間まを潜くぐり抜ける形だ。中央の建物と周囲のワイヤーは地上から放たれる強きよう烈れつな光に照らし出され、闇やみ夜よの中にくっきりとその威い容ようを浮かび上がらせている。単なる照明ではなく光の芸術としての側面を強く押し出しているのか、時間に合わせて流れるように色彩が変化していくのが分かる。

「構造は大きく分けて上層、中層、下層の三つ。私達の配送先は中層のテレビオービットですね。資材搬はん入にゆう口ぐちから入って作業用エレベーター一本ですから、流石に迷う事はないと思いますけど」

「エレベーターって……『アレ』がそのまま乗るんすか？」

　浜面は見えるはずもないのに、つい後ろを振り返ってしまう。

　ステファニーはケラケラと笑いながら、

「上層は高級ホテルだのマンションだのですよ？　グランドピアノとかホームシアターとか持ち込み放題なんですから、エレベーターの荷重制限は相当デカいって噂うわさです。ま、ダメならダメで『アレ』に乗り込んでコンテナ抱えて階段を駆け上がる羽は目めになると思いますけどー」

　ダイヤノイドは第一五学区の駅ビルも兼ねているらしい。地上の高架と地下鉄の線路で十字に交差する形で線路が敷しいてあるという話だった。主要な出入口もまた東西南北に一つずつあったが、ド級のデコトラはそれらとはまた違った、目立たない場所に用意された業務用の搬はん入にゆう口ぐちへ回り込む。

　ゲートの所で窓を開けて作業員と会話しているステファニーの横で、浜はま面づらの携帯電話が着信音を鳴らしていた。通話ではなくメール。文面を確認する浜面に、ステファニーが鼻歌混じりでハンドルを操りながらこう尋たずねた。

「どちらさん？」

「知り合いっすよ。ダイヤノイドの中層で待たせてるんです」

「中層って……丸ごとテレビオービットの社屋じゃありませんでしたっけ？」

「一般開放されているエリアもあるんすよ。展望台とかプールとかフィットネスジムとか。まあ一般客と芸能人が交差しないようデザインされてるはずっすけど、そっちにいるはず。仕事が終わったらそのまま遊ぼうぜーって話になっていて」

「うへへえ。青春を満まん喫きつしていますなあ。こっちはいつになったら砂すな皿ざらさんが目を覚ますやら」

　ゲートの先は屋内駐車場だ。一面が冷たい人工物の壁……なのだが、立体駐車場や地下駐車場にありがちな灰色の冷たいコンクリートではない。地面も天てん井じようも等とう間かん隔かくで並ぶ太い柱も……どれもこれも、木目調の質感で統一されている。

　全体的に、

「ハリウッド映画に出てくる間違ったトノサマビルみたいだ」

「見た目はアレでも全部カーボン系だから、こいつで思いっきりぶつけたってへこみ一つできないって話ですよ。オシャレって分かんないわあ」

　大型のゲストスペースにトラックを停とめ、浜面とステファニーは車を降りる。ステファニーは鍵かぎ束たばのリングに人差し指を入れてくるくる回していたが、彼女がトラック後部へ回り込むより先に、浜面は針金二本でコンテナの鍵を開けてしまっていた。

「……つくづく思うけど、スキルって使いようですよね。イケメンスパイも湿ったストーカーもやってる事は同じっていうか」

「？」

　浜面は要領を得ない顔のまま、両開きの扉を開ける。

　まず見えたのは、浜面の身長より巨大な銀色のサイコロ。

　そんな風に見える美術品仕様のコンテナ。

　そして奥にあるのが運搬着パワーリフターだ。壁、床、天てん井じようから伸びる無数のゴムベルトで固定されているそれは、金属製の大きなリュックと、そこから伸びる巨腕、そして姿勢制御用の一回り小さな脚部だ。腕が極きよく端たんに大きく、だらりと伸ばすと地面につきそうになっている。

　特とく殊しゆ重機については、浜面用とステファニー用、二機用意されていた。

　不測の事態が生じた時の予備、という意味もあるのだろう。

「運搬着パワーリフターについては？」

「五時間で必死こいて勉強したんすよ！　途中何度自前の関節に肉を挟はさみそうになった事か！」

「『アネリ』が補助してんだから大だい丈じよう夫ぶですって」

　中に踏ふみ込み、ゴムのベルトを外しながら浜はま面づらは吼ほえる。

　運搬着パワーリフターは軍用の駆動鎧パワードスーツと違って全身を装甲板で覆おおったりしない。戦車とパワーショベルの違いのようなもので、合理性というよりは民生品のレギュレーションの問題ではないだろうか。

　操作系はケーブルで繫つながった左右二本の有線操そう縦じゆう桿かんと、脚部と連結する足裏の先で踏み込むフットペダルが主格となる。やはり、全身の筋肉の動きを読み取る駆動鎧パワードスーツと比べるとどこかアナクロで、『乗り物』といった印象がある。

　乗り込み、ジェットコースターの安全バーのようなものを下ろして全身の各部を固定し、いざ電源を入れた途と端たんに浜面の視界を光の乱舞が襲おそった。

「うわっ、くそ……ッ!?」

「ちょっとちょっとちょっとーっ！　二トンもあるんだからあんまりバタバタグラグラもたつかないでくださいよ」

「いや、すんませんっ、でもこれ、やっぱ慣れなくて……」

「ああ、ＡＵＤですか？」

　ステファニーは簡単に言った。

　自分の眉み間けんを指で揉もみながら首を左右に振る浜面の顔の数センチ先に、青白い光でできたウィンドウやバー、警告文などが浮かび上がっていた。空間に直接映したようなイメージだ。

「局所的に空気を温めたり冷やしたりする事で、光の異常屈くつ折せつを利用して景色に情報を重ね合わせる描画方式。蜃しん気き楼ろうとは似て非なるって話らしいですけど」

「いや、理屈は分かっちゃいるんすけどね……」

　目でものを見る、というのは眼球から得た情報を脳で分析して捉とらえる。ＡＲや３Ｄゴーグル、ヘッドマウントディスプレイなど、本来の目の使い方とは違うサービスは合わない人が使うと脳の方が混乱をきたす。例えばヘッドマウントディスプレイを使って派手なアクション映画を見ると、五分も待たずに乗り物酔よいする人もいる、というのは良くある話。

　おまけに顔のすぐ近くの空気をドライヤーにも似た温風、冷風で温度変化させるため、目が乾いて仕方がない。かと言って分厚い保護グラスをつけるくらいなら、最初からゴーグルに投影する仕組みにすれば良いと思うし。

（結局は学園都市らしい試作品ってトコなのかね）

「電源は主要二つと予備一つ、姿勢制御、演算機器、フライバイライト、異常なし。アクチュエータ〇〇一から四〇〇、三度のオートテスト良好。総じてオールグリーンと判断。最終安全装置を手動で解除、と」

「幸い、ここは障しよう子じ一枚、灯とう籠ろう一つを取っても全すべて頑強なカーボン系で作られたダイヤノイドですから。多少コケたって傷はつきません。どーんと気楽に行きましょう」

「良いんすかね、いくら免許がいらないからって言ったって……」

「人が死なない限りは取り返しはつきますから」

「もうすでに色々怖い!!」

　と、そんな風に言い合いながら、トラックの中で起動準備を終える。

　おっかなびっくり最初の一歩を踏ふみ出し、職業意識というよりは何か支えるものが欲しくてコンテナに触ふれる。鋼はがねの巨腕をゆっくりと動かしてサイコロの縁をなぞり、やがて二本のアームを使って明確に取っ掛かりを摑つかむ。

　意外にも器用に、ステファニーはコンテナとトラックの壁の間を運搬着パワーリフターごとすり抜けて、反対側に向かっていた。それこそ引っ越し業者がソファを運ぶような格好で、いよいよコンテナを本格的に持ち上げる。

　生身の指と違って感触が返ってこないので力加減が心配だったが、少なくとも鋼の指でコンテナをぶち抜くような事はなかった。

（何とか……なりそうか？）

「浜はま面づら、このまま降りますよ」

「アンタ後ろ向きで大だい丈じよう夫ぶなんすか？」

「経験が違いますから」

　適当に言い合いながら、本当にするりとトラックの外へと出ていく。

　その時だった。

「？」

　運搬着パワーリフターは三メートル大の鋼の塊かたまりで、軍用品ではないものの、強化された腕力は小型の自動車くらいなら軽々と持ち上げてしまう。人を巻き込むと洒落しやれにならないので浜面は必要以上に周囲の確認を繰くり返していたのだが、だからこそ、見つけた。

　車と車の陰を縫ぬうようにコソコソ進む小さな影。茶色いセミロングの髪に、黒系のフード付ジャケットとショートパンツにブーツ、鮮あざやかなスカイブルーのインナーとソックスを纏まとう……。

　ええと。

　あれは男の子？　女の子？　どっちだ？？？

「先生」

「あによ？」

「業務内容とは直接関係ない。でも例えば仕事のトラックの周りを小さな子供がうろちょろしているとする。今にも車の下に潜もぐってかくれんぼとかやりかねないような状況だとしたら、仕事人ってどうするべきっすかね？」

「直接の利害に関与しなくても、業務に対するリスクが浮上しているなら排除案件ですかね。すなわちコラーッ!!」

「うわっコンテナから手を離はなすな!!」

　三メートル大の巨体を操って鋼はがねの両手を振り上げるステファニー。

　すると、直後にびくーん!!　と車の裏から小さな影が飛び上がった。ほとんど転がるような格好で逃げ出そうとし、しかし失敗してその場で正座を横に崩くずしたようにへたり込み、ぷるぷると小刻みに震ふるえたまま何か学生証らしきＩＤカードをこちらに突き付けてくる。

「ぼっ、ぼぼぼぼぼぼくはぼくは学園都市第六位、藍あい花はな悦えつだぞ!!」

　一いつ瞬しゆんで浜はま面づらの喉のどが干ひ上あがる。

　心臓がギリギリと締しめ付けられる。

　自分でも制御のできない危険信号が全身を蝕むしばむ。無レ能ベ力ル者０の身の上で路地裏を渡り歩いた関係で、強大な能力者がどれほど恐ろしいかは骨身に沁しみている。

　が、横でステファニー＝ゴージャスパレスがさらに被かぶせるように叫んだ。

「ああん!?　こちとら先生だぞがおーっ!!　対暴走能力者用の戦せん闘とうルーチン極きわめた体育会系ステファニーちゃん舐なめてんのかテメェーッ!!」

「ひゃああーっ!!」

　大の大人の大だい音おん声じようを浴びてへたり込んだまま両手で自分の頭を守るような格好になった『藍花悦』を見て、ようやく浜面も何となくの合が点てんがいった。

「待った先生、相手は子供だ！」

「ムカつく言い方ですね！　同じ子供が上から目線で大人を気取ってんじゃねえーっ!!」

「アンタが一番暴走してんじゃねえか……ッッッ!!」

　コンテナを横に置いての三メートル大の摑つかみ合いが一段落すると、すでに先ほどの……男の子？　女の子？　……はどこにもいなかった。

　途中で巻き込まれて鋼の剛ごう腕わんでホームランでもされていない限り、どこかへ逃げてしまったんだろう。
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　上かみ条じよう当とう麻まはインデックスやオティヌスと一いつ緒しよに、エスカレーターを使って地下鉄駅から下層商業エリアへとやってきた。

　商業エリアは一階から二〇階までという話だったが、その中央部分はまとめて吹き抜けとなっていた。真上を見上げると天空へ吸い込まれるような、奇き妙みような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　明かりは間接照明が多く、柔らかい肌色めいた色彩で満たされている。そして最大の特徴と言えば、その内装か。構造こそは超高層ビルのそれだが、一つ一つのパーツは和風建築に近いのだ。床は飴あめ色いろに磨みがかれた板張り、空間を区切っているのはドアではなく障しよう子じや襖ふすま。先ほど話に出てきた照明器具も、等とう間かん隔かくに並べられた四角い行灯あんどんが多い。

　一いつ瞬しゆん前まえまでのクリスマスムードは一体何だったのか。

　全体を評して言えば、

「……何だろう。神かん裂ざき辺りが好きそうな感じだ」

　本人が聞いたら『私はナンチャッテじゃねえし!!』と激げき怒どしそうな台詞せりふだが、そういう『イメージ』なのだから仕方がない。

　他に特徴的なのは、あちこちに装飾用の薄うす型がたモニタが設置されている事か。壁や柱に取りつけられているもの、天てん井じようから細いアームでぶら下がっているもの、多種多様だ。

　そこに映っている映像を見て、インデックスが首を傾かしげた。

「とうま、あれどこのてれびー？　新聞にはあんなの書いてなかったんだよ」

「全すべてのチャンネル全ての番組表を完全に記き憶おくしているのがすごいのか、そんなに暇ひまを持て余しているのが問題なのか……」

　上かみ条じようはやや呻うめいた後に、

「あれはテレビオービットのメイキング中継とかってヤツだよ。上の中層はテレビ局だからな、ＡＤとかが小さなカメラを回しながら舞台裏を駆け回っているんだと。電波には乗せていないから、これ見たさにダイヤノイドまで足を運ぶアイドルファンなんかもいるらしい」

「てれびきょく？」

「おうしっと、もうそこからなのかインデックス……」

　ちなみに天井近くの薄型モニタでは、楽屋のソファで爆ばく睡すいしている男性アイドル、一ひと一つい一はじめが激写されていた。周囲では、きゃーきゃー言っている場所とブーブー言っている場所の明暗が酷ひど過すぎる。

　とはいえ、映像はメイキング中継一本ではなく、数分単位で流れるように切り替わっていく。ＤＪの選曲のように、映像の繫つなぎも含めて一つの作品みたいに見える風にしているらしい。

『ダイヤノイド中層、展望台フロアはアクアパレスの通称で知られる水の芸術を意識した造りで、屋内建築としては世界最大級の噴水なども備えており……』

　上条の肩で、ほとんどマフラーに埋うもれているオティヌスがこんな風に言ってきた。

「で、問題のドールハウス職人は一体どこに店を構えているのだ」

「待て待て、コンビニでプリントアウトしたのがあったはず」

　と、ごそごそポケットを漁あさって折り畳たたんだ図面を開いて場所を確かめる。

「うん、五階だな。これならエレベーターを使うより、そのまんまエスカレーターで行った方が早そうだ」

「とうま、さっきからスフィンクスが落ち着かない感じなんだよ」

「駄だ目めだ三み毛け猫ねこ、お前は爪つめを研とぎたくて仕方がないんだろうが、辺り一面はカーボン系ばっかりだから、きっと障しよう子じ一枚で拳けん銃じゆうの弾丸くらい受け止められるぞ。お前の爪じゃ歯が立たん」

　そんな訳でエスカレーターで五階へ。

　中央部分が巨大な吹き抜けになっているため、実際に使えるスペースの半分くらいは潰つぶしているはずだ。それでも三五〇のブランドショップが詰つめ込まれているとの事で、吹き抜けとは反対側……つまり『外側』はそれこそコンビニよりも小さなお店からテニスコート以上の広さの大きなお店までがぎっしりと詰め込まれている。

「む」

　と、五階付近までやってきた所で、肩のオティヌスが声を発した。

　両手で三み毛け猫ねこを抱えるインデックスも、キョトンとした顔で言う。

「混んでるみたいだね」

「ああ、そりゃまあ朝のニュースで特集組まれるくらいだからなあ。俺達がこうしてやってきたように、他の人達だって集まってきたんだろ」

「ちょっと待て。人気なのは結構な事だが、ここで件くだんのドールハウスを取り逃がしたら私の安息の日々はどうなってしまうのだ!?」

　うーん、と上かみ条じようは呻うめき、真上を仰あおぎ見た後に、

「なんていうか、こう、厚紙でできた箱をくり貫ぬいて、テープで固定してだな……」

「猫まっしぐらでバラバラの予感!!」

「壊こわされるのが嫌いやなら、つるりとした継ぎ目のないものをおうちにすれば良いんだよ。例えば洗面器を逆さにして被かぶるとか」

「猫にも洗面器を持ち上げるくらいの知性を持つ事が分からんのか!?」

　いまいち危機感の薄うすい二人。

　この流れに乗せられるのはまずい、と感じたのか、オティヌスは上条のマフラーからずぼっと体を引っこ抜き、

「なっとく、が!!」

　ずざざざざざざざざざ!!　と肩から爪つま先さきまで一直線に降下し、

「いかーん!!」

　木目調の床に着地するや否いなや、人混みの足の隙すき間まをかいくぐるように前方のショップに向けて駆け出してしまった。

　困ったのは上条達だ。

「あいつ……っ!!　あの一五センチのボディで一体何をどう商談するつもりだ!?　というか新手のドールと勘かん違ちがいされた上、参考資料としてバラバラにされても不思議じゃないってのに……っ!!」

「火急の用だね。でも大だい丈じよう夫ぶだよとうま。スフィンクス、ゴーッ!!」

「ああっ!!　余計な火種をさらに!!」

　上条が叫んだ時にはすでに遅おそし。

　ひらりと床へ着地した三み毛け猫ねこもまた、解き放たれた猟りよう犬けんのようにオティヌスの後を追い駆けていく。

　踏ふまれる、バラバラ、ネコ科のハンター本領発はつ揮き。

　そう遠くない未来のオティヌスのビジョンに若じやつ干かんマジでブルーになる上かみ条じよう。

「とっ、とにかく捜そう！　良いかインデックス、視線は下だ。絶対、ぜったいに！　あいつを踏むなよ!!」

「うん？」

「これはフリじゃねえよ!!　絶対にオティヌスを踏むなよ!!」
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　滝たき壺つぼ理り后こうはこんな時でもピンク色のジャージだった。

　ダイヤノイド中層は主にテレビオービットの社屋となっているが、芸能人や制作局とは絶対に交差しない格好で展望台や屋内プール、フィットネスジムなどの施設も詰つめ込まれていた。下層が超高級ブランドショップばかり並ぶ、つまり商品を買うサービスの集合だとすれば、中層は映画、エステ、料理などその場で消化するサービスに特化しているのかもしれない。

　こちらは下層と違って和風の他に水を強く意識した造りになっている。例えば通路脇わきなどは古都の水路街のように、木もく樋ひでできた細い水路が用意されたりしていた。

　でもって、彼女達がいるのは第一五学区のきらびやかな夜景を楽しめるよう、外周部の一角を獲得して作り上げたカフェだ。

　くつろぎの空間を追求するのがコンセプトらしく、客の要望に応じてアロマや室内音楽、照明の強さやカラーまで個々のパーティションごとに選択できる他ほか、オプションでマッサージチェアや足湯までレンタルできる。自じ慢まんのコーヒー一杯よりテーブルチャージで稼かせぎを出しているような店だった。

　でもって。

　ぶぶぶぶぶぶぶぶ、と椅い子すのマッサージ効果で小刻みに振動しながら滝壺は言った。

「はまづらはあと三〇分くらいでこっちに来られるって」

「へえ、意外と超早かったですね」

　同じテーブルに着いている茶髪のボブの少女、絹きぬ旗はた最さい愛あいがそんな風に答えた。

　リラックス効果を自覚できているのかいないのか、時折透とう明めいなマスクのついた酸素缶をしゅーしゅー口に当てては怪け訝げんそうに首を傾かしげている。

　が、そこで終わらず、恐る恐るといった調子で彼女はゆっくりと背後を振り返りながら、

「……問題なのは、すでにこの段階で買い物袋が超どっさりになってしまっている事なんですが」

「あん？　時間までテキトーに時間潰つぶしていろって言っていたのは浜はま面づらの方でしょうが」

　主犯の麦むぎ野の沈しず利りが足を組みながら言う。

　絹きぬ旗はたはうんざりしたように息を吐はきながら、

「だから暇ひまを潰すためにぶらぶらするって話だったでしょ！　何で気がついたらあれもこれも超しこたま買い込んでいるんですか!?」

「カードがあるから」

「こいつが裏うら稼か業ぎようで仕事を請け負っている経緯が超見えない……っ!!」

「むぎの、きぬはたも。周りのお客さんの事も考えて」

　滝たき壺つぼが何か言っていたが聞く耳を持つ少女達ではない。

「しかも超何なんですかこれ!?　こんな似たようなパンプスばっかり何足も何足も!!」

「お前……エルアサインとホワイトスネークの区別もつかんのか……？　おばあちゃんか」

「黙だまれせれぶりちーっ！　今怒おこってるのは超こっち側だってんです！」

「……むぎのは何を買ったって、ケンカになったら自分からカカト折って動きやすくするくせに……」

「だからエルアサインのツインヒールには蝶ちよう番つがいがついているんだって。運動時には釘くぎ抜ぬきみたいなヒール折り畳たためるの」

「だったら最初からヒール超いらないでしょ！　ぺたんこのスニーカーでも履はいてなさいっての！　……ったく、放ほうっておくとカード払いでマンションまで超買いそうになっているし」

「……さっきから聞いてりゃあ全部私か？　私が悪いのか？」

「むぎの。原子崩しメルトダウナーはちょっと待って」

「悪いっつってんでしょその袋の山誰だれが持ち歩くんですか面めん倒どう臭くさい！　だから時間を潰すなら適当な映画でも観みているべきだって超アドバイスしたのに……」

　ぷひー、と滝壺は鼻から息を吐きながらあらぬ方向へ目をさまよわせ始めた。

　オプションで金魚の水すい槽そうを注文し、赤いひらひらを見て心を和なごませる事にしたらしい。

　麦野は麦野で人を小こ馬ば鹿かにしたように肩をすくめながら、

「映画ってあれか？　一度入ったら最後、二四時間ぶっ通しで座席に固定されるアレか!?　ちょっと、時間を、潰す、って言ったろ！　つーか丸一日ってもはや監禁でしょうが!!」

「『ヒュプノス』は寝不足で意識が朦もう朧ろうとなって頭の中でビジョンを形作る事を織り込んでの超実験的映像作品なんです！　まったく事前の勉強もなく横から映画を超語りたがる輩やからはこれだから……」

「Ｄ級」

「にわかめ!!　そんな区分なんか超ねーわ!!」

　そんなこんなで状況はカオスを極きわめていく。

　下したっ端ぱ下っ端言われている浜面だが、いつの間にやら『アイテム』の運用に必要な潤じゆん滑かつ油ゆくらいの地位は固めていたようだった。
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　ダイヤノイドには様々な人が行き交っていた。

　あるいは、編み物でもしたいのか毛糸の束たばを眺ながめている女の子。あるいは、全く同じ商品を少しでも安く手に入れられないか複数の店を見て回っている少年。あるいは、単に人恋しいだけの富ふ豪ごう。あるいは、ここにいる事がステータスであって具体的に何をという目的を見つけられない女子高生。

　そんな中。

　各おの々おのバラバラの向きに目をやりながら、しかし囁ささやくように意思を疎そ通つうする一群があった。

『サンジェルマンが動くぞ』

　あるいは、壁に寄りかかりながら。

『軽く見積もって一〇世紀以上。長い旅路の果てに、ついにサンジェルマンは見つけたぞ』

　あるいは、木目調の通路で人と人とがすれ違いながら。

『他の「魔神」達よりも早く、サンジェルマンは全てを手に入れるぞ』

　あるいは、背中合わせのままに。

　静かなさざ波のように、多くの人々の間を静かな意思の力が伝でん播ぱしていく。

　やがてそれらはダイヤノイドの一点に集束し、一つの行動を促うながしていった。




『なら、ついでに一つ嫌がらせでもしてやるか。ヤツの計画とやらを粉砕するために』
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　上かみ条じよう当とう麻まは上条当麻で人混みの中でみんなとはぐれてしまっていた。

　掌てのひらサイズのオティヌスや三み毛け猫ねこはともかく、あれだけ派手な修道服のインデックスなら嫌いやでも目立ちそうなものだが、いざ人ひと垣がきに阻はばまれると途と端たんに影も形もなくなってしまう。

「うおーい、インデックス、オティヌスーッ？」

　とりあえず声を掛けながら吹き抜けの周囲を一周ぐるりと回ってみるが、芳かんばしい結果は得られない。他の階に移動したんだろうか、と思ってエスカレーターの方を振り返った。

　その時だった。

「は、はあ、ふう……」

　柱に寄りかかるような格好で薄うすい胸の真ん中に手を当てているのは、ええと、男の子？　女の子？　とにかく小柄な誰だれかが頰ほおを紅潮させ、荒い息を吐はいていた。激しい運動でもしたように、額には大きな珠たまの汗が浮かんでいる。

　あれは一体何だ？

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか？　人いきれでやられたんならベンチの方行って休んだ方が良くないか？」

「はあ、はあ……。ぼ、ぼくは、ぼく、藍あい……」

「落ち着け、この国には自販機がある。一四〇円も払って水を買うのはとてもアレだが、とりあえずなんか飲んでから話をしないか？」

　やけにポカポカと温かい手を摑つかむと、相手は俯うつむきながらも素直についてきた。

　大小無数のブランドショップが集中するエリアを離はなれて、自販機が並ぶコーナーまで連れていくと、とりあえずの流れで上かみ条じようは自分の携帯電話を自販機の読み取り機にかざす。

「何だ……スポーツドリンクよりただの水の方が高いって相場が狂ってないか？　まあ何でも良いけど」

　やたらとボトルが潰つぶしやすい事で有名だけど、きっと水道水を普通に飲んだ方がエコであろうミネラルウォーターを一本買うと、それを男の子？　女の子？　どっちだ!?　な人に手渡す。

「頭がぼーっとして水も口に入らないようなら、素直に医務室を目指した方が良いな。そういうパターンだと自律神経がぶっ飛んでるから素人しろうと判断しない方が良い」

「……、ありがとう」

　透とう明めいなボトルを受け取ると、そいつはキャップを外し、両手で包み込むようにして摑んだ。こくこくと喉のどを通す小さな音が続く。

「ふう」

　そっと息があった。一口、二口と吞のんでも吐はき出すような事はないから、深刻な状況ではないだろうと上条は判断する。

　その小柄な少年は両手でペットボトルを手にしたまま、上条から目を逸そらすように視線を居並ぶ自販機に投げていた。そちらでは数人の女子高生が固まっていて、全面液晶の機器の前できゃあきゃあと黄色い声を上げていた。おそらく商品購入前に迷い箸ばしのように人差し指をさまよわせるのに合わせてプログラムが顧こ客きやくの心理分析、さらにはオススメ商品の検けん索さく表示までやっているのだろう。

「でも、そういう心配はしてもらわなくても結構だよ。ぼくは熱中症とか脱水症状とか、そういうので苦しんでいた訳じゃないから」

「自分でそれが分かりゃ誰だれも苦労はしねえんだけどな」

「本当だよ。汗をかいているのはちょっと走ったからだもの。……まったく、早くダイヤノイドの秘密を突き止めてあの子を助ける道筋を作らなくちゃならないのに、しょっぱなから変なのに巻き込まれて逃げ回る羽は目めになっちゃったし」

「……、あの子？　逃げ回る？」

[image: ]

　と、上かみ条じようの声のトーンがわずかに低くなったのを受けて、そいつは慌あわてたようにわたわたと顔の前で両手を振り、首を横に振った。

「ま、まあ！　それは余計な流血を嫌きらうぼくが手心を加えて相手に花を持たせた結果なんだけどね！　このぼくが本気を出せば世界が終わる！　まだぼくは本気なんか出してない!!」

「？？？」

「疑ってるね!?　こう見てもぼくは学園都市第六位、藍あい花はな悦えつなんだぞ！」

　ざわり、と周囲の空気が揺ゆらぐ。辺りを行き交う少年少女達がわずかにギョッとした目を向けるのが分かった。『藍花悦』という名前にはやはりそれだけで恐るべき効力がある。中にはそそくさと場所を移そうとする者までいた。

　故ゆえにこそ、ここで『藍花悦』が焦点にしているのは、本物と見られるか、偽にせ者ものと断じられるか、の二択だったと思う。

　しかし上条は直後にこう切り返したのだ。

「何だよ、そっちのラインか。って事は一方通行アクセラレータとか御み坂さかとかの知り合いだったりする？」

「は、え？」

「まさか出会い頭がしらにビリビリ飛ばしてくるような感じじゃないよな。だったら別にどうだって良いよ。……それより逃げ回るってのは？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ヤバい、と『藍あい花はな悦えつ』は思ったはずだ。

　目の前の誰だれかは、本物か偽にせ者ものかで論じる段階を超えている。たとえ『藍花悦』が一〇〇％本物であっても一ミリも怯ひるまない人間だ。

（流石さすがは第一五学区ダイヤノイド、なんていう魔ま窟くつぶり……っ!!）

「ああ、こっちだけ名乗らないのも失礼か。俺は上かみ条じよう当とう麻ま、どうもよろしく、藍花さん」

「ひああッッッ!!!???」

　ガタガタン!!　とそれを耳にした途と端たん『藍花悦』は尻しり餅もちをついた。

　起き上がる事もできないまま、そのままじりじりと後退していく。

「おい……？」

「か、上条さん？」

　わなわなと震ふるえながら、

「あ、あの聞きしに勝る、夜の街を駆け巡り、握にぎった拳こぶしで並み居る猛も者さどもを薙なぎ払い、気に入った女は老いも若きも丸ごとかっさらって草の根一本残さないと言われるあの上条当麻……っ!?」

「うっ、頭が痛い……ッッッ!!　いつかのあの世界を思い出す……ッ!!」

（今にして思えば相当大人げなかった）魔ま神じんオティヌスにぶち込まれたトラウマを刺激され、ツッコミの作法も忘れて両手で頭を覆おおい悶もん絶ぜつするツンツン頭。

　ちなみに本来あるべき正しいツッコミは『俺のイメージ図はどうなってやがる!?』である。

　でもって、気がつけば藍花悦とやらはガサガサガサ!!　と高速後退し人混みの中へと消えていた。ひゃああーっ、という声だけ響ひびいているから、きっとそちらの方角に逃げていったのだろう。




　その時だった。

　カツン、という硬い音が響いた。




　それまで全すべての前提が飛んだ。

　木目調の床を叩たたく杖つえの音だと気づいた途端、上条の景色がぶわりと色彩を変えた。

　行き交う人々の流れを無視して立つその人影の正体は、四〇から五〇歳くらいの男性だった。パーティグッズのようにコミカルな燕えん尾び服ふく、頭には手品師が使う絹張り帽ぼう子し。右目には片眼鏡まで掛けている。手にした杖といい、礼服というよりは奇術師の舞台衣装のような印象の方が強かった。

　いくらクリスマスムードで様々な仮装が行き交っていると言っても、あれはどこか雰ふん囲い気きが違う。

　周囲の空気に吞のまれて個人の服装を変えているのではなく、個人の服装によって周囲の空気を変えているような。

「やあ」

　何の気もない一声が放たれた直後、上かみ条じよう当とう麻まの全身が縫ぬい止められた。

　あれに、注目された。

　故ゆえに、あれから一いつ瞬しゆんでも目を逸そらす事は許されない。それは致命的だ。直感や経験よりも先に、肉体の方がそう警告を発している。

　あらゆる前提が吹き飛んだ。

　周囲一帯の物音が意識から遠ざかっていくのが分かる。

　体感的には二人きりの世界で、上条は恐る恐る尋たずねていた。

　何な故ぜ、恐る恐るになるのか。

　自分自身でも分からないままに。

「アンタ、は……？」

「名乗りを上げても良いが、こちら側にさして詳しくもない少年にはピンと来ないかもしれないな。格こう子し内のネガティブな空くう隙げきよ」

　くすりと。

　小さく、それでいてどこか作り物めいた笑みを浮かべて。

「一〇万三〇〇〇冊を極きわめた末。人から始まって人を超えた者。魔ま術じゆつ師しの先。まあ、君にでも分かる言葉で表せばこんな所か」

　その奇術師はこう宣言した。




「つまりは、オティヌスの先にいる者だよ。これなら理解も容た易やすいだろう？」




　心臓が。

　冗じよう談だん抜きに一瞬、本当に止まったかと思った。

（ま、じん？）

　頭の中を絶望的な思考が埋うめ尽つくす。

（『魔ま神じん』ってあの『魔神』か、オティヌスと同じあの『魔神』、全力全開っていう意味での『魔神』!?　どうする、どうするどうするどうするだとすればどうすれば良い!?　オティヌスは良いヤツだった、とことんじっくり話し合えば和解の道筋が見える、元からそういう優しい因子を備えた子だった。だけどこいつにそれがないとしたら？　本当にただ力の塊かたまりでしかなかったら？　『魔神』相手にどうすれば良い、こいつは何を狙ねらっている、話し合いで終わるのか終わらないのかだとしたら俺にできる事なんか何もないぞ俺はそもそもオティヌスにも勝っていないあれはあいつが譲ゆずってくれたから丸く収まったって話でしかないんだから……ッ!!）

　得え体たいのしれない熱で埋うまる頭。

　その間にも、すでに周囲では変化が起きている。

　上かみ条じよう当とう麻まを取り囲む景色の全すべてが、ぐにゃりと蕩とろけて歪ゆがんでいった。チョコレートで出来た家の表面をバーナーでうっすら炙あぶったように。

　あくまでも、『魔ま神じん』はその場を動かなかった。

　歩く、などという当たり前の概がい念ねんが存在するのかどうかも分からなかった。

「なあに、ここで君を害すれば、大おお仰ぎような『計画』とやらを立てている連中を困らせる事ができるのではと思ってね。さて空くう隙げきを埋めて格こう子しを均ならしたらどんな顔をするか」

「な」

　それ以上はなかった。

「シャンボール」

　ヒィウン!!　と。

　風を切る音が響ひびいたと思った時には、真正面の床から何かが跳はねた。最初、液体のようにも見えたその正体は木目調の床……いや、そうだったもの、だ。ねじれ、よじり、鋭するどい錐きりのようになったその先せん端たんが、それこそ弾丸のように上条当麻の胸板を狙ねらって突き出される。

　とっさに右手をかざした途端、ねじれる錐は粉々に散った。

　だがそんなものは目め晦くらまし。

　そもそも『魔神』は世界の全てを操る。

「───ッッッ!!!???」

　気づいた時には、すでに終わっていた。

　壁、床、天てん井じよう。どろりと蕩けたその全てから、上条を取り囲むように、三六〇度あらゆる方角から一〇〇本以上の錐が迫せまる。まるでハリネズミを裏返したような暴挙。真正面にかざした右手を嘲あざけるように、シンプルだが恐るべき飽ほう和わ攻こう撃げきが迫りくる。

　だけど、こうしている今も、ダイヤノイドには多くの人が行き交っていたはずだ。

　壁から上条までの間にも。

　彼らはどうなるのか、いいや、すでにどうなったのか。

　答えはシンプルだった。

　穴があった。穴が空いていた。間にある遮しや蔽へいとなる邪じや魔まになる人々の胸板に脇わき腹ばらに両足に頭の真ん中に握にぎり拳こぶし大だいの穴がぽっかりと空いていたその中を鋭い錐が突き進んでいた決して錐によって血肉を吹き飛ばした訳ではないそれ以前の問題まるでひとりでに骨肉がガバリと開いて通り道を作ったようなその中を鋭い錐が進んでいるような一〇〇本以上あらゆる通り道を開いてあらゆる人達が内臓も骨格も無視してトンネルをさらけ出しているようなそんな

「うおおおおおおおおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」




　この日。

　上かみ条じよう当とう麻まの認識は、再び途絶した。








行間　一









　学園都市第一五学区のランドマーク、ダイヤノイド。

　様々な色彩でライトアップされた巨大な六角柱の高層ビルの周囲では、早くも騒さわぎが起きつつあった。

「入れないってどういう訳よ？」

「知らないよー。回転ドアが動かないんだって」

「やべえ、列車の方も止まってんじゃん。最終下校時刻で終電だっつーのに！」

　ドアが開かない。窓が開かない。

　普通の家屋ならそう大した問題でもないだろう。最悪、ガラスを割って外へ出てしまえば良いのだから。

　だが、このダイヤノイドに限っては話が違う。

　カーボンファイバー、カーボンフレーム、カーボンナノチューブ……。時に人工ダイヤまで組み込んだダイヤノイドは、最高速度でダンプカーが突っ込んだって正面出入口を突き破る事はできない。一見ただの窓や障しよう子じに思えるものさえ、拳けん銃じゆう弾だんくらいは平気で押し留とどめる強度と靱性を持つ。

「おいおい、ホントにただのシステム障害か？　これで空調にまで悪意を込められていたとしたら、中の人間はいつでも自由に窒ちつ息そくコースなんていうのもあるんじゃあ……」

　群衆の中の一人がそんな風に呟つぶやいたのは、何も本気で心配しているからではないだろう。その証しよう拠こに、携帯電話をダイヤノイドのビルの方へ向けている。当人は認めないだろうが、『もしそうだったら動画サイトで英雄になれるのに』という、少々不ふ謹きん慎しんな期待を込めたものに違いない。

　その隣となりでネフテュスはこう言った。

「───ま、そんな安直な話ではないでしょうけど、中の致死性はある意味ではそれ以上かもしれないわね。何しろあいつ……サンジェルマンが動き出したんだから」

「えっ、うはあ!?」

　何気なく隣に目をやり、群衆の少年は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　褐かつ色しよくの肌に真っ白な包帯だけを巻いた銀髪の美女が立っているのだから無理もないが。いくらクリスマスシーズンで仮装が多いと言ってもまともではない。『驚おどろきの対象へ反射的に携帯電話のレンズを向ける』という今時の反応をしつつも、これ撮影して良いのかと理性がストップをかけるほどの格好だった。

　そして反対側の隣となりでは僧そう正じようがパキパキと乾いた皮ひ膚ふを割っていた。

「───とはいえ、あやつの趣しゆ味みも分からぬのう。オティヌスほど無む秩ちつ序じよに世界を破は壊かいせず、その方向に明確な区分が見受けられるのはプラスじゃが」

「ひっ、ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　死体。というか水分を完全に失ったミイラのような何かに立たれて、群衆の中の少年は思わず絶叫していた。

　だが少年が携帯電話を向けようと思った時には、周りの人達が叫び声に気づいてそちらに注目した時には、すでに二人の『魔ま神じん』はどこにもいない。

　正しい叫びを放った少年だけが、ピエロのように好奇の視線にさらされている。
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　その時、浜はま面づら仕し上あげは思わず頭上を見上げていた。

　ゴゴンッ、という不規則な振動から数秒後。エレベーターのデジタル表示が二九で不自然に止まる。映画やドラマにあるようにいきなりエレベーターの照明が落ちたり真っ赤な非常灯に切り替わったりはしなかったが、何が起きたかは明白だ。

「止まった……？」

「みたいですねえ」

　ちなみに浜面もステファニーも三メートル大の鋼はがねの塊かたまり、運搬着パワーリフターを着込んで美術品用のコンテナまで抱えていたが、業務用エレベーターはそんな彼らをすっぽり収めて余りあるスペースが確保されていた。どうやら平時はちょっとした物置きくらいならそのまま詰つめ込んで上げ下げできるようになっているらしい。

　だからだろうか。

　浜面は、足元から高所恐怖症的な震ふるえがせり上がってくる事はなかった。あまりにも重厚で安定しているせいか、どうにもワイヤーで箱ごと宙ちゆう吊づりにされているイメージが湧わかないのだ。

　とはいえ、

「どうするんすか。確か指定の時間までに中層のテレビ局にこれ届けなくっちゃいけないはずなんですよね」

「まーそうなんですけど、でもダイヤノイドの施設の不備で仕事が遅おくれているのに私達が怒おこられる筋合いってあるんですかね？　つーか……」

　と、ステファニーは巨大な機械に収まったまま、自分の携帯電話をいじくっている。

「……そのテレビオービットの放送電波入らないんですけど、これ、エレベーターって箱の中の話だからですよね？」

「冗じよう談だんだろ爆ばく弾だんテロでも起きたっていうのか……ッ!?」

　浜面としては、宙吊り状態の自分達より気になる事があった。このダイヤノイドには滝たき壺つぼ、麦むぎ野の、絹きぬ旗はたといった『アイテム』の面々も滞たい在ざいしているのだ。彼女達がそうそう簡単にトラブルに巻き込まれて倒たおれる事はない……とは思うのだが、何事にも例外はある。そもそも学園都市第四位、麦野沈しず利りの強さが『絶対』なら、浜面自身も今日まで生きてこられなかっただろうし。

「先生、テレビオービットと電話は繫つながるんすか？　メールは？」

「メールは応答なし、電話は保留音の無限ループ」

「その場合は」

「決まってんでしょ、先方から明確にキャンセル通知がない限り、私達が仕事をやめる理由はありません」

　二人は互たがいの目を見て方針を確認し、それから弾はじかれたように業務用エレベーターのあちこちを睨にらみつけた。壁、天てん井じよう、床、照明器具、空調のファン……一つずつチェックしていくと、やがて解答に辿たどり着く。

「床にパネルがあるようですね。ほらこれ」

「でもこれ、どうやって開けるんすか？」

「私達は運搬着パワーリフター纏まとっているんですよ。脚でぶち抜けば……」

　ドンガンバン!!　と三メートル大の塊かたまりが地じ団だん太だでも踏ふむように暴れたが、床のパネルはへこみさえ見当たらない。

　浜はま面づらはうんざりしたように、

「ダイヤノイドって、みんな建材はカーボン系でできているんでしたっけ。防弾ジャケットとか宇宙エレベーターのワイヤーとかに使われている……」

「ああもう、ならいっそ燃やしますか？　あるいは運搬着パワーリフターのバッテリーいじって高圧電流でも流してみるのも悪くないかも。確か宇宙エレベーターのワイヤーは落雷が弱点だって話があったはずですし、っと！」

　ガゴンッ!!　という低い音と共にステファニーの体が沈みかけた。

　どうやら何かしらの留め具が遅おくれて破断したらしく、開いた床のパネルの上にあった脚が虚こ空くうへ落っこちかけたのだ。

　慌あわててバランスを取りながら、ステファニーは言う。

「危ねー……。つか、流石さすがは中層。もう真下なんか何にも見えませんよ」

　続いて浜面も四角く切り離はなされたパネルの奥を覗のぞき込んで、ようやく『高さ』に対する怖さが足元からせり上がってきた。

　エレベーター、と言うと大きな箱がワイヤーで吊つってある……というイメージだが、実際には箱の側面に沿う形で列車にも似たレールが嚙かませてあるのが分かる。これが一般的なのか、コンテナを運ぶほどの作業用エレベーターの特徴なのか、と思っている浜面に、ステファニーが言い放つ。

「リニアエレベーターってヤツですよ。下層、中層、上層でどんだけ距きよ離りがあると思っているんですか。普通の滑かつ車しや式しきだけじゃあ客待ちで大だい渋じゆう滞たいが起きちゃうって事ですよ」

　エレベーターシャフトの中は意外とうるさい。ごうんごうんと洗せん濯たく機きに似た低い音が断続的に続いていた。

「おそらくポンプ系の雑音が洩もれているんでしょう。中層はアクアパレスとか呼ばれていて、屋内プールだの世界最大級の噴水だのが設置されているそうですし」

「はあ。で、こっから先は？」

「点検口のサイズから考えると、運搬着パワーリフターごと脱出できそうですね」

「……コンテナどうすんの？」

「もちろん二人で摑つかんだまま大脱出ですが何か？　運搬着パワーリフターは二本の巨腕の他に脚部でも物を摑めます。逆さになろうが腕一本脚一本になろうがお構いなし。さあさあ二人で知恵の輪みたいなアクロバットに挑戦しましょう」

　マジかよ……と浜はま面づらはうんざりするが、かと言ってそれ以外に道もない。

　テレビの事情には明るくないが、生放送だった場合、アクシデントが起これば一秒単位の損害は列車の人身事故を上回るかもしれないのだし。

　何としても既定の時間内にコンテナを届ける必要がある。

　一つの仕事を任された以上、そこに大人も学生もない。

　ステファニーはアームの指どころか手首から肘まで鰐ワニの口のようにカパカパ開閉させながら、

「ひとまずワイヤーを摑んで降下、一番近い階層の扉を剛ごう腕わんで強引にこじ開けましょう。私が先行しますんで浜面は基本待機で。きちんとルート決まるまでコンテナ振り回すのはやめときましょう」

「……映画とかだと、シャフト内で作業始めた途と端たんにエレベーターが回復してプレスしにかかるシーンだよな……」

「いますよね、吹雪ふぶきで閉じ込められた冬山の洋館の中で、伝説の殺人鬼について嬉き々きとして語りたがるヤツ。自分も当事者の一員だってのに自覚がないんでしょうかね？」




　　　　２




　世界の全すべてはどろりと色彩を変えた。

　上かみ条じよう当とう麻まの全方位の壁、床、天てん井じようから錐きりのように鋭するどい凶きよう器きが一〇〇本以上、ハリネズミを裏返したように襲おそいかかってくる。

　間には、クリスマスシーズンで大勢の少年少女達が行き交っていた。

　その全員が、肉の壁が、まるで道を譲ゆずるようにぎゅるりと穴を空けていた。錐で刺したのとは違う。胸に、腹に、顔の真ん中に、握にぎり拳こぶし大だいのトンネルを作っておきながら、たった一滴の流血もない。そのトンネルのど真ん中を突っ切るような格好で、一〇〇の刺し突とつが迫せまりくる。

「うおおおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　上かみ条じよう当とう麻まはあまりの光景に絶叫していた。

　間近に迫せまる直接的な危機よりも、サイケデリックに変へん貌ぼうした世界そのものに意識をシャットダウンされそうになっていた。

　ここは、どこだ？

　本当に、一秒前まで自分が立っていた場所か？

　魔神オティヌスが一度は徹底的に破壊し、そして再び取り戻してくれた……あの世界と同じものなのか？

　思考が空白に埋うまる。

　冷静な判断も何も、それをするために必要な力そのものがスパークし、霧む散さんする。

　もしも、もしも目の前の奇術師のような男が本当に『魔ま神じん』だったら？　オティヌスと同じ力を持つ存在だったら？　彼女の場合は説得できた。元々説得に応じてくれるだけの優しいものが備わっていた。だけどこの男にそれはあるのか。それを確かめるために、またあの暗くら闇やみを通って無限に近い絶望の世界を渡り歩くのか。そこまでやって、身も心もズタボロにされて、それでも何も見つからなかったら？　相手はただ自じ儘ままに己の力を振るい、そこには理由も原因もない、そんな存在でしかなかったら？　それは、水の準備もしないで砂漠を渡るのと同じだ。きっと行く先々でオアシスがあると楽観的に判断して着の身着のままで灼しやく熱ねつの砂へ踏ふみ出してしまうのと同じだ。そして上条は『魔神』の恐ろしさを知っている。無知で無む謀ぼうな選択をするにしては、砂漠の暑さも長さも嫌いやというほど理解させられてしまっている。

　勝てない。

　できない。

　全方位から襲おそいかかる一〇〇の凶きよう器きに対しても、これをいなしてしまった後に訪れるであろう『魔神』の『本領』と今一度真正面から向かい合う事にも。

　そう思っていた時だった。




「おっと」




　些さ細さいな声だった。

　それが正面に立つ燕えん尾び服ふくの男が呟つぶやいたものだと気づいた途と端たん、再び景色は一変していた。

　ドロドロに溶けた壁や天てん井じようは元に戻っていた。

　辺りを行き交う少年少女もあるべき時間の流れに従っていた。もちろんその体には不自然極きわまる大穴など空いていない。

　ハリネズミを裏返したような一〇〇の凶器もまた、どこかへ消えていた。

　まるで。

　そもそも、上条が見てきたものが間違いだったと言わんばかりに。

（違う……）

　しかし、楽観的な道に流れるのを、上かみ条じようの経験が拒きよ絶ぜつした。

（俺の頭がおかしくなったんじゃない。幻げん覚かくなんかを見せられていた訳でもない……。時間の軸はあくまで一本道、並行したり逆戻りしたりはしていない。あったんだ。確かに景色は変わって、一〇〇の凶きよう器きは飛び出して、道を譲ゆずるように誰だれも彼もの体にトンネルを空けられていたんだ。その上で……平和な世界を作るために位相を差し込まれた!?）

「良い所だったが、『あれ』を失うのは面おも白しろくないか……」

　その声が、上条の灼しやく熱ねつした思考を断ち切った。

　逃げ道を失った体の熱が、今さらのようにドッと大量の汗を噴き出させる。

　一方の『魔ま神じん』はどこかよそを見ていた。

　目の前で拳こぶしを握にぎる誰かがいるのに、一切気にした風もなく。

「『あれ』は私の本命だ。このような雑事に付き合って機を逸いつするのもつまらないな」

　トンッ、という音が聞こえた。

　その杖つえを使って傷一つない木目調の床を叩たたいたのだと気づいた途と端たん、一組の男女が上条達の間を横切った。

　そして再び視界が開けた時、すでに燕えん尾び服ふくの『魔神』は消失していた。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　足が、震ふるえていた。

　腰から力が抜けて、重力に引かれるようにへたり込んでいた。

　歯の根が合わないどころか、まともに呼吸のリズムも取れない。

「とうま、どうしたの!?」

「……少し見ない内に騒さわぎなんぞ起こしやがって、使えんヤツめ」

　気がつけば、インデックスと一五センチのオティヌスがこちらへ近づいてきていた。

　騒ぎ、というのはあの『魔神』が起こしたものではないだろう。

　上条当とう麻まが唐とう突とつに絶叫し、へたり込んだ。

　世界には、それだけしか記録されていないのだ。

「オティ、ヌス」

「？」

　恐る恐る。

　知識としてではなく、実感として同じ時間を唯ゆい一いつ共有しているであろうその少女に向けて、上条はほとんど泣き笑いのように崩くずれた表情でこう尋たずねていた。

「……『ここ』は、まだ俺達の世界か？」

「何だって……？」

「『ここ』を取り戻してくれたお前に聞きたいんだ。俺達が今立っている場所は、永遠に続く迷宮のどこかじゃないんだよな……？」
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「はっ、はっ……」

　そして。

　同じフロアの柱の裏では、小さな両手で自分の口を押さえ込んだまま床にペタリと小さな尻しりを押し付ける格好でへたり込んでいる、もう一つの人影があった。セミロングの茶色い髪に、フード付の黒いジャケットとショートパンツにブーツ。ミントアイスのように鮮あざやかなスカイブルーのインナーとソックスを重ねた少年。

　藍あい花はな悦えつ。

　口を押さえているのに、なお指の隙すき間まから荒れた息が漏もれ出てくる。

（あれは、なん、なの……？）

　一いつ瞬しゆん前まえ。

　自分自身で眺ながめたものを処理できない。人は自分の目で見たものしか信じない、というが、どうしても信じられない、受け入れがたいものを目もく撃げきしてしまったら、人の心はここまで押し潰つぶされるのか。

（本当に何なの、あれ!?）

　景色は一変した。

　無数の錐きりのような、槍やりのようなものが飛び出した。

　直前に呟つぶやいたシャンボールとは、『アレ』の名前なのか。

　その槍の通り道を確保するためか、行き交っていたたくさんの男女の体には握にぎり拳こぶし大だいのトンネルがぎゅるりと空いていた。

　……そしてその全すべてが、一瞬にして修復されていた。

　瞬まばたきのタイミングで、うっかりその瞬間を見逃してしまったほど、鮮やかに。

（あれが、ダイヤノイドの秘密？）

　そうかもしれない。

　そうではないのかもしれない。

（いいや、そうでなかったとしても関係ない。こんな所にいたら、同じ建物の中をうろついていたら、いずれどこかでアレとかち合っちゃう可能性は低くない……）

　消えた友人の行方を追うためにここまで来た。

　学園都市第六位の超レ能ベ力ル者５、藍花悦の学生ＩＤ証を偽ぎ造ぞうしてでも。

　高層マンションエリア。そこに友人の秘密の隠かくれ家があって、彼女が消えた原因を知るための何かが残されているかもしれなかったから。

　でも。

　だけど。

（続けられるのか、な……？）

　揺ゆらぐ。

　ぐらつく。

　弱い自分が顔を出す。何か起こるたびに体の芯しんから震ふるえが起こり、頭の中が真っ白になり、止める止めないの意思なんて思い浮かべる暇ひまもなく涙るい腺せんが緩ゆるんでいく。意識の堰せきという堰があっという間に白旗を揚げていくのが分かる。

　じわりと、大粒の雫しずくが目元に浮かぶ。

　表面張力のように、ギリギリの所で頰ほおを伝わないようにするのが精一杯だ。

（こんなの、このまま、こんな化け物が徘はい徊かいしているダイヤノイドで、さらに奥へ奥へと進む勇気が本当にあるの……？）

　帰れと囁ささやく声があった。

　諦あきらめろと誘いざなう声があった。

　何もできない事なんて分かり切っていただろう。これまでの人生で最後まで成し遂とげられた事なんてなかっただろう。いつもいつも膝ひざを抱えてうずくまり、惨みじめにボロボロ涙を流して。そうやって、でも結局、二度と起き上がる事なく諦めてきただろう。だから中ちゆう途と半はん端ぱで投げ出しちゃえよ、ちょっとかじったくらいで満足しろよ、少なくとも何もしなかった訳じゃないんだ、頑張ってここまで来たんだ、参加賞や努力賞くらいもらえるさ。

　そこまで考えた時だった。

　頭の中で別の声が走った。




『結局、んなもん受け取り方次第な訳よ』




　それは、藍あい花はな悦えつの中にはない言葉だった。

　外から入力された、少年の持っていない思考の結けつ晶しようだった。

　つまりは、いつも街中で会う友人から贈られた言葉だった。




『だって、それ、裏を返せば誰だれの悲劇にだってきちんと涙を流す事ができるって話でしょ？　それって別に何に恥はじる事もない、立派に胸を張れる内容だと思うけど』




（……、）

「ふざけんな……」

　うずくまったままだった。

　それでも。ぐしっ、と……危うく決けつ壊かいしそうになっていた目元を、柔らかい頰ほおを、藍あい花はな悦えつはまとめて自分の手の甲で拭ぬぐった。蛇じや口ぐちを閉めるように、今度こそ己の意思で涙るい腺せんの暴走を抑え込む。

　泣き虫な自分が嫌きらいだった。

　そんな自分を認めてくれる友人がいた。

　泣きたい時に涙を流せるのは決して悪い事ではないと。それは誰だれの悲劇にも肩入れして、誰の感動でも分かち合って、きちんと相手の面めん倒どうを見られる人間の証あかしなのだと、そんな風に言ってくれる人がいた。

　友人の正体なんて知らない。

　本当の顔なんて想像もつかない。

　だけど確かにそう言って笑いかけてくれたその顔が抹まつ消しようされたまま、存在しないものとして扱あつかわれるなんて許せない。

「泣かないぞ」

　誰かが褒ほめてくれた涙は、きっとこんな鉛なまり色いろをしていない。

　何かに屈くつして、何かを手放して、自じ虐ぎやくめいた笑みを浮かべながら流すようなものじゃない。




「ぼくが涙を流す場面は、こんな所じゃないはずなんだから」




　嫌いな自分から、藍花悦は一歩だけ外へはみ出ようとしていた。

　太い柱に背中を押し付けたまま、生まれたての子こ鹿じかのように震ふるえる両足にもう一度力を込めて、のろのろとした動きでそれでも立ち上がる。

　友人を捜す。

　その行方を追う。

　この機を逃したら藍花悦の偽ぎ造ぞう学生ＩＤ証の件が露ろ見けんする。二度とダイヤノイドへアタックを仕掛ける事はできなくなる。これが最初で最後のチャンス。

　張はり子この虎とらでも良い、虎の威いを借る狐きつねでも良い。

　今ここでだけは、第六位であれ。

　藍花悦として完成しろ。

　そう思って、ゆっくりと息を吐はいて、改めて真正面を強く見み据すえる。




「やあ」

　と、目と鼻の先に燕尾服の男が立っていた。




　思考を保つ力すら破断した。

　直後に藍あい花はな悦えつの意識はぐるりと回って、現実を放ほう棄きした。
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　ダイヤノイド低層。見た目はガラスの回転扉でありながら、実際には大型ダンプが最高速度で突っ込んでもびくともしない正面玄関には、閉じ込められた少年少女達がごった返していた。

　押しても引いてもどうにもならない絶望の中、しかしそれらとは別に、ひっそりと囁ささやく声があった。

『やっと一つだ』

『今は藍花悦と名乗っていたか。ともあれ、手に入れられたのは何より』

　明らかな異物。

　状況を客観的に眺ながめる何か。

『コンテナの方も無事、放送局に入った』

『一から作ってしまう道もあったが、やはり今あるものの回収の方が優先か。いくら緻ち密みつに精製しても天然には及およばん。完全か不完全かの境をさまようオティヌスの轍てつを踏ふむ気もないしな』

　彼らは採点している。

　その得点によっていくつかある見えないレールを切り替えていく。

『後は上かみ条じよう当とう麻まだ』

『捨て置いても良いのだろうが、それこそオティヌスの件もある』

　本来なら、肉声を使って会話する事に意味はないのかもしれない。

　ただひたすら採点を続けていれば良かったのかもしれない。

『「魔ま神じん」と交渉するほどのイレギュラーだ。格こう子し内のネガティブな空くう隙げきと見るべきか』

『優先度は低い』

　だが声は続く。

　敢あえてパーツとの間に余裕を持たせてトラブルに強い機械を作るように。

『だが現状のタスクが完了すれば、余力に応じて抹まつ消しようするのが最善か』
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　バガンッ!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　木目調の戸にも似たエレベーターの自動ドアが既定のレールから外れ、ホールの方へと大きく蹴け破やぶられた音だった。

「ふいー……ようやっと一段落って感じですか」

　運搬着パワーリフター込みで、意外にぬるぬるした挙動で這はい出てきたのはステファニー＝ゴージャスパレス。続いて浜はま面づら仕し上あげもエレベーターシャフトから脱出を果たす。

　もちろんサイコロのようなコンテナも一いつ緒しよだ。

　場所はダイヤノイド中層。下層は中央の吹き抜けとその周囲に小さな店てん舗ぽが蜂はちの巣のように展開されている構造だったが、こちらはフロアの空間が広く大きく開放的に演出されている印象があった。やはりカーボン技術の一いつ環かんなのか、体育館というよりは道場や和風演劇の舞台のような板張りの床が延びていて、四角い行灯あんどんを模した間接照明に照らされている。

　中層全体の特徴なのか、壁には窓のように水すい槽そうが埋うめ込んであったり、通行の邪じや魔まにならない端はしの方に飾り用の水路が作ってあったりと、妙みように水を意識した装飾がたくさんあった。

　行き交う人達の質も若じやつ干かん違う。

　オシャレスポット第一五学区の心臓部……にしては、格好に気を配っていない。よれよれのトレーナーにジーンズとか、皺しわのついたロングスカートにタートルネックとか、どこか部屋着っぽい人達が多いのだ。

「テレビ局側に出たみたいっすね」

「うん？」

「ほら、中層はテレビオービットの社屋と、展望台だのプールだのの屋内サービスに分かれるって話したっしょ」

「ああ、そういや私達は一般ご禁制の作業用エレベーターで業務用駐車場から直で上がってきたんでしたっけ。それなら『芸能人が待ち伏せされないように作られた秘密の竪たて穴あなトンネル』を通ってきたようなものなのかも……」

「とっととゲートで来訪登録してコンテナを預けちまおう」

「ま、ちょいちょい騒さわぎが起きている感じですしねえ」

　ちなみにゲートはエレベーターホールのすぐ先にあった。おざなりなポールを十字に組んだ回転扉と、その脇わきに紺こん色いろの制服を纏まとったガードマンが二人。総合受付は中層内の別の階にあるのか、ここには受付嬢じようもカウンターもなかった。

　運搬着パワーリフターがあれば力ちから業わざで突破できてしまいそうだが、そもそも『秘密の竪穴』を潜くぐるまでで関門があり、そちらが信しん頼らいされているのだろう。国際便の警備は厳しいが、いったん出入国ゲートを潜ってしまえば同じ機内の客同士でいがみ合う事はないのと一緒だ。

「うーい、『ヒストリア懸けん賞しようクイズ』担当炎えん堂どうプロデューサー宛あてのコンテナでっす。探知機とかで内部スキャンやっちゃいます？」

　ステファニーがガードマンとあれこれ話していると、回転扉の横にある貨物搬はん入にゆう用のゲートが開放された。奥から台車のお化けみたいなのを引っ張る若者達がやってきたので、彼らとバトンタッチ。サイコロみたいなコンテナをゆっくり台車の上へ置くと、留め具で固定し、書類に引き渡しのサインをする。

　ガードマンが頭を下げてきた。

「お疲れ様です」

「うっす。ちなみに『外』で何が起きたか分かります？」

「そと……？」

　怪け訝げんな顔をするガードマンに、ステファニーは笑いながら運搬着パワーリフターの巨腕をパタパタと振って、

「ああ、すみません。ついさっきもエレベーターの中に閉じ込められたもんで、つい。あれ復旧しないと帰りは階段なのかなーって思いまして。まあ運搬着パワーリフターあるから地じ獄ごくの下山にはならないっぽいですけどね」

　と、そんな風に言っていた時だった。

　おそらく芸能系ではなく制作系の若者達だろう。ロングスカートのワンピースの上から肩にカーディガンを羽は織おった若い女性が横から口を挟はさんできた。

「またすごいの調達してきたわね……。警備員アンチスキルか、風紀委員ジヤツジメントの特とく殊しゆ装備？　とにかく何でも良いわ、そんなゴツいの持ってきたんなら早くあれを何とかしてくれない!?」

　ステファニーはキョトンとしたまま質問に質問を返した。

「どしたんですかもー。暴走能力者？　それともセレブがこっそり飼ってた猛もう獣じゆうでも逃げ出しました？」

「ほんとに何にも知らないのね。出口よ出口、何だか知らないけど全部塞ふさがっちゃっているみたいで。エレベーターはもちろん、非常階段の扉も開かないのよ」

　徹てつ夜や続きで社屋から帰っていないのか、やたらと女の匂においを髪から振りまくワンピースの女性は、かなりうんざりした調子で話を続ける。

「鍵かぎがかかっているとか電子系がイカれたとかじゃなくて、蝶ちよう番つがいとかレールとか、一部が溶けて繫がったみたいな感じになっているの。もう押しても引いてもびくともしなくて。エレベーターとかのランプは動いている様子もないし、きっとこのフロアだけじゃなくて建物全体で封ふう鎖さ状態になっているんじゃないかしら」

「ははあ」

「アンタ絶対分かってないまま頷うなずいてんでしょ」

　浜はま面づらは的確にツッコミを入れたがステファニーは完全に流した。

　ワンピースの女性はさらに言う。

「あなた達、さっきエレベーターのドアぶっ壊こわしたでしょう？　あれと同じ感じでさ、非常階段塞いでいる扉の方もバーンとやってくれないかしら」

　浜面とステファニーは顔を見合わせていた。

「ダイヤノイドって、どこもかしこも滅めつ法ぽう頑丈な炭素系の建材を使っているって話じゃあ……？」

「あちゃあ。非常用の扉って非常用って言うからにはダイヤノイドの中でもモリモリ硬く作ってありそうですよね。作業用の運搬着パワーリフターくらいで風かざ穴あな空けられるものなんでしょうか」

　ガショガショ音を立てて、とりあえず様子を見に行く。

　と、目め詰づまりしたように集まっていた若い男女の群れが浜はま面づら達（というより、正確には物々しい運搬着パワーリフター）を見て海を割るように道を譲ゆずった。そこにある期待の眼まな差ざしは、これまでよほど弱り切っていた事の裏返しにも思えた。

　中層という事は、軽く見積もっても二〇～四〇階はあるだろう。

　エレベーターと階段を封じられたらもうどうにもならない。窓を割っても外へ出るのは難しいはずだ。映画と違って、付け焼刃の命いのち綱づなを手に激しいビル風に煽あおられながら外壁を伝って降りてみたいと思う輩やからもいないと思う。

　この階数から階段を使って下りるだけでも軽く絶望的だが、いつ動くか分からないエレベーターを待ち続けるのもあれだ。

　実際に使うかはさておき、ひとまず非常階段の扉にアタックしよう。

　それで開けば、安心してエレベーターの復旧を待つ事ができる。心に余裕ができる。

　そんな風に思っていたのだが……、

「あれ？　ああくそ！　やっぱりびくともしませんよ、これ!!」

「ストップ、待った先生！　腕のシリンダーがガリガリ変な音立ててる、それ以上やると焼き付き起こすって『アネリ』も警告出してるんすけど！」

　結論を言うと、押しても引いても殴なぐりかかっても、どうにもならなかった。

　ぶち抜くどころか、歪ゆがめる事も叶かなわない。

　何度鋼はがねの拳こぶしを叩たたき込んでも。

「流石さすがはカーボン系……。強度と靱性なら右に出るものはないって感じですね」

「見た目は普通の木目の戸なのになあ……」

　浜面が落らく胆たんした声を放つと、それはすぐに周囲の空気へと蔓まん延えんしていった。流石に期待外れと罵ののしられて石を投げられるような事はなかったが、今まであった一点の注目が周囲バラバラに散っていくのは無言の抗議のようにも受け取れた。

　小市民浜面は居心地が悪かったが、気にしてもいられない。

　運搬着パワーリフターの太い鋼の指で非常扉の表面をなぞりながら、

「にしても、何きっかけでこんな……。話を聞く限り、ただのアクシデントって訳でもなさそうだし」

「誰だれかがこれをやったって言うんですか？」

「でも、だとすると俺達を閉じ込めておきたい理由でもあるんすかね……」

「でしょうかねえ。何にしても長期間の監禁は無理があると思いますけど」

「？」

「さっきも言いましたけど、カーボン系は火や高圧電流に弱いんです。殴なぐっても蹴けってもダンプで突っ込んでもびくともしないでしょうけど、外の警備員アンチスキルが異変に気づいてアセチレンバーナーでも持ってくれば普通に外の扉は焼き切れるはずですよ。まあ火災が怖いから、いつ消防隊がやってくるか分からない密閉状況で非常扉相手にやってみたいとは思いませんけど」

「となると、これを仕組んだ誰だれかは慢まん心しんして気づいていないか」

　破れない非常扉にいつまでも張り付いていても仕方がない。

　浜はま面づら達はひとまずどん詰づまりの戸から目を離はなし、

「……あるいは稼かせぐ時間は少なくても良い？　この短期間の内に、自分だけが分かる目的を達成しようとしている、とか……」

「やれやれ……」

　ステファニーはそっと息を吐はく。

　水路なり小さな滝なりが作るマイナスイオン効果とやらも、あまり心の安らぎには期待できないらしい。

　階段もエレベーターも駄だ目め。だとすると、目下彼らが唯ゆい一いつ使えるルートは一つ。

　自分達でぶち抜いたエレベーターの扉と、その奥に広がる長大なシャフトだ。生身の手足で上り下りするのは自殺行為だが、運搬着パワーリフターの膂りよ力りよくがあれば話は変わってくる。

「不幸中の幸いなのは、コンテナだけは無事に届けられたって事ですか。とはいえ、おうちに帰るまでが遠足ですので、どうにかして脱出ルートを構築しないといけませんけど」

「やっぱそうなる、か」

　移動しながら、そんな話になる。

　浜面の口調がどこか歯切れ悪いのは、このダイヤノイドに彼の知り合いが来ているかもしれない事が関係しているだろう。

　同じ中層と言っても放送局と展望台は繫つながっていない。芸能人が待ち伏せされないようにするためだ。本気で滝たき壺つぼ達と合流したければ、下層なり上層なりを大きく迂う回かいして中層展望台へ向かうか、中層内に秘密のトンネルなどがないかを探すか。何にしてもかなり大掛かりな作業が必要になってくる。

　エレベーターも階段も使えない状態だが、浜面達は運搬着パワーリフターの力を借りて強引にエレベーターシャフトを上下できる。

　ただし、運搬着パワーリフターはあくまでも仕事のために貸与されたものだ。

　ステファニーの手前、業務内容と関係のない目的で使うと言い出すのは難しい。

「浜面」

「何すか」

　ぽっかりと開いた、唯一の自由の道。

　エレベーターシャフトの一歩手前で、ステファニーはこう告げる。

「分かっていると思いますけど、私達の装備は私物ではありません。また、軍用品ではなく操縦に免許もいらないとはいえ、使い方を誤れば人死にが出るかもしれない危険な品であるのも事実です」

　分かっている、と浜はま面づらは返そうとした。

　その前にステファニーはこう言った。




「ですので、我々は安全第一であらゆるトラブルの種を事前に潰つぶすため、作業効率に支障をきたす要因は速すみやかに排除しなくてはなりません。たとえそれが一見して業務内容と直接関係ない心因的なものであっても、です」




　言葉もなかった。

　啞あ然ぜんとする浜面が改めて仕事の上司に目をやると、ステファニーは意地の悪い笑みを浮かべていた。

「これだけ混乱した状況なら多少は寄り道をした所で、誰だれにも精査はできないでしょう。第二学区のお歴々が封ふう鎖さされたダイヤノイドの中まで入ってきて、私達の行動を監視できるとも思えませんし」

「え、でも、だって」

「あーもう！　わざわざクリスマスシーズンのダイヤノイドで待ち合わせしているって事はお遊ゆう戯ぎしたいって訳でもないでしょう？　とっとと安否確認して仕事に戻って来いっての！　運搬着パワーリフターについては私が第二学区まで返却しておきますが、駐車場のトラックの中までは運んでもらいますからね!!」

　どんっ!!　とステファニーは浜面の背中を叩たたいた。

　……が、彼女は航空貨物用のコンテナくらいなら片手で持ち上げられる運搬着パワーリフターに乗り込んでいた事をすっかり失念していたらしい。

　自分達の手でぶち抜いたエレベーターのドアの前で、ぽっかりと空いたエレベーターシャフトを覗のぞき込んでいた浜面の背中を叩いたらどうなるか。

「おおおおおおうあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　ひっくり返って。

　そのまま落ちる。

　全すべての元げん凶きようはケーブルで繫つながった有線操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手で頭を搔かきながら、無責任にそっと息を吐はいていた。

「……あーあ、チャンスを活いかせん男ですねえ」
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　奇き妙みようと言えば奇妙な状況だった。

　エレベーターも階段も封ふう鎖さされ、中層フロア内に閉じ込められた人達。当然のように不安に駆られて無意味に出口へ殺到するも、出口そのものに細工している事が分かると、そこへ直じかに触ふれてみようとは思わないらしい。結果、いつ将しよう棋ぎ倒だおしが起きてもおかしくないほどの密集度を作っておきながら、固く閉じた非常扉の周りにはぽっかりと空間が残されていた。

　周囲はぎゃあぎゃあ騒さわいでいたが、ピンク色のジャージの少女、滝たき壺つぼ理り后こうはこんな時でもぼーっとした視線を辺りにさまよわせていた。

　彼女の目の前では麦むぎ野の沈しず利りと絹きぬ旗はた最さい愛あいが何やら話し込んでいる。

「非常扉の結合部見てみましたけど、やっぱり超溶けているみたいですね。ロックがかかっているとか家具で扉が押さえつけられているとかじゃなくて、そもそも隙すき間まを埋うめて一枚の壁にされている、って言った方が正しいみたいです」

「つまり、そういう能力者って訳？」

「今の段階ではテクノロジーかもしれませんけど。でもどっちにしたって超これ事件って感じですよねえ。『誰だれが』『何を』しようとしているかは超知りませんが、でもダイヤノイドって強固な構造からセレブ達の金庫代わりに使われていませんでしたっけ。ほら、特に上層のマンションエリアとか。あれって人が住むためって雰ふん囲い気きじゃなかったような気がしましたけど」

　ああ、と麦野はぼんやり思い出すような調子で言った。

「フレンダのヤツも隠かくれ家として調達していたっけ」

「本人は隠しているつもりみたいでしたけどね、超バレバレ。けどまあ、私達に内ない緒しよって事はサイドビジネス用だったんでしょうか。とはいえ、フレンダは爆ばく薬やく絡がらみで調合スキルも持っていましたけど、アッパーだのダウナーだのそっち系に触れたがるヤツじゃなかったような」

「風か邪ぜ薬ぐすり一つ取っても不信感丸出しだったあの女が氷砂糖なんか作る訳ないでしょ。大方、新型爆薬のテストプラントにでもしていたんじゃない」

　それもそれで十分以上に物ぶつ騒そうだが、その程度で顔色を変える『アイテム』でもない。

　諸もろ々もろあって今は休業中に近い扱あつかいだが、彼女達の本質は闇やみや黒に近い。

　滝壺はぼんやりしたまま、小首を傾かしげて尋たずねていた。

「どうするの、むぎの？」

「まあ何だって良いよ。金庫破りにも興味ないし。さっさと方針を決めよう、今の所考えられるのは二つ。一つ目はおそらく同じ中層辺りに潜もぐっているであろう浜はま面づらと合流する」

「二つ目は超何なんです？」

「先に脱出ルートを構築する。例えばこんな風に」

　言いながら、麦むぎ野のは何の気なしに片手を水平に伸ばした。

　直後の出来事だった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　凄すさまじい閃せん光こうが迸ほとばしり、艦かん砲ぽうの直ちよく撃げきさえ耐たえうるダイヤノイドの壁が抉えぐり取られる。




　学園都市第四位の超能力レベル５、原子崩しメルトダウナー。

　電子を波と粒子の双方の性質に寄せず、ただそのままに撃うち出す超高火力の一撃。直撃を受けた非常扉は周囲の壁ごと、直径二メートル強の真円の大穴を空けていた。縁は全すべてオレンジ色に赤熱し、円の内側にあった建材がどこへ消えたかはもはや追い駆けるヒントもなかった。質量保存の法則という基本的なルールを思わず忘れそうになる光景だ。

　周囲の喧けん騒そうはすでになりを潜ひそめていた。

　一つ目は、巨大なビルに閉じ込められるという漠然としたプレッシャーよりも、カーボン建材を一撃で融ゆう解かいさせる麦野沈しず利りの方がダイレクトにおっかなかった事。

　二つ目は、せっかく出口は開いた事には開いたが、まだ真円の縁がオレンジ色に煮えたぎっているため、ちょっと近づきにくかった事。

　そして。

　三つ目。

　ギュギュギュギュ!!　とロープを千ち切ぎらんばかりに引っ張るような異音と共に、未いまだに赤熱する壁の縁から縦に横にと無数の格こう子しが飛び出した事。

　自由の扉は、正味五秒も開いていなかっただろう。

　さらにじわりと建材が染しみ出て広がり、元の壁を修しゆう繕ぜんしにかかっている。

「？」

　麦野は女の子らしく首を傾かしげて、第二撃を放つ。

　そのまま三発目、四発目、五発目、六発目……。

「ちょっとちょっと待ってちょっとむぎの待って」

「撃ち過ぎ、麦野超撃ち過ぎです!!　てか何で私が浜はま面づらみたいなブレーキ役のポジションに立たなきゃならないってんですか!?」

「だってあれ再生するし」

「むぎの、だってじゃない」

「唇くちびるを超尖とがらせない！　周りのみんなもウルトラドン引きじゃないですか!?　少しくらい空気を読んでくださいよ!!」

「『窒素装甲オフエンスアーマー』が空気を読むだって。ぷっくく、カラダ張ってるなあお前」

「あァン！　そろそろこっちもキャパ超えそォなンだけど状況分かってンのかオマエ!?」

　顔中の血管をビキビキいわせている絹きぬ旗はたと、長い手でそのおでこの辺りを摑つかんで遠ざけている麦むぎ野の。

　ジャージ少女滝たき壺つぼが、ぼんやりしたまま言った。

「で、これからどうするの？」

「道は二つある。一つ目は脱出を諦あきらめる。浜はま面づらと合流するなり、どこかに抜け道がないか捜すなり、事態を招いたクソ野郎がダイヤノイドの中にいないかを一通り確かめたり」

「二つ目は超何だって言うんですか？」

「そりゃもちろん」

　質問してからさっきと同じ流れだ、と気づいて絹旗は後悔した。

　遅おそかった。

　ブゥゥン!!　とネオン管に光が点つくような音が複数炸さく裂れつした。

　そう、複数。

　第四位の周囲に、握にぎり拳こぶし大だいの閃せん光こうが一〇から二〇ほど滞たい空くうしている。




「あくまでも脱出ルート構築に挑戦し続ける。例えば、飽ほう和わ量りようの限界がどこにあるかを探ってみたり、だ」
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　直後に業界用語で言う天てん丼どんが起きた。

　ダイヤノイドの壁一面が蜂はちの巣にされたのだ。
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　特にアレルギーを持っていた訳ではなかったと思う。

　だけど記き憶おくの中の友達は、風か邪ぜ薬ぐすりさえ絶対に吞のまないような人だった。

『ああ、いい、いい！　風邪なんて寝ていれば治るんだからそんな苦いのいらないってば。薬ってのは即効性が高い代わりに肉体のキャパを下げるもんだからね。ＨＰは回復するけど最大ゲージが縮んでいくっていうか。抗生物質の危険性とか説明するまでもないよね？』

　なら缶詰は良いのか。

『結局、本気の缶詰ってキホン熱処理と密閉加工で雑菌の繁はん殖しよくを防いでいる訳よ。安物とかだと話は変わってくるけど、本来通りの意味であれば殺菌、防ぼう腐ふ、保存に薬品を使う必要性は全くない。そんな訳でやっぱりサバ缶が最強なの。お分かり？』

　さんざん理論武装していたが、ようは苦い薬が飲めなかっただけなのでは、とも思うけど。







「……ぅ……」

　藍あい花はな悦えつの小さな口から、呻うめきのようなものが洩もれた。

　最初に感じたのは突き刺すような肌寒さだった。瞼まぶたをうっすらと開くと、ぼんやりとした光を感じる。それは第一五学区の夜空だった。当たり前の星明かりは取り払われ、有う象ぞう無む象ぞうの派手な電飾や夜景の光によって照り返しを受けているのだ。

　ただ、外というのはどういう事だ？

　自分は今までダイヤノイドの中にいなかったか？

　諸もろ々もろの疑問を解決できないまま、藍花悦はゆっくりと身を起こす。

（ここは……？）

　どこでどうやって意識が途切れたのか、その部分が思い出せない。何か、とてつもなく不ふ吉きつな何か、絶対に忘れてはならない何かに遭そう遇ぐうしたような気がするのだが……？

「……、」

　一面は粒の細かい玉たま石いしを敷しき詰つめた灰色の庭園。背の低い松、楓かえで、桜などが植えられており、小さな池には朱しゆ塗ぬりの橋まで架かけられていた。藍花悦が寝かされていたのはパラソルのように巨大な唐から傘かさの下にある長なが椅い子すで、まるで古都の茶屋の店先のようだった。

　最さい先せん端たん技術で固められた学園都市には不釣り合いでますます混乱するが、その内に、ある可能性が藍花悦の脳裏をよぎった。

「ここ、ダイヤノイドの屋上か……？」

　そして。

　そのすぐ隣となりで、燕えん尾び服ふくの男は同じく長なが椅い子すに腰掛けながらこう言った。

「やあ」

「……ッッッ!!!???」

　ガタガタン!!　と慌あわてて距きよ離りを取ろうとして失敗した。そのまま長椅子から転げ落ち、さらに尻しり餅もちをついたまま、手だけを使って後ろへ下がろうとする。

　思い出した。

　思い出した思い出した思い出した!!

　床も壁も天てん井じようも全すべてをぐにゃりと曲げて一〇〇以上の刃を取り出し裏返したハリネズミのように世界全体でもって一人の少年を串くし刺ざしにしようとした正体不明の男。最大効率で攻こう撃げきするためか、間にいた群衆全員の身体からだに握にぎり拳こぶし大だいの肉のトンネルを空けて、その中へ知恵の輪のように刃を通したあの化け物。

　くすくすと笑いながら、男は言う。

「随ずい分ぶんな怖がられようではないか。巨大な宝石に対する呪のろいの伝説と同じか。まあ、人の恐怖の念は高位存在への畏い敬けいに基づくものであると肯こう定てい的てきに受け取るくらいの度量はあるつもりだがね」

「あ、ああ、あああ……」

　薄うすい胸の真ん中に手を当てて小刻みに震ふるえている藍あい花はな悦えつ。

　ぺたりとへたり込み、涙目で見上げる小さな影を見つめ返し、その怪物はあくまでも柔らかく笑ったままだった。

「脱水症状などではなく単なる精神的なショックによる気絶、しかもそれだけ暴れる元気があれば問題ないだろうが、飲み物くらい飲んでみてはどうかね？」

　言った男の手には、いつの間にか二五〇ミリ大の小さなペットボトルがあった。林りん檎ごくらいの大きさの容器だが……あれ、どこからどうやって取り出した？　すでにそこから、藍花悦には理解できない。

（また飲み物か……。そんなに熱中症とかにかかりやすい子に見えるのかな……）

　へたり込んだまま長椅子の上に置かれたミネラルウォーターのボトルへ目をやる藍花悦の前で、燕尾服に外套の男はやはりいつの間にか手の中で何かを転がしていた。

　四角い半はん透とう明めいの容器。ミントの錠じよう剤ざいなどを入れるピルケースだ。ただし容器を振って小さな口から出てきたのは、いかにも前時代的な印象のある真っ黒な丸がん薬やくだった。

「ああ、私は一般的な食事を必要としない構造でな。水と麦とこれさえあれば経年劣れつ化かもしない。おかげで賢者の石を隠かくし持っているなどとあらぬ誤解を受けた事もあったがね」

「な、なに、何を……？」

「まあ正直、私の事は良いだろう。今はむしろ君の方だ」

　何気なく話を振られ、藍あい花はな悦えつの小さな顔にドッと大量の汗が浮かぶ。

　緊きん張ちようで息が乱れる。唇くちびるの隙すき間まから溢あふれた吐と息いきが冷えた夜風と混ざり合って白く視覚化されていく。

　誰だれだか知らないがこいつは本物の化け物だ。偽ぎ造ぞうした学生ＩＤ証で必死に取り繕つくろっている『藍花悦』とは桁けたが違う。一目で分かる。『持っていない者』だからこそ、分かってしまうのだ。ビリビリと肌に突き刺すような存在感が違い過ぎる。そんな怪物が何の用だ？　それは『藍花悦』への要件か。それともメッキを全すべて剝はがした地金の自分に用があるとでも言うのか？？？

「私がここへやってきた理由はいくつかあるんだが、その内の一つが君だったんだ。ああ、これはかなり優先順位が高い。そうだよ、私は君に会うためにここへ来たんだ」

　それだけ聞けば、薄うす気き味み悪いストーカー野郎と思えたかもしれない。

　だがこいつの場合は違う。

　もっと根本的な部分で、存在の根幹を切り倒たおしかねない所で。

　こいつの目に捕ほ捉そくされるのは何かが決定的にまずいと、藍花悦の頭ではなく心臓が告げている。

「ぼ、ぼくは……」

「うん？」

「あんたなんか知らない」

「だろうな。私だって君に直接会うのはこれが初めてだ」

　ゆっくりと。

　掌てのひらに乗せた丸がん薬やくを口の中に放ほうり込みながら、燕えん尾び服ふくの男は告げた。

「とはいえ、それはあまり関係ない」

「？」

「私が追っているのは、厳密に言えば君であって君ではないのかもしれないからな」

「どういう、こと……？」

「分からないか？」

　月光よりも妖あやしく輝かがやく瞳ひとみで笑う男だったが、その目の奥底だけは笑っていなかった。

「『藍花悦』はこの際どうでも良い。私が今、気に掛けているのは君の事なんだよ。そして君は本当に分からないのか。自分が抱えているものの正体を」

「……？」

『藍花悦』という冠かんむりが外れかかっている。

　本来であればここまで致命的な状況はないはずなのに、それが思考の空白の向こうに消えてしまいかねない有り様だった。

　これほどの怪物に限って、伊だ達てや酔すい狂きよう、単なる思い違いなどという事はないだろう。

　だが、真実を突いているとして、その真実はどこにある？

『藍あい花はな悦えつ』には何もない。それが骨身に沁しみているからこそ、偽ぎ造ぞう学生ＩＤ証を使ってダイヤノイドまでやってきたのだ。街の暗くら闇やみに吞のみ込まれ、消息も分からなくなってしまったフレンダ＝セイヴェルンを捜し、助け出すために。

　こいつは何を見ている？

　ここまでの化け物に目をつけられるだなんて、自分には一体何があるというのだ。

「理解が及およばぬのならば説明するのもやぶさかではない。というより、私はそのためだけに一〇〇年単位で時を超えてきた。しかし、さて、どこから手を付けるべきかね。計画通りと言えばそれまでなのだが、これはまた、随ずい分ぶんと汚染が進んでいるようだ。指の脂でベトベトになった石を見るようだな」

「何を……。ぼくが、一体ぼくが何だって言うの……？」

「つまりさ」

　と、燕えん尾び服ふくの男が言いかけた時だった。




　ゴゴンッッッ!!!!!!　と。

　立て続けに、ダイヤノイドのビル全体が大きく揺ゆさぶられた。




　藍花悦はへたり込んだまま、短い悲鳴のようなものを発していた。

　まるで頼たよりない吊つり橋の上だ。とてもではないが、最新技術で支えられた巨大建築の屋上とは思えなかった。

　男は長なが椅い子すに腰掛けたまま、ゆっくりと天上を見上げていた。

「さて、また問題発生だ」

「なっ、なん、なななななななななななな!?」

「気にするな、必要以上に揺れを感じるのは免めん震しん構造のせいだろう。これで正常なのだ」

　男は涼しい顔だった。

　免震構造が働くほどの爆ばく轟ごうが屋内で発生した、と見るべきなのに、そちらについては気にも留めていないらしい。『藍花悦』との差、一つ一つの状況に吞まれない存在感をまざまざと見せつける仕草だった。

「まあ、あっちは後でも良いだろう。それより先に手に入れたいのはポジティブな空隙を生む『盾たて』の方だな。予定通りなら、今いま頃ごろはテレビ局の方に移されているはずだが。……一から作っても良いのだが、やはりそれでは『つまらない』からな」

「？　？？？」

　呟つぶやいている言葉の一つ一つは、藍花悦に向けたものではないのだろう。

　少年には一つも理解できない。

　何に迎合する必要もない、へらへらとした作り笑いもいらない、個人で確立した自分の世界を持つ者だけに許された言葉。

『藍あい花はな悦えつ』の、その対極。

「できれば腰を据すえて話をしたかったのだが、『盾たて』が流れ弾に被弾するのも面おも白しろくないか。では私は行くよ。いずれまた会おう、アンの空くう隙げきよ」

「アン、くうげき？　それって？？？」

「君としても、のんびり話をしてはいられないはずだぞ」

　滑なめらかな……それこそ関節の動きを意識させない不自然なくらいの挙きよ措そでもって、燕えん尾び服ふくの男は茶屋の店先のような長なが椅い子すから腰を上げる。

「わざわざ身分を偽いつわってまでここへ来たからには、君にも相応の理由があるのだろう？　……急がなければせっかくのチャンスを失うぞ。ダイヤノイドの構造強度もこの街の住人には関係のない事だったらしい。そちらもみすみすフレンダ＝セイヴェルンの遺産を掌てのひらからこぼしたくはないだろう」

　サラリと言われた事に、藍花悦は心臓が止まるかと思った。

　ダイヤノイドが崩くずれるかもしれない、という点ではない。

　自分がこのダイヤノイドで何かをしようとしている事がばれている、という点でもない。

　友人の名前を一発で看破された、という点でもない。

「……遺産？」

　目を見開いたまま。

　思わず、全すべての前提条件を忘れて、藍花悦は嚙かみ付くように叫んでいた。

「遺産って言ったの!?　つまり彼女は、もう、つまり、もう……ッ!!」

「私に当たられても困る」

「それなら、あんたは一体何なの!?　何をどこまで知っているんだよっ！」

「それについても、いずれ話そう。必ずな」

　気軽に食事の約束をする口調で、燕尾服の男はそう言った。

　途と端たんに、男の近くにあった長椅子の一部が鋭するどく尖とがる。

　ビュルン!!　という粘質な音と共に捻ねじれて、尖り、調度品から分ぶん離りして、気がつけば男の手には一本の槍やりがあった。

　男が『シャンボール』と呼んでいたもの。

　得え体たいのしれないそれを肩に担かつぎながら、男は藍花悦に背を向ける。

「一度だけ、君に協力してあげよう。私の最優先は放送局に送られた『盾』の回収だが、その過程で寄り道をする。君がある秘密を摑つかむ前にダイヤノイドが崩ほう壊かいするのを防いであげよう。後は君の努力だよ。この迷宮に潜ひそむ真実には、自分の足で辿たどり着きたまえ」

「……、」

「それと、外に繫つながる扉やエレベーターは封ふう鎖さしてあるが、君にはその制約を解いてあげよう。自己の目的のため、好きなフロアへ渡ると良い」

　その代わりに、と、燕えん尾び服ふくの男は呟つぶやいてから、

「一通り終わったら、その時は私の話を聞いてもらう。それで構わないかな？」

「あんたは……」

　藍あい花はな悦えつは、口を動かしながら頭の中で質問内容をまとめるように、曖あい昧まい模も糊ことした調子で思わず言っていた。

「……そもそも、あんたは一体誰だれなの？」

「ああ、言われてみれば紹介がまだだったな。命の法則を知り不老不死を成し遂とげた者、時間を跳ちよう躍やくする旅人、砕くだけた宝石を元通りにする技巧者。まあ伝説の中では好き放題言われたが……」

　それこそ。

　子供のような笑みを浮かべて、その男は一度だけ振り返った。




「私はサンジェルマンと言う。魔ま術じゆつ師しを超えた者の一角。もしよろしければ、君の記き憶おくの片かた隅すみに留とどめておいてくれたまえ」
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「……、」

　上かみ条じよう当とう麻まは、インデックスや一五センチのオティヌスの前でへたり込んでいた。

　しばし、悩む。

　何をどこから話して良いのか、その起点となるものさえ浮かんでこない。

　それくらいの理り不ふ尽じん。

　圧あつ倒とう的てきな絶望。

　やがて、のろのろと、上条は顔を上げてこう切り出した。

「……『魔ま神じん』が出た」

「何だって？」

「疑問に思うのは分かる。でもまずは俺からこう聞きたい。なあオティヌス、『魔神』っていうのはお前以外にも複数いるものなのか？　それとも、この世界にお前一人だけの頂点なのか？」

「そうだな。理論上なら複数いてもおかしくはない」

　オティヌスは小さく息を吐はいてから、

「所しよ詮せんは人の技術で到達可能な最終地点、というだけの話だ。インド神話、仏教、ギリシャ神話、マヤ、ブードゥー、この国なら神しん道とうや修しゆ験げん道どうか？　まあ、各おの々おのの道を辿たどって究極まで突き詰つめる事ができれば、その内の何本かは『魔ま神じん』にまで繫つながるかもしれん」

　言いながら、オティヌスは触ふれれば折れてしまいそうな手を使い、親指でインデックスを指示した。

　そう、そもそもインデックスの頭の中にある一〇万三〇〇〇冊は、『全すべてを正しく使えば「魔神」に到達できる』という付加価値のついたものだ。それが実際にどれほど真実を突いているかはさておいて、魔ま術じゆつサイド全体にとって『魔神』とは雲を摑つかむような話でありながら、しかし同時にいつか誰だれかが実現する、というさじ加減の夢でもあるのだろう。

　だとすると、あの燕えん尾び服ふくの男は何だ？

　本当に、オティヌスとは別口で開花してしまった『魔神』なのか？

　血の気が引いていく上かみ条じように、しかしオティヌスはこう言った。

「だが忘れたか？　私がお前と決着をつける段になって、一体何なん桁けた単位でこの世界を作り替えてきたと思っている。もしもこの時代、この世界に同格の『魔神』が併存していたとしたら、絶対にあそこで介かい入にゆうがあったはずだ」

「それ、なら……？」

「少なくとも、この世界には『魔神』はいなかった。そう見るのが妥だ当とうではないか？」

　オティヌスの言は正しい。

　正しいはずだ。

　だけど、どうしても上条の心のどこかにしこりが残っている。あの男が見せた極ごく彩さい色しきの地じ獄ごくが、ただの錯さく視しや錯覚で『世界を歪ゆがめているように見せていただけ』だと処理してしまう事に、猛もう烈れつな抵抗を感じる。都合の良い楽観主義で過か酷こくな現実から目を逸そらせば、相応のしっぺ返しが待っているぞ、と。

　それは。

　正しよう真しん正しよう銘めいの『魔神』というものを肌で知った、上条だけの感覚かもしれないけれど。

（でも……）

　注意しなければ、親指の爪つめでも嚙かんでしまいそうだった。

（……もしもあれが本物だとしたら？　だとしたら、俺はどうすれば良い。またあれを繰くり返すのか。相手が折れるのを待つ？　今度の『魔神』はそんな優しい部分が一ひと欠片かけらもないかもしれないのに!?　火星の砂漠の中で、あるのかどうかも分からないまま一粒の砂金を探せって言われるのと同じだぞ、そんなもの!!）

　あれが最大出力の『魔神』だった場合、指を鳴らすより早く世界は組み替えられる。

　というか、すでに上条が『本物』だと思っているこの世界自体、良く似た別の何かに作り替えられている可能性すら否定できない。

　絶対に無力化させなければならないが、絶対に刺激させられない相手。

　トランプのピラミッドを一通り組み立ててから、やっぱり一番下の一段を邪じや魔まだから取り除いてくれとオーダーされたような理り不ふ尽じん。

　もう、壊こわすしかないのか。

　かつてと同じ道。一度世界を粉々に砕くだいた上で、真っ黒なあの場所からやり直すしかないのか。

「……、」

　上かみ条じようはへたり込んだまま、周囲をぐるりと見回した。

　暖房で温められた空気に柔らかい和風の照明。どこにでもいる少年少女達。間近にいる三み毛け猫ねこやオティヌス、そしてインデックスの顔。一つ一つを見て取って、そして少年は無言のままゆっくりと首を横に振った。

　できない。

　そんな事は許されない。

　かと言って放ほうってもおけない。あの燕えん尾び服ふくの男は、少なくとも上条に敵意を持っている。何かの気き紛まぐれで今は保留にされている状態だが、向こうの用事が終わればすぐにでも襲しゆう撃げきは再開されるだろう。

　そして一対一で真正面から激突すれば、『魔ま神じん』は容よう赦しやなく世界を破は壊かいする。自分にとって都合の良い世界を生み出し、パーフェクトゲームで上条を葬ほうむるために。

　できるかどうかは分からない。だけど、それを阻そ止しするには、そもそも『魔神』が指を鳴らす前にケリをつける必要があるのだ。

　一いつ瞬しゆんでスイッチを切らなければ、そこで世界は終わる。

　その算段がつかない限り、迂う闊かつにアタックを仕掛ける事さえ罪つみとなる。

（どうすれば良い……？）

　デンマークにおいて、世界中が弱ったオティヌスにトドメを刺すべく襲おそいかかってきた時は、その理不尽に憤いきどおってもいた。

　だけど『外』から見て、改めて分かる。

　地球なんて、宇宙なんて、世界なんて、所しよ詮せんは巨大な風船に過ぎない。そして魔神はその風船の上でぐらぐらと揺ゆれる、サボテンの鉢はち植うえだ。それは、誰だれだってパニックになる。その存在を一度でも知ってしまえば……勝手気ままに動き回る鉢植えがいつ転んでしまわないか、二四時間気が抜けなくなってしまう。

（現実逃とう避ひな理想論なんてどうでも良い。あんな怪物相手に、具体的に一体何をどうすれば良いって言うんだ……ッ!?）

　完全なオーバーキル。

　カンストなんてとっくに飛び越えた相手。

　……対する上かみ条じようはオティヌスという『魔ま神じん』を知っている程度だ。芸能人が知り合いにいると胸を張る事はできても、カメラの前で演技ができる訳ではない。かち合えば、勝てない。一刻も早く対処しなければならないのに、それを無限に先延ばしするのが最良に見えてしまいかねないほどの状況だ。

「何を考えている？」

　と、小さなオティヌスがそんな風に言ってきた。

「またお得意の『一人で抱え込む』か？」

「……できる事ならそうしたいよ」

　吐はき捨てるように、重たく上条は呟つぶやいた。

「でもダメだ、今回ばかりはどうにもならない。なあオティヌス、『魔神』だったお前にこんなのを尋たずねるのは酷こくだと思うけどさ……。『魔神』って、どうやったら倒たおせるんだ？　泣き落としでも神かみ頼だのみでもない、本当に倒す何か具体的な方法はあるのか？」

「ふむ」

　まだそんな事を言っているのか、といった吐と息いきだった。

　それでも質問に答えてくれたのは、オティヌス側からすれば怖い夢を見たとぐずる子供におまじないを言って聞かせるのと似たようなものだったのかもしれない。

「オッレルスは『妖よう精せい化か』という術式を使っていたな。遅ち行こう性せいだが、あれと『主神の槍グングニル』が競合を起こした事で私の肉体は内部崩ほう壊かいを起こしていたきらいがある。応用すれば、最初から『魔神』を殺す技術に昇華できるかもしれんが」

　だが、その間にオティヌスは桁けたを数えるのも面めん倒どうなほど世界を粉々にしてきた。

　それでは、あの真っ黒な地じ獄ごくとの対面は避さけられない。

「他には……？　例えば、たったの一度も世界を壊こわさせずに話を終わらせる方法は……？」

「また難しい事を注文する。お前が言っているのは、ドミノ倒しの会場で一つも倒さずに暴れ回れと言っているのに等しい。むしろ『魔神』レベルになれば、世界を壊さないで戦う方が不自然だろうさ」

　目の前が真っ暗になる言葉だった。

　だが立ち止まってもいられない。すでに敵対しているのは確定だし、どんな相手だろうが先に襲しゆう撃げきを許せば不利な状況からの戦せん闘とうを強しいられる。それが人間と『魔神』などという天文学的な開きのある関係であっても同じ事だ。

　こちらから仕掛けても状況が好転するビジョンは全く見えない。

　だけど、今度向こうから仕掛けられたら、その時は一〇〇・〇％の確率で全すべてが終わる。

「最悪だ……」

　思わず呟いてから、のろのろと上条は起き上がった。

　全く気乗りはしないが、ずるずると流されれば最後の最後で泣きを見るのはもう分かっている。であれば、無む謀ぼうだろうが何だろうがこちらから動くしかない。

　吹き抜けの手すりを摑つかんで体を支えながら、彼は二人の少女に目をやる。

「インデックス」

「なに？」

「辛つらい事を頼たのむけど、あいつを少しでも分析したい。お前の記き憶おくの力を貸してくれ。それからオティヌス」

「言ってみろ、人間」

「お前は否定したけど、ひょっとすると相手は一〇万三〇〇〇冊でも足りないかもしれない。だからついてきてくれ。実際に『魔ま神じん』になったお前なら、あいつの真しん贋がんを見抜ける可能性だって低くないだろ？」

　少しずつ、ゆっくりと。

　頭を回して、やるべき事をまとめていく。

　状況は従来の魔ま術じゆつ師し相手と変わらない。無理にでもそう思い込む。桁けたが違い過ぎる事はひとまず置いておく。『魔神』に気づかれない位置からその動向を観察して、使っている術式だの霊れい装そうだのを専門家に分析してもらう。さらに弱点が分かればなおよし。少なくとも、幻想殺しイマジンブレイカーが使える局面なのか、何かを壊こわせば状況が好転するのか。それくらいは知っておきたい。

　もちろん。

　全すべて調べた結果、弱点など何もありませんでした……そんな真っ黒な答えが返ってくる可能性さえ、決してゼロとは言えないのだが。

「……よし」

　無理矢理に手順を作って、ルーチンワークの中に身を委ゆだねてしまおうとする上かみ条じよう。それくらいしなければ、笑い続ける膝ひざを止める事もできなかった。

　と、その時だった。

　何な故ぜそうしたかは上条自身にも分からない。

　彼は吹き抜けの手すりを摑んだまま、ふと視線を上げていた。

　ダイヤノイド下層には装飾用の薄うす型がたモニタがあちこちに設置されていて、屋内でトラブルが起きた後もテレビオービットはメイキング中継を行っていた。平たく言えば、ＡＤなどのスタッフが小型カメラを回して、中層の様子をモニタに映しているのだ。

　それはメイキングというよりドキュメンタリーに近づいていた。

　放送局の中ではエレベーターや階段が封じられた混乱で走り回るスタッフ達が映し出され、さらに展望台や屋内プールの方にもカメラが入っている。放送局と展望台は物理的に繫つながっていないはずだが、ひょっとするとＶＩＰが通り抜けるための秘密の隠かくし扉でもあるのかもしれない。

　が、重要なのはそこではない。

　上かみ条じようはモニタの中で目もく撃げきしたのだ。

　全すべての前提条件が一いつ瞬しゆんにして吹き飛ばされた。

「まずい……」

「？　どうしたの、とうま？」

　インデックスからの質問に、答えているだけの余裕もなかった。

　次の瞬間だった。

「あれはまずい！　あの野郎!!」

　叫ぶと同時。

　すでに、上条当とう麻まは走り出していた。
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　ステファニー＝ゴージャスパレスの手で（ついうっかり）エレベーターシャフトに突き落とされていた浜はま面づら仕し上あげは、途中階の出っ張りを鋼はがねの巨腕で摑つかみ取っていた。

　ここが強固極きわまるダイヤノイドでなければ、おそらく出っ張りごと毟むしり取られて落下を続けていただろう。

　ぶらん、とぶら下がった状態のまま、浜面は顔中嫌いやな汗でびっしょりにしていた。

　とはいえ。

　それは、いきなりの急落下で心臓が縮み上がっていたから……ではない。

「……、」

　カツン、と。

　エレベーターの扉が薄うすく薄く開いている事にも気づかずに間近を横切る足があった。燕えん尾び服ふくを纏まとい、片眼鏡を掛けた奇き妙みような出いで立ちの男。

　だがあいつはどこから来た？

　浜面の記き憶おくが正しければ、すぐ間近を巨大なエレベーターの籠かごが降下しなかったか？

　誰だれにも階段やエレベーターは使えないはずなのに、どうしてあいつだけ例外なんだ。

（それに……）

　腕一本で体を支えながら、浜面は思う。

（……何だ、あの槍やり？）

　肩に担かつぐは、一本の槍。

　だがそこに合理性は感じられない。そもそも素材からして謎なぞだ。金属やグラスファイバー製という訳でもない。まるで、ダイヤノイドにある調度品を飴あめ細工のように溶かして無理矢理捻ひねって尖とがらせたような、即席だが不ぶ気き味みな印象を強く与える得え物ものだった。

　槍の鋭するどさが問題なのではない。

　即席で気軽に槍やりを生み出せるのが問題なのだ。

　側面に刻まれた銘めいは『St.Germain』。

　一いつ瞬しゆん読み方に迷ったが、頭の中で変な風に回線が繫つながる。そう、確か、あれの読み方はサンジェルマンだ。バイクのホイールか何かのブランドでそんなのがあったような気がする。その単語それ自体がどういう意味を持つかまでは流石さすがに測り兼ねたが。

　しかし。

　誰だれかが言っていたではないか。

　ダイヤノイドの全すべての出入口は封ふう鎖さされ、自分達は閉じ込められたと。さらにロックを掛けたり障害物でドアを塞ふさいでいるのではなく、蝶ちよう番つがいや鍵かぎが溶けて癒ゆ着ちやくしたようになっていると。

　だとしたら。

　あの『槍』は。

（……同じ、技術？　っていう事は、あれが全ての元げん凶きようってヤツか……？）

　元は軍用の『ドラゴンライダー』に搭とう載さいされていた補助システム『アネリ』が、ＡＵＤを使って浜はま面づらの視界に重ねるように警告を発する。

　脅きよう威い度ど判定不明。

　潜せん伏ぷく推すい奨しよう。

　なまじ明確に危険と評されるより、よほど奇怪で胸に悪い知らせだ。

　さらに偶然は重なる。

　ゴゴンッッッ!!　という凄すさまじい衝しよう撃げきがフロアを襲おそった。機械の剛ごう腕わん一本でぶら下がっている浜面が振り落とされそうになる。肝きもを冷やしながらも、しかし同時にこう思った。このダイヤノイドにおいて、これほどの直接的な破は壊かい行為を実行できる人間が何人いるのか、と。

　真っ先に思い浮かぶのが、

（麦むぎ野の……？）

　そして彼女がそちらにいるのであれば、

（近くに絹きぬ旗はたとか、滝たき壺つぼもいるのか……ッ!?）

　コツン、という足音がさらに響ひびく。

　そいつは明確にどこかを目指している。馬ば鹿かでも分かる。どんな目的があるにせよ、元凶となった人物はダイヤノイドを封鎖して人を閉じ込めた状態を維持しようとしている。それを中から崩くずしかねない一団を見つけたら？　仕掛けた側からすれば、迅じん速そくに黙だまらせておきたいに決まっている。

　あの麦野沈しず利りが、そうそう簡単にやられる訳はないとは思っている。

　滝壺理り后こうは全力全開の力でサポートできなくても、絹旗最さい愛あいだってかなりのものだ。

　ただし、世界に絶対なんてものはない。

　浜面自身、奇跡じみた理り不ふ尽じんに何度か命を救われている。

　大体。

　それ以前の問題として。

（強い弱いの問題じゃない）

　ミシィ!!　と、改めて鋼はがねの剛ごう腕わんで出っ張りを摑つかみ直して。

（そういうのを、とことん物ぶつ騒そうなものを、あいつらに突き付けられるだけでこっちはもううんざりなんだよ!!）

　ケーブルで連結した二本の有線操そう縦じゆう桿かんと両足のフットペダルを使い、そのまま勢い良く跳び上がろうとする浜はま面づら。

　今なら相手は無防備で、鋼の剛腕を使って不意打ちの一いち撃げきをお見舞いすれば昏こん倒とうさせられるかもしれない。

　そう思っていた。

　甘かった。




　ゴッキィィィィィィィィィィィィィィィィィィン!!!!!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　直後に、真上から落下してきたツンツン頭の少年が運搬着パワーリフターの背部機関ユニットへ全体重を掛けた飛び蹴げりを放ち、今度こそ浜面の機械の剛腕をエレベーターシャフト内の出っ張りから引き剝はがしたのだ。




　叫ぶ暇ひまもなかった。

　あっという間に重力に縛しばられる。そのままいっしょくたに墜つい落らくする。
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　時間を少し戻すと、上かみ条じよう当とう麻まは薄うす型がたモニタのメイキング中継を通して浜面と『魔ま神じん』の位置関係を大まかに摑んでいた。

　そして次の瞬しゆん間かんには弾はじかれたように走り出していた。

　浜面が迂う闊かつに『魔神』に触ふれたら、冗じよう談だん抜きに世界が終わる。

　だからそうならないように、彼らの邂かい逅こうを止めなくてはならない。

　まず大前提の確認。

　エレベーターのボタンを押し、非常階段の扉にも向かうが、いずれもうんともすんとも言わない。癒ゆ着ちやく、接合した戸のレールやロックにも触れたが、すでに固まった場所をなぞっても幻想殺しイマジンブレイカーの力は発はつ揮きしなかった。

「やっぱり駄だ目めか、くそっ!!」

　思わず叫ぶが、周囲もまた不満を持った少年少女だらけだ。多少苛いら立だった声くらいなら喧けん噪そうに紛まぎれて搔かき消えてしまう。

　そしてこんな事をしても仕方がない。上かみ条じようは考えを切り替える。次に雑誌スタンドに差してあった、ダイヤノイドのパンフレットを乱暴に摑つかむ。目を通す。目玉となる建物の構造が、テロリストなどにヒントを与えない範はん囲いでざっくり紹介してあった。

　中層の展望台はアクアパレスと呼ばれる。

　水の芸術に重きを置いており、世界最大級の噴水なども設置されている。

「ああもう、これしかないか……」

　ぐるりと周囲へ目をやり、吹き抜けから下の階を見下ろすと、目的の店てん舗ぽも見つかった。

「とうま、とうま！　一体どうしたの？」

「説明している時間はない。とにかくついてきてくれ！」

　オティヌスを肩に乗せ、インデックスを連れて、上条当とう麻まはスポーツショップに向かった。

　ブランドショップばかりという事で不安だったが、意外にも『それ』のお値段は手て頃ごろなものだった。

　小さなオティヌスが質問する。

「そんなものをどうする気だ？」

「何とかして中層の展望台まで行かないと……。そのためには『こいつ』がいるんだ」

　目的地はもう分かっていた。

　そしてエレベーターや非常階段はともかく、同じ屋内の店舗の扉やエスカレーターまで封じられている訳ではない。上条は動きを止めたエスカレーターを下って下って下って、行ける範囲で一番下まで駆け下りる。

　行き着いた先はダイヤノイドのポンプ室だった。

　驚おどろくほどあっさりと開いた木目調の戸の先に、ゴウンゴウンと蠢うごめく大型機材の群れが待っていた。

　上条は『商品』を摑んだまま、呻うめくように言う。

「……これはホントにヤバいぞ……」

「おい、いい加減に説明しろ」

　肩で言うオティヌスに、上条はあちこち探して工具箱を見つけながら答えた。

「ダイヤノイドの中層に、例の『魔ま神じん』がいるのをモニタ越しに見つけたんだ。しかも厄やつ介かいな事に、このまま進むと知り合いが嚙かみつきそうだ」

「……、」

「あいつについては真しん偽ぎ不明だけど、本物だったら最悪だろ。きちんと答えが出るまで迂う闊かつに刺激したくない。だからとにかく知り合いを止めないと！」

「だが階段もエレベーターも使えない。エスカレーターは低層のみで中層には繫つながっていない。経路がないのは分かるが、何な故ぜポンプ室だ？」

　オティヌスの質問に、上かみ条じようは工具箱の中から目的のモンキーレンチを取り出した。

　くるんくるんと片手で回しながら、巨大なポンプ設備の上へ、梯はし子ごを使ってよじ登る。

「……ダイヤノイドの中層はアクアパレスって呼ばれていて、世界最大級の噴水が設置されている。他にも水路とかプールとかで大量の水を常に汲くみ上げているんだ。それこそ毎秒トン単位でな」

「おい」

「つまり特別製の水道管は土管みたいに太いはずだ。俺は、息を吸う方法さえ確保できれば流れに身を任せるだけで良い」

　言いながら、上条は小こ脇わきに抱えたスポーツブランドの袋の中から『商品』を取り出した。

　ヘアスプレーの缶のようなものが取りつけられた、超小型の潜せん水すいマスクだった。

　真下の床からインデックスが大声を出す。

「とうま！　また一人で行こうとしてる!?」

「残念だがマスクは一つしかない。何な故ぜならお金がないからだ」

　モンキーレンチを使ってポンプ設備の点検口を塞ふさぐボルトを外しながら、上条はそう答えた。

「中層の様子はモニタ越しに確認できる。通信ができるならケータイのカメラ越しに動画も送る。もしも連絡がつかなくなったとしても、そっちもそっちで『魔ま神じん』の分析を進めておいてくれ。どこかで合流してから情報を共有させてもらうから」

　鈍にぶい音と共にマンホールに似た点検口が開く。

　すぐ間近まで膨ぼう大だいな水が迫せまり、豪ごう雨うの日の用水路のように轟ごう々ごうと不ぶ気き味みな音を響ひびかせていた。

　上条は潜水マスクを被かぶり、ゴムバンドを頭部に巻く。

　肩の上のオティヌスを、そっと下ろす。

「……正直に言って、俺一人じゃ突破口は全然見えない。主役はアンタ達だ、インデックス、オティヌス。俺の命を預けても良いか？」

「ふん、俺がやるしかないとか言い出さなかっただけでも、溜りゆう飲いんを下げてやるとするか」

　オティヌスは腕を組み、あくまでも尊大なまま応じた。

「だがお前は良いのか」

「あん？」

「いや極ごく太ぶとの水道管を使うのは構わんが、何も道筋が真まっ直すぐとは限らんだろう。例えば、だ。途中で何度も直角に折れていたとしたら、お前はジェットコースター並みの速度であちこち体を強打し、水に流され角の取れた河原の石のようになるんじゃないのか」

　え、ちょ……と上条がブレーキを掛けようとした時だった。

　点検口からビチビチと溢あふれる水の飛沫しぶきが上条の足をまともに滑すべらせた。

　ぐるんと視界が回ったと思った時には、すでにツンツン頭の少年は背中から思い切り点検口の中へと放ほうり込まれていた。




『ぶしゅーふふふふ不幸だぁぁぁ───────────────────────ッ!?』




　どこをどう進んだのかは、上かみ条じよう当とう麻まにも分からなかった。

　そもそも、根本的に少年の意思が介かい入にゆうできる余地などなかった。

　体感的には、ずぽんっ!!　という心の轟ごう音おんと共に、上条の体が『外』へと放ほうり出される。五メートルくらいの浮遊感の後、大きく水を割る衝しよう撃げきを受け、ようやく彼は自分が生きている実感を得た。

『ぜっ、ぜひゅ！　ぶしゅふう!!　ぶしゅふしゅっっっ!!!!!!』

　不ぶ気き味みなほど荒い息を吐はきながら周囲を見回すと、腰くらいの高さまで水で埋うまっていた。高い天てん井じように、眩まばゆい照明。どうやら屋内プールと繫つながる巨大なライオンの口から吐き出されたらしい。せれぶりちーなビキニのお姉様方からやたらと脅おびえた目を向けられているのが哀かなしい。

　潜せん水すいマスクを剝はぎ取り、プールサイドへ身を乗り上げながら、上条は思う。

（中層までは辿たどり着けた……。後はあいつ、浜はま面づらとかいうのがどこにいるかだな）

「間に合ってくれよ、くそ!!」

　とにかくプールを飛び出した上条だったが、ここで奇き妙みような事が起きた。一般人の行き交う展望台ではなく、出入りの厳しい放送局側のエリアへ飛び出したのだ。

「な、何だ……？」

　二つのエリアは一般に行き来できないはずだが、芸能人のお忍び用の隠かくし扉でもあったのか。

　そして放送局側のエレベーターホールには、もう一つ特異な点があった。

　居並ぶ扉の一つが、強い力でぶち抜かれていたのだ。

「……、」

　エレベーターシャフトから、そっと真下へ目をやる。

　足がすくむほどの高さだが、暗くら闇やみの奥に蠢うごめく影を確かに見た。

　ダイヤノイド低層で見たモニタ越しの映像と状況は一致する。

「……、見つけた」

　上条当麻はそう判断した。

　彼には運搬着パワーリフターといった機材や、空を飛ぶ魔ま術じゆつなどに持ち合わせはない。

　最低限の命いのち綱づな一本さえ。

　ただし、ここで浜面仕し上あげと『魔ま神じん』が下へ手たに邂かい逅こうしてしまえば、そんな当たり前の恐怖さえ二度と感じられなくなるかもしれない。あの歪いびつなほど黄金な世界へ放り込まれ、何もかもが笑顔で埋め尽つくされた『しあわせな世界』に再び押し潰つぶされるかもしれない。

　だから、ツンツン頭の少年は躊ちゆう躇ちよしなかった。




　だんっ!!　と。

　概がい算さんで地上まで二〇～四〇階分はありそうな深い深い竪たて穴あなへと、そのまま身を躍おどらせる。
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　出会いは直ちよく撃げきだった。

　上かみ条じよう当とう麻まの体が、浜はま面づらの運搬着パワーリフターの背部機関ユニットに衝しよう突とつする。

　出っ張りから鋼はがねの巨腕が外れる。

　落ちる。

「お、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　二人して暗い暗いエレベーターシャフトを落ちる。

　ざっと三階分ほど。

　途中にエレベーターの籠かごが停止していたのは僥ぎよう倖こうだった。

　それでも、鉄てつ鍋なべを床に落とす音を何十倍にも膨ふくらませたような轟ごう音おんが炸さく裂れつする。浜面の方は運搬着パワーリフターについていたジャイロの補正効果や『アネリ』の補助もあって割と奇き麗れいに足から着地できたが、相手はそうでもなかったらしい。一度運搬着パワーリフターの真上で跳はねた後、さらに床へ背中から落ちて咳せき込んでいる。

　その顔を見て息を吞のむ。

　先ほどまでと違い、脅きよう威い度ど判定は低めに表示されていた。敵性を迅じん速そくに無力化すべき、という『アネリ』からのマーカーを振り払って、浜面は叫ぶ。

「アンタ、一体何をやってやがるんだ……ッ!?」

「うえっ、げほっ!!　は、話を聞いて、くれ……」

　ほとんど呼吸困難に陥おちいりながら、上条はそう言っていた。

「あれは、まずい……。『魔ま神じん』は、駄だ目めなんだ。対処しなくちゃいけないのは分かるけど、でも、たった一回の失敗で全部終わっちまう。げほっ！　だから、手を出すなら、一いつ緒しよにやろう。せめて、タイミングくらいは合わせてくれ……」

　引っ込んでろ、ではなく、俺がやる、でもなかった。

　それだけでも、かつての上条を知る者であれば大きな変化があったと言えたかもしれない。

　だが、浜面仕し上あげはわずかに頭上を見上げた。

　そして言った。

「……その準備には、いつまでかかる？」

「いつまで、って」

「ちなみにあいつは今すぐにでも俺の知り合いとかち合うつもりみたいだった。その中には俺の恋人もいる。アンタのやり方で、間に合うとでも思うのか？」

「……、」

　その言葉に。

　上かみ条じよう当とう麻まの顔がくしゃくしゃになった。

　それだけで、浜はま面づらは理解した。

　この人は悪くない。上から目線で語りたがっている訳でも、浜面のやる事を邪じや魔ましようとしている訳でもない。最大限に考え、みんなが生き残る道を選び、その上で、説明よりも先に距きよ離りを遠ざけなければならなかったから、命いのち綱づなもなしにエレベーターシャフトを飛び降りて浜面にアタックを仕掛けてきた。自分の都合よりも、まず無む謀ぼうな浜面を守るために。それくらいの事は、分かってあげられた。

　でも。

　だけど。

　この人にも、際きわ立だった解決法はなかった。それくらい追い詰つめられていた。いつかはどこかで問題を解決できるかもしれない。しかしその最終列車には、浜面の良く知る人達を乗せる事は永遠に叶かなわない。

　だから。

「それじゃあ、駄だ目めなんだ」

　浜面仕し上あげは、そう吐はき捨てた。

　ともすれば命の恩人かもしれない。そうと分かっていて、なお譲ゆずれないもののために。

「どけ、あいつらを守る方法がないのなら。アンタが間違っているとは言わない。きっと、アンタの予言通りに俺はやられるんだろう。それでもあいつらだけは、確実に逃がす。アンタはその無ぶ様ざまな敗北を観察して、あのクソ野郎の突破口でも見つけてくれ」

「もしも」

　細かい内容には触ふれなかった。

　上条当麻はゆっくりと首を横に振ったまま、こう返してきた。

「もしも、それが世界を全部突き崩くずすようなものだとしてもか？　世界と何かを天てん秤びんに載せるって話じゃない。アンタが大切に想おもっているものも含めて世界全部がダメになるかもしれない。そう言ってもか？」

「悪いね」

　呟つぶやいた直後だった。

『アネリ』が改めてハイパフォーマンスを叩たたき出す。

　轟ごう!!　と運搬着パワーリフターの剛ごう腕わんが空気を引き裂さいた。

　上条が歯を食いしばって上半身を振り回した途と端たん、狙ねらいを外した極大の拳こぶしがツンツン頭の背後にあったエレベーターの扉をまともにぶち抜いた。続いて鋼はがねの脚部を使った蹴けりの体勢に入ったと知った上かみ条じようは、半ば転がるような格好でエレベーターホールへと飛び出し、距きよ離りを取る。

　運搬着パワーリフターが、ゆっくりと踏ふみ出してくる。

　二つの鋼の剛ごう腕わんを拳こぶしの形でぶつけ合いながら、浜はま面づらはこう応じた。

「無む謀ぼうでも愚おろかでも何でも良いよ。俺はたとえあいつらを敵に回してでも、あいつらのために動きたいんだ。それだけなんだよ」

「……、」

　おそらくそれは、正確には浜面の思い浮かべられる領域の話ではなかったのだろう。

　わずかに目を細めた上条だけが知る領域の話だったのかもしれない。

　まず、そんな大前提があった上で。

　しかし、上条当とう麻まはこう応じた。

　小さく笑いながら。




「俺もそうだったよ」




　ミシィ!!　と、恐るべき力を込めて、上条当麻は右の拳を握にぎり締しめた。

　悪人なんて、どこにもいなかった。ただ、お互たがいの立場が違っただけの話。

　それだけで。

　上条当麻と浜面仕し上あげ。

　二人のヒーローは、今一度の激突を始める事になった。
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　無人のエレベーターホールは広い。

　上条当麻は七から八メートル先にいる浜面の戦力へ、急いであたりをつけていた。

（軍用の駆動鎧パワードスーツとは違う。マイナーモデルの運搬着パワーリフターか？　輸送用って話だったけど、あの剛腕が脅きよう威い的てきなのは同じだ。あんなので摑つかまれてプロレス技なんて掛けられたら間違いなく体はバラバラになる。だけど弱点がない訳じゃない。レギュレーションの問題かもしれないけど、あいつは駆動鎧パワードスーツと違って全身を装甲板で守られている訳じゃない。こっちの攻こう撃げきだって確実に届く!!）

　考えは間違っていなかったかもしれない。

　だが上条は根本的なスケールを間違えていた。




　三メートル大の運搬着パワーリフターにとって。

　一〇メートル弱の距きよ離りなど、それこそ一歩の領域だ。




　だんっ!!　という強きよう烈れつな踏ふみ込みがあった。

　気がついた時には、視界いっぱいに金属が広がっていた。

「くっ!?」

　拳こぶしを振るうとか、怪物じみた五指で摑つかみかかってくるとか、そんな動作もなかった。

　まるでサッカーボールのように、姿勢制御用の脚部を振り回して上かみ条じようの全身を狙ねらう。空気を圧縮するというより、感覚的には空間を抉えぐっている方が近い。とっさに転がって横へ避さけようとするも、衣服の端はしが引っかかった。

　それだけで胴体が締しまり、宙へ舞い上げられ、錐きり揉もみ状に回転しながら遠く離はなれた木目調の床へと叩たたきつけられる。

「がばっ！　げほごほっ!!　えうあっ、ぐほ!?」

（……ちくしょう、相性が悪い!!　パワーショベルだのロードローラー相手に普通の握にぎり拳で挑いどむようなもんじゃないか、これ!?）

　しかも悠ゆう長ちように呼吸を整え、作戦を練っている暇ひまもない。

　続けざまにこちらへ走り込んできた三メートル大の鋼はがねの塊かたまりが、眼前で垂直に飛ぶ。総重量は数百キロか？　あるいは一トン？　何にしても、踏み潰つぶされれば、

[image: ]

（即死!!）

　こればかりは横に転がって必死に避さける。

　轟ごう音おんの炸さく裂れつと共に、浜はま面づらは二本の有線操そう縦じゆう桿かんを振るう。その動きをなぞる形で、プレス機のように巨大な掌てのひらが猛もう然ぜんと振り下ろされる。

　動きは読まれていた。

　胴体を掌と床に挟はさまれ、上かみ条じようの全身の血の流れがおかしくなる。

「うぶぐうえっ!?」

　アームが鰐ワニの口のように開く。一気に胴体を握にぎり込まれる。

　そのまま吊つり上げられる。

　乱暴に見えるが、扱あつかっているのが特とく殊しゆ重機であるのを考えると、これはロボットアームで生卵を割らずに摑つかむのと同じ離はなれ業わざだろう。

　もはや浜面は一言も発しなかった。

　ここで一気に意識を奪うばう。言葉を吐はき捨てるのは相手の意識が完全に落ちてからで良い。言外にそう言い放っているように。

　キリキリカリカリ、と剛ごう腕わんの中から歯車やシリンダーの駆動音が小さく響ひびく。

　しかし上条も、ろくに横おう隔かく膜まくも動かせず、息を吸う事さえままならないまま、必死に両手を振り回していた。胴体全体を摑む機械の腕と比べれば、あまりにも脆ぜい弱じやくな肉と骨の腕。

　直後に状況が一変した。

　上条当とう麻まの手の中には、潜せん水すいマスクに使うヘアスプレーサイズの酸素缶の予備が握り込まれていたのだ。

　それを剛腕の肘の関節にねじ込む。

　後は嚙かみ千ち切ぎるような圧力が、機械の中で金属缶を風船のように破は裂れつさせた。

　パァン!!　という乾いた音と共に、束つかの間ま、上条を吊り上げていた剛腕が動きを止めた。上条の体がすっぽ抜ける。機械そのものが壊こわれた訳ではなく、不意の内部衝しよう撃げきでセーフティが働いたのだろう。

「アネリ？　応答しろアネリ!!　くそっ!!」

　片腕が全く動かない事を理解すると、浜面はもう片方の剛腕を振るう。

　だがもう方針は決まっている。

　上条は上着を脱ぎ捨てると、闘とう牛ぎゆう士しのようにギリギリまで引きつけてから真横に避ける。その場に残された上着が鋼の剛腕に巻き込まれた。より正確には、装甲板に守られていない肘の可動部が思いきり嚙んだのだ。

　ガガクンッッッ!!!!!!　と、もう片方の腕も動きを止める。

　そして人体は両腕の動きが止まるとバランス感覚が死ぬ。ありがちな実験として、両手を後ろ手に縛しばったまま五〇メートルをまっすぐ走っただけで体幹を維持できなくなる、といったものがあるくらいに。まして、超重量、重心の位置も狂った運搬着パワーリフターが全力で拳こぶしを振り抜いた後ならどうなるか。

　派手な轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　浜はま面づらを乗せたまま運搬着パワーリフターが合気道の投げ技のように床へ倒たおされた。横倒しになった運搬着パワーリフターの腹側……つまり浜面の体が見える側へと上かみ条じようは急いで回り込む。

　意い趣しゆ返がえし。

　そんな事を考えている暇ひまもなかった。

　とにかくサッカーボールのように浜面の鳩みぞ尾おちを深く蹴けり込み、迅じん速そくに意識を奪うばってしまおうとする。

　だが叶かなわない。

　直ちよく撃げきの前に、浜面の生身の腕が上条の蹴りを押さえ込んだのだ。がづっ！　という鈍にぶい音も気にせず、ジェットコースターの安全バーのようなものを跳ね上げる。それは浜面に自由を与え、同時に上条の足を払う。

　上条の体がひっくり返る。

　浜面が馬乗りになる。

　後はもう、戦術も作戦も何もなかった。

　ゴロゴロと互たがいに転がりながら、とにかく二人とも拳を振り下ろす。拳に鈍い感触が返る。視界が明めい滅めつする。口の中が切れて鉄てつ錆さび臭くさい味が広がる。鼻の頭に猛もう烈れつな熱が籠こもる。悠ゆう長ちように呼吸を繰くり返す余裕もない無酸素運動の連続。体の外と内の両方から意識を白く埋うめていく。

「だから!!　テメェの方法じゃ！　『魔ま神じん』には勝てねえって!!　言ってんだろ!!」

「それでも！　それでもだ!!　アンタのやり方に従っているだけじゃ、滝たき壺つぼ達は間に合わねえんだろ!?　あいつらは、今、ここで!!　そんなヤバいヤツとぶつかろうとしてんだよ!!」

「『魔神』ってのが何なのかも分かんねえ内からぶつかろうとしてんじゃねえ!!　それじゃテメェも俺と同じになっちまうだろうが!!」

「知るかよそんなもん!!　俺はあいつらさえ助かるなら後は本当にどうでも良いんだ!!」

　もはや、自分の口から何を吐はき出しているか。

　上条当とう麻まも浜面仕し上あげも、きっと分かっていなかっただろう。

　取捨選択をするだけの余裕もなく、まるで自白剤でも打たれたように言葉が駄だ々だ洩もれになっているだけなのだろう。

　何度も何度も転がっては殴なぐり合う。

（悪いな、浜面。お前が大事なものを背負っているのは分かる。そんなあっさり言われただけでカチンとくるくらい大事なものを）

　上条が上になった。右拳を岩のように握にぎり締しめ、歯を食いしばって本気で浜面の顔の真ん中を狙ねらう。

（でもさ、ここは俺に預けてくれよ。お前をあんな真っ暗な地じ獄ごくに落とす訳にはいかねえんだ！）

　ズン!!　という衝しよう撃げきが太ふと股ももに走ったのはその時だった。浜はま面づらの手に、ボールペンのように細い金属パーツがあった。運搬着パワーリフターの部品かもしれない。その丸い先せん端たんが、上かみ条じようの太股にめり込んでいた。出血こそないが、ゴリゴリという鈍にぶい激痛が走り回る。

「が、あ!?」

　思わず上半身を倒たおして痛みを堪こらえようとした上条は、ここで失敗した。互たがいの顔が近づいたため馬乗りの利点が消える。もがく浜面の手が上条の襟えり首くびを摑つかみ、さらにぐいっと近づける。

　そしてもう片方の拳こぶしが唸うなる。

　腰が入っていなくても、鼻っ柱に直撃すれば上条の視界だって眩くらむ。バランスを失った少年を振り落とし、浜面が逆ぎやく襲しゆうに出る。

　そして。

　そして。

　そして。

「……たとえ……」

　最後の最後で、相手の上を取ったのは、浜面仕し上あげだった。

　自身も顔中ボコボコに腫はらし、あちこちを切って赤い血を滴したたらせながらも。

「お前が第三次世界大戦を終わらせた英雄様だろうが、『グレムリン』との戦いを終わらせたダブルスコア様だろうがな……」

　もう自分のものなのか、他人のものなのか。

　それすらも分からない血で濡ぬれた真っ赤な拳を振り上げて。

　ボロボロの顔で、笑って言う。




「あのサンジェルマンとかいうクソ野郎から惚ほれた女を助けに行くのは、俺の仕事だ」




　ッッッゴン!!!!!!　という。

　どうしようもない轟ごう音おんが炸さく裂れつした。
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「……、」

　上条当とう麻まは大の字に転がったまま、弱々しく息を吐はいていた。

　あちこち殴なぐられ、体の節々がミシミシとした痛みを返していた。

　すでに浜面も、運搬着パワーリフターもない。妨ぼう害がいに使った上着だけ捨てられていた。おそらく不備を補ってシステムを回復させた上、再び乗り込んで知り合いを助けに行ったのだろう。

（ああ……）

　ボコボコに腫はれた自分の顔を覆おおう事もできないまま、上かみ条じようはぼんやりと呟つぶやく。

「……弱いなあ、俺」

　ただの泣き言だった。

　誰だれにも聞かせるつもりはなかった。

　しかし、応じる声があった。

「最初から分かっていたはずだろう。いくつかの偶然が重なり私の命は繫つながったが、それは別にお前が極限まで強かったからではなかったはずだ」

「オティヌス……？」

　着せ替え人形のように小さなその少女は、ダイヤノイドの床に自分の足で立ち、仁に王おう立だちで上条の愚ぐ行こうを指摘していた。

「お前、どうして、どうやって……？」

「もう忘れたのか。神に不可能はないと」

　……いやいやそんな訳あるか、と上条は冷静に考えた。

　あの時はいきなり足が滑すべってパニックのまま巨大水道管経由で中層まで揉もみくちゃ状態で吸い上げられた。まともに五感を処理する余裕さえなかったが、ひょっとしたら、一五センチのミニサイズを利用して、落水の直前に潜せん水すいマスクの『内側』に潜もぐり込んで来たのでは……？

「あれ、ちょっと待て。ちょっと待ってよオティヌスさん。という事は、俺は潜水マスクを通して女の子の匂においをひたすらスーハー嗅かぎ続けて命を繫いだド変態になっているんじゃおぎゃう!?」

「……話を戻しても構わんか、人間」

　やたら低い声と共にオティヌスの小さな拳こぶしが上条の胴体にめり込んできた。

　北欧の神様のくせに、東洋の神秘、経けい穴けつの突き方を心得ているらしい。肘ひじにある出っ張りを突かれるような、痺しびれにも似た強きよう烈れつな痛みが全身へ走り回る。両足がピーンとなる。

「おぼっ、おぼふう!?　おっ、オティヌスさん？　何か話の途中じゃありませんでしたか!?」

「そうだな。お前の変な横よこ槍やりがなければ、こう繫げるつもりだったんだよ」

　肩をすくめ、呆あきれ返ったようにオティヌスは言った。

「そして間違えるなよ。……お前がただ強い『だけ』の存在だったのなら、きっと私はデンマークで救われてはいなかっただろう、とな」

「……、」

「お前の真価は、力の有無で優劣を決めるしかなかった『魔ま神じん』とは別の所にあるはずだ。だろう？　だから力を持たない事を恥はじて終わるなど愚の骨頂だ。持たない事を理解した上で、ならどうすべきかを考えてこそようやく意義が見える」

　その声を耳にして、ようやく上かみ条じようは倒たおれたまま、己の目を柔らかく細めた。

　傍かたわらに立つオティヌスへと手を伸ばし、その小さな頭を指先で撫なでる。

「……気安いぞ、人間」

「悪いな。だけど思い出させてくれよ」

　上条は、臆おく面めんもなく言ってのけた。

「俺にも、あいつに負けないものがあるんだって、譲ゆずれないものがあるんだって事をさ」

「ふん」

　鼻から息を吐はきながら、しかし、オティヌスはされるがままだった。

　自分が弱い事なんて分かっていた。

　弱くても失いたくないものがあったからこそ、ここまでやってこられたのだと。

　弱いのは、立ち止まる理由にはならない事を。

　それを、思い出した。

　だから。

「大だい丈じよう夫ぶ……」

　やがて、上条はそう言った。

　今一度、自分の力だけで彼はゆっくりと身を起こす。

「もう大丈夫だよ、オティヌス。ここで浜はま面づらのヤツを止められなかったのは痛恨だけど、かと言って『魔ま神じん』について何も知らないあいつに全部押し付けて逃げ帰る訳にもいかない。終わっちまった世界を指差して、お前のせいだなんて言いたくない。状況がそう動いたんなら、こっちもそれに合わせて方針を決めないと」

「具体的に」

「あのサンジェルマンとかいうヤツを分析してもらうのは一いつ緒しよだ。だけどそこに浜面達の動きを組み込む。まずは、あいつの知り合いの女の子を安全に逃がすのが先だ。そのためなら、俺が囮おとりになっても良い。少なくともサンジェルマンは俺の顔を覚えているはずだからな」

　そこまで言った時だった。

　ようやく気づいた。

　オティヌスの片方しかない瞳ひとみが、今まで見た事もないほど見開かれている事に。

　そして彼女はこう尋たずねてきた。

　明確に。

「サンジェルマン、だと？」
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　いわく。

　その人物は不死の秘法を習得した人物であり、水と麦と丸がん薬やく以外は一切口にする事なく、永遠に年老いる事はない。

　その人物は中世ヨーロッパの社交界を席せつ巻けんした謎なぞの貴族であり、その異様な出現頻ひん度どから時を超える術を習得しているとも噂うわさされる。

　その人物は宝石に関する魔ま術じゆつを数多く習得し、特にダイヤについた傷を跡形もなく修復する事で世の貴族から重宝された。

　その人物はカリオストロが所蔵した魔ま道どう書しよを記した秘ひ奥おうの存在である。

　その人物には正確な出生記録はなく。

　その人物には正確な死亡記録もない。

　つまり。




　サンジェルマンの伝説は過去のものではなく、今も続くものである。




　例えばロシアのラスプーチンや古代中国の妲だつ己きなど、時に政治や社交の場には国家や世界を狂わせる怪人物が出しゆつ没ぼつする事がある。

　サンジェルマンは中でも世界最大規模と言っても過言ではない。

　他の多くの怪人物は、散々国を喰くい散らかした後に高名な魔術師や兵隊の手で成せい敗ばいされて伝説が終わっている。時には日本の玉たま藻もの前まえのように複数の国をまたいでしまう事もあるが（まぁこの説だと妲己と玉藻前は同一人物になるのだが）、それでもやはり最果ての地で斬きり伏せられるのが定めだ。

　ただし、このサンジェルマンにはそれが当てはまらない。

　そもそも出没地域は一つきりではなく、その時代もまちまち。数年単位どころか、一〇〇年単位で現れたり消えたりを繰くり返す。発言録を精査すれば当時その時代には絶対知りえない情報を世間話のように振る舞い、彼の宝石や丸薬は誰だれにも複製する事は叶かなわなかったという。

　ある時代の文化水準では絶対に製造できない物品をオーパーツと呼ぶが、サンジェルマンの場合はそれが人物となった感じだ。無数のオーパーツに囲まれているのではなく、人それ自体が時代から切り離はなされた存在なのである。

　そしてサンジェルマンには成敗されたという記録が一切ない。

　墓はあってもあてにならず、末まつ裔えいと呼ばれる者達も、全く見当たらない。

　あまりの神しん出しゆつ鬼き没ぼつさから不老不死だの時間の跳ちよう躍やく者しやだのといった異名を持つサンジェルマンだが、数々の伝説を紐ひも解といていけば、あながち笑ってもいられないだろう。

　というより、それくらいのトンデモ論を持ってこない限り、もはやサンジェルマンという現象は説明不能な域に達している、とでも言った方が近いのか。

　だから、サンジェルマンの事は何も分からない。

　彼は本当に不老不死なのかもしれない。

　はるか古代から望む未来へ次々と渡り続けているのかもしれない。

　はるか未来から順じゆん繰ぐりに過去の時代へ遡さかのぼり続けているのかもしれない。

　確かめる方法はただ一つ。

　……彼が習得したとされる秘ひ奥おうの知識に届き、同種の存在と化す事だけである。
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「やあ」

　そうして。

　サンジェルマンと名乗るその男は、『シャンボール』と呼ばれる奇怪な槍やりを肩で担かついだまま『アイテム』の少女達の前へ顔を出した。

　麦むぎ野の沈しず利りはわずかに目を細め、すぐにその槍の意味を看破した。

　彼女は自分が穴だらけにした外壁の方へ軽く指を振って、

「アンタが？」

「あれを。正直に言って、このダイヤノイド中層には放送局に運ばれた荷物……格子にポジティブな空くう隙げきを生む『盾たて』を回収した時点で用済みなのだが、生あい憎にくと小さな約束をしてしまってね。かの者の願いのために、少々大人しくはしてくれないだろうか」

「絹きぬ旗はた」

　無視して麦野は語りかけた。

「死にたくなければ、その『窒素装甲オフエンスアーマー』で滝たき壺つぼをガードできる位置取りをキープ。こいつは私がやるわよ」

「むぎのは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「どういう意味でなんですかそれ。やり過ぎて殺しちゃわないか超大丈夫ですかっていうなら同意ですけど」

　くすくすと笑ったのは、燕えん尾び服ふくの男だった。

「そんなもので、死の指先をかわせるとでも？」

「どんなものかも知らないくせに、偉そうな」

　麦野の声を耳にしながら、サンジェルマンは肩に担いだ槍『シャンボール』へわずかな力を加える。ヒィウン、という笛のような音と共に、ゆっくりと円を描いてその穂ほ先さきが麦野の方へ向けられる。

「最後のお願いだ、お嬢じようさん」

「泣き言なら地じ獄ごくで頼たのむ」

「残念だよ。無知は罪つみとは良く言ったものだ」

　軽く笑いながらも、サンジェルマンの瞳ひとみから感情の色が消える。

「さて、蠢く自分の心臓を外から眺めても同じ事が言えるかな」

　直後の出来事だった。




　ボッッッ!!!!!!　と。

　麦むぎ野のの放った『原子崩しメルトダウナー』が、容よう赦しやなくサンジェルマンの腕を『シャンボール』ごと蒸発させた。




　男の腕は、肩の辺りから消しよう滅めつしていた。

　あまりの高温で傷口が完全に炭化していたため、余計な出血はなかった。

　いっそキョトンとした顔で消えた腕のあった場所を眺ながめるサンジェルマンに、学園都市第四位は冷れい酷こくに告げた。

「舐なめてんのか？」

　直後に、感情の爆ばく発はつがあった。

　ただしそれは麦野やサンジェルマンといった当事者達ではない。展望台で戦々恐々としていたギャラリー達だ。耳をつんざくような悲鳴や怒ど号ごうの連続と共に、各おの々おのが全力で逃げ出していく。時には将しよう棋ぎ倒だおしにさえ発展しかねないほどの勢いで、だ。

　すっかり人が消えて、ぽっかりと穴が空いたようなその場所で、サンジェルマンは告げる。

　腕を一本失い、しかし笑いながら。

「時にお嬢じようさん。君には守りたいものはあるかな」

「ああ？」

「あるとしたら、もう少し本気になった方が良い。こんな風に手心を加えている暇ひまがあるのなら、なおさらに」

　言ったその時、熱に炙あぶられたせいか、サンジェルマンの燕えん尾び服ふくのボタンがいくつか外れて床へ落ちた。

　大きく開いた胴体には、腹に巻くように粘土にも似た何かが取り付けられていた。

　すぐに麦野は粘土の正体を看破した。

「こいつ……ッ!!」

　己の腕の喪そう失しつさえ気に留めなかった男は、その命についても例外ではなかった。

「一つだけ教えてあげよう」

　にこやかに笑いながら、男は状況を動かす。

「サンジェルマンという個人が死のうとも、サンジェルマンという思想が潰ついえる事はない。……絶対にな」

　一秒もなかった。

　フロアの一角を埋うめ尽つくすような、凄すさまじい爆ばく発はつが『アイテム』を襲おそった。
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「うう……」

　藍あい花はな悦えつはダイヤノイドの屋上で頭を抱えていた。

　消えた友人の行方を追って、暗くら闇やみの中から助け出すためにここまで来た。

　彼女の秘密を探るためには普通の方法なんて期待できなくて、確かにサンジェルマンのようなイレギュラーな手札を使って引っ搔かき回した方が、成功の可能性は高くなりそうだ。

　だけど。

　束つかの間ま、脳裏に恐るべきビジョンが浮かぶ。

　壁や床から大量にせり出す槍やり『シャンボール』。邪じや魔まな障害物を横にどけるくらいの気軽さで行き交う人々の胴体や顔に握にぎり拳こぶし大だいのトンネルを次々と生み出していった悪夢の光景。未いまだに現実感が湧わかず思い出すたびにふわふわした浮遊感に襲おそわれるほどの、あれ。

　あんなものを、利用しても良いのか？

　そいつは本当に制御が効く代しろ物ものなのか？




『結局、弱いなら弱いなりにやりようがある訳よ』




　ふと、極ごく彩さい色しきの悪夢に囚とらわれていた藍花悦の頭に、別の声がよぎった。

　意図して呼吸を整える。

　イメージトレーニングでも何でも良い。今はとにかく自家生産の呪じゆ縛ばくを解き放つ方に集中する。




『もちろん強いのが一番だけど、何にしたって自分がどこまでやれるのか、自分の手はどこまで伸びるのか、それさえ分かっていれば踏ふみ外す事はない。逆に怖いのは自分の手の長さも分かってない連中かね。自分の命を使ってギャンブルしているようなもんだし』




「……、」

　言われた時は、何の事か理解できていなかった。

　でも、今なら分かる。

　サンジェルマンは未知数過ぎる。頼たより切りになっていると足元をすくわれる。もちろんダイヤノイドで友人の秘密を探るのは続行だが、それは藍花悦が自分で手札を揃そろえて成功させないと駄だ目めなのだ。運任せで切り札がやってくるのを待つだけでは話にならない。

　方針は決まった。

　藍あい花はな悦えつはぐるりと辺りを見回して、それから屋内へ戻るドアの方へ向かう。

（サンジェルマンはぼくがドアを使う分にはロックを解除する、みたいな事を言っていた……）

　試しにドアノブを摑つかむと、あっさり回る。

　特に抵抗なく開いてしまう。暖房で温められた空気が緩ゆるやかに流れてきた。

　藍花悦はドアを潜くぐらず、しかし閉めもせず、庭園の一部を形作っていた小石を開いたドアの隙すき間まに挟はさみ込んで、ストッパーのように固定してしまう。

「後は……」

　今度は屋上の縁へと走る。

　七〇階はあるとされるダイヤノイドの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきは、まさしく絶望的だった。ここから降りるのはもちろん、物を落として地上の人達とやり取りするのも不可能だろう。メモを書いて飛ばしたら、どこに向かうか分かったものではない。

（屋上のドアが開いている事を知らせられれば、警備員アンチスキルがヘリとかで助けに来てくれるかもしれないんだけど）

　縁に沿って屋上を歩く。

　ダイヤノイドは強度補強のためか装飾用か、垂直に立つビルの壁面と地上を繫つなぐ太いワイヤーが斜めに張られていた。もちろんこれを伝って地上へ降りるつもりは毛頭ない。だが、物品を伝って滑すべらせる事ができれば、単に屋上から物を落とすよりは衝しよう撃げきも緩かん和わできるだろう。

　ワイヤーは屋上の縁にもあった。

　藍花悦は庭園の松の木と添え木を縛しばって固定している針金をほどくと、それを使ってワイヤーをぐるりと取り囲み、ひねって小さな輪を作る。二つ折りの携帯電話を取り出すと、ＧＰＳ防犯ブザーをオンにしてからストラップと針金を結び、一枚のメモを二つ折りの機器の間に挟はさんで、最後に手を離はなした。

　スキー場のリフトのように、ダイヤノイドのワイヤーを伝って携帯電話が滑り落ちていく。

　ＧＰＳ反応を大人達が捉とらえれば、ひとまずそちらに急行してくれるはずだ。メモを拾ってもらえれば、ダイヤノイドの屋上の扉が開いている件についても話が伝わるかもしれない。

（でも、人の面めん倒どうを見るのはここまでだ）

　藍花悦は眼下に広がる夜景から背を向けて。

　ダイヤノイド屋内へ繫がる、開きっ放しのドアへ向かう。

（ぼくもぼくで、ちゃんと動かなくっちゃ）
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「馬ば鹿かか……。一体何に思い悩んでいるかと思えば、お前は本当に馬鹿か!?」

　小さなオティヌスは噴火でもしたように憤いきどおっていた。

　上かみ条じようとしては突然の怒いかりの意味が分からない。

「え、あ、何が……？」

「いいか」

　オティヌスはぐりぐりと自分のこめかみに人差し指を押し付けながら、

「サンジェルマンの伝説は確かに有名だ。魔ま術じゆつサイドはおろか、そこからはみ出て一般社会にまで浸しん透とうしかねないほどに。そこらの魔術師を捕まえて有名人を挙げてみろと質問すれば、一〇本指が埋うまる頃ころにはローゼンクロイツだのメイザースだのと並んで必ずサンジェルマンの名前が出てくる。それくらいのランクだよ」

「え、ええと」

　いまいちローゼンなんたらのメジャー度が分からない上条は眉まゆをひそめながらも、

「なら、やっぱりサンジェルマンもとんでもない有名人で、とんでもない力を持っている、とんでもない神話の主人公って事なんじゃあ……？」

「だがな」

　上条の声を断ち切るように、オティヌスは強く言った。

「そもそもサンジェルマンなんて名前だけの存在なんだよ」

「あ？」

　言われた事の意味が。

　一つも分からなかった。

「魔術サイドじゃ稀き代だいの詐さ欺ぎ師しなんて呼ばれていたかな。貴族達のパーティに潜もぐり込む際に名家の名を被かぶる事があるが、それをゼロから組み立てたのがサンジェルマンだ。どんな格式高い行事も潜り込み、どんな出資も取り付けられる。最初はそんなフリーパスだったんだ。ガラスの塊かたまりに最高品質のダイヤ鑑かん定てい書しよを使い回すって感じかもな。不老不死？　時間を渡る？　こんなものは、トリックなんて呼ぶほどのものではないんだ」

「待てよ、待てって！　冗じよう談だんだろ、でも、だって……」

「不老不死伝説だの時間跳ちよう躍やく伝説だのも簡単だ。まだ行った事もない場所や時間についても吹ふい聴ちようしていた。ヤツがそこにいた証しよう拠こなど、手紙や郵送でも送りつけられる。時にはタイムカプセルのような時間差も使っただろう。よってアリバイなどメチャクチャなのさ」

「待ってくれ!!　あいつは、あいつは確かに、俺の目の前で世界を全部歪ゆがめたんだ！　こう、なんていうか、こう……説明するのは難しいけど、壁も床も天てん井じようも全部武器に変えて、間にいる邪じや魔まな人達の体にトンネルを空けて、なんていうか、一斉攻こう撃げきを……」

「忘れたのか？」

　オティヌスはほとんど呆あきれたような調子で、

「ここはダイヤノイド、全すべてが炭素系建材でできた超高層建築だろう？　つまり風景せかいを歪めるのに全位相全次元全元素を操る必要はない。たった一つ、炭素を操る魔術師なら普通にできてしまうんだよ」

「……、」

「サンジェルマンが伝説の中で重宝されたのは、大きく分けて二つ。一つ目は不老長寿や時間跳ちよう躍やくなどの寿命の克こく服ふく。未来予知や秘ひ奥おうの知識を授けるといったものは時間跳躍からの派生形だな。そして二つ目は、宝石を操りダイヤの傷を直すといったものだ。今起きている陳ちん腐ぷな条件に当てはまるとは思わないか？」

　ダイヤモンド。

　炭素。

　建材は、そうだった。

　人の体もまた有機物……つまり炭素系だ。

　つまり？

「でも、あいつは、知っていた」

「何を？」

「『魔ま神じん』っていう生き物を！　そもそもオティヌス、お前の存在がなければ『魔神』なんて夢物語なんだ。一〇万三〇〇〇冊があっても届くか否いなかのギリギリのラインなんだ！　そんな存在を寸分違たがわず演じ切る事なんて……ッ!!」

「馬ば鹿か野郎」

　今度こそ、オティヌスは吐はき捨てた。

「デンマークでの事を忘れたのか？　私達の件は米国のお節せつ介かいな連中のせいで全世界同時中継されたんだぞ。『魔神』の詳細な内部構造は分からずとも、魔ま術じゆつの使い方は理解できなくても、それがどういう外観、言動を繰くり返すのかくらいならすでに誰だれでも情報を取得できる状態だ。サンジェルマンを名乗る誰かが演技の細部を詰つめる材料なら、その辺の動画サイトにだって転がっているんだよ。大変お恥はずかしい事にな」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　では、結局あれは何だったのだ？

　サンジェルマンとは、オティヌス同様の『魔神』ではなかった。

　ただの……と言っては何だが、そこには届いていない魔術師、だった……？

「しかし、だ」

　と、そこでさらにオティヌスが否定の言を発した。

「……仮に相手がサンジェルマンだとすると、ある意味では一極集中の『魔神』とは違った問題が浮上してくるぞ」

「どういう、ことだ？」

「あれは湧わき水みずのように土から勝手に湧わき立つ訳ではない。サンジェルマンがどうやって生じて増えるか、知っているか」

　質問に質問で返された。

「確かに伝説は作り物だ。始まりはフリーパスで、信しん憑ぴよう性せいはない。だけど、きっと誰だれかがそれを与えた。既存の神話や魔ま術じゆつを利用して、本当に伝説通りの事ができないかと。この辺りの経緯は『死霊術書ネクロノミコン』などにも見られたはずだ。そして膨ぼう大だいな知識の海を用意し、意図して小さな核で刺激し、本気で結けつ晶しようを実らせた。惚ほれ込んだのか、隠かくれ蓑みのにしたのかは知らんがな。ともあれ具体的な技術は魅み力りよく的てきな伝説の拡散力を被かぶって、当事者や生き証人となりたい者の間を渡っていく。人々を一つの結晶に整えるように。つまり」

　直後に答えがあった。




「ヤツの思想は人の頭に同期して感染するんだよ。それも、とても容た易やすくな」




　カツン、という足音があった。

　一つではなかった。気がつけば取り囲まれていた。

　エレベーターホールから他のエリアへ繫つながる、複数の出入口の、その全すべて。

　慌あわててぐるりと周囲を見回せば、すでに一面は燕えん尾び服ふくばかり。軽く見積もっても数十に届くサンジェルマン達がゆったりとした挙きよ措そで上かみ条じようを見み据すえていた。

　中心、という考えはないのかもしれない。

　全員が司令塔であり、全員が末まつ端たん。誰が欠けても問題はないのかもしれない。

　ともあれ、どこかの誰かがこう言った。




「先ほどぶりかね、上条当とう麻ま君？」




　直後に。

　暴ぼう虐ぎやくが槍やりの雨と化し、裏返したハリネズミのように全方位から殺さつ到とうした。








行間　二









　噓うそつきと呼ばれる事にはもう慣れた。

『魔ま神じん』未満と吐はき捨て、小さな自尊心を慰い撫ぶしたいのなら好きにするが良い。

　魔ま術じゆつ師しという内野に留とどまる事も、『魔神』という外野に追放される事にも意味はない。私という存在は私という言葉以外では表現できない。

　第三の分類。

　魔術師とも『魔神』とも違うもの。

　サンジェルマン。

　それ以外に私を示す語はないのに、どうも頭の固い連中には概がい念ねんレベルで理解が及およばないらしい。理屈や数字馬ば鹿かには擬き似じ的てきに安定する非平へい衡こう組織、ダイヤの輝かがやきは理解できぬのか。

　無能を相手にした主張は虚むなしい。

　全員が馬鹿ならそのラインが『常識』だなどと信じ切っている者には、もはや人の言葉さえ通じないようだ。

　何しろ真実をいくら証明しても、懐かい疑ぎ主義者には目の前の物証を素通りするフィルタが実装されている事を嫌いやというほど思い知らされたから。

　ただまあ、その不ふ憫びん極きわまる幸福を止めはしまい。

　彼らが老いて瘦やせ細り、今わの際きわで不死の法にすがりつこうとする、その滑こつ稽けいな様子を見て溜りゆう飲いんを下げる事はできるのだし。

　そもそも、私が社交界に入り浸びたっていたのは富や名声に興味があった訳でもない。

　むしろ逆に、夜会やサロンへ顔を出すにはそうした最低条件があるために、望みもしない下げ衆すな財産を確保し、提示する必要があっただけの話。

　まことに残念な事に、私の望むものは貴族社会の中にある。

　彼らが腐ふ敗はいし、形けい骸がい化かさせてしまったそれ。その本来の枠わくの中に。

　だから私は探し求めた。ただ一つの可能性を、腐くさりに腐った汚お泥でいの中を泳ぎ続けて。有う象ぞう無む象ぞうの欲望に膨ふくれた人の海の中で、半ば溺おぼれるような格好で。

　嗚あ呼あ。

　少年よ、君は気づいているのか。

　自分の本当の価値に。君は他の何者かに自分を重ねる事で仮かり縫ぬいの力を獲得しようとしているようだが、君自身がどのような名を持ち、どのような力を持っているのかを。

　誰だれもが一番になる必要はない。

　誰だれもが持っていないものを目指せば良い。

　どこでだって耳にするこのフレーズは、決してへらへら笑って競争否定を行う敗北主義者の言い訳には使えない。そのように生なま易やさしいものではない。すでに誰かが決めた道を辿たどって山の頂いただきを目指すよりも、自みずからの手と足で新たな道を開拓する方がはるかに難しく、そして評価に値するという当たり前の事。

　少年よ、君はすでにそれを手にしているというのに。

　それにしても学園都市とは、流石さすがの私も予想外だった。それはまあ、パリだのベルリンだのモスクワだのに潜もぐっても気配すら嗅かぎ取れなかった訳だ。いいや、やめよう。これは素直に、自己の落ち度を認めて先に進むべきだ。イギリス清教と学園都市の間にホットラインが存在していた事に留意すべきだった。

　ともあれ。

　ようやく出会う事ができたぞ、少年。

　剣の対ついの盾たて。

　そのために私がどれくらいの時間を浪ろう費ひしてきたと思う。一六〇〇年代から、などと安易に答えるのでは興きよう醒ざめだ。努力不能者、懐かい疑ぎ主義者どもが勝手に作った歴史年表なんぞあてにしてくれるなよ。

　今にして思い返せば全く意味のない時間の経過であったが、それもまた、この一いつ瞬しゆんを想おもえば疲つかれなど容易に吹き飛ぶ。

　では収穫と行こう。

　見ているか、世の『魔ま神じん』ども。古代ブリテンの魔ま術じゆつ師しが特異な剣を利用してただ一つの魂たましいを選別したように、私は君達に足りないものを一番乗りで確保するぞ。




　私はサンジェルマン。欲しいのはただ一つの真実。

　そのためならば、無限の虚きよ構こうを撒まき散らそう。








第三章　消え入る少女の遺産　Hard_MEMORY.









　　　　１




　その瞬しゆん間かん、上かみ条じよう当とう麻まはとっさに何を思っただろうか。

　あるいは。

　妹達シスターズ。学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５の軍用量産クローン。同一の脳波と電気を操る力を利用して独自の生体情じよう報ほう網もうミサカネットワークを構築し、その記き憶おく情報や技術、知識などの共有さえ可能な少女達。

　あるいは。

　風の噂で耳にする学園都市第五位。単たん騎きでありながら読心、念話、洗脳、催さい眠みん、おおよそ人間相手の精神系を全すべて網もう羅らすると呼ばれる怪物。および、一つの司令塔を軸に蠢うごめく大量の操り人形達。

　あるいは。

　フランスのアビニョンにおいて『神の右席』の一人、左方のテッラが全世界の憎ぞう悪おを学園都市へ作為的に向けるため起動しようとしていた『Ｃ文書』という霊れい装そう。

　あるいは。

　合衆国の行政機能を奪うばうため、『グレムリン』がハワイ諸島に放ったサローニャ＝Ａ＝イリヴィカの人心操作術式『レーシー』。

　あるいは。

　学園都市統とう括かつ理事会の一人だった薬やく味み久ひさ子こ。彼女が己の目的のために利用していた、フレメア＝セイヴェルンを起点に大量の粗製乱造ヒーローを生み出す『人的資源アジテートハレーシヨン』計画。

「う」

　全周をくまなく取り囲む数十もの燕えん尾び服ふく。

　老ろう若にやく男なん女によなど問わず、ひとまずの外見だけでも特徴を無理矢理に合わせたようなその有り様。

　まるで何かの同期や並列化。

　人から人へと次々に広まり暴力を出力するだけの、砲ほう台だい化か人間。

「うおおおおおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　全身を総毛立たせて上条が絶叫した直後、『それ』が来た。

　壁が、床が、天てん井じようが。

　ありとあらゆる風景が、歪ゆがむ。波立つ。大小無数の槍やりが飛び出し、ゴッ!!　と豪ごう雨うのように上かみ条じようへ向けて突き進む。

　単純に考えて一〇〇本の『シャンボール』を、サンジェルマンの人数分。

　ダイヤを、炭素を、この超高層建築の全すべてを操る術式の妙みよう。

　右手一つで全弾を打ち消せるはずもない。

　だから上条が取った行動も簡潔だった。




　傍かたわらに置いてあった消火器を足で蹴けり上げ、思い切り前方へと投げつけたのだ。




　槍と接触した直後だった。

　バムッ!!　という圧縮ガスの爆ばく発はつ音おんが炸さく裂れつする。白というよりピンク色っぽい消火剤の粉末が一面を覆おおい尽つくす。視界がゼロになる。無数の槍が空間全体を格こう子し状じように埋うめ尽くすと、粉ふん塵じんの壁もまた奇き麗れいに切り裂さかれていった。

　だがすでに、そこに上条はいない。

　投げ放った消火器がズタズタに裂かれた状態で宙ちゆう吊づりになっているだけだった。

（……やっぱりだ）

　有う象ぞう無む象ぞうのサンジェルマン達は破は壊かいされた扉からエレベーターシャフトの方へ注目したらしい。

　しかし上条は煙幕の中を走り、そんな彼らの真横を一気にすり抜ける。

　駆け抜け、転がるような格好で別のエリアへと逃げ出していく。

（サンジェルマンがダイヤノイドの全てを操れる『だけ』なら、わざわざ本人が顔を出す必要はないんだ。それこそアイアンメイデンみたいに、建物の中全部を針のむしろにしちまえば良い。それをしない……いいやできない以上は、相応の理由がある。きっとあいつは、目とか耳とか、同期だの並列化だのやってる連中同士の五感に頼って照準しないと炭素制御魔ま術じゆつは使えないんだ。建物のどこにも逃げ場がないように見えていたのは、それだけの数のサンジェルマンが紛まぎれていたってだけだった！）

　ごくりと喉のどを鳴らす。

　落ち着け、落ち着け、と必死になって言い聞かせる。

（相手は何でもできる『魔ま神じん』じゃない。万能に見えても一つ一つの行動には意味がある。人の体にトンネルを空けるのだって、きっと何かしらの制約があるんだ。そうでないなら、一発目で俺の体から右腕を外したり心臓を抜き取ったりもできたはずなんだから）

　そして、そもそも。

　サンジェルマンは同期して感染する、という現象自体だって。

（読み取るんだ）

　上かみ条じようは自分の右手を握にぎり締しめて。

　何を打ち消すべきかも分からないまま、それでも、しかし。

（あんな自分の足で動く砲ほう台だいみたいな状態にだって、根っことなる歯車があるはずなんだ。同期して感染するって事は、あいつらはこの街の先生とか生徒とかだろ。それさえ取り除けば、元に戻るかもしれないんだから!!）

　と、その時だった。

「「「「「……、」」」」」

　一斉に、ぐるりと。

　サンジェルマン達の首が回り、こちらを見み据すえていた。

「ちくしょう!!」

　身を低くしたまま、急いで走る。

　第二波の槍やりの雨が、容よう赦しやなく上条当とう麻まへ襲おそいかかる。
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　そして無数のサンジェルマン達が上条を追って別のエリアへ移っていった後。

　誰だれもいなくなったエレベーターホールでは、水路脇わきに等とう間かん隔かくで床に置かれた四角い行灯あんどんがガタゴトと揺ゆれていた。

　照明器具の中から、全長一五センチ程度の少女がひょっこり顔を出す。

　オティヌスだ。

（……意外と知覚は雑な連中だな。サンジェルマンという結けつ晶しよう化かの時点で成功とみなし、個々の研けん磨まを怠おこたっているのか。しかしダイヤの制御から昇華して炭素全般を操る術を獲得するとは……世界のチャンスが一度きりである場合だと、改めて面めん倒どうなヤツだな）

　行灯の中に隠かくれていたのはオティヌスの意思ではなく、消火器の煙幕を展開させた直後に上条がオティヌスを照明器具へと突っ込んでから逃げたためだ。

　まるで、自みずからが派手な動きをして注意を引くような格好で。

（これが『悪い癖くせ』ならぶん殴なぐっている所だが）

　そっと息を吐はく。

　上条が今欲しいのはサンジェルマンの『情報』のはずだ。何しろ真正の『魔ま神じん』として歩んできたオティヌスから見ても『面倒な』という冠かんむりをつけるべき相手なのだから。

　サンジェルマンには中心も末まつ端たんもない。全員が同期し全員で並列化する。例えば結晶核は高濃度溶液の中での濃淡を軸に決定されるだけであって、核となった物質もその周りに吸着する物質も違いはないのだから。

　ダイヤモンドは硬い。挙げ句、砕くだいた所でその組成が変わるという訳でもない。

（ただし）

　一般にダイヤは純じゆん粋すいな炭素でできた結けつ晶しようだと言われているが、実際にはどんなに純度を高めても九九・九％が限界で、そのわずかな隙すき間まに二〇種以上の不純物を含む。そしてそのわずか〇・一％未満の不純物が、ダイヤ全体の質を大きく変えてしまう。それは硬度や電気伝導率から、カラーダイヤなどに見られる色彩そのものや透とう明めい度どまで多種多様。中心でも核でもないが、無意味な不純物こそが結晶全体の性質を左右するコントローラなのだ。

　サンジェルマンにもあるはずだ。

　ダイヤモンドを操る魔ま術じゆつ師し。自身の肉体さえ有機物、炭素の塊かたまりとして処理する生命体。であれば、同期や並列化を極きわめて集団を一個の巨大な結晶とみなすサンジェルマンにも、コントローラや設定ファイルに似た何かがあるはずだ。

　……そう考えると、前衛の上かみ条じようがサンジェルマンの攻こう撃げきを誘ゆう発はつし、後衛の分析役がその間に術式の構成や弱点を暴く、という図式は確かに正しい。

「それにしても……」

　思わず一五センチのオティヌスは一人呟つぶやいていた。

「幾いく千せん億おくの位相の中でも、生死の区分の隙間を利用したミサカネットワークとかいうのにしてやられたはずだ。ひょっとしてあいつも、私が作った全すべての位相、全ての世界で必ずどこかに湧わき出ていたか、いずれ新たに湧き出る可能性を内包していたんじゃないのか……？」

　そんな事を考えながら床に目をやると、いくつか血の塊が叩たたきつけられていた。

　上条当とう麻まのものではないだろう。

（人材が使い潰つぶされるのも、不純物によって均一な結晶構造内に空くう隙げきが生じるのと同じ扱あつかいか。個としては潰れても全の質が整えば一級品のダイヤとみなす。学園都市の能力者に無理矢理魔術を使わせればどうなるかは分かっていただろうに）

　不快に思う自分がいて、そして不快に思った事にオティヌスは驚おどろいていた。

　効率だけを考えれば、サンジェルマンは正しい。

　いちいち敵方、科学サイドの学園都市の事情なんぞ鑑かんがみる必要もないだろう。

　戦せん闘とう時じにおいて、人の命の価値など等価にはならない。

　なのにそれを許容できなかったのは、やはりあのツンツン頭の影えい響きようでも出ているのか。

「やれやれ。……本格的に壊こわれてきたな、私も」

　首を振り、改めて分析役に徹てつする。

　その上で、さらに最適解を目指すのであれば、

（……そういえば禁書目録は置いてきぼりだったか。まあ、あいつがここにいれば上条当麻もまた違った動きを見せていたかもしれんが）

　一五センチという見た目はデメリットばかりとは限らない。

　確かにこの体ではできる事も限られる。だが所しよ詮せんは『人間大の物質の移動ルートを探す、潰つぶす』といった方法でしか索さく敵てきのできないサンジェルマンの隙すきを突いて、一五センチでなければ通行不可能なコースを選ぶ事もできる。

　これは単に自販機の下に潜もぐり込んだり、ちょっとした隙間を進んだり、といった話に留とどまらない。例えば猫が二、三階の高さから飛び降りてもきちんと着地できるのは、単にその体構造や運動神経だけの話ではない。体重が軽いから緩かん和わすべき衝しよう撃げき量りようも小さく抑えられる、などという部分もあるのだ。

「さて、するとまずは禁書目録とコンタクトを試みる。成功にしても失敗にしても、それから上かみ条じよう当とう麻まとサンジェルマンの位置を捕ほ捉そくして要観察、全体で一つの結けつ晶しよう構造のように振る舞うサンジェルマンを砕くだく方法を見み出いだす、という流れか」

　面めん倒どう臭くさそうに、それでいて簡潔にやるべき事をまとめていく。

　勝つために必要な手順を。

　こういう部分はやはり『戦争の神』と揶や揄ゆされるだけの人物ではあった。




　　　　３




　とはいえ、上条の方も無制限でサンジェルマン達をかわし続けられる訳でもない。

　そもそも向こうが使う、ハリネズミを裏返したような一〇〇本ワンセットの全周包囲攻撃は、シンプルだが幻想殺しイマジンブレイカー一つでは対処の難しい魔ま術じゆつだ。さらにそれが数十単位で襲おそってくるとすれば、しかも明確に追ってくる者達以外にもそこかしこに別べつ枠わくのサンジェルマンが紛まぎれているとしたら。

　生存の可能性はみるみる減っていく。

　予定調和のレールに乗っても難しいのに、さらにイレギュラーまで乗っかってくる始末。

「くそっ!!」

　相手の視界を塞ふさぐ手立てについても、流石さすがに限りがある。しかもここはまだ前ぜん哨しよう戦せんなのだ。インデックスやオティヌスが順当にサンジェルマンの特徴や弱点を暴いてくれてからが本番。その時に切り札を全すべて失って近づく事もできません、ではどうにもならない。

　そんな訳で、とにかく走ってあちこちの角を曲がり、サンジェルマン達の視界から外れようとする上条。

　と、後ろばかり気にするあまり、いきなり角の向こうにいた別の人間と激突してしまった。

「うわっ!?」

「っ、こっち！」

　そのままぐいっと手を引っ張られ、フィットネスジムらしき場所の受付の裏側へ引きずり込まれる。

　カウンター越しに、複数の足音が通路を通り過ぎていくのが分かる。

　ほとんど抱だき着くような格好だったが、改めて引き剝はがしてその顔を確認してみると、見覚えのある人物だった。

「何だっけ？　藍あい花はな、とかいうヤツか」

「ま、まあ、そうだけど。藍花悦えつで間違っていないけど」

　例の茶色い髪をセミロングにした少年だ。

　上かみ条じようはそっと息を吐はいてから、

「何でも良いけど助かった。良いか、俺は頃ころ合あいを見計らって出ていくけど、アンタはここに留とどまるにしろ、出ていくにしろ、時間を空けて別の方向へ向かうんだ。今は見つかっていないから良いけど、発見されたら蜂はちの巣にされる。俺だってアンタを庇かばい切れるか分からない」

「いいや」

　と、藍花悦の方が遮さえぎるように言った。

　首を横に振ると、甘い髪の匂においが振りまかれる。

「……あいつらの正体が何だかは知らないけど、きっとそんな甘いものじゃないと思う。気づかれている。その上で、見過ごされているんだよ。ぼくを巻き込みたくないから」

「何だって……？」

「サンジェルマンとかいうヤツは、どういう訳かぼくに執着しているみたいだった。エレベーターや扉の封ふう鎖さも、ぼくだけは例外的に通行を許可しているみたいだし。だからぼくはここ、中層にやってこられたんだ」

　メイキング中継を見てサンジェルマン達があんたを狙ねらっているらしき事は分かったし、と藍花悦は呟つぶやきながら、

「同じ格好をしている連中なら同じ考えを持っているかもしれない。だから、ここで最適の選択はあんたが飛び出す事じゃない。ぼくの方があいつらのど真ん中に向かうべきなんだよ。ぼくが巻き込まれやすい位置に立てば立つほど、戦せん闘とうは難しくなるんだから」

　聞いているだけでギョッとする考えだった。

　だが反射的に反論しそうになる上条の唇くちびるに、藍花悦は細い人差し指を当てる。

　ほっそりとした指の腹の感触で黙だまらせる。

「何を目的にしているにせよ、サンジェルマンはすぐにぼくを殺さない。会話を求めている。これはチャンスなんだ。ここであいつの口を軽くして情報を引き出す事ができれば、活路も見えるもの。このままみんなで閉じ込められて殺されるのを待ち続けるより、突破口を見つけた方が良いに決まっている。それはぼくにしかできないんだよ」

　言葉だけなら理路整然としているが、反してその顔色は青白くなっていた。

　乱暴に摑つかめば折れそうなくらい細い肩だって、小刻みに震ふるえている。

　怖くない訳がないのだ。

　サンジェルマンの利害とやらは見えない。いつ気が変わるか分からない。腹の中に何かを隠かくしている事がバレた途と端たんに牙きばを剝むかれる可能性は高い。そうなったら逃げ切れない。

　率直に言って。

　逆の立場になって、その役をやれと言われたら、上かみ条じようには無理だ。

　仮にサンジェルマンがこちらの動きに気づいている場合、藍あい花はな悦えつがやろうとしているのは潜せん入にゆう捜査ですらない。上条を逃がす、という意思が向こうに洩もれている以上、これでは人質や交換条件といった方が近いのだ。

「もしも」

　と、藍花悦は間近から見上げるような格好で呟つぶやいた。両手できゅっと上条の上着の胸板の辺りを摑つかみ、今にも自家生産の恐怖に吞のみ込まれて目元の涙を決けつ壊かいさせそうになりながら。

　それでも。

「もしもぼくが戻らなかったら、一つだけ願いを聞いてほしい。フレンダ＝セイヴェルン。このダイヤノイドの上層、高級マンションエリアにある彼女の部屋には、ぼくの友達が消息を絶った理由が分かる『何か』があるかもしれないの。手に入れれば、彼女を助ける足掛かりができる。サンジェルマンのヤツは『遺産』なんて物ぶつ騒そうな事を言っていたけど、それもどこまで本当かは分からずじまい。……ぼくがダメだったら、あんたが見つけてくれ。そう思えば、ぼくはここから出て行ける」

「おい、やめろよ。俺はお前がどういう人間かも分かっていないんだ。背負っているものがあるなら、譲ゆずれないものがあるなら、なおさら俺のためにこんな手を使うのはやめ……ッ！」

「……大だい丈じよう夫ぶさ」

　藍花悦はそう言った。

　至近から上条の顔を見み据すえて。

　それでいて、自分自身に言い聞かせているように。

　自分の本質から溢あふれる恐怖を、その肩書きで無理矢理に上書きするように。

　疑いも持たずに、そうと信じてくれる人の顔を見て。




「ぼくは、藍花悦なんだからな」




　制止する暇ひまもなかった。

　ぐいっと、藍花悦はわずかに上条当とう麻まを二本の手で遠ざけると、そのままフィットネスジムのカウンターから飛び出して店てん舗ぽの外へと向かっていく。無数のサンジェルマンがひしめく表へと身を躍おどらせてしまう。

　ここで飛び出しても意味はない。

　むしろ突発的な戦せん闘とうが起これば、それだけ藍花悦を流れ弾に巻き込ませるリスクが高まる。

　分かってはいた。

　分かっていたけど……ッ!!

「……っ!!」

　奥歯を嚙かみ締しめ、血が滲にじむほどに強く拳こぶしを握にぎり締めるが、かと言って、ここでしてやれる事は何もない。

　そのチャンスを絶対に無む駄だにはしない。

　そう決意するくらいしか。
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　表に出た時点で、藍あい花はな悦えつの選せん択たく肢しは大幅に狭せばまった。

　大前提として、無数のサンジェルマン達から注目を集める。いや厳密にはとっくの昔に把は握あく、捕ほ捉そくされていたかもしれないが、それでも建前や演技を捨てて、互たがいが互いを認識しているとサインを放つのは、また段階が一つ違う。

　平たく言えば、ここまで来てからなお逃げたり隠かくれようとすれば、即時敵対行動とみなされるリスクが急上昇する。そして『藍花悦』という名札しか持たない今の状況でそんな道へ逸それれば、問答無用の串くし刺ざしは避さけられない。

　とはいえ、

（あのまま留とどまっていたって、事態が好転した訳じゃないんだ……）

　もはや恐怖というより眩暈めまいに似た何かを覚えながら、藍花悦は必死に考える。

（サンジェルマンがどんな目的でぼくを泳がせているのかは分からない。でも、だけど、他のみんなをダイヤノイドに閉じ込めて好き勝手に襲おそいかかるあいつが、ぼくだけ優遇する理由が思いつかない。従っているだけじゃ駄目なんだ、従っているだけじゃ。どこかであいつが定めたレールを少しでもよそへ切り替えないと!!　ぼくはぼくの目的も果たせなくなる!!）

　命を賭かけても、棒に振っても、結局一番大事な所は他人任せだ。

　いかにも自分らしいと、状況を無視して笑みさえ込み上げてきそうになる。

　上かみ条じよう当とう麻ま。

　暗くら闇やみを手探りで進むというより、ほとんど自みずから目め隠かくしをしてさまよっていたような、何もなかった頃ころの自分。そんな泣き虫の弱者が殴なぐられ蹴けられながら路地裏で耳にしたその名前。

　接点なんかほとんどない。

　やり取りがあったのは、せいぜい熱中症と勘かん違ちがいされてペットボトルの水を渡されたくらい。こんなので命や人生を預けるだなんていくら何でも安すぎる。そうと分かっていても行動に移ったのは、結局の所、このダイヤノイドで他に接点と呼べるものを持つ人物がまるでいなかったからだ。

　ペットボトルのドリンクくらい、サンジェルマンからも受け取っている。

　ただし何かしらの目的を持って取り入ろうとする怪物と、そうしたものを何も持たずに行動した上かみ条じよう当とう麻まの間にはほんの些さ細さいな齟そ齬ごがある。

　そこに賭かけるしかなかった。

　自分の人生全すべてを賭けた大おお博ばく打ちで、最後の最後にラッキーカラーに頼たよって判断してしまうような、愚ぐ行こうの中の愚行。

　分かっていても、なおすがってしまう蜘く蛛もの糸。

　そして藍あい花はな悦えつを待っていたのは、大量の燕えん尾び服ふくだった。

「やあやあ！　まだ藍花悦君と呼んだ方が良かったかな？　少々立て込んでいる所ではあるが、君のためならいくらでも時間を空けよう。フレンダ＝セイヴェルンの件はどうなった？」

「……、」

　先ほどまでと違い、男だけに限った話ではない。それこそ老ろう若にやく男なん女によを問わない。相手が一人きりだと浮いた仮装のように見えるのに、全く同じ集団に取り囲まれると自分自身が異物になったような気にさせられるから不思議だった。

「真実を知りたければ急いだ方が良いと言ったのに。お人ひと好よしなのも考えものだな。それとも、上層マンションエリアまで私がエスコートした方が良かったかな」

　藍花悦は胸の真ん中に手を当てる。

　思考を切り替える。薄うすっぺらな学生ＩＤ証を強く意識する。

　挑いどむように見上げて言う。

「ぼくの件は後でも良いよ。それよりあんたはどうなんだ」

「うん？」

「……自信満々に言うほど順調って感じじゃなさそうだけど。それ、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　藍花悦を取り囲む集団の中から、鉄てつ錆さび臭くさい匂においが漂ただよう。

　あちこちに包帯を巻いた人々がいたが、これは返り討うちにでも遭あったというのか……？

「ああ、気にしないでくれたまえ。こちらも次回からは人選を改めるよ。ダイヤを削る際にもダイヤを使うが、少々乱暴に扱あつかい過ぎた。やはり教師陣でまとめた方が良かったようだ」

「……？」

　藍花悦には、魔ま術じゆつの副作用の話は想像も及およばない。

　サンジェルマンもサンジェルマンで、説明をしない。

「フレンダ＝セイヴェルンに迫せまる貴重なチャンスを潰つぶして、そんな事を話すために顔を出した訳ではないんだろう？」

「大丈夫。あんたが先に邪じや魔ま者ものをみんなやっつけてくれれば、じっくりあの子の『秘密』とやらを探れるんだからさ」

「ははっ！　それも道理か。しかしやはり、君には優しいという評価が似合うな。言ってみれば、それは私にとって報ほう酬しゆうを全額前払いで払ってもらえるような厚待遇だというのに」

　どこかで話をしよう、とサンジェルマンの一人がゆっくりと腕を水平に差し出した。

　全すべてのサンジェルマンが風で流れる麦の穂ほのように、一斉に腕を差し出していく。




『結局、初対面で古い友人と再会したような顔をするヤツには気をつけろって訳よ。顔を作るヤツはまだ良い、言葉で欺あざむくヤツはまだまだまとも。だけど感情を自分で捏ねつ造ぞうするヤツは本当にヤバい。そいつはきっと善悪で語れる領域から一歩はみ出ているから』




　友達の言葉が、藍あい花はな悦えつの脳裏をよぎる。

　軽く見積もっても一〇〇〇人以上のアドレスを携帯電話に突っ込んでいた、友達の言葉。まず間違いなく藍花悦より人間を知っている、その助言。




『にひひ。まあ私みたいなお調子者が言う事じゃないけどね』




「……、」

　死と暴力の渦うず巻まく舞ぶ踏とう会かいの会場を、案内されるままに歩いていく。

　大きなエレベーターで案内された先は、以前サンジェルマンと会話した、あの屋上の日本庭園だった。

　月下で待っていたのは、やはりサンジェルマンの一人。

　ただし。

　歳としの頃ころは藍花悦よりずっと年上だ。大学生か、あるいは新任教師くらいだろうか。腰まであるウェーブがかった長い金髪に白い肌と青い瞳ひとみを持つ大人びた女性。一口に燕えん尾び服ふくと言っても様々だが、その女性が着こなしているのはほとんどジャケットとバニースーツの組み合わせにも近い、女性奇術師が纏まとう舞台衣装にも似たものだった。

　蝶の羽にも似た片眼鏡を掛けたその顔に、ある面おも影かげがちらつく。

　藍花悦の友人が美しく成長したら、このような顔になるのではないかと思うような。

「どんなダイヤだろうが炭素は炭素だが、〇・一％未満のわずかな不純物によって無数のカラーダイヤに分化し、人の感性でもって好みが分かれる事くらいは理解しよう。君と少しでも円えん滑かつに会話を進めるには、こういう輝かがやきを持つ私が好まれるのではないかと考えたんだ」

　金髪のサンジェルマンはくすくすと笑いながら、何の気のない調子で言った。

　その女性にもその女性の人生と人格と尊厳と幸福があっただろうに。

　だが理り不ふ尽じんを理解しても、突破するきっかけがない。

『藍花悦』のメッキだけで、どうにかできる状況ではない。

「さて、さてさて。どこから話そうかな。言いたい事なら頭の全てを埋うめ尽つくしているが、一体どこから切り出せば君が戸と惑まどわないか。ああ、久しぶりだぞ。こんなにも愉快な命題と巡り合うのは本当に久しぶりなんだ」

「その前に、一つだけ約束して欲しいんだけど」

「一つと言わず、好きなだけ注文してくれたまえよ」

「……もう気づいているんでしょ。ぼくがあんたの前に顔を出したのは、あんたの友達だからじゃない」

「ああ、君が必死になって逃がそうとしている人間の事か」

「隠かくしても仕方がない。ぼくはこうして顔を出した。だからあの人には手を出さないでほしい。それが、このまま話を続ける最低条件だよ」

「良いよ」

　いつの間にか取り出した四角いピルケースをスライドさせ、柔らかい掌てのひらへ黒々とした丸がん薬やくを落としながら、金髪のサンジェルマンはあっさりと応じた。

「本当は良くないんだけど、君のためなら即決しよう。何も彼一人に限った話じゃない、君がこうして会話に応じてくれる限り、ダイヤノイドにいる全すべての人間に危害を加えない事を誓ちかおうじゃないか」

　その声を聞いて、藍あい花はな悦えつは明確な敵の前でうっかり素の表情を出してしまった。

　ホッと安あん堵どしたのだ。

　体温で温まった吐と息いきが白く色づいて夜風に流される。

　未熟としか評価できないその顔つきを見て、サンジェルマンは静かに笑った。

　そう。




　サンジェルマンにとっては、ただ一つの真実以外は興味がない。

　それ以外の全て、幾いく百ひやく億おくの噓うそは笑顔で許容する。




　　　　５




　凄すさまじい爆ばく発はつ音おんと震しん動どうがあったが、運搬着パワーリフターを使ってダイヤノイド中層を探し回っていた浜はま面づらの五感を不ぶ気き味みに刺激したのは、視覚でも聴ちよう覚かくでもなく、まず嗅きゆう覚かくだった。

　花火のような匂におい。

　それに混じる、鉄てつ錆さび臭くさい匂い。

　窒ちつ素そ酸化物反応。

『アネリ』の成分分析は、ある可能性を示し唆さしていた。

（まさか、爆……）

　脳裏に自然と言葉が浮かび、それを真っ当な神経が全力で拒こばんだ。

　ありえない。

　あっちゃいけない。

　ではこの得え体たいのしれない匂においの正体は何だ？　ダイヤノイドにたくさんの人を閉じ込めたサンジェルマンなる人物はどこへ行った。特に第四位の『原子崩しメルトダウナー』を使えばエレベーターシャフトや非常階段を開放できるかもしれない『アイテム』勢に何をした。何がどうしてどうなると、あのロシアの燃えたぎる雪原で嗅かいだような匂いが充満する事になるっていうんだ!?

「はあ、はあ」

　運搬着パワーリフターを操縦しながら、しかし自分の足で走るよりも息を切らせる浜はま面づら。

　額から、異様な量の汗が噴き出すのが分かる。

『アネリ』がメンタル警報を発し、鎮ちん静せい効果を持つ映像パターンファイルの再生を推すい奨しようしたが、そんな事に付き合っている余裕さえない。

「くそっ、何だっていうんだ、ちくしょう!!」

　現場に近づいていくにつれて、移動が困難になっていく。理由は明白だ。悲鳴や怒ど号ごうと共に、たくさんの少年少女がこちらに向けて殺さつ到とうしてくるのだ。別に浜面を意識している訳ではない。爆ばく心しん地ちから一いつ瞬しゆん一秒でも早く逃げようとしているだけなのだ。

　真相を追う浜面は自然と人の流れに逆らう形になるが、かと言って運搬着パワーリフターの力に任せて薙なぎ払う訳にもいかない。

　移動速度の減速が、不ふ吉きつなままに遠ざかる真実が、ジリジリと浜面の神経を炙あぶる。

　ダイヤノイドで待っているはずの少女達はどうなった？

　麦むぎ野の沈しず利りは？　絹きぬ旗はた最さい愛あいは？

　そして、滝たき壺つぼ理り后こうは？

　思わず絶叫しそうになる浜面だったが、そこへきてさらに異質なものを発見してしまった。

　突然の人混みとかち合ったのは彼だけではなかったらしい。

　遠方。

　まるで見えない壁に鼻先を叩たたかれたように、ギョッと目を剝むいている少年が一人。

　上かみ条じよう当とう麻まだ。

（あいつ……？）

　彼は一度ごった返す人混みを見て、それから背後を振り返った。

　直後の出来事だった。




　肉色の地じ獄ごくが広がった。




　最初、それは波打つ床や壁だった。

　続いて、大量の槍やりが一斉に上条当麻へと襲おそいかかった。

　しまいに、一面の少年少女の胴体や顔面に握にぎり拳こぶし大だいのトンネルが空き、そこをまともに槍やりが貫つらぬいた。

「う」

　その、邪じや悪あく。

　どうしようもない風景。

　たとえどのような理由があろうが。

　こんなビジョンを許容できる心性が理解できない。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　まるでハリネズミを裏返したように、一〇〇本もの槍が一斉に上かみ条じよう当とう麻まへと殺さつ到とうした。

　それを最後まで目で追い駆ける事もなく、浜はま面づら仕し上あげは絶叫したまま行動していた。

『アネリ』が意を汲くみ、迅じん速そくにサポートへ回る。

　運搬着パワーリフターの巨大な鋼はがねの腕を鰐ワニのように開き、無限に伸びていく槍を何本かまとめて摑つかみ取る。渾こん身しんの力を込めてそのまま握り潰つぶす。

　おかげで、球形の包ほう囲い網もうはほんの一方向だけ、槍の存在しない空白が生じていた。

　上条はそちらに向けて転がるように距きよ離りを取る。

　ガッギィ!!　とアイアンメイデンのように、中空で無数の槍の穂ほ先さきが複雑に絡からみ合う。

　浜面は叫んでいた。

「早く逃げろ!!　早く!!」

　もうレギュレーションを気にしている余裕もなかった。

　浜面は二本の有線操そう縦じゆう桿かんを握り直すと、機械の脚部を使って勢い良く跳はね飛ぶ。壁の突起や柱を足場にし、あるいは摑み、間にいる（あちこちにトンネルを空けた）群衆の真上を突き進み、四苦八苦している上条当麻の下へ勢い良く着地する。

　浜面の技量ではない。

　それをサポートする『アネリ』の演算頼みのアクロバット挙動だ。

　ザザザザザ!!　とカーボン素材の床を火花と共に削けずりながら、

「アンタさっき決着はつけただろうが!!」

「ああ！　でもって連中がこっちの言い分なんか聞いてくれると思うのか!?」

　上条が親指で自分の背後を指差す。

　つられてそちらへ目をやった浜面は、そこで目を剝むいた。

　燕えん尾び服ふくの男。

　それも一人ではない。五人も一〇人も、こちらに向けて歩いてくるのが分かる。

　熱すれば瞬またたく間に伝でん播ぱする、まさしくダイヤの如ごとき狂熱に炙あぶられて。

「冗じよう談だんじゃ、冗談じゃねえぞ!!　こっちだってやる事は山ほど溜たまっているってのに！」

「死んだらそれまでだ！　関かかわってしまったんならアンタもいったん逃げた方が良い！」

「俺の女の安否も分からねえんだ!!　このまま放ほうっておかれたら胸が張り裂さけちまうよ!!」

「……、ちくしょう。そうか」

　上かみ条じようは一度だけ固く目を瞑つぶると、何かを振り切るように呟つぶやいた。

　それからぐるりと振り返り、サンジェルマン達の方と向き合いながら、こう告げた。

「なら役割分担だ。お前はこのまま自分のやるべき事をやれ、あいつらは俺が押さえる」

「どうやってだ!?」

「自分で考える！　アンタさっき言ったよな、決着はつけたって。だったら勝ったアンタが一番美お味いしい目に遭あうのが当然だ!!　だから行け!!」

　今度は浜はま面づらが眉み間けんを指で揉もんで首を振る番だった。

　見捨てるのは容た易やすい。

　全すべての優先順位を並べてみれば、こいつの命が滝たき壺つぼより上に来る事は絶対にない。

　ただし。

　そうやって取捨選択した自分を、滝壺達は受け入れてくれるのか？

　その程度の人間に、自分は惚ほれ込んだのか？

「……くそ」

　本当に心の底から、うんざりしたように浜面は吐はき捨てた。

　直後に、運搬着パワーリフターの巨大な腕が、ツンツン頭の少年の首根っこを摑つかんだ。

「うわ、ちょ！　何を……ッ!!」

　説明している暇ひまもなかった。

　ズバン!!　と。

　上条を摑んだまま、浜面の運搬着パワーリフターが太い柱を脚部で嚙かむ。ピンボールのように機体が大きく跳はねる。時に壁や天てん井じようさえ足場にし、アームで突起を摑んで、もはや床さえ踏ふまずに三メートル大の巨体が不規則に飛び回りながらフロアを横断していく。

「「「「「……、」」」」」

　無数のサンジェルマンがそちらに目をやった。

　直後に、まるで地対空ミサイルの群れのように、無数の槍やりが床から伸びて宙を舞う運搬着パワーリフターへ一斉に襲おそいかかった。

「アネリ、弾道予測!!　慣性Ｇの制限は切って良い!!」

　サンジェルマンの汚染が進行していないエリアを目指す。

　劇場へと飛び込み、垂直に大きく跳び、二階席、三階席を経由していっそ別のフロアまで逃げ切ろうとする。

　だがサンジェルマンの方が早かった。

　一階席からこちらを見上げる視線がいくつか。座席や壁がギュルリと捻ねじれて無数の槍やりと化し、またもや面を埋うめるように迫せまりくる。

　広大な空間を持つ劇場だったのが裏目に出た。

　運搬着パワーリフターの動きは俊しゆん敏びんだが、足場となるものがなければピンボールのように不規則な挙動は描けない。ただの空中ではどうしても動きが単調になる。

　狙ねらい撃うちで串くし刺ざしにされる。

　その一いつ瞬しゆん前まえの出来事だった。




　ゴッキィィィィン!!!!!!　という轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。

　すれ違うように、劇場の三階席の方からもう一機。別の運搬着パワーリフターが流星のような飛び蹴げりを放ち、襲おそいかかる槍を強引にへし折ったのだ。




　軍用兵器ではないとはいえ、運搬着パワーリフターはまだまだ一般に普ふ及きゆうしている重機ではない。

　このダイヤノイドでも二機しかないはずだ。

　そして浜はま面づら以外の搭とう乗じよう者しやと言えば、

（ステファニー……）

「……先生!?」

　思わず叫んだが、時間の経過は浜面の認識など待たなかった。追いすがる槍の群れをへし折ったステファニーの運搬着パワーリフターは空中で作り物の手足を振り回してバランスを取りながら、無数のサンジェルマン達の待つ戦場へと落ちていく。

　麦むぎ野のも、絹きぬ旗はたも、滝たき壺つぼも……誰だれの安否も分からない。

　しかも今度は顔見知りのステファニーまで自みずから危険域へと飛び込んでしまった。

「く、」

　三階席の手すりを鋼はがねの掌てのひらで摑つかみ、一息に身を乗り上げながら、浜面の口から嗚お咽えつが漏もれる。

　それはすぐに絶叫へと変わっていく。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」
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　その瞬間、ステファニー＝ゴージャスパレスの前にはいくつかの選せん択たく肢しがあったはずだった。

　薄うす型がたモニタ越しに浜面仕し上あげを見つけた。

　得え体たいのしれないテクノロジーを使って人間を串刺しにする『何か』と遭そう遇ぐうする、いいや逃げ出す格好で。

　宙を舞うその背中へ追いすがる格好で、無数の槍やりが襲おそいかかった場面を前に。

　見捨てても良かった。

　知らぬ存ぜぬで自分の安全の確保のみを追求しても良かった。

　だけど、何な故ぜだか。

　その時、唐とう突とつに彼女は思い出していたのだ。

　兵士としての師である砂すな皿ざら緻ち密みつの件を経て学園都市に反旗を翻ひるがえす前、傭よう兵へいとして世界へと巣立っていくより前、まだ彼女が学園都市にいた頃ころの話。

　ステファニー＝ゴージャスパレスは一人の教師であり。

　子供達の命を守る警備員アンチスキルであった事を。

　だから。

（まあ、仕方がありませんね）

　ザザザザザザザザザ!!　と、火花を散らし、床を削けずるような格好で敵の眼前へと着地しながら、ステファニーは小さく笑っていた。

（こっちにとっちゃ私が大人で、あなたも子供の枠わくに入ってんですから!!）

　直後に暴ぼう虐ぎやくが襲いかかった。

　それこそ一斉に、一〇〇の単位で大量の槍が襲いかかってくる。鋼はがねの剛ごう腕わんを振り回すが、全すべてに対処できる訳ではない。飛び蹴げりで破は壊かいできた事を考えると、おそらく槍は先せん端たんの一点以外は接触しても大した事はない。だが、その先端が直ちよく撃げきすれば恐るべき衝しよう撃げきが伝でん播ぱする。

（せめて）

　途中から捌さばくのをやめた。

　鋼の両腕を使って身を守るようにしたが、無数の槍は運搬着パワーリフターをズタズタに砕くだき、引き裂さき、分解していく。

（せめて、私が今手に入れた情報だけでも、誰だれかに伝える事ができれば良かったんですが……）

　鋼を砕く牙きばが柔肌に届くまで、もう数秒もないだろう。

　だがその数秒で、浜はま面づら仕し上あげは逃げ切れる。

　それは、汗まみれの顔にわずかな笑みを思い出させるには十分な条件だった。

　ただし。




　ゴッッッ!!!!!!　という横合いからの凄すさまじい閃せん光こうが、死の前提を覆くつがえす。




　ありとあらゆる槍が、一いつ瞬しゆんにして蒸発させられた。

　劇場一階席。その出入口の扉を周囲の壁ごと融ゆう解かいさせる灼しやく熱ねつの渦うず。

　チリチリと帯電する空気。

　止まったような時間。場を支配するに足る極限の暴力性。

「よお」

　その主は、カツンと高い足音を鳴らして劇場へ踏ふみ込んできた。

　麦むぎ野の沈しず利り。

　学園都市第四位の超レ能ベ力ル者５、『原子崩しメルトダウナー』。

　美しい女性のボディライン、その周囲に究極まで熱せられた球形の電子の渦うずを無数に侍はべらせて。

「苦し紛まぎれの爆ばく弾だん野郎なら向こうでくたばっているぜ。後で掃除してやれ、汚よごれが飛び散って皆々様のご迷めい惑わくだ」

　サンジェルマン達が、一斉にぐるりと麦野の方へ目をやった。

　死の照準を突き付けられるが、第四位の顔に変化はない。

　それどころか、一いつ緒しよにいたニットのワンピースの少女やピンク色のジャージの少女などが、各おの々おの勝手に口を開いている。

「あのうー、一応超確認しておきますけど。こいつらなんかただの敵って言うには様子がおかしいですから、情け容よう赦しやなくジェノサイドすると後々面めん倒どうな逆さか恨うらみを受けるかもしれませんよ？　裏うら稼か業ぎようにとっては陳ちん腐ぷな感動話の的にされるのが一番おっかないんですから」

「うるせえクソが。んなもん操られたヤツの責任だろうが」

「あとむぎの。一個だけリクエスト良い？」

「？」

「吹き抜けあるでしょ。真上に向けて一発撃うって」

「ふうん」

　気のない声だった。

　だが直後に掌てのひらをかざすと、殺さつ戮りくの光線が吹き抜け全体を縦に貫つらぬくような格好で解き放たれた。

「さて、それじゃあ本題に入ろうか」

「だーかーらーっ！　分類上一般人を超ジェノサイドっちゃうと正義のヒーローから追い駆け回される羽は目めになりますけどーっ!?」

「なら撃げき破は数すうで競おうぜ。お前の『窒素装甲オフエンスアーマー』で安全に昏こん倒とうさせりゃあ私の『原子崩しメルトダウナー』の出番はなくなる訳だしよ」

「汚きたねえ！　超自分だけ楽をする算段ですか!?」

　叫び合っている少女達を、サンジェルマンは待たなかった。

　不意打ちで、ゴッ!!　と無数の槍やりが二人へと襲おそいかかる。

『原子崩しメルトダウナー』を解き放っている暇ひまはなかった。

　だが。

「……ふざけてんのか？」

　麦むぎ野の沈しず利りは呆あきれたような声を発した。

　まず最初に、彼女は首を軽く振った。

　直後にその何の変哲もない細腕が、顔面を貫つらぬく格好で突っ込んできた槍やりを横から平然と摑つかんでいた。

　いいや。

　いいや、それは。

「爆ばく弾だん野郎は失敗したっつったろ？　私と絹きぬ旗はたの二人で爆弾毟むしって放ほうり捨てたからな。おかげで誰だれも死ななかったよ、テメェらの思おも惑わくから外れてな」

　ゴキン!!　という鈍にぶい音の炸さく裂れつと共に、カーボン素材でできた槍が容よう赦しやなく握にぎり潰つぶされた。滑なめらかな挙動とは裏腹に、機械めいた駆動音が小さく混ざっている。

　義手だ。

　そもそも麦野沈利は諸もろ々もろの戦せん闘とうを経て、片目と片腕、そして全身の皮ひ膚ふを作り物と交換している身の上なのだ。

　それをデメリットと捉とらえず、あくまでも好戦的に自己の肉体を改造する形で。

「超レ能ベ力ル者５は能力だけとか簡単に決めつけてんじゃねえ。殺すぞ」

　言葉と同時だった。

　麦野沈利と絹きぬ旗はた最さい愛あい。怪物達が情け容赦なくサンジェルマンの群れへと突っ込んでいく。
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　三階席。

　ゴッ!!　とダイヤノイドを縦に貫く極大の閃せん光こうを見て、上かみ条じようは思わず叫び声を出していた。

『アネリ』が高熱源反応の警報を飛ばす。

「うわっ!?　な、何だぁ!?」

　対して。

　浜はま面づらの全身から、ピリピリとしていた空気が消えていく。

　それは、あるシグナルだ。

　一いつ瞬しゆん前まであった全すべての不ふ吉きつを力ちから業わざで薙なぎ払っていく、理り不ふ尽じん極きわまる宣言だ。

「ははっ、そうだよな。そう簡単にくたばる連中じゃねえよな」

「？　どういう事だ？」

　ひっく、という音が聞こえた。

　嗚お咽えつを洩もらす浜面の目め尻じりには、うっすらと涙すら浮かんでいた。

　泣きながら、彼は笑っていた。

「こっちの話だよ！　援軍はいらねえってさ。そうだよ、たかだか無レ能ベ力ル者０が大レ能ベ力ル者４だの超レ能ベ力ル者５だの相手に何を思い上がってやがったんだ、ははははは!!」

「？？？」

　訳が分からない上かみ条じようだが、すでに浜はま面づらの心の中では決着がついた事らしい。

　自分の事情よりも、上条の方を優先するだけの余裕が出てきている。

　三階席から扉を通って外へ出ると、そちらはサンジェルマンの『汚染』は進んでいないらしい。

「アンタはこれからどうするんだ？」

「藍あい花はな悦えつって子を助けたい。俺を逃がすためにサンジェルマン達……あの燕えん尾び服ふくの連中のど真ん中に自分から飛び込んじまったんだ。今度はこっちが恩を返す必要がある」

「藍花……？」

　浜面は眉まゆをひそめる。

　ダイヤノイドの駐車場でコソコソと隠かくれ潜ひそんでいた、あの性別不明の小さな子供が目に浮かぶ。

「それって本物なのか。そういう名前を騙かたっているだけの偽にせ者ものじゃなくて？」

「どっちでも良いよ。俺の命を助けるために体を張ってくれた。その時点であいつは本物のヒーローだろ」

　それから、と上条は言葉を繫つなげながら、

「……後はサンジェルマンの動きも気になる。藍花のヤツに執着しているって話だったけど、それにしては行動に一貫性がないとは思わないか？」

「あん？　馬ば鹿かでも分かるように言ってくれよ」

「藍花とコンタクトを取るだけなら俺達を殺しに来る必要はないだろ。いいや、ダイヤノイドの出入口を封ふう鎖さする理由も、そもそも今日を選ぶ理由もない。暗い夜道で待ち伏せして藍花を攫さらってしまえばそれで良いんだ」

「言われてみれば……」

「無関係な人間を大勢人質に取って藍花に言う事を聞かせるって話でもないし。そうなると根本的な疑問が生まれてくる。……サンジェルマンは、藍花悦に興味があるのか？　本当にそこがあいつの最終目標なのかってな」

「つっても、藍花のためにリソースを割さいているのは事実。だとすると」

「藍花は別の目的のために利用されるのかもしれない。もっと言えば、あいつを焚たきつけて何かをさせようとしている」

　上条は慎しん重ちように言葉を選びながら、

「すると気になるのは藍花が最後に言っていた言葉だ。あいつはこう言っていた。ダイヤノイドには消息を絶った友達を助けられるかもしれない『何か』が隠されているって。自分がダメだったら、その時はアンタがフレンダ＝セイヴェルンの秘密を探ってくれってな」

「フレンダ……？」

　浜はま面づらは、思わず声を洩もらしていた。

『アネリ』が勝手に人名検けん索さくを掛けているようだが、通信障害なのか暗部が記録を封殺しているのか、ウィンドウは固まったままだ。

　正解は少年の頭の中にある。

　脳裏によぎる。

　その末路が。狂乱のままに胴体を引き裂さかれ、破れたぬいぐるみのように内臓を撒まき散らしながら上半身を引きずられ続けた少女。

　もう絶対に助けられない命を。

「フレンダって言ったのか!?　今!?」

「ああ。知り合いか？」

「知り合い、っていうか……」

　流石さすがにその末路までは説明しがたい。

　上かみ条じようの方もそれ以上は拘こう泥でいせずに、

「仮に藍あい花はなが何かを吹き込まれた時に、呪じゆ縛ばくから解き放つのに必要なのはそのフレンダってヤツの秘密だ。そいつは上層マンションエリアを調べれば分かるものらしい。……摑つかんでおく必要がある。藍花狙ねらいがサンジェルマンの目的なのか道楽なのかは読めないけど、逆に言えば、操れていると思っていた藍花の制御を外す事で、サンジェルマンの虚きよをつける可能性だってあるだろう？」

「お膳ぜん立だてはその辺で良いよ」

　浜面は遮さえぎるように言った。

「……フレンダのヤツが今回の件に嚙かんでいるなら、それだけでも十分だ。俺にも最後まで結末を追い駆けなくちゃならない理由ができちまったからな」

　運搬着パワーリフターがあれば、階層間の移動も難しくない。

　エレベーターの扉をぶち抜き、シャフトの中を通れば良いのだから。

　はるか天空へと伸びていくトンネルの向こう。

　ダイヤノイド上層、高級マンションエリアにこそ、彼らの求める真実は待っている。
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　ウェーブがかった長い金髪に白い肌。

　女子大生くらいの年齢の燕えん尾び服ふくの女性と並んで、藍花悦は茶屋の店先にあるような長なが椅い子すに腰掛けていた。

　そこは月下の庭園だ。

　ダイヤノイドの屋上にて、サンジェルマンはピルケースから黒い丸がん薬やくを取り出し、口の中に放ほうり込む。

「サンジェルマンという名が広く知られるようになったのは一六〇〇年代。不死の法を知る錬れん金きん術じゆつ師しだとか時間を跳ちよう躍やくする技術を持つ未来人だとか色々言われたが、実際の所、私が活動していたのはざっと西暦五〇〇年前後辺りからになるかな。とはいえもちろん、最初から最後まで同じ個体を使っていた訳ではないんだが。私の第一の意義は無む尽じん蔵ぞうな増ぞう殖しよくにあるからな」

「……、」

「何な故ぜだと思うね？」

　そっと笑いながら、サンジェルマンはそう尋たずねてきた。

「そもそも私は何を求めて今日まで生きてきたと思う」

　藍あい花はな悦えつはふるふると首を横に振る。

「分かんないよ、そんなの」

「素直な事だ。だが複雑に考える必要はない。サンジェルマンと言えばあらゆる時代のあらゆる国家の社交界に顔を出す神しん出しゆつ鬼き没ぼつの怪人として知られるが、私の目的それ自体は絵本にも書いてあるようなものに過ぎないのだよ」

　いつの間にか、その手の中からは四角いピルケースは消えていた。

　よくよく見てみれば、それは超常というより手品じみているように、藍花悦の目には映っていた。

「なあ藍花君。君はキングアーサーの伝説についてはどこまで知っているかね？」

「あーさー？」

「ほら、岩に刺さった剣を引っこ抜いて王様になった男の話だよ。……もっとも、知られているのは最初のエピソードばかりで、具体的にどういう道を歩んでいくのかについては詳細を知らない人の方が多いかもしれんがね」

　そこまで言われて、ようやく藍花悦はエクスカリバーという剣の名前を思い浮かべた。

　もっともそれは３ＤのＲＰＧに出てくる武器の名前でしかなかったが。確か三番目くらいに強い剣で一ターン四回攻こう撃げきができたような、と全然役に立たない知識が脳裏を埋うめる。

「ところで、その長い長い伝説において最強の騎き士しは誰だれだか知っているかな」

「え、あ？　そんなの、主人公の王様なんじゃあ……？」

「外れ」

　人差し指を小さく振って、サンジェルマンは否定した。

「というより、王それ自体はそんなに強くもない。剣に選ばれた王ではあるが、ブリテンの主力となったのは周囲にいる騎士達の方なんだよ。全すべての話で王が主役とも限らんし」

「はあ」

「円卓の騎士が最強チーム、というのも厳密には正しくない。あれは後年になって生まれた制度であって、初期の王を支えてきた老ろう騎き士し達は列席していないからな。ではあらゆる伝説をひっくるめて、真に最強の騎士は誰だれだったか」

　軽く振っていた指を、ピタリと止める。

　告げる。

「答えはガラハッド。ランスロットと聖杯城の姫エレインの間に生まれた究極の騎士。頂点たる王を超え、ランスロットの不備を補う最強にして潔白の騎士。キングアーサーは剣を抜く事でブリテンの王となったが、ガラハッドは聖なる剣の他に聖なる盾たてを持ち、その実力と高潔さによってついには聖杯をその手に収めたとまで言われている。……まあ反面、あまりにも完かん璧ぺき過ぎて人間味が全くない、戦せん闘とう機械じみた騎士でもあるんだがね」

　それが一体何だというのだ。

　藍あい花はな悦えつは小首を傾かしげてしまう。

　疑問が顔に出たのか、再びサンジェルマンは柔らかく微笑ほほえんだ。

「畑違いだから聞き流したかね。かの王は剣の獲得を超え、ガラハッドは剣の獲得と盾の獲得の二つを超えた。ここに、ある疑問が生じる。すなわち……本来は、王にも二つの難問があったのではないか。そして、エクスカリバーに匹敵する意義を持つ、強大な盾が世界のどこかに眠っているのではないか、とね」

　キングアーサーは、王様と呼ばれるだけあって上流階級に属しているはずだ。
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　そしてその遺品をこぞって欲しがる好こう事ず家か達もまた。

　盾たてについての情報だって、そうした舞ぶ踏とう会かいやサロンにこそ隠かくされているかもしれない。

　だからサンジェルマンは貴族の社会に溶け込もうとしたのか。

　そんな風に、まるで御お伽とぎ噺ばなしでも思い浮かべるように考えていた藍あい花はな悦えつだったが、

「そして、こんな噂うわさを知っているかね、少年」

「……？」

「その王には双ふた子ごの妹がいた。名前はアンだ、クイーンアン。彼女は騎き士しとしても姫君としても伝説中に登場する事は一切なく、誰だれにもその行方は分からない。おかげで眉まゆ唾つばものの珍ちん説せつ扱あつかいされているが……だけど、もしもこれが事実だとしたら？」

　何か。

　その笑みに、得え体たいのしれない甘さが混ざるのが分かっていく。

「その伝説は、王とその息子のモードレッドが相あい討うちになる事で終わっている。一部コンスタンティンなどに遠えん戚せきの血が残ってはいるが、直系の純血はそこで途絶えている。……その前提を、クイーンアンの存在が覆くつがえすかもしれない。正当なるキングアーサーの血が、引き継がれているかもしれんのだよ」

　もしもそんな話が本当なら、確かにとんでもない話だ。

　はるか昔の伝説が、急に息い吹ぶきを取り戻すような。

　だけど。

「素直に信じたかね？」

　くつくつと、金髪のサンジェルマンは笑っていた。

「問題なのはクイーンアンの存在ではない。色々捜したがそちらは見つからなかった、結局は捏ねつ造ぞうだったのだろう。しかし重要なのはね、藍花君。剣の伝説には抜け道がある、という事実なのだよ。双子の妹アンの『可能性』が、剣の対ついの盾が囁ささやかれる程度の『余地』が、残っていた。王と裏切り者が共に倒たおれて、そこで終わった。ではない。行き止まりじゃない、終わっていない。ああ、私が求めたのは盾だった。そしてその盾に選ばれる人間だった。かのエクスカリバーの対となる存在を手に取り世界を渡る者と巡り合う事にこそあったんだよ」

　くすりとサンジェルマンは笑う。

　そのためなら噓うそつきと後ろ指を指されても構わない。詐さ欺ぎ師しと罵ののしられても金と欲にまみれた社交界へ潜もぐり込む。何度でも何度でも。彼女は思い出すような顔でそんな風に呟つぶやいていた。

「で、でも。そんな話だったら、どうして学園都市なんかに？　良く分かんないけど、それこそヨーロッパの、ええと、イギリスとかフランスとか、そういうトコを捜した方が良いんじゃ」

「捜したよ。捜して捜して捜してざっと一五〇〇年ほど時間を空転させてしまったよ。そして気づいたんだ。世界中をひっくり返してそれでも見つからない。あと、私が捜していない場所はどこに残っていただろう、って」

　ごくりと、甘い蜜みつでも吞のみ込むように藍あい花はな悦えつは喉のどを鳴らす。

「まさか、それが……」

「学園都市。意外な盲点だろう？　魔ま術じゆつや神秘から最も遠い場所。それでいて、有事の際にはイギリス清教経由で魔術サイドと手を取り合う科学サイドの総本山。いかにも、イギリス生まれの伝説の保管場所としては悪くない。まあ、かの禁書目録もこちらで保管されているようだし、そういう事例がある可能性をもっと早く考こう慮りよすべきだったんだ」

　だから、と彼女は言った。

「君は言ったな、何な故ぜ私がここに来たのかと。理由の一つはこれだ」

　ゴトン!!　と重たい音が響ひびいた時には、すでに彼女は黄金色に輝かがやく巨大な盾たての下か端たんを玉砂利の庭園へと押し付けていた。

「かの剣の対ついとなる盾。私はとある幻げん想そうに敬意を表して『アンの盾』と呼んでいるがね。クイーンアンは我々の業界の中にあっても、砂漠に浮かぶ蜃しん気き楼ろうのオアシスと同じような、存在しない人間の暗あん喩ゆだ。剣とセットで用意されたとはいえ、実際に一度も触ふれていないのではこれを王の盾と呼んでしまうのは語ご弊へいがあるし、伝説に登場しない以上は他の誰だれかの持ち物だと断言する記述や根こん拠きよもない。であればアンノウンの持ち物、クイーンアンの盾と呼んでしまうのも悪くはない話だろう？」

　存在しない者。

　砂漠に浮かぶ蜃気楼のオアシス。

　それを長年追い求めてきたと言う金髪のサンジェルマン。

　彼女の言葉は自じ虐ぎやく的てきでありながら、呪じゆ縛ばくから解放されつつある愉ゆ悦えつが混ざっていた。

「ダイヤノイドは上流階級の人間が様々な『秘密』を隠かくす巨大金庫としても機能しているという。科学サイドと魔術サイドという線引きを鑑かんがみて、誰にも見られてはならないものを隠すにはうってつけだろう？」

「……、」

「『アンの盾』は、放送局への貨物コンテナを偽ぎ装そうして運び込む予定だったようだがね。私がこうして手に入れた。この街の第四位とやらが他の私に注目している間にな」

　月下で金髪のサンジェルマンは薄うすく笑った。

　目的の一つは、盾の回収だった。

　しかしサンジェルマンの目的はそれだけではない。

　他にもまだ何かある。

「結局、クイーンアンの存在は証明できなかった。魔術とは学問であり技術だが、『アンの盾』には血液を利用したセーフティロックを掛けられているようで、合致する遺伝情報がなければ起動できない。ただまあ、そんなのは偶然と呼ばれる確率論の問題さ。いくつかの遺品に残る王の血けつ痕こん、血筋と近似値にいる遺伝配列を持つ人物を集中的にピックアップすれば良い。そういう意味でも、学園都市は非常に効率的な機関だった。何しろ能力開発関連で、各おの々おのの学校には生徒達のＤＮＡマップが保存されているのだからな。元となる遺品側の登録データさえあれば、後は指先一つで照合検けん索さくできる。鍵かぎと鍵穴を見比べるようにな。もちろん、それができる人間をサンジェルマンにする必要はあったが」

「……信じ、られない……」

「何がかね。一つ一つ紐ひも解といて氷解させていこうではないか」

「だって、クイーンアン？　エクスカリバーの対つい？　ここは、科学の世界の総本山、超能力をテクノロジーで実現する学園都市なんだよ。そんな、そんなの、羊よう皮ひ紙しの分厚い本に書いてありそうな歴史の登場人物が出てくるなんて……」

「ははっ、それは君の知っている学園都市でしかないな」

「？」

「例えばレディリー＝タングルロード、例えばフロイライン＝クロイトゥーネ、例えば『ドラゴン』。科学の公式だけでは説明のつかない存在くらい、この街はいくつも内包しているものなんだよ。君達には明かされていないだけでね。というより、真に完全な科学とはそれくらい難しい訳か。一〇〇・〇％純じゆん粋すいなダイヤがないのと同じく」

「え、な、ちょ、何が……？」

「流石さすがに、こいつはいきなり理解するのは難しいたとえだったかな。しかし、冷静になればおかしくはないかね？　かつてイギリスで発生したクーデター事変『ブリテン・ザ・ハロウィン』。あれは近代兵器と無数の伝承が互たがいに嚙かみ付いた実に幻げん想そう的てきな集団ヒステリーだった、などと言われているが、何な故ぜあそこで出てきたのはカーテナだったのだ。エクスカリバーというあまりにも分かりやすい得え物ものは出てこなかったのだ？　まるでジグソーパズルでピースが一つだけ欠けた状態ではないか。イギリス以外のどこか、見えない場所に隠かくされていたと判断した方が自然だと私は思うがね」

　もはや、藍あい花はな悦えつの頭はパンク寸前になっていた。

　ただ、すらすらと出てくる言葉は、すらすらと流れてくるが故ゆえにその場で考えてその場のアドリブで吐はき出しているものとは違うと直感的に理解できるものだった。何か前提となる下地、藍花悦の知らない理論がそこにある。外国語で書かれた本と同じで、理解できないのは藍花悦の方に不備があるのではと匂におわせる羅ら列れつだった。

　だとすれば。

　サンジェルマンの言い分が正しかったとしたら。

　血筋も何もない。本当にただの偶然で伝説の武具を起動できる素質を得て生まれてきた子供が、学園都市のどこかにいるのなら。

　その人物は、どれだけ天文学的な確率を経て当たりを引き当てたのだろう。生まれる前から決まっていたのではない。周囲からそうなる事を願って生まれてきたのではない。本当にただの運任せで、無限に等しい組み合わせの中から抽選で選ばれた、盾たての獲得を超える者。パスワードが書かれたメモを頼たよりにするのではなく、ランダム入力一発で最高ランクのセキュリティを突破してしまうような、極限の幸運持ち。

　一体どういう人物なのだろう。

　藍あい花はな悦えつは束つかの間ま、本当にただ疑問に思った。

　不格好で何の役にも立たない無レ能ベ力ル者０、他人の学生ＩＤ証を偽ぎ造ぞうしなければ建物の中にも入れないような自分とは全く違う人間なんだろうな、と。

　しかし、サンジェルマンは直後にこう言った。

　立てた人差し指の先を、藍花悦の小さな鼻先に突き付けながら。




「つまりは、君の事だよ。愛いとしき焦こがれた、我わが盾の王よ」
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　ガキンガキンガキンガキン!!　という轟ごう音おんが暗くら闇やみに響ひびく。

　垂直に広がるエレベーターシャフトの中を、浜はま面づらの運搬着パワーリフターが強引な力ちから業わざでよじ登っているのだ。鋼はがねの膂りよ力りよくはかなりのもので、ちょっとした自動車くらいの速度が出ている。

　上かみ条じようは背部の機関ユニットにしがみついていたのだが、

「おっ？　おおおおおおおお!!　なっ、なななんなん揺ゆれるこれ揺れる揺れるどうなっ揺れるーっ!!」

「『アネリ』!!　確かにいきなり襲おそってきたけどこいつは敵じゃない、振り落とすな!!」

　浜面が叫ぶようにコマンドを出すと、ようやく不自然なくらい左右に揺れていた運搬着パワーリフターが沈ちん黙もくする。

　状況が状況だけに額の汗を拭ぬぐう事もできないまま、上条は震ふるえる声で本題に入った。

「し、正直な話、一番怖い可能性はサンジェルマンのヤツが藍花悦に魔ま術じゆつを使わせようとしているパターンだ」

「まじゅつ？」

　浜面が聞き返すと、まず『アネリ』が勝手に検けん索さくを始めてしまった。もっとも、ネットには繫つながらず過去に検索した一時ファイルの中からデータをすくうのが精一杯だったようだ。しかも出てきたのはゲームの攻略サイトやハワイ諸島、デンマークの動画ばかりで役に立たない。

「前にバードウェイとかが説明してくれただろ。まあ、超能力とは系統の違う異能の力って言えば分かりやすいかな。能力と違って才能依存じゃないから、使おうと思えば俺達にだって掌てのひらから炎を出したり氷を出したりできる、らしい。……いや、俺の場合はどうなんだろうな。幻想殺しイマジンブレイカーがかち合っちまうからやっぱり無理かも」

　サラリと言われたが、事実だとすればとんでもない事だ。

　浜はま面づら自身もハワイ諸島やフロイライン＝クロイトゥーネを巡る諸もろ々もろの問題で魔ま術じゆつ師しを目もく撃げきしているはずなのだが、改めてその可能性を提示されて意識がぐらつくほどだった。

　だって、それは学園都市の序列を破は壊かいしかねないチャンスだ。

　無レ能ベ力ル者０が、無レ能ベ力ル者０と呼ばれなくなるかもしれないほどの。

『素養格付パラメータリスト』なんてものが、何の意味もなくなるくらいの。

　幸せな変化をもたらすもの。

　しかし、上かみ条じようは続けてこう言った。

　何かを砕くだくように。

「良い事ばかりでもないんだよ。特に学園都市製の能力者が魔術を使うのは」

　心の底から忌いま々いましく思っているような、そんな口調だった。

　思わず眉まゆをひそめる浜面に、彼は答えを放つ。

「どうも超能力と魔術は体の中で競合を起こすらしくてな。能力者が魔術を使うととんでもない誤作動が起こる。全身の血管だの神経だのにダメージが入って、最悪、そのまま死んじまうくらいの」

「……マジかよ」

「本気だ。もっとも、こんなのって基本的に失敗の事例なんだけどな。よっぽど強過ぎる魔術師を縛り付ける、くらいの利用方法しかないだろうし」

　上条は自分の頭で思い浮かべた『可能性』にうんざりしたような口ぶりで、

「だから、サンジェルマンが藍あい花はなを焚たきつけた場合、そして俺達の敵に回った場合、リスクは二つ出てくる。一つ目は当然、俺達の命が脅おびやかされる事。そして二つ目、藍花が知らず知らずの内にロシアンルーレットをやらされる羽は目めになる事だ」

　ダメージは蓄ちく積せきするものではない。魔術の行使に際して発生する副作用によって、ランダムでどこが破壊されるのか、というだけの話。最悪、一発で頸けい動どう脈みやくが吹っ飛んで死に至るケースさえも普通にありえる。

「まずいな」

　運搬着パワーリフターを操りながら、浜面も思わず呟つぶやいていた。

「そいつは確かにまずい。何より悪あく趣しゆ味みだ、気に喰くわねえぜ」

「だからそいつを何とかする」

「そのためには、フレンダの『本物の』秘密が必要になってくるって訳か」

　バゴン!!　という派手な音が響ひびいた。

　木目調の戸に似たエレベーターのドアを蹴け破やぶり、浜面と上条はホールへと飛び出していく。

　どこが、何が、という話ではなかった。

　空気を吸った瞬しゆん間かん、自分達がひどく場違いな場所へやってきた事を思い知らされる。携帯プレーヤーでジャカジャカ音楽を聞いている内に、気がつけば静まり返った美術館に放ほうり込まれていたような……。

　上層マンションエリア。

　中に何が入っているか、ではなく、それ自体に強大な資産価値を持つ部屋の群れ。

　さらには人間が住むためのものとは違って、内部に『秘密』を隠かくすための金庫として機能しているらしき、金を持て余すＶＩＰ達が『安心』を売り買いする場所。

　ずらりと並ぶ引き戸の列は、普通の学生寮りようやマンションのそれと違って両開きになっていた。これだけの高さになるとクレーンを使って窓からピアノを入れる、といった事もできないため、正面入口を大きくしているのだろう。当然、そういった戸は一つとして不正に開けられてはならないもののはずだ。

『アネリ』が上層高級マンションエリア全体の情報を集めるため、勝手に検けん索さくを始めていた。通信途絶に近い状態のはずだが、ひょっとしたらビル内だけのローカルな通信電波を拾っているのかもしれない。

　出てきた情報をまとめる限り、ここはスイスやケイマン諸島にある秘密銀行と同じだ。秘密が秘密でなくなった瞬しゆん間かんに、全すべての価値が死ぬ。たったの一ヵ所でも破られてしまえば、顧こ客きやく全てが最大の商品である『安心』に疑問を抱いだいてしまう。

　分かっていて、なお浜はま面づらは告げた。

「錠じよう前まえ破りなら任せておけよ」

「頼たよりにしているよ。……もっとも、まずはフレンダとかいうヤツの部屋がどこかを見み極きわめないといけないんだろうけどさ」
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　意味が分からなかった。

「え、あ、なに？　何だって？？？」

　突然の宣言にうろたえ、その瞳ひとみをぱちくりと瞬まばたきさせる藍あい花はな悦えつの前で、バニーガールのような燕えん尾び服ふくを纏まとうサンジェルマンが、次なる動きを提示した。

　そう。

　まるで王に仕える騎き士しのように、その場で膝ひざを折って頭こうべを垂れたのだ。

　黄金色に輝かがやく『アンの盾たて』を手にしたまま。

「嗚あ呼あ、分かるかい。剣の対ついとなる盾の主よ。君はいわば格こう子し内のポジティブな空くう隙げきだ。規則正しい炭素の格子でしかない私にはできない特異な変化をもたらす者だ。私がことここに至るまで、どれほどの想おもいを募つのらせてきた事か……」

　俯うつむいたその表情は見えなかったが、口振りには隠しきれない感情の色があった。

　感無量。

　そう表現する以外に方法のない、熱を帯びた何か。

「奇術師と侮あなどられるのは良い、詐さ欺ぎ師しと唾つばを吐はきかけられても何も困らない。だが、だけどね。私が信じ奉ほうじたものまでいっしょくたに否定されようとしていた事だけは、どうしても我が慢まんがならなかった。そうさ。私は今、報むくわれているんだよ。金と欲にまみれた泥でい炭たんのごとき虚きよ飾しよくの貴族達の海を、身を引き裂さきながら泳いできた。その無限に等しい努力と苦痛が、この瞬しゆん間かんにこうして意味を成したのだ。分かるかい、この気持ちが」

　そっと、金髪のサンジェルマンは藍あい花はな悦えつの手を取る。その手の甲を引き寄せ、自分の頰ほおへ当てようとする。

　これほどまでに強大な存在が。

　まるで、忠実な猟りよう犬けんが獲物を捕らえた褒ほう美びとして頭を撫なでてもらおうとするのにも似た動きを。

　だが藍花悦は拒こばんだ。

　ぐっと力を込める。そのまま自分の手を引っ込める。

「……分かんないよ」

　藍花悦は、もう演技にリソースを費やす事もできなかった。

　ただただ浮かんだ言葉を、そのまま口にしていた。

「いきなりそんなの言われたって信じられないよ！　あんただってそうだ、結局、ぼくとあんたは初めて会ったんでしょ。ぼくがどんな人間かも知らないでしょ。どうして、どうしてそんな簡単に頭を下げられるんだ。自分の夢を預けてしまえるの!?」

「何な故ぜかと言われれば、人の上に立たない事が、魔ま術じゆつを極きわめた末にある私の悲願だからだよ」

「まじゅ……？」

「あの剣の伝説では、人の身であらゆる魔術を極めた者が登場する。でも彼は、決して自分自身が王になろうとは考えなかった。国政の補佐に徹てつしたんだ」

　サンジェルマンは恭うやうやしく頭を下げたまま、そう言い放った。

「私も同じ事さ。私は魔術を極めたが、自身が魔術の神を名乗るつもりは毛頭ない。目的のために実力行使は必要だったが、力に溺おぼれる道理はない。魔術師にも『魔ま神じん』にもならず、ただサンジェルマンという孤こ高こうになれればそれで良い。サンジェルマン以外の言葉で表現不能な第三の存在になりたい。人は、ダイヤを炭とは呼ばぬように。それ故ゆえに、私は伝説の頂点の、その傍かたわらに立っていたいのだ。この私が仕えるに足る、真なる王と巡り合いたかった。サンジェルマンが発生したその時、すでにその王は存命ではなかった。そして地に刺さる剣の意義は鋭するどい切れ味ではなく、大きな問題を解決するに足る統治者を選択する事にこそあった。伝説は終わり、王は死んでも、剣さえあれば時代時代に見合った新たな王が選択されたかもしれなかった。しかし剣も失われた。だから私は探したよ。探して探して探し回った。アヌビスの天てん秤びん、戦いくさ乙女おとめの槍やり、人の魂たましいやその功こう罪ざいを裁定する伝説は事欠かないが、私の目的と合致するであろう伝説と言えば、やはり『アンの盾たて』をおいて他になかった。そして盾が選んだ回答が……君だったのさ」

　思わず、藍あい花はな悦えつは息を詰つまらせていた。

「確かに王の伝説においては血筋も重要だが、それは絶対ではない。偶発的な近似値だろうが何だろうが、『アンの盾』は選ぶべくして君を選んだ。機械油で石ころとダイヤを選別するように。この巡り合わせの小さな確率も含めて、時代とやらが新たな王の到とう来らいを求めていたのさ」

　胸に手を当て、言われた意味を考える。

　恐る恐る、新しく引き合わされた猟りよう犬けんの頭へ手を伸ばすように、震ふるえる声で少年は言う。

「……本当に、何も考えていないの？　ぼくに従う事しか、望んでいないの？？？」

「利害が見えないからこそ他人には理解されず、ペテン師扱あつかいを受けていたがね。そして王を見み出いだしたこの点が唯ゆい一いつ、私がかの『魔ま神じん』どもを圧あつ倒とうしうる切り札にもなる。魔ま術じゆつ師しを圧倒し、『魔神』から列に加われと迫せまる声を突っぱねられる。私は真に安定した結晶、サンジェルマンでいられる。『魔神』だ何だとふんぞり返っているが、ヤツらは所しよ詮せん、王を知らぬ参謀の群れだ。単体では真なる力を発はつ揮きする事は叶かなわず、またその事実にすら気づいていないうつけの集団だ。対して私は君という核を手に入れた。嗚あ呼あ、オティヌスのヤツももっと早く、その力を失う前に上かみ条じよう当とう麻まを理解していれば、違った道を歩めたかもしれなかったものを」

「……、」

「自分には何の力もない、そんな自分に誰だれかが傅かしずいてくれるのが信じられない。そんな顔つきだな、我わが王よ」

　サンジェルマンは膝ひざを突いた状態で、一つ一つを解きほぐすように語りかける。

「だがそれも考えてみれば当然の事。英国は稀き少しような魔術の才を学園都市へ預けていただけなのだ。無ぶ遠えん慮りよな超能力開発などで才を潰つぶされては元も子もない。簡単に言えば、……君の時間割りカリキユラムにはそっくりな偽ぎ薬やくが使われていたのさ。だから君には何の能力もない。無レ能ベ力ル者０の判定を受けてしかるべきだったのだ。全すべてはこの一いつ瞬しゆん、たった一度の羽化のために」

　個々の情報が、繫つなぎ合わせられる。

　世界の裏側どころか冥めい王おう星せいくらい遠い存在だった『盾』へ、徐々に手が届く。そうでなければこれまでの人生の失敗と屈辱を説明できないような、奇き妙みような現実味が絡からみつく。

「ポジティブな空くう隙げきである君の手には、全てがある」

　うっとりと。

　金髪のサンジェルマンは顔を上げ、己が主君に提案する。

「私が叶える、あらゆる魔術を行使して。他の『魔神』、世の理り不ふ尽じん、世界のルール、一ミリでも不快に思うもの全て。君はただ指定してくれればそれで良い。その瞬間に障害は残らず吹き飛ばされると約束しよう」

　もしも、自分が無能力レベル０である事にさえ意味があったとしたら。

　胸の中には誰だれもが羨うらやむ特別な才能があって、後は導かれるだけで光り輝かがやくスターダムが待っているとしたら。

　それはなんて幸せな人生なんだろう。

　それはなんて意味のある積み重ねなんだろう。

『藍あい花はな悦えつ』は決して強い人間ではない。醜みにくいアヒルの子やシンデレラ。無能の烙らく印いんを押されて屈くつ辱じよくにまみれる日々の中で、そんな話に憧あこがれた事は一度でもなかったと言えるのか。マッチ売りの少女で終わりたくないと、そう願った事は。

　でも。

　だけど。

「ぼくは……」

　藍花悦は呟つぶやいて、そして首を横に振った。

　セミロングの髪がなびき、甘い匂においが振りまかれる。

　掲かかげられた黄金色の盾たてにも、触ふれるつもりはない。

「ぼくは、そんなものを望んでいる訳じゃない」

「……、」

「確かにぼくはとても小さい。隠かくされた才能、誰も気づかない本当の力。そんな都合の良いものがあったら良いなっていつでも未練がましく思ってる。身分を偽いつわらなければここに入る事もできなかったもの。でもさ、違うんだよ」

　傅かしずくサンジェルマンから、身を退ひかせるようにして。

「そのために人を傷つけるなんて、そうやって自分の力を証明するなんて、何かがズレてる。やりたい事と違う。だって、力は守るためにあるものでしょ？　力を持たないぼくが何かを語るのは間違っているかもしれないけど、でも、力を持たないぼくだって人を傷つけずにやってこられたんだから」

「……そうかね」

「だから、そんなのはいらない。それが人を傷つける事が前提となった力なら、ぼくはそんなものは受け取れないよ」

「だが敢あえて今一度尋たずねよう。本当に？」

　いっそ真しん摯しな声で。

　しかし悪あく魔まはこう囁ささやいた。

「忘れたのかね。私はフレンダ＝セイヴェルンの『遺産』を探せと言った事を」

「……ッッッ!!!???」

「持ち物ではなく、遺産。ダイヤとカルボナードのように、わざわざ言葉を変えた意味に気づかぬほど愚おろかではあるまい」

　笑う。

　笑う。

　笑う。

　極大の兵器を、サンジェルマンという『他を持ち上げる装置』を起動しろと。

　そう告げるように。




「そして人の死には相応の理由がある。その理由とかち合った時、君は本当に『他を傷つける力』を不要と断ずる事ができるのかね？」
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　両開きの引き戸は無数にあって、さらにそれがいくつものフロアに重なっていて、ノーヒントでフレンダ＝セイヴェルンの隠かくれ家を見つけ出す事など不可能に思えた。

「整然と番号を振ってあるのとは違うようだな。契約者が好きな番号を割り振っているのか？」

　が、思わぬ助け舟があった。

　運搬着パワーリフターを操る浜はま面づら仕し上あげがこんな風に言ったのだ。

「０と９だったら９の方が好き」

「？」

「１と８だったら１、２と７だったら７、３と６だったら６、４と５だったら……」

『アネリ』は学習機能を使ってパターン分析をしているようだったが、搭とう乗じよう者しやの意図は汲くめずじまいだったようだ。

　やがて顔を上げると、浜面は身振りで上かみ条じようを案内する。

「多分こっちだ、ついてこい」

　二人して廊下を歩く。戸と戸の間かん隔かくはかなり広く、一つ一つに割り当てられた空間はかなりのものだと分かるが、それにしたってかなりの数だ。にも拘かかわらず、ほぼ迷わず一直線に浜面は目的地を定めて歩いていった。

　疑問に思った上条はこんな風に尋たずねる。

「そこまで分かるもんなのか？」

「付き合いは短かったけど、あいつには悪い癖くせがあった。覚えるのが面めん倒どうなのか、パスワードを何でもかんでも同じ並びにしちまうんだ。それで麦むぎ野のとか絹きぬ旗はたにもしょっちゅう絞しぼられていたよ。ほら、ここだ」

　居並ぶ戸の一つ、その前に立つ。

　見た目は木目調の引き戸ではあるが、当然これもカーボン素材。おそらく自動車で突っ込んでも破る事はできないだろう。

　だが浜はま面づらは運搬着パワーリフターから降りると、戸の表面を軽く五本指でなぞる。

　自律起立待機モードになった二トンの重機が、その肩越しに鍵かぎの構造を覗のぞき込んでいた。

「メソッドピンの二九式か。理論上鍵の不正複製は不可能、ってのにあぐらをかいたかな。こいつなら何とかなりそうだ」

「どうやって開けるんだ、こんなの」

「逆に考えりゃ良いのさ。鍵は複製できねえ、ドリル、ピッキング、メルティングも不可能。……じゃあもしも正しい持ち主が鍵を落としちまったら？　ここは永遠に開かずの間か？　んなもんオートロックで中に赤ちゃんを閉じ込めたら死人が出る流れじゃねえか」

「あ」

「もちろん製造メーカーだってそんな間抜けな顧こ客きやくの責任は取りたくねえ。だから絶対に非常用の開かい錠じよう手段か錠前の分解・交換手段が隠かくされている。もちろん顧客に内ない緒しよでな。本ほん末まつ転てん倒とうって訳だな」

　何をどうやったかは傍はたで見ていても上かみ条じようには分からなかった。とにかく浜面はさっさと鍵ごと外し、中にあった留め具のようなものを指で押して戸のロックを外してしまう。グランドピアノやホームシアターの機材を出し入れする事を想定しているためか、運搬着パワーリフターであっても玄関を潜くぐらせる事は可能なようだった。

　両開きの戸を開け放つと、まず広い空間が待っていた。

　とはいえ、ワンルームという訳ではない。

　上条は言う。

「……マンションなのに旅館みたいな玄関だな。うわ、階段まであるぞ」

「ようはこれ、億単位の別荘と同じ扱あつかいだろ？　とはいえ、フレンダの隠れ家か。滝たき壺つぼはともかく、麦むぎ野のだの絹きぬ旗はただのにまで隠していたってのが気になるな」

「？」

「一体何が眠っている事やら……。爆ばく薬やく製造プラントとかじゃねえのを祈るばかりだぜ。フレンダのヤツだと証しよう拠こ隠いん滅めつのための自爆装置くらい普通にありえるし……」

　生活臭のようなものは全く感じ取れなかった。

　単に持ち主がいなくなってから久しい、というだけではないだろう。

　元々、ここはマンションでありながら暮らしのスペースではないのだ。言ってみれば超高級なトランクルーム。安全確実に蒐しゆう集しゆう品ひんを保管しておくための貸金庫といった方が近いのだ。

　詳しく中を精査した訳ではないから上条達には断言できないが、このフロアだけでも部屋数は軽く五つは超えそうだった。階段経由で別のフロアまで入れたらどれほど膨ふくらむか。

「いいか。床板を踏ふむ時は気をつけろ、襖ふすまは不用意に開けるな、スイッチに触ふれるな、変な機材を見かけてもいじるな、ワイヤーに引っかかるな、赤外線を遮しや断だんするな、超音波やマイクロ波にも気をつけろ、一見ただの野菜や鉢はち植うえに見えるものでも要注意だ……一流のパティシエならお菓子で再現できるように、カムフラに使われている可能性があるからな」

「あと何が残っているんだ」

　何を言われても、とにかく全すべての襖ふすまにアタックを仕掛ける以外に道はない。

　上かみ条じよう達はひとまずホールのように大きな玄関から真正面にある襖へ向かった。

「普通に考えれば、待っているのは居間だよな……」

「こんだけ広けりゃ遊ゆう戯ぎ室しつとか映写室とかも普通にありそうだけど。でもって大きな倉庫なら何にしたってまともな役割は負ってねえぞ。開けた瞬しゆん間かんに燃料気化爆ばく弾だんがどっさり、なんて事になってねえと良いが」

「……一応確認するけど、フレンダってヤツは一体何なんだ？」

「フレメアの姉だって事以外に知って得する情報は何もねえな」

　必要以上に襖の周りを確認してから、浜はま面づらは運搬着パワーリフターの大きな鋼はがねの手で取っ手を摑つかむというより摘つまむ。

　脅きよう威い度ど判定不明。

　つまり何が出てもおかしくないと、『アネリ』も警告を発している。

「いいか、こっから先は自己責任だ。なんかヤバいと思ったら伏せろ。言っておくが、実際に起爆してから行動に移ってももう間に合わねえからな」

　フレンダが同じ『アイテム』にも隠かくしていた『何か』。

　藍あい花はな悦えつが消えた友人を追うために求めていた『何か』。

　浜面は少し考え。

　それから、機械の腕で摘んだ取っ手を。

　横へ引く。
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「実際の所」

　バニースーツとジャケットを組み合わせた、手品師のような出いで立ちの女性形サンジェルマンは月下の庭園で王に傅かしずきながら、そんな風に言った。

「私はフレンダ＝セイヴェルンについての事情にさして深く立ち入った訳ではない。所しよ詮せん、私は部外者でしかないからな」

「……、」

　藍花悦は、のろのろとした動きでサンジェルマンの顔を改めて見る。

　夜風に乱れた髪を数本、その唇くちびるに挟はさみ込んで。

　ウェーブがかった長い金髪に、色白の肌の女はくすくすと笑いながら、

「それでも私が君より多くを知るのは、結局、ここがダイヤノイドだからだ。何しろここは、学園都市のＶＩＰ達が高い金を払って秘密を保持する巨大倉庫でもあるのでな。他人の秘密を知るのにこれほど有用な場所も他にない」

「……あの子の部屋を、見たの？」

「いいや」

　サンジェルマンは首を横に振った。

「ダイヤノイドで保管されているのは物質的な蒐しゆう集しゆう品ひんばかりではない。炭素系、有機系ベースのＤＮＡコンピュータなども格納していてな。平たく言えばデータ的な財産の管理も引き受けている訳だ。それをダイレクトに操れる私にとっては、便利な引き出しでしかなかったがね」

「じゃあ、そこにあったの」

「あったとも」

　ピルケースから丸がん薬やくを取り出し、サンジェルマンは頷うなずいた。

「とはいえ、ＤＮＡコンピュータ本体に触ふれねばならなかったのが少々面めん倒どうだったがね。機材そのものは炭素系だが、用いられているケーブルが光ファイバー系でな。マシンそのものは掌しよう握あくできるのにケーブルには触れられんものだから、今でも防犯カメラ網もうなどを駆使する事はできない。いやはやまったく……」

「そっちは良いよ」

　藍あい花はな悦えつは遮さえぎるように言った。

　相手の顔色を窺うかがう事がなくなったのは、感情の波の変位に脅おびえなくなったのは、強大極きわまる怪物から傅かしずかれた事で、藍花悦の中で何かしらの変化が生まれつつあるからか。

　あるいは、やっと追い求めていたものを目の前でちらつかせられたせいで、ブレーキが利きかなくなりつつあるのか。

　どこか危うい、放心にも似た弛し緩かんを伴ともなって。昏くらい瞳ひとみと半開きの唇くちびるを動かして、藍花悦は続ける。

「さっきあんたは言ったよね。あの子の部屋にあるのは『遺産』だって。あんたは、何をどこまで知っているの。このダイヤノイドで何を摑つかんだ？」

「知りたいか、我わが王よ」

「答えて」

「それで自分の選択全すべてに後悔するとしても？」

「答えろ、サンジェルマン!!」

　パチン、と金髪の女性は指を鳴らした。

　同じくサンジェルマンの役を担になう一人が、傍かたわらから藍花悦へノートサイズのタブレット端たん末まつを差し出してくる。

　何かを思って、というよりほとんど流れ作業で機材を受け取ってしまった藍花悦に、成長したフレンダにも似たサンジェルマンはそっと付け足すように告げた。

「……一つだけ確認しておこう、盾たての王よ。これは君が選択した後悔だ」

　その言葉は耳に入っていたか、否いなか。

　藍あい花はな悦えつは画面に表示されていた『それ』を、まともに直視してしまった。

　刹せつ那な。

　意識を埋うめ尽つくしたのは





真下に地下鉄用の線路を通すどこかの陸橋







会話をする二人の男女






　その女が破れたぬいぐるみを引きずるように片手で摑つかんでいるもの
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圧あつ倒とう的てきに足りない
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ぼろぼろと、不ぶ気き味みな色彩が






　ウェーブがかった長い金髪に色白の肌はすっかり生気が失われカサカサの紙粘土のようになっていてうつろな瞳ひとみは何も映しておらず赤色は口の端はしから垂れてぐったりと力の抜けた体は胴体から下がなくなっていて乱暴に引き千ち切ぎれられた断面からは極ごく彩さい色しきの柔らかい何かが粘質な糸を引きながら路上へ無造作に流れていきどれだけの距きよ離りを引きずられてきたのか道には転々とグロテスクな塊かたまりが落ち

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　気がつけば。

　藍花悦は、どうしようもないほど絶叫していた。

　友人とはずっとずっと音信不通だった。どこか自分の住んでいる場所とは違う世界を生きている風に匂におわせてもいた。ひょっとしたら、もしかしたら。そんな最悪の可能性が頭をよぎりながらも、でもそれを否定したくてここまでやってきた。わだかまる闇やみを全すべて取り払って真実を明るみに出せば、不安は全部なくなると。またいつもの光景が戻ってきて、友人と一いつ緒しよに笑っていけると、そんな風に考えて。

　なのに。

　これは何だ？

　刃物で刺されたとか、首を絞しめられたとか、額に鉛なまり弾だまをもらったとか、そんな次元じゃない。

「あ、ああ、あああ……」

　涙るい腺せんが決けつ壊かいする。

　叫びの後に残ったのは、退廃にも似た虚きよ脱だつと、どうしようもない放心だった。壊こわれた人形のように目を見開いたまま四し肢しを投げ出す。決意も覚かく悟ごもグシャグシャになり、行き場を失った感情の奔ほん流りゆうが涙の形で噴出していく。

　酷ひどい。

　酷過ぎる。

　こんなのはあんまりだ。

　人の死には、本質的に区別なんてないのかもしれない。奇き麗れいな死体だろうがグズグズに崩くずれた死体だろうが、死という事実に変化はないのかもしれない。でも、だけど、この画面の中に映っているのは何だ？　一体どれほどの業ごうを背負えば、一体どれだけの罪つみを咎とがめられれば、こんな死に様が妥だ当とうだと評価される。胴体を真っ二つにされて、延々と引きずられて、手て土産みやげのように見せびらかされて。

　人は、死んだら終わりだと思っていた。

　だからそれを認めたくなくて、この街の暗がりに片足を突っ込んだ。

　でも、そうじゃなかった。

　人の死には、続きがあったのだ。

　きちんと埋まい葬そうされてその尊厳が守られるか、醜みにくく掘り返されて踏ふみにじられるか。

「こんな話を知っているかね、我わが王よ」

　サンジェルマンはさざ波のように笑ってさらに切り込んでくる。

「このダイヤノイドには未知なる方式の新型爆ばく弾だんが眠っている、と」

「……、」

「そして君もフレンダ＝セイヴェルンが真っ当な道から外れた裏街道を歩いていた事くらいは薄うす々うす勘かん付づいているだろう？」

「それが、あの子の『遺産』だっていうの……？」

「私からは答えかねる」

　その時だった。

　ズズン!!　という轟ごう音おんと共に、屋上全体が強引に震しん動どうさせられた。

　思わず頭上へ目をやった藍あい花はな悦えつに、サンジェルマンはこう囁ささやいた。

「麦むぎ野の沈しず利り、か」

「誰だれ？」

「その映像に映っている女だよ。今は私と同種のサンジェルマンを削けずり取っている所だな」

　ざわり、と。

　藍花悦の一〇本指の先せん端たんに、震ふるえや痺しびれに似た異様な感触が走った。

『これ』をやった張本人。

　のみならず、過去の行いに留とどまらない。こうしている今も暴力を出力し続ける怪物。

「間違うなよ、我わが王よ。この場合、麦野沈利などどうでも良いのだ」

「どうでもって……」

　藍花悦は言葉を詰つまらせた。

　だって、彼女が『これ』をやったんだろう。こいつがいなければ、藍花悦の友達はこんなにはならなかったんだろう。

　ところが、サンジェルマンは続けてこう言ったのだ。

「例えばの話をしよう。戦争の国で一切れのパンを巡って殺し合いが勃ぼつ発ぱつしたとして、それは誰の責任だ。世界の常識が狂っていたとしたら、まずそれを狂わせたシステムを裁いてから当人の罪つみを改めて計量すべきとは思わないかね」

「……、」

「その話は悲劇だった」

　サンジェルマンは言う。

「だがね、最も哀かなしいのは、その話は必要な構造を満たしていなかった、という訳なのだよ。もしもたった一つの歯車が嚙かみ合っていれば、何もそこまで酷ひどい事にはならなかっただろうに」

「なにを、何を言っているんだ!?　これ以上何があるって言うんだよ!!」

　ほとんど金切り声のように叫ぶ藍花悦。

　対して、サンジェルマンは主君へこう答えた。




「そのお話には、上条当麻がいなかった」




　一見すれば、意味の分からない言葉だったかもしれない。

　だけど、真の実力者達にとってはまるで違う。

「これだけなんだよ。たったこれだけで、毛色は一八〇度変わってしまった。だからさ、麦野沈利や垣かき根ね帝てい督とくといった当事者達に当たっても意味はないのさ。いいや、それでは順番が違うのだ。まずシステムを裁き、フィルタを取り除いた上で当事者達の罪を計量する。その上でまだ贅ぜい肉にくが余っているのなら、清算が必要な分だけ骨から肉を削けずれば良い。私は別に麦野沈利の擁よう護ご者しやではない。罪つみは、正しく裁かれなければ復ふく讐しゆう者しやの矜きよう持じは満たされんのだ」

　藍あい花はな悦えつには、やはり実感は湧わかなかった。『上かみ条じよう当とう麻ま』の話は路地裏をさまよっている間にいくつか耳にした。しかしかなり極きよく端たんなものばかりで、どこまで信じて良いのか判断がつかなかったのだ。

　だから、こう尋たずねた。

「……、もしも」

「うん？」

「もしも上条当麻が間に合っていたら、ぼくの友達はどうなっていたの？」

　無意味な質問だったのかもしれない。

　確定した過去に対して仮定の話を持ち込んだ所で何になるというのか。

　ただし、

「それはもちろん、彼はその拳でもって誰かを救っていただろう。その身はあくまで脆弱な人の子でありながら、現にこうしてサンジェルマンという上位存在を翻弄しつつあるように」

　当たり前のような返答だった。

　自分が予定調和から外れつつある事さえ予定の内だと語るような。

　あれとかち合うからには、その程度は許容してから臨まなければならないような。

　実際、あのツンツン頭の少年はそういう道を歩んできたのかもしれなかった。

　だけど、

（どうして、誰だれも間に合わなかったんだろう）

　システムを裁け。

　狂乱を憎にくむのではなく、彼らを踊らせた前提を暴き出せ。

（誰か一人でも良い、どこのどんな人間でも良い。何で悲鳴を聞き届ける事ができなかったんだろう……）

　ギシリ、と。

　藍花悦の口の中で、嚙かみ締しめた奥歯が軋きしむ音が炸さく裂れつした。

　胸の中の何かが、奇き妙みような方向性を獲得していくのが分かる。

「君はどうする」

　改めて。

　黄金色の盾たてを差し出しながら、サンジェルマンは告げた。

「麦むぎ野の沈しず利りは善悪で言えば間違いなく悪だ。ひとまず彼女を殺せば仇あだ討うちには成功した事になる。……だがそれ『だけ』で良いのか？　悪の全すべてを明らかにせず裁くのは、罪の帳消しにも等しい。二人殺しても一〇〇人殺しても死刑は死刑だが、一〇〇人殺したはずの死し刑けい囚しゆうが二人殺した罪で死刑執行されるのでは納なつ得とくできないだろう」

「……、」

「そして今のままではフレンダ＝セイヴェルンの『遺産』はいずれ白日の下にさらされる。どこかで悪用されれば、死後の彼女の名めい誉よまでが一方的に傷つけられる」

　ギラリと、黄金色の盾たてが月光を照り返した。

　傅かしずくサンジェルマンの目はこう語っていた。

　できない事とやらない事は全く違う。

　そしてその二つを分けるほどの力は、すでに藍あい花はな悦えつの目の前にある、と。

「……、良いだろう」

　藍花悦の唇くちびるが、そう呟つぶやいた。

　黄金色の盾に、小さな手が伸びていく。

「ぼくは全すべてを明らかにする。そのためには、もう『確定』している麦むぎ野の沈しず利りは後回しでも良い。上かみ条じよう当とう麻ま。あいつが何にどれだけ関かかわっているのか、あるいは関わる事ができなかったのか。そいつをつまびらかにしてみせる」

「それで良い。天国というものがあるならば、君の友人もきっと笑っているさ」

「……、」

　そこから先は、言葉にはしなかった。

　ただ頭の中で、藍花悦はこう続けていた。

（そして上条当麻の有無があの子の生死を左右したのなら。あいつが間に合わなかった事、それ自体が『罪つみ』と吐はき捨てられると分かったなら……）

　ずしりと重たい盾の感触を確かめながら。

（やっぱりその時は、同じく間に合わなかったぼくだって罪ざい人にんだ。全部が終わったら、ぼくはぼくを裁かなくちゃならないんだ）

「『アンの盾』って、何ができるの？」

「重要なのは盾それ自体ではなく、盾に選ばれた君の素養なのだがね。かの剣が切れ味よりも岩から抜いたという事実の方が重要視されたのと同じように」

「ぼくは看板が欲しい訳じゃない。即効性を求めているんだ」

「ふふっ。使ってみてのお楽しみ、と言いたい所だが、概がい要ようだけは説明しておくか。だがそれは盾の力ではなく、『アンの盾』を通して君自身の力を整えたものとだけは理解してくれ」

　サンジェルマンはとっておきの秘密を開かい陳ちんするような口振りで答える。

「キングアーサーの剣は覇は権けんや領土の拡大といった積極的、能動的な国家運営の象徴だ。であれば、対ついとなる『アンの盾』の記号性は何か。すなわち消極的、受動的な国家運営となる訳だが」

「具体的に」

「それは全てを撃うち落とす。かざした相手を極小の光でもって抉えぐり穿うがつ、究極の防御用霊れい装そうさ。できるのは、そうだな、ストローサイズの風かざ穴あなくらいのものかな」

「究極？　そんなのが」

「材質を問わず、最大で二〇〇万の騎き兵へいを同時に射い貫ぬくくらいの効率があるがね。それは横よこ殴なぐりの死の雨だ。かの幻想殺しイマジンブレイカーとて処理能力を超えて削けずり殺せるはずではないか」
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　襖ふすまを開けた浜はま面づら仕し上あげと上かみ条じよう当とう麻まの視界いっぱいに、予想外の光景が広がっていた。

　待っていたのは、新型爆ばく弾だんでも爆薬製造プラントでもなかった。

「何だ、これ……？」

　上条は家庭科室くらいありそうな畳たたみ張ばりの広い居間をぐるりと見回す。

　やはり生活臭はなく、そもそも人が暮らしているにしては家具の数や配置もおかしい。

　代わりに一面を覆おおい尽つくしていたのは、箱だった。

　小さなものはお弁当箱サイズ、大きなものは冷蔵庫を超えるものまで。

　色とりどりの包装紙やリボンで彩いろどられた箱の山から連想されるのは……。

「クリスマス、いや、これは」

「誕生日みたいだな。こっちにカレンダーがある」

　上条が壁に画が鋲びようで留められたカレンダーを指し示した。海の生き物ばかり集めたカレンダーには、蛍光マーカーで印がしてある。

　一つ二つの次元ではない。

　むしろ、印がない日の方が少ないくらいだ。

『アネリ』が片っ端ぱしから箱に書かれた人名を登録し、データベースの中で関連付けているのを視界の隅すみに捉とらえながら浜面は言う。

「……そういや、フレンダのヤツは『アイテム』の中でも一番顔が広かったっけかな。それこそ、表も裏も全部合わせりゃ四ケタ単位で知り合いがいるって話だったけど」

「じゃあ、これは……」

「全部が全部、誕生日プレゼントだってのか？　企業のお歳暮みてえになってるぞ」

　浜面の半ば呆あきれた声を耳にしながら、上条はさらにカレンダーをめくる。

　数か月前から更新の止まっているカレンダーだったが、知り合い全員分の誕生日はあらかじめ書き込まれていたようだった。何枚かめくっていくと、そこで上条の手が止まる。

　一二月一日。

　今日の日付。そこに書き込まれていた名前は『藍あい花はな悦えつ』とは全く違うものだったが、一いつ緒しよに貼はり付けてあった小さな写真シールの顔には見覚えがあった。

「……、」

「（……道理で、麦むぎ野のや絹きぬ旗はたには見せらんねえ訳だ）」

　浜はま面づらも浜面で、部屋の中を改めて見回しながらそんな風に小さく呟つぶやいた。

『アネリ』のスキャニングが、無数の箱の中から彼も良く知る人名をいくつかピックアップしていた。

　罠わなはない、武器もない、裏だってない。

　一番無防備なフレンダの影がここにある。

　ここはきっと、フレンダにとって表の顔とも裏の顔とも違う、一番柔らかいものを封じていた場所だったのだろう。例えばフレメアの姉として小こ奇ぎ麗れいに大きく振る舞う事も、裏うら稼か業ぎようとして殺しの技を磨みがく事も必要ない。そんな小さなシェルターだ。

　人には色んな顔がある。

　そのどれもが正解であり、一つとして作り物は存在しない。

　フレンダ＝セイヴェルンはおそらく全体を通して人間性を評価すれば、『悪』に属する少女だったのだろう。

　彼女が今まで吹き飛ばしてきたものを考えれば、奪うばってきた命を思えば、何の言い訳だってできないのだろう。

　自分が勝っている時は削けずり取られていく側の気持ちなんて微み塵じんも考えず、いざ自分が負けそうになった時は命の尊さについて滔とう々とうと語り出す。殺す時は楽しんで殺し、殺される時は仲間を売ってでも必死に命いのち乞ごいする。そんな自分勝手で都合の良い少女だったのだろう。

　でも。

　だけど。

　その事実が、ここに眠っていたものを丸ごと否定できるとは限らない。

　テーブルの端はしにはいくつかのリモコンが並べて置いてあった。持ち手の所にはテキスト付きのカラーテープが貼はり付けてある。テレビ、エアコン、レコーダー、プロジェクタ、カーテン……。その内の一つを手に取って電源を入れると、プレゼントの山だらけの中で唯ゆい一いつ開いた壁一面に、表計算ソフトのような罫けい線せんが映し出されていく。どうやら、それとなく相手の欲しいものに探りを入れるための調査リストのようだった。




『じゃかじゃかじゃーん……違うな。じゃかじゃかじゃかじゃーん！　かな？』




　レコーダーの方には、自画撮りでもしたのかフレンダ自身が踊っている映像がいくつか収まっていた。

　どうやら誕生会の余興か何かの練習らしい、と浜面は考えていたが、




『じゃか、じゃか、じゃん、じゃーん。よし！　結局こっちな訳よ。……へっへへー。麦むぎ野ののヤツびっくりするかなあー？』




「……、」

　その屈くつ託たくのない笑みを見て。

　これから自分の身に何が起こるかを微み塵じんも感じていない顔を見て。

　浜はま面づらは、そっとレコーダーのリモコンを操作した。

　映像を切る。

　絶対に麦むぎ野のには見せられないと、胸の奥にしまう決意を固めた。

　上かみ条じようは上条で、カレンダーから目を離はなしながら、

「藍あい花はなの言ってた事って、的外れだったって考えれば良いのかな。ここに来ればフレンダ＝セイヴェルンが消えた理由が分かるってヤツ」

「だろうな。おそらくフレンダは、ここには『そういうの』は持ち込んでねえよ」

　浜面は吐はき捨てた後に、そっと付け足すように呟つぶやいた。

「……とはいえ、何の意味もなかった訳じゃねえけどな」

　その時だった。

　プレゼントの山に埋うもれる格好で、何かがチカチカと瞬またたいていた。

　壁に何か取りつけられている。最初上条が気づいて、その視線の動きで浜面も後を追った。調べてみると、タッチパネル式の薄うす型がたモニタと壁掛け式の受話器が一いつ緒しよになったものだった。
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　インターフォンかと思ったが、そういう訳でもないらしい。

「何だこれ……？」

　画面に表示されているのは、どうやらこの部屋の見取り図らしい。中でも一点、玄関の辺りに赤い光点が点てん滅めつしているのが分かる。

「セキュリティアラート。そうか、俺が玄関の引き戸を強引に外したから」

　適当に呟つぶやきながら、浜はま面づらは運搬着パワーリフターから身を乗り出して画面に触ふれる。

　と、

「んん？　何だこりゃあ!?」

　操作を誤ったのか、いきなり画面が飛んだ。

　そして表示されたのは、このマンションに留とどまらなかった。

　ダイヤノイドの全景がワイヤフレームで表示される。あちこちに写真のサムネイルのようなものが何十、何百と重なって表示される。それはいくつもある建物の出入口近辺の映像であり、下層商業エリアの店てん舗ぽ内ないの映像であり、エレベーターやエスカレーター前の映像であり、中層テレビ局内の映像でもあった。

　上かみ条じようの頭に浮かぶ印象は、

「防犯、カメラ……？」

「でも何で。明らかにこの部屋の中からはみ出てやがるぞ!?」

「……ＶＩＰだけの特権、ってヤツか。『安心』を売るために他の客のプライバシーを差し出していたんだ」

　特にケーブルで繫つながっている訳でもないのに、表面的な画面を観察しただけで『アネリ』が操作方法を細かく推測していた。

　浜面は今度こそ自分の意思で画面を操作する。

　ログイン履り歴れきを確認してみると、契約直後の一回を除いてまっさらになっていた。おそらくフレンダは防犯機能を一通り確かめている内に『これ』に気づいて、以降は封印したのだろう。『これ』は彼女が取りつけたものではなく、元々マンションエリアに設置されていたのだ。

　裏うら稼か業ぎようの彼女であれば、むしろ喜んで利用したかもしれない。得られる情報が多ければ多いほど自分は優位に立てるし、そもそも他人の事情や人生に配はい慮りよするような人物像でもなかった。

　ただし、ここにいる時だけは別だ。

　表も裏もなく、演技も本音もなく、知り合いに贈る誕生日プレゼントに取り囲まれて優しい計画を練っていた彼女に、こういった泥どろ臭くさい『現実』を思い出させる記号性、象徴性は邪じや魔までしかなかったはずだ。

　浜面は忌いま々いましそうに画面から指を離はなしたが、そこで上条が横から手を伸ばした。

　無数にあるサムネイルの中から、一つをタッチする。

「おい！」

「ちょっと待て。ここだ」

　遮さえぎるように言った直後、防犯用のウィンドウが拡大表示される。

　おそらくは屋上、月下の庭園。

　燕えん尾び服ふくの男達が数十人といる中、彼らに取り囲まれるように佇たたずむ一人の少年。

　バニースーツとジャケットを組み合わせたような金髪の女と話しているのは、

「藍あい花はな悦えつだ。良かった、まだ無事だったんだな」

「こいつが……？　やっぱ第六位って感じじゃねえな。無レ能ベ力ル者０の俺が言うのも何だけど」

　防犯カメラは普通の映像と違って音声はない。

　ただし『アネリ』が、まるで映画の字幕のように画面の下の方に短文を連続表示させていた。

　そこにはこうある。

『付き合おう、我わが盾たての王よ』

『どうしてあんたはそこまでできるの？　ぼくは上かみ条じよう当とう麻まってヤツを噂うわさ話ばなしの中でしか知らない。だけど、あんたはその本当の力ってヤツを知っているはずなんでしょ』

『言っただろう、私は真に仕えるべき王を捜していた、と。王にその力を確かめてもらうには良い相手だ。復ふく讐しゆうを遂とげて復権するというのも常道ではあるしな』

『これは……復讐、なのかな』

『彼が間に合えば、フレンダ＝セイヴェルンは死ななかった。それは事実ではないかね。たとえどれだけ論理が飛ひ躍やくしても、彼を知る者なら間違いなくそう判断するはずだが？』

『……、上条当麻』

『君は「魔ま神じん」と言われてもピンと来ないと思うが、デンマークの一件ならニュースや動画サイトなどで断片的に耳にしているだろう。あれは掛け値なしに世界の憎ぞう悪おがたった一人の「魔神」へ向かった戦争だった。六〇億の殺意を相手取り、上条当麻は最後までその「魔神」を守り抜いた。……それができて、どうしてたかだか学園都市の闇やみの一つ二つに手こずるというのかね？』

『……、』

『わざわざ放送局に押し入ってコンテナを強ごう奪だつしたんだ。その盾も、存分に使ってくれたまえ』

　浜はま面づらは『アネリ』から得た情報を、上条にも話して聞かせる。

　会話の内容は飛び飛びで、その全すべてを正確に把は握あくするのは不可能に近かった。

　だが、断片的に伝わる不ふ穏おんな単語から察するに……、

「知らねえぞ」

　浜面仕し上あげは思わず呟つぶやいていた。

　混乱のまま、それはすぐに叫び声へ変わる。

「確かにコンテナはテレビオービットに運び込んだ。でもあれは盾なんかじゃねえ。ドイツ製の年代物の柱時計がどれだけ正確に時間を刻むか最新技術で調査するって番組のための備品納入だったはずだ!!」

「……、」

　上かみ条じようは目を細める。

　誰だれかが噓うそをついている。それは浜はま面づら達へオーダーを出した者か、あるいはコンテナから盾たてを手に入れたと言い張るサンジェルマンの方か。

　浜面は訳が分からないといった顔で言う。

「そもそも、キングアーサー、って何だっけ？　ＲＰＧに出てくる王様かなんかじゃなかったか？」

「それだけ有名人って事だろ。ひょっとしたら魔ま術じゆつサイドじゃ本当に魔術師とか聖人とかそっち系なのかもな」

　上条は吐はき捨てるように言いながら、

「でも科学サイドの藍あい花はながそっち系の名前を出されてそそのかされるもんなのか。ちょっと状況が見えないな」

「俺には、そっちはちょっとだけ分かるよ」

　浜面は少し考えてから、

「科学満載の学園都市だって朝のテレビで星占いくらいやってんだろ。あんなもん合理性じゃねえ。何の意味もないって事くらい知っててみんなテレビを観みてる。学園都市の常識なんか信じたって無レ能ベ力ル者０は無レ能ベ力ル者０だ。物理法則だの何だのってのは、弱い人間にとっちゃとことん冷れい酷こくだ。そんな中で一連の大パニックだろ？　世界の外には全く違う法則があって、それにすがれる事が分かったら？」

「……、」

「抜け道があるなら誰だって通りたい。実は秘められた才能があるとか、まだ本気出してないとか、常じよう套とう句くだろ。まして歴史上の偉人とか有名な武器とか、すでに積み重ねられているものに合流して、自分のものにできるとなりゃ夢のようだぜ。自分は七人しかいない超レ能ベ力ル者５と血が繫つながっていて、強力な遺伝配列が隠かくされていたとかな」

　冷静に答えているつもりだったが、自分で話している内に浜面の腹の奥からふつふつとした怒いかりが湧わき出てくるのが分かった。

　シンデレラや醜みにくいアヒルの子は都合の良い御お伽とぎ噺ばなしかもしれない。

　だって絵本の中の主人公達は、自分で努力をしていない。特別な才能がまずあって、後はそれを特別な誰かに導いてもらうだけ。ある意味では怠たい惰だとも評価できる。そんな童話に憧あこがれる者達だって、そうかもしれない。

　でも、そうしてしまうのは、そうするしか道が残っていないからだ。

　自分で努力して自分で何かを変えられるなら、打てば響ひびくように努力が結果に結びついてくれるなら、最初から誰だって苦労はしないのだ。『素養格付パラメータリスト』なんて裏のデータで知らない間に管理され、大人達の都合で成長速度を調整されてでも、それでも夢を見ながら前へ進もうとしているのだ。

『自分も知らない才能』なんて、弱い心が生んだ幻げん想そうかもしれない。

　そこを突かれた藍あい花はな悦えつは、強い人間じゃなかったのかもしれない。

　だけど。

　それを嘲あざ笑わらう資格は、一体どこの誰だれが持っているんだ……？

「サンジェルマンの野郎は、一体何をさせようとしてやがるんだ。会話の中でチラッと上かみ条じよう当とう麻まって、アンタの名前が出てたようだけど」

「そのまんまだろ」

　上条はわずかに目を細めて答えた。

「俺が間に合えば何とかなったかもしれない、か。俺はそんな御ご大たい層そうな人間じゃないんだけどな。今まで騙だまし騙しやってこられたのだって、周りのみんなに支えてもらった結果なのに」

「……、何だよ。それ」

「少なくとも、藍花悦の中ではそうなっているらしい。フレンダ＝セイヴェルン、だったか。そいつが死んだのは、俺が最さい期ごの瞬しゆん間かんに気づいてやれなかったからだって」

「何だよそれ!!」

　訳が分からずに、浜はま面づらは叫んでいた。

　だって、その論が正しいなら、上条当麻は六〇億なり七〇億なり、あらゆる人間の命を背負わなければならないではないか。たった一つでも命が掌てのひらからこぼれれば、その責任を負わなくてはならなくなるではないか。

　そんなのは神様の仕事だ。

　しかも、

「だってそれ、論がズレてるだろ。アンタは別にフレンダの知り合いでも何でもなかったろ!?　それならフレンダが死の間ま際ぎわで上条当麻がやってくれば、なんて思うはずがない。藍花やサンジェルマンの言い分はあいつの言葉を代弁している訳じゃねえ!!」

「だろうな。でも、そんなのは問題じゃないんだ」

　上条は静かな声で応じた。

　過去、彼自身がぶつかってきた何人もの魔ま術じゆつ師しや能力者を思い浮かべながら、

「そもそも復ふく讐しゆう者しやは正しい現実なんて見ていない。死者の言葉に重ねる素そ振ぶりを見せて、自分自身の言葉に振り回されている事だって珍めずらしくない。だから、藍花悦のもしもの話に整合性なんて必要じゃないんだ」

「けどさ!!」

　浜面は言葉を詰つまらせた。

　ゆっくりと息を吐はいて、改めて彼は言う。

「……確かにあの事件は最悪の一言だった。誰だれも彼もがイカれていて、当たり前の安全地帯も大人達がさんざん抜かしてやがった奇き麗れいごとも一ミリだって通用しなかった。フレンダは死んだ、もっと多くの人も死んだ。俺は帳ちよう尻じりを合わせるのが精一杯で、とてもじゃねえけど『解決』したなんて胸を張って言える状況じゃなかったよ」

「……、」

「だけど、それでも命いのち懸がけでやったんだ！　誰も彼もが最悪だったけど、誰も彼もが生き残る事を願って血みどろの中を進んできたんだ!!　それが、何だ。上かみ条じよう当とう麻まの有無って何だよ、ふざけんな！　それって結局、俺達の努力全否定じゃねえか。その言い分じゃ端は役やくが束たばになってどれだけ努力したって上条当麻一人のさじ加減で全部決まっちまうって言ってるようなもんじゃねえか!!」

「分かってるよ」

　上条当麻は首を振って、小さく言った。

「……世界は俺の都合で回ってる訳じゃない。上から目線で助けてやるなんておこがましい、俺はただ俺のわがままで戦って、俺が見たい未来を作ってきただけだ。人の努力を横から取り上げられるほど御ご大たい層そうな真ま似ねをしてきた訳じゃない」

　だけど、それに気づかない人もいる。

　そんな幻まぼろしにすがらなければ、人を失った事実を受け止められない者も。

　これもシンデレラや醜みにくいアヒルの子と同じ。

　弱い心が生んだ幻げん想そうだけど、それを上から目線で嘲あざ笑わらう資格を誰が持つというのか。

「で、何なんだ。サンジェルマンとかいうヤツは、藍あい花はなを焚たきつけてアンタに何をしようとしてやがる」

「馬ば鹿か正直に俺を殺す事、じゃないだろう。だとすればサンジェルマンが直接表に出てくれば良い。あいつの全方位攻こう撃げきは俺の右手の弱点を完かん璧ぺきに突いてきたんだから、今さら赤の他人なんて不確定要素を持ち込んで小細工を弄ろうする理由がない」

「だとしたら」

「逆なんだ」

　上条は忌いま々いましそうに吐はき捨てた。

「能力者が魔ま術じゆつを使うと副作用が出るって言ったろ。『盾たて』がどうだかは知らないけど、あんな方法を使ってまともな戦いになるとも思えない。俺と藍花悦えつをぶつけた上で、藍花悦を死なせる。俺に人殺しの咎とがを背負わせる。それがサンジェルマンの目的なんだ」

「どうしてだ!?」

「それこそ俺にも分からない。……ひょっとしたら、さっきも言った『弱い幻想』を穢けがすのが狙ねらいかもしれないけど」

　サンジェルマンの行動には一貫性がない。

　藍あい花はな悦えつに執着を持っているという割に、ダイヤノイドを封ふう鎖さし、上かみ条じよう達を殺しにかかるような動きも見せている。藍花悦を手に入れるだけなら必要のない動きだ。

　だけど、一度視点を変えてみれば良い。

　藍花悦が中心なのではない。あくまでも部品の一つ。藍花悦を利用して上条を苦しめる、あるいは殺す。サンジェルマンが相手なら、過か酷こくな戦せん闘とうの決着となるかもしれない。だが完全に騙だまされた藍花悦を死亡させてしまえば、受け取り方だって変わってくる。

　襲おそいかかってくる人ひと喰くい虎とらを死にもの狂いで追い払うのと、足元で眠っている子猫を踏ふみ潰つぶすのは、奪うばう命は一つであっても、心に刺さる棘とげは別物になるはずだ。

　あるいは。

　上条当とう麻まという形を大きく歪ゆがめてしまうほどに。

『上条当麻の性質』とやらに言及する者を、ツンツン頭の少年もたびたび目にしていた。彼自身そんなものは把は握あくできないが、ひょっとしたら上条当麻の中に特別な何かを見み出いだしている向きがあるのかもしれない。この辺りは、オッレルスやオティヌスと話ができればヒントを得られたかもしれなかったが……。

　そして当然。

　上条の中に、胸の悪くなるような灼しやく熱ねつのうねりが生じる。

「ふざけやがって……。藍花悦が弱いだなんて誰だれが決めた。サンジェルマンの野郎、自分で勝手に基準を決めて使い潰す枠わくに押し込めやがって!!」

「よお待てよ、まさか藍花悦を助けに行くなんて言うつもりか？　経緯はメチャクチャ歪んでるけどよ、あいつはアンタを殺そうとしてんだろ!?」

「だったらどうした。さっき言ったよな、上から目線で助けてやるなんておこがましい、俺は俺の見たい未来を作るために戦っていただけだって。……だったら関係ない、あいつが俺に憎ぞう悪おしていようが、救いの手なんか求めていなくたって！　無理矢理にでも引きずり上げる!!」

　浜はま面づら仕し上あげは運搬着パワーリフターに乗り込んだまま、片手を額にやった。

　こいつが誰も彼も救ってしまうという弱い幻げん想そうが、どこから生まれるのかを理解した。

（……一〇〇％わがままを貫つらぬくっつって、その中身がみんなの笑顔を守りたいだなんて、そんなもんそれこそマジモンのヒーローじゃねえか）

　そして、話に乗ってやるのも悪くはないと思いながら。

「で、具体的にどうすんだ？　助けに行くっつったって藍花の周りはサンジェルマンだらけだ。あいつだって副作用持ちの武器を持ってんだろ。ちまちま説得できる時間を作れるかどうかは分かんねえぞ」

「藍花悦を突き動かしているものを取り除けば良い」

　自分でも考えながら話しているのか、早口気味に上条は答えた。

「まずは魔術の副作用が起きないよう、奇き襲しゆうでも何でも良いからとにかく藍花の手から盾たてを落とす」

「その後は？」

「……、」

「おいちょっと待て、アンタまさか……ッ!?」

「茶番劇だろうが的外れだろうが、藍あい花はな悦えつの原動力は復ふく讐しゆう心しんだ。つまりそいつを満たせばあいつは止まる。だったら難しく考える必要はないんだ。気が済むまで標的の俺が殴なぐられればそれで済む。確か……そう……蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆとかいうヤツの時もそうだったような」

「それじゃアンタはどうすんだ!?」

「別に黙だまって殺される訳じゃないさ。俺だって死にたくないしな。心配すんな、打たれ強さならそこそこ自信がある」

　上かみ条じようは薄うすく笑いながら、

「でも、そういう意味でも、最初の一発目で絶対に盾たてを奪うばわなくちゃならない。……たださ、俺が死にたくないって思う気持ちと、藍花悦の中で渦うず巻まいている想おもいは全然別物だ。死にたくないから手を引いてくださいなんて言葉で止まるとは思えない。あのデンマークの一件がどういう風に見えていたのか、何が何だか分かりゃしないけど、期待させちまった分のツケは俺がきちんと払い戻ししないとな」

　ゾッとする言葉だった。

　直前まで描いていたただのヒーローとは、どこか思考が違う。

　浜はま面づらはガキの頃ころに耳にした、幸福な王子という童話を思い浮かべる。黄金や宝石で彩いろどられた王子の像が、渡り鳥の力を借りて街の貧しい人達に自分の体を細かく分けて配っていく話。わがままだとか自分のやりたい事をやっているだけだなどと言っているが、上条当とう麻まのロジックはどこか自分自身『だけ』を駒こまのように扱あつかう傾向がある。

　彼は一体どれほどのヴェールを剝はがせば、地金のわがままが見えてくるというのか。

　それとも逆に、回り回ってこれが上条当麻なりのわがままなのか？

「良いか、藍花悦の復讐心が満たされれば、あいつは戦う理由を失う。そしたら計画を崩くずされた周りのサンジェルマンが一斉に襲おそいかかってくるぞ。……お前の運搬着パワーリフターが頼たよりだ。とにかく、最低でも藍花悦だけでも連れ出してくれよ」

　浜面には即答できなかった。

　と、その時だ。

「……？」

　ビルの全景。

　ワイヤフレームの根元の辺りで、新しい赤い光点が増えていた。

　確か、フレンダの部屋の玄関が破られた時にも点てん滅めつしていたあれだ。異常事態を示すものらしいので、おそらくそちらでも何かがあったのだろう。

　上かみ条じようはタッチパネル式の薄うす型がた画面に人差し指を伸ばす。

　光点に、触ふれる。

　そこで表示されたのは……。
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　ゴォ!!　と。

　戸の開閉時に起きる気圧差のせいか、鈍にぶい暴力にも似た烈れつ風ぷうを浴びながら、サンジェルマン達はダイヤノイドの地下を歩いていた。

　藍あい花はな悦えつとは別行動している一団だ。

　そして彼らの目的は明確だった。

「しかし、つくづく学園都市の発想には驚おどろかされる。私も私で炭素の制御には一家言を持つが、こいつは私にはない遺伝子だ」

　口に出さなくても全員がサンジェルマンであり、全員が同じものを見て同じ感想を抱いだくはずなのだが、芝居がかった口振りも含めてサンジェルマンの個性なのだろう。

　老いもいた。若きもいた。男性もいた。女性もいた。

　総そう括かつして、中年男性のサンジェルマンはこう告げる。

「ダイヤノイド……そう、ダイヤノイド、か。まあ、その名を冠するに足る大おお仰ぎような仕掛けではあるな」

　足元はガラスのように透とう明めいな板でできていた。

　全すべてが炭素系でできているダイヤノイドの事だから、おそらくはダイヤモンドに近い性質を持った建材だろう。

　そしてその足元にこそ、第一五学区最大クラスのランドマークの『秘密』が隠かくれていた。

　そう。




　ダイヤノイドの基部。

　総重量一二万トンを超える超巨大建築物が、地表から一〇センチほど浮遊していたのだ。




　耐たい震しん構造の一種に、家屋を空気の力で数センチ浮かび上がらせる事で、あらゆる揺れから建物を守る、といったものがある。

　しかしそれは、あくまでも一般家庭レベルの話だ。

　流石さすがに七〇階以上の超高層ビルを持ち上げ、かつ、バランスを崩くずさずに直立させ続けるのは不可能だ。

　普通であれば。

「グラビトン式の人工重力制御装置、か」

　サンジェルマンは笑う。

「そもそもダイヤモンドとは地中深くで炭素分子が超高圧縮される事でゆっくりと形成されていくものだ。言い換えれば、人工ダイヤとはその超高圧縮環境を人の手で再現できるか否いなかにかかっている。……ここまでやれば、実験室レベルに留とどまらない。それこそ飴あめ玉だまの工場のようにザラザラとダイヤモンドを生み出せるだろうよ」

　そして。

　ダイヤノイドに隠かくされた秘密の使い道は、人工ダイヤの安定量産だけに留まらない。

　そう、例えば。

「ブラックホール爆ばく弾だん……とまではいかないかもしれないな。言っても矮わい星せい爆弾くらいが限界か」

　ダイヤノイドには新型爆弾が隠してある。

　街の裏側ではそんな噂うわさも囁ささやかれていた。フレンダ＝セイヴェルンという名の意味を知る者達のいくらかは、ダイヤノイドの秘密とフレンダを関連付けて考えるようになったようだが。

「言ってみれば地球と月をまとめて握にぎり拳こぶしくらいの塊かたまりに圧縮させる。物体は圧縮すると熱を持つから、この場合は一万度から二万度くらいの熱量を帯びるかな。ここまでやれば、流石さすがに幻想殺しイマジンブレイカーとやらも仕留められるとは思うが」

　サンジェルマンは、上かみ条じよう当とう麻まという個人に恨うらみはない。

　というより、そもそも興味がない。

　彼が見ているのは藍あい花はな悦えつでも、上条当麻でもなく。

　最初から。

「見ているか、『魔ま神じん』ども」

　くすくすと笑って、サンジェルマンは言った。

　魔ま術じゆつ師しでもなければ『魔神』でもない、ただサンジェルマンという分類を作る一人が。

　何かに挑いどみかかるように。

「かつて剣は王となる者を選び、私は盾たてでもって藍花悦を手に入れた。だがお前達は誰だれも手に入れられない。お前達の大事なオモチャはここで死ぬ。ならばどうするね、『魔神』としては。……さあ、吞のん気きにアレイスターを嘲あざ笑わらっている場合かな」

　その時だった。

　エレベーターの方から、到とう着ちやくを示す柔らかい電子音が鳴り響ひびいた。

　サンジェルマン達は一斉に振り返る。

　そこからやってきた一人の少年を見て、柔らかく表情を崩くずす。

　黄金色の盾を持った、小さな王を眺ながめて。

「やあ、我わが王よ。待っていたぞ」

　藍あい花はな悦えつの瞳ひとみはどこか昏くらく淀よどんでいた。

　丁てい寧ねいに刃を研とぐというよりも、乱暴に金属を削けずり取るような変化。

　ざらついた表情のまま、少年はゆっくりと唇くちびるを開く。

　告げる。

「……、ここは？」

「最後の舞台さ」

　傍かたわらに立っていた、金髪のサンジェルマンが引き継いだ。

「口では何と言おうが、あの救済バカなら必ず異変に気づいて駆けつける。王はここで待つだけで良い。フレンダの遺産が、彼女の仇きゆう敵てきを招き寄せてくれる」

「そんな簡単に」

「進んでしまうから、世の中は分からないのさ。本当に、どうしてフレンダ＝セイヴェルンの時は間に合わなかったのやら、そちらの方がかえって不思議に見えるほどにな」

「……、」

　藍花悦はそんな声を耳にしながら、ゆっくりと息を吸って吐はいた。

　どうしてフレンダ＝セイヴェルンの時は間に合わなかったのか。

　聞けるものなら聞いてみたい。

　だけどそれは同時に、自分自身への疑問でもあった。

（……ぼくはどうして間に合わなかったのかな）
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　絹きぬ旗はた最さい愛あいは二〇人規模のサンジェルマンと対たい峙じしていた。

　相手側が同時に扱あつかえる槍やりの数は概がい算さんで二〇〇〇本。それが全周から絶え間なく襲おそいかかってくる計算だ。

　とはいえ、絹旗の顔に悲壮感はない。

　彼女の『窒素装甲オフエンスアーマー』は全身の周囲数センチを強きよう烈れつに圧縮した窒ちつ素その壁で覆おおう、といったものだ。最大展開時は狙そ撃げき銃じゆう程度なら跳はね返すほどの防御力を誇ほこるし、攻撃的に転化すれば片手一本で自動車を持ち上げる事もできる。

　つまり。

　たとえ二〇〇〇ヵ所から同時に攻撃を受けた所で、一本一本の破は壊かい力りよくが一定値以下であれば、そもそも『窒素装甲オフエンスアーマー』が破られる事はないのだ。

　気にすべきは、

（……全く同じ箇か所しよへ立て続けに超ダメージを受ける事。センチ単位でも良い、とにかくこちらから当たる部位を超逸そらし続けないと『抜かれる』かも）

　そしてまともに攻こう撃げきとかち合っても生存できるからこそ、絹きぬ旗はたはこの短時間の内にサンジェルマンのやり方を大体学んでいた。

（人肉に風かざ穴あなを空ける『アレ』が超厄やつ介かいだと思っていましたけど）

『窒素装甲オフエンスアーマー』で弾はじかれる槍やりへと意識を集約させる。

　そうしていく内に、見えてくるものがある。

（ようは、槍の穂ほ先さきに見える箇所からさらに五〇センチから一〇〇センチほど、髪の毛のように細い先せん端たん部ぶが伸びている。そいつに超接触したものにトンネルを空け、本命の槍を通す。それだけの事だったって訳ですか）

　ゴゴン!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつする。

　数十人単位のサンジェルマンとはいえ、防戦一方でいる理由は特にない。槍を迎撃できるのならこちらから肉にく薄はくし、窒ちつ素その拳こぶしで殴なぐり飛ばしてしまう事だってできる。

　不幸中の幸いなのは、サンジェルマンと化した者達の意識を断つ事ができた、という点か。相手が延々と起き上がる場合、手足を折るか殺す以外に道はなかった。

　さらに。

　絹旗へ弾丸のように突っ込む無数の槍を、横からまとめて摑つかんで握にぎり潰つぶす別の手があった。

　麦むぎ野の沈しず利り。

　彼女については分かりやすい防護手段はない。ただその機械の義眼で槍の動きを捉とらえ、生身の肉体を超える速度でほとんど兵器化した義手を振るっているだけ。それが電動ミシンのような音と共に、迫せまりくる槍を片っ端ぱしから摑んでへし折っている、というシンプルなもの。

　言葉にすれば簡潔。

　ただし、残像が見えるほどの速度と数をこなせば、それは立派な脅きよう威いに映る。

　ドガガガガガガガガガガガガガガガガッッッ!!　という轟音と共に崩くずれていく槍の群れは、まるで見えない壁を視覚化したよう。

「チッ、やっぱ面めん倒どう臭くせえな。適当なトコで数減らさねえか？」

「言葉遣い。あと前線に出てきているのは基本的に超『表』の人達かもしれない可能性っての忘れないでほしいんですけど」

「それにしては」

「まあ、確かに不可解な部分があるのは超事実なんですけど」

　絹旗は呟つぶやく。

『窒素』を極限まで操る彼女には、サンジェルマンの取り扱あつかうものがすぐにピンと来た。『炭素』という基本元素だ。しかし実際に行使しているのはダイヤノイドの床や壁を変質し、飛び道具にも似た槍を大量に射出するだけ。

　もちろん一般人にとっては十分過ぎる脅威だが、どうにも浅い、足りない。

　本当に『炭素』をダイレクトに操れるとしたら、もっと千せん変ぺん万ばん化かの攻撃手段に変換できそうなものだが……。

「ハナから残機は超使い捨てだから研けん磨まを忘れているか」

「勝つ事そのものを目的に設定してない。くそっ、何の時間稼かせぎをしてやがるんだ、面めん倒どう臭くせえな!!」

　ガリガリと削けずっていく内に、いつしか豪ごう雨うのような攻こう撃げきは止やんでいた。

　サンジェルマンは消えていた。

「潰つぶしたのは……せいぜい半分くらいだったよな？」

「残りは超後ろに下がったようですけど」

　あちこちに倒たおれているのは、皆血まみれとなった少年少女ばかりだった。だが麦むぎ野のや絹きぬ旗はたによるものではない。というより、彼女達が本気で他者を害しようとすれば挽ひき肉にくにならない方が難しいほどなのだ。

　これは外傷というよりも、体の内から裂さけているようにも見えるが……？

「結局まともにやれたのは不良品ばかりってか。ふざけやがって、足元見てやがるな」

　先ほど、麦野達は時間稼ぎの可能性を考えていた。

　であれば、何かの準備が終わったのか。

「あ」

　そう呟つぶやいたのは滝たき壺つぼ理り后こうだった。

　ぼんやりとさまよわせた視線の先に、装飾用の薄うす型がたモニタがあったのだ。

　そこに表示されていたのは、ダイヤノイドの模式図だった。

　そして最下層に赤い光点があり、特徴的な省略記号で何かしら情報的な補足があった。おそらく普通の学生には何が何やら分からないだろうが、麦野や絹旗はアルファベットの並びを見ただけで面倒臭そうに眉まゆをひそめていた。

「どう思います？」

「グラビトン式の免めん震しん構造とかマジか……。悪用すりゃこの星が握にぎり拳こぶしサイズに圧縮されちまうかもしれねえぞ」

　何より、どこかの誰だれかがそんな情報をわざわざ開示した理由は明白だ。

「来るなら来てみろって訳か」

「『私達に』かどうかは超分かりませんけどね。けどまあ、私達が介かい入にゆうしちゃいけないって理由にもならないと思いますけど」







　ダイヤノイド最下層。

　分厚いガラスのように透とう明めいな床全体が数センチほど浮かんでいる、グラビトン式人工重力制御装置を利用した免震構造の基部。

　広大な平面に等とう間かん隔かくで立つ柱の一本に、藍あい花はな悦えつは小さな背中を預けていた。

　いいや、そう名乗っていた誰だれか。

　かつての王が消化し忘れた、それ故ゆえに伝説の中で破は壊かいされたり失われたりする事なく現存していた『アンの試練』。それを乗り越えられる者が。

　黄金色の盾たての持ち主は、傍かたわらの女性型サンジェルマンに告げる。

「あんたはがっかりしなかったの。長年探し求めてきた答えとやらが、人の身分を偽いつわらないと門前払いを喰くらうような噓うそつき野郎で」

「ふはっ！　ダイヤは空くう隙げきや不純物によって輝かがやきを増すのだよ。何より一〇〇〇年単位で欺ぎ瞞まんを続けてきた私が唯ゆい一いつの回答に落らく胆たんするとでも？　そうまでしても貫つらぬき通したかった意地が、摑つかみ取りたかった真実があったというだけの話だろう。ならばそれで良いではないか」

「ぼくとあんたは違うでしょ。あんたには本物の力があった。悔くやしくなかったの？」

「泥でい炭たんのごとき虚きよ飾しよくにまみれた貴族どもの話へまともに付き合っていたら宝島の財宝があっても足りんよ、付き合う意義を感じられない。何より、言いたい者には言わせておけば良い。どれだけ物証を積み重ねても自分フィルタで見たい現実しか見ない者などそれがお似合いだ。くっくっ、そういう輩やからに限って、老いと死の淵ふちに立てば途と端たんに不死や時間跳ちよう躍やくの法を求めてすがりつくものだしな」

「……、」

「何より忘れたのか、我わが盾の王よ。君の資質、ポジティブな空隙はすでに二〇〇〇年に一度のレベルに達している。今までそれを隠かくすため、その才能が一切活いかされない学園都市へ投じられ、偽ぎ薬やくと演技を使って学芸会のような時間割りカリキユラムに付き合わされてきただけなのだから」

　盾の使い方は未いまだ分からない。

　重要なのは『アンの盾』に選ばれる事であり盾の力とは君の力に他ならない、とサンジェルマンは繰くり返すばかり。

　全すべてを撃うち落とす。かざした相手がどんな者であろうが、洩もれなく極小の力で抉えぐり穿うがつ『アンの盾』。

　一いつ瞬しゆんにして二〇〇万の額に風かざ穴あなを空ける防衛戦力の象徴。

　素材も分からない盾を引きずるようにしながら、藍花悦は視線を遠くへ投げた。

　階段に、ダクトに、点検用の梯はし子ごに、そしてエレベーター。

　最下層に繫つながる入口はいくつかある。

　そこから来る者を想起し、負の感情が渦うずを巻く。

「みなまで言う必要はないな。君は上かみ条じよう当とう麻まを狙ねらいたまえ。それが君の悲願であり、フレンダの最さい期ごの望みであろう。道中、不要な障害は全て私が排除する。王は王の道を行けばよい」

　一瞬だけ、藍花悦の脳裏に見知った友人の顔がよぎった。

　その口が何かを言っていたような気もしたが、すでに音声としては何も浮かばなかった。

　唇くちびるの動きを追い駆けても、言葉には変換されない。

　全すべてを封じて、藍あい花はな悦えつは前を見た。

　ゴヅン!!　と。

　黄金色の盾たてを床へ強く押しつける。

「始めよう」







　ピンク色のジャージの少女、滝たき壺つぼ理り后こうは激戦区から背を向けて、その場で屈かがみ込んでいた。

　とはいえ、戦意喪そう失しつして震ふるえ上がっている、という訳でもない。

　その両手が、床をちょろちょろと走り回っていた小さな影を摑つかみ、抱え上げていた。

「何これ」

「うおおっ!?　バレた、捕まった!?　くっ、離はなせ人間!!」

「？」

　首をひねる滝壺の手の中にあるのは、全長一五センチくらいの人形（？）だ。全体的にハロウィンの仮装をとことん肉抜きしたような格好で、ジャイロや自律制御プログラムでも嚙かませてあるのかやたらと機敏に動き回る。

　傍かたわらで、破は壊かいされた運搬着パワーリフターを降りたステファニーが激戦区と滝壺、時間の流れが違う二つのフィールドを交互に眺ながめながら、

「ああもう、色々とどうなってんだか！　とにかく注目が向こうへ逸それている内に、物陰へ回ってください。即戦力にならない私達が留とどまっていても、彼女達の自由度を減らすだけでしょうし」

　ガシャガシャガシャン!!　といくつもの金属音が、ステファニーの言葉に重なる。

　暴れる人形（？）を抱えたまま、滝壺は金髪の女の方を振り返って、

「……さっきから何してるの？」

「何って、ＰＤＷ組み立てているんですよ。運搬着パワーリフターの部品を分解、再構成して。銃じゆう器きの完成品を持つのは犯はん罪ざいでも、バラバラのパーツを持つだけならグレーゾーンって噂うわさ、聞いた事ありません？　実際はそんなに甘くないがな！」

　携行式防衛火器ＰＤＷと言っても本格的に火薬の力で実弾を撃うち出すものではなく、高圧ガスを使ってタングステン鋼こうの模も擬ぎ弾だんを連射するタイプらしい。とはいえ、二、三〇メートル以内なら普通に生身の体を蜂はちの巣にできるレベルの破壊力は確保しているはずだが。

（オモチャの方が実銃より構造が複雑ってのもビミョーな気持ちになりますねえ……）

　と、その時だった。

　滝壺の両手で摑まれていた人形（？）に動きがあった。

　がぶりと彼女の指に嚙み付くと、怯ひるんだ隙すきを突いて床へと着地。そのまま、てててててと廊下を走って角を曲がってしまったのだ。

　ジャージの少女が何となく追っていき、ステファニーは無理に遮しや蔽へい物ぶつへ誘ゆう導どうするより流れに乗った方が良いと判断する。

　が、角を曲がった所でジャージの少女は人形（？）を見失った。

　ピカピカに磨みがかれた木目調の通路が広がるだけで、動くものは何もない。

「？」

　ぼんやりとした目で、滝たき壺つぼは小首を傾かしげる。

　床のすぐ近くに面した壁。

　小さなダクトの蓋ふたが開いていた事に少女は気づかない。







　そして体長一五センチのオティヌスは明かりのないトンネルのようなダクトの中を、特に屈かがむ事もなく全力疾しつ走そうしていた。

（まったく、こんな事をしている場合ではないというのに……）

　複数のサンジェルマンに追われて陽動役を買った上かみ条じよう当とう麻まとは合流できずじまい。さらに今度は方々の薄うす型がたモニタから最下層の重力爆ばく弾だんの存在が仄ほのめかされた。状況を考えて、わざわざサンジェルマン以外の新手の存在を怪しむ必要はないだろう。過程に何があったかは知らないが、相手は明らかに上条を誘さそい込もうとしている。

　だとすると、

（ヤツとは最下層へ行けば合流できる。だがそれだけでは足りない。サンジェルマンは魔ま神じんではなく特異な魔ま術じゆつ師しの領分だ。全すべてを同期、並列化した結けつ晶しよう。脳波に頼たよらない並列演算ネットワークであるが故ゆえに、個々の遺伝配列を無視して誰だれとでも無限に繫つながれる拡張存在。となれば、まずは件くだんの魔ま道どう書しよ図書館と接触し、ヤツの魔術を解き明かす態勢を固めなくてはな。純度九九・九％のダイヤの性質を決定する、〇・一％未満の不純物。ヤツ自身のコントローラや設定ファイル。それを必ず見つけてみせる）

　冷静に考えながら、オティヌスはダクトの竪たて穴あなへ身を躍おどらせる。

　その小さな体では下から上へ這はい上がるのは極きわめて難しいが、逆に重力に従って上から下へ滑すべり落ちる分にはさほど苦労はしない。

　そして最後に別れた状況を考えれば、インデックスは中層より下……商業エリアの下層に留とどまっているはずだ。

（しかし問題は、例の魔道書図書館が下層の何階にいるかだな。下層だけで軽く二〇階分はある。迷ったらその場を動かず相手からの接触を待つ、という基本くらいは押さえておいてくれていれば良いのだが……）

　と、そんな風に思っていた時だった。

　硬質なスライダーを経由して下層までやってきたオティヌスへ、真横からぬっと巨大な影が躍おどり出た。ダクトが十字に繫つながっていたのだ。

「うっ、うおおおおおお!?」

　思わず絶叫するオティヌスだったが、その獣けものは容よう赦しやをしなかった。

　バンバンベシンみにゃー、という轟ごう音おんや咆ほう哮こうと共に、オティヌスは盗んだ魚のように胴体を咥くわえられてダクトの外へと運ばれる。

　眩まばゆい光の中で、オティヌスはぐったりしながら呻うめいていた。

「ま、またしても貴様か、鬱うつ陶とうしい……。ね、ね、ごっほ、ね、猫畜ちく生しようには神を敬う心すらないという事か……」

「だめっ、スフィンクス!!　ガジガジやったら私が怒おこるよ！」

　白いシスターが間近で何か叫び、しかし三み毛け猫ねこは気にせず『成果物』をインデックスの足元に提出してご満まん悦えつであった。

「ぜ、ぜえぜえ……。そ、それよりも、まずはダイヤノイドの最下層だ。サンジェルマンのヤツが誘さそいをかけている以上、上かみ条じよう当とう麻まのヤツはほぼ確実にそこへ向かう。あいつの拳こぶしは強力だが、相手の特性が見えない内は死と隣となり合わせだ。私達の手で同期と並列化を繰くり返して肥大する結けつ晶しよう構造、脳波に依存しない思考のネットワーク、サンジェルマンの性能を暴くに越した事はないだろうからな」







　上条と浜はま面づらはフレンダの秘密基地の中、壁に取りつけられたインターフォンのような装置と向き合っていた。

　最下層のアラートは上層高級マンションエリアだけの特権情報だったようだが……、

「これで他のみんなにも伝わったかな……」

「訳の分かんねえアルファベットの省略記号を理解できるヤツならな。少なくとも滝たき壺つぼとか麦むぎ野のとかには伝わってると思うけどよ」

「こっちはインデックスはどうだか怪しいけど、オティヌスなら何とかしてくれるかな」

「でもよ」

　浜面は運搬着パワーリフターを装着したまま呟つぶやく。

「上層のマンション全体に重力爆ばく弾だんのデータは回っていたんだろ。だったらもっと早くパニックが起きていても不思議じゃなかったんじゃねえの？」

「ここはほとんどセレブの倉庫代わりなんだ。『住人』なんて一人もいなかったんだよ」

　上条は薄うす型がたモニタから一歩離はなれると、

「……やる事はやった。俺達も行こう」

「でも重力爆弾なんてそんなもん専門外過ぎねえか!?　いきなり言われたって、どこから手をつけたら良いのか分かんねえぞ！」

「いいや、最優先は藍あい花はな悦えつだ。それは変わらない」

「ちょっと待てよ」

　浜はま面づらは眉まゆをひそめた。

　疑問をそのまま口から放つ。

「ダイヤノイドは免めん震しん対策のために基き盤ばんから数センチ浮いてんだろ。それを実現するための人工重力制御装置がサンジェルマン達に掌しよう握あくされそうになってる。あれが暴走したら地球が握にぎり拳こぶしサイズになるって話じゃねえか!?　だったらどっちが本命かなんて丸分かりだろ、藍花悦は囮おとりだよ!!」

「……本当にそうかな？」

　と、上かみ条じようはそんな風に切り返した。

「だとしたら藍花は囮として機能してない。俺達は藍花を経由してこの部屋までやってきたんだ。逆に言えば、藍花さえいなければ高級マンションのセキュリティアラートを見る機会もなかった。これじゃアベコベだ。ブラックホール爆ばく弾だんだか白色矮わい星せい爆弾だかがド本命だとしたら、こんなラインは絶対に残さない。俺達が藍花と接触しないように気を配らなくちゃおかしいんだ」

「待て、待て、待て」

　浜面は上条の言葉を押し留とどめるように、鋼はがねの両手を軽く開いて壁のような仕草を作り、

「それじゃ論は繫つながってねえぞ。だって、本命が藍花ならやっぱり俺達がここに入る事をサンジェルマンは許さねえ。藍花を煽あおるだけなら『フレンダの秘密』は知られない方が良いんだ、疑心暗鬼に陥らせた方が復讐心は膨らむんだから。知られたらまずい、でサンジェルマンの前提を覆くつがえせるなら、藍花ラインも爆弾ラインもどっちも潰つぶれちまうって」

「そうだよ」

　信じがたい事に、上条は即答した。

「俺もやっと分かってきた所だよ。サンジェルマンの目的は藍花悦でも重力爆弾でもない。あいつが見ているのはもっと別のものだ」

「……なん、だって？」

「思えば最初の襲しゆう撃げきだっておかしかったんだ。藍花が本命？　盾たてを狙ねらう？　だから俺を襲おそうのをやめてそっちに集中した？　そんな訳がないだろう。いつでも殺せるなら、即死攻撃で俺の息の根を止めてから藍花に向かえば良い。それだけの事を、あいつはしなかった。一刻も早く俺の前から消えなきゃいけない理由は別にあった。とはいえ、サンジェルマンにとってはそれさえ枝葉の一つに過ぎないんだろうけどな」

「この期ごに及およんでまだ何かあんのかよ!?　何なんだそりゃ!?」

「知っても後悔するだけだぞ」

　上かみ条じようは先を促うながした。

「とにかくサンジェルマンのヤツを一刻も早く止めないと！　それにはまず藍あい花はな悦えつだ。あのサンジェルマンにリーダーや上下関係があるのかは、外から見ている俺達には分からない。でもこれまでの流れを追う限りじゃ、藍花まわりが一番手が込んでいる。『サンジェルマン』の本質に迫せまるなら、きっと藍花悦に一番近い個体が最適なんだ!!」

　浜はま面づらは色々考えたが、そろそろ理解力が飽ほう和わ量りように迫っていた。

　だが構わずに上条は続ける。

　この辺りは、やはり実戦ではなく『対魔ま術じゆつ』の場数の問題か。

「良いか、サンジェルマン同士が電話や無線機で話し合っている様子はなかった。数十人、いや俺達が見てない所も合わせれば一〇〇人以上の意思を一つに束たばねている所から見るに、おそらく念話系に似た魔術か何かで意思の疎そ通つうをしているんだ。それが『一つの大きな意思』にまで複雑化されているかは分からないけど。でも、だとしたら同一脳波って縛しばりが必要ない分、ミサカネットワークより利便性は高くなってしまうぞ!!」

「なあ、なあ、なあ!!　アンタが色んな世界を見てきたのは分かる。だが俺にも分かる言葉で話してくれよ!!」

「つまり、どのサンジェルマンからぶつかっても同じなんだ！」

　上条は叫び返す。

「全すべてが中心で全てが末まつ端たん。一見するといくらでも首を挿すげ替えられる無限増ぞう殖しよく型がたに聞こえるけど、実際は多分そうじゃない。言ってしまえばみんな同じパソコンなんだ。どこからウィルスを流したってネットワーク全体が冒おかされる！　数に誤ご魔ま化かされず、徹底的に一体のみを集中攻撃するのが正解なんだよ!!」

「ウィルスって……具体的には何なんだそりゃ!?」

「大口叩たたいておいて何だが俺も門外漢」

　変に気負う事なく、上条は素直に答えた。

　もはや一人で戦う事にはこだわらない。使えるものは何でも使う。

　そういう道を選択した。

「だけどそういう魔術師への介かい入にゆうに滅めつ法ぽう詳しいシスターを知ってる。『魔ま神じん』の知識もついてりゃ完かん璧ぺきだろ。……そうだよ、そうそう。魔ま道どう書しよの『原典』ってのはそもそも人の脳を冒すものだからな。一〇万三〇〇〇冊も束ねているあいつなら、『そういうの』を口先一つで専門に組む事だってできるかもしれないんだ!!」

「また言葉が俺の常識から外れやがった……。とにかく藍花悦とサンジェルマンの待つ最下層まで行くって事だよな。もうそれ以外は何も考えねえぞ！」

「ああ」

　上条はゆっくりと息を吐はく。

　そして言う。

「……藍あい花はな悦えつは俺が何とかする。あいつにちょっかいを出せば、サンジェルマン達もこっちに注目するはずだ。さっき運搬着パワーリフターで正気に戻った藍花を回収してくれって言ったけど、あれはナシだ。それも含めて俺が担当する。だからその間にお前は重力爆ばく弾だんの方を何とかしてくれ。機械とかそういうの得意だろ。生あい憎にく、俺は完全な素人しろうとだ。役割を逆にしたら一〇〇％吹っ飛ばしちまう」

「まだ言ってんのかよ。藍花悦のリベンジに付き合う意味なんて……」

「残念だけどいちいち藍花悦を説得している時間がない。でもってどんな状況だろうがあいつを死なせる道理もない。それから人の心配をしている場合か？　アンタにだって腹をくくってもらうのは同じなんだぞ」

「……、」

「浜はま面づら？」

「……、済まねえ」

　何に対する謝罪なのか、上かみ条じようには一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　だが直後に運搬着パワーリフターの巨大な掌てのひらが迫せまった。そのまま少年の体が真後ろへ突き飛ばされる。

「がっ!!」

　背中から畳たたみ張ばりの床へ倒たおされて息を詰つまらせる上条だったが、すぐにそれどころではないと気づく。

　浜面はすでに広い居間の外へと踏ふみ出していた。

　直後に、部屋を区切っていた襖ふすまが勢い良く閉じる。襖と言っても和紙や木の枠わくでできたものとは違う。カーボン系の最さい先せん端たん素材を使い、拳けん銃じゆう弾だんくらいなら平気で受け止めるものだ。

「ちくしょう、何やってんだ！　浜面!?」

　慌あわてて起き上がり、襖に取りついたが、びくともしない。何かつっかえ棒のような細工をされているらしい。考えを改めて襖そのものを足の裏で蹴け飛とばしたが、やはりどうにもならなかった。

　向こうからくぐもった声が聞こえてくる。

『……やっぱり藍花達のリベンジは論が通ってねえ。作戦だろうが何だろうが、アンタが矢や面おもてに立つのは間違ってる』

「なあ!!　そんな事言ってる場合じゃないのは分かっているだろ!?」

『そうでもない』

　浜面はそう答えた。

『ハハッ、そうか。アンタはあの時「いなかった」んだから知らないのは当然かもな』

「？」

『なあ、フレンダ＝セイヴェルンが死んだ時、そこに立っていたヤツの名前を知っているか？』

「……、」

　まさか。

　上かみ条じよう当とう麻まの脳裏に嫌いやなものがよぎる。

　構わずに浜はま面づら仕し上あげはこう答えた。




『俺だよ。俺が間に合わなかったから、フレンダは死んじまったんだ』




　くそ、と上条は吐はき捨てた。

　自分で決めた方針が、自分以外の誰だれかの首を真ま綿わたで締しめていた。

　ようやくそんな事態に気づく。

『だから役割分担なら、俺が藍あい花はな悦えつのリベンジに付き合う方が筋は通ってる』

「おい、待てよ浜面……」

『藍花とサンジェルマン達は俺が引きつける。だからアンタは重力爆ばく弾だんを何とかしてくれ。自分一人でできねえなら、誰の知恵を借りたって良い。絶対に何とかしろ、分かったな？』

「待てよ!!　俺はアンタにそんな事をやらせるために作戦を立てた訳じゃない!!」

『ハッ』

　襖ふすまの奥の声が、小さくなる。

　いいや、遠ざかる。

『だったらさ、たまには庇われる側の気持ちになってみるのも悪くねえだろ』

　そこまでだった。

　今度こそ、完全に音源が消失する。

　高級マンションの一室から、運搬着パワーリフターに乗った浜面仕上が出て行ってしまう。魔ま術じゆつの盾たてを持つ藍花悦と、その周囲に侍はべる無数のサンジェルマン達の下へたった一人で向かうために。

「ちくしょう!!」

　後に残された上条は叫び、さらにカーボン素材でできた襖を二度、三度と蹴け飛とばすが、破れる雰ふん囲い気きはない。

　改めて部屋をぐるりと見回して使えるものはないか調べてみる。

　と、

「……待てよ」

　視線が一ヵ所でピタリと止まる。

『それ』は、部屋からの脱出に直接必要なものではない。だが誕生日プレゼントの箱の山の中から、上条は恐る恐る『それ』に手を伸ばす。

　根本的な思い違いをしていたのかもしれない。

　藍花悦に黙だまって殴なぐられる事だけが解決方法ではなかったのかもしれない。

　だとしたら、

「やらせるか……」

　上かみ条じようは居間から繫つながっている厨ちゆう房ぼうの方へ向かい、金持ちの豪ごう邸ていにあるような食事用のワゴンに目を留めた。重たい調度品をいくつか乗せて、電気ケーブルで縛しばりつけ、ワゴンの重量をさらに増す。

「藍あい花はなを死なせるのは論外だ。でもそのためにお前が死んでも意味はないんだよ、浜はま面づら！」

　居間へと戻る。

　カーボン素材でできた襖ふすまへ狙ねらいを定め、十分な助走をつけてワゴンを思い切り叩たたきつける。

　ガゴンッ!!　という轟ごう音おんと共に、破は城じよう槌ついでぶち抜かれたように襖が奥へ吹っ飛んだ。

　そのまま部屋を飛び出し、長い通路へ出る。

　すでに浜面の影はない。

　急いでエレベーターホールまで走り抜ける。相変わらず、ずらりと並ぶエレベーターの戸は一つだけぶち抜かれたままだった。

　藍花悦えつやサンジェルマンがいるのは最下層。一番奥。よほどひねった頭をしていない限り、浜面は運搬着パワーリフターを使ってここから一直線に降下していったはずだ。

　奈な落らくを覗のぞき込む。

　明かり一つないエレベーターシャフトは底が見えず、真っ黒な口のようになっていた。

　鋼はがねの剛ごう腕わんがあっても命の保障ができる環境ではない。

　まして、生身の四し肢しだけで降りるとなると……。

（こいつは命いのち懸がけだぞ……）

　上条はごくりと喉のどを鳴らしながらも、急いで上着を脱ぐ。警察犬の訓練のように手に巻き付けると、機械油でぬるぬるに滑すべるワイヤーを摑つかみ取る。

　胃袋の辺りから恐怖感がせり上がる。

　動物的な本能を無視して、上条当とう麻まは一気にエレベーターシャフトへ躍おどり出る。







　麦むぎ野の沈しず利りの『原子崩しメルトダウナー』の閃せん光こうが、階段の扉を丸ごと焼き切った。

　滝たき壺つぼや絹きぬ旗はたを伴ともないながら、第四位の少女は言い放つ。

「何だありゃ？　天てん井じよう近くのドーナツが例の重力装置か」

「……フレンダがこっそり手を加えていれば重力爆ばく弾だんですね。超どう思います？」

「あいつなら何だってアリだ。血まみれの手を石せつ鹼けんで洗ったらそのまんま笑顔でファンシーショップに出かけるようなヤツだったし、善悪論なんてあてにならない」

　ぼんやりと視線をさまよわせながら、滝壺理り后こうは質問した。

「どうするの？」

「そりゃもちろん」

　麦むぎ野のは簡単に応じる。

「とっとと問題解決して帰ろうぜ」







　三み毛け猫ねこを抱えたインデックスが、一五センチのオティヌスに誘ゆう導どうされる形で狭せまいダクトの中を這はいずり回っていた。

　ばこりと蓋ふたを開け、そして二人の少女達は無数のサンジェルマン達と、彼らの中心にいる一人の少年へ目をやった。

　より正確には、小さな手が摑つかんでいる黄金色の盾たてを。

「おい。分かるか、あれ」

「……クイーンアンの盾。剣の獲得の対ついとなるもう一つの伝説」

「だがそんなものは存在しないはずだ。かの王に双ふた子ごの妹など存在しない」

　そもそも今日知られる剣の伝説自体、西ヨーロッパの方々に散らばっていた騎き士しの物語を、騎士であり作家でもあった男が蒐しゆう集しゆうし、一つの道筋に整えたものだ。よって同じ伝説の中でも記述に多少のブレがあったり、中には道筋を整える過程で脇わきへ弾はじかれた情報もある。

　クイーンアンの存在はそうした弾かれた話の一つに過ぎない。

　そんなものがいたなんていう根こん拠きよはどこにもない。

　敢あえてその話が語られる原動力を調べれば、せいぜいが『いてくれた方が盛り上がるから』というくらいに過ぎない。王の伝説の中には途中でエクスカリバーを手放して他の剣を愛用してしまうような話もあるが、クイーンアンの存在はそれ以上の奇説だろう。古い文献を漁あさって草の根を分ければ名前くらいは出てくるだろうが、研究者の間ではAnneアンではなくAnアン、そして古い時代の英語ではAnはIfもしもの代わりに用いられていた事から『存在しないもしもの話』という暗あん喩ゆや冗じよう談だんを、大おお真ま面じ目めに記録蒐集する段階になって文字媒ばい体たいで人名化させてしまったのではないか、などと囁ささやかれるほどなのだ。

　その存在を示す証しよう拠ことなりかねないものが、剣の対となる何かが出てきた。

　だがインデックスは冷静にこう答えた。

「『論理の可逆』ってヤツなんじゃないのかな」

　誰だれもが頭の中でパッと思い浮かべる事ができ、現物を見せられれば『そう』だと判断できるのに、よくよく考えてみれば根拠となる伝承や神話があやふやな一品、というものがある。

　例えば、一夜にして海底に没した大西洋の大陸。

　例えば、幕府に仇あだ為なすとされた妖よう刀とう。

　例えば、恋人同士を繫つなぐとされる小指の赤い糸。

　あの本にあった、この人が言っていた。出典らしき出典は一応あるのだが、そこからさらにもう一歩深く探ってみると手がかりがぷっつりと途切れる。口伝を集めたために客観的な証しよう拠ことなる資料が残っていないのか、石板や壁画などの資料はあったが長い時の中で紛ふん失しつしたのか、あるいは資料を編へん纂さんする過程で執筆者の主観が混じり込んだのか。

　そして伝承だけが人々の口から口に渡り信しん憑ぴよう性せいだけが膨ふくれ上がっていった結果、いつしか実体を持たないままに深い歴史を抱えるようになってしまったモノ達。

　さながら、天国や地じ獄ごくと同じように、誰だれも目にした事がないのに誰もがイメージを共有できる存在にまで昇華したモノ達。

　論理の可逆。その一つ。

　クイーンアンの盾たて。

　インデックスもオティヌスも、『存在しない伝承』であるが故ゆえに一度も目まの当たりにした事がないはずなのに、一目見ただけで『そう』と判断できてしまう、究極の錯さつ覚かく。

「存在感だけを持つ存在に物質的な歴史を与えるのは簡単なんだよ。……自分の手で証しよう拠こを作れば良い。埋まい蔵ぞう金きん発掘のスポンサーを集めるために、古い時代の羊よう皮ひ紙しの上に新しく宝の地図を書いて見せびらかすのと同じように」

「つまり盾はサンジェルマンのお手製か。いかにも噓うそつきのやりそうな事だ」

「だけど、どれだけ紛まがい物であっても魔ま術じゆつは魔術。あれを学園都市の能力者が使ってしまったら……」

「副作用で全身がズタズタになる、か。それさえ織り込んで上かみ条じよう当とう麻まにぶつけようとしているのなら、目的は明白だな。敗者の死でヤツの心を裂さくのが狙ねらいか」







　藍あい花はな悦えつはゆっくりと目を細めて、黄金色の盾を引きずっていた。

　……思い出の中では、『誰か』が笑っていた。

　友人が消えてしまった後も、彼女の言葉を頼たよりにここまでやってきた。

　だけど、もうその詳細は見えない。

　少しずつ少しずつ、写真を火で炙あぶるように頭の中のビジョンが潰つぶれていく。

　フレンダ＝セイヴェルンの死。

　きっとその情報がもたらしたのは、彼女の死を確定させるに留とどまらなかったのだ。

　その瞬しゆん間かんに。

　藍花悦の心もまた、死んだのだ。

　だから、肉体だけが残った今の少年に、もはや痛みや恐怖に震ふるえる機能はない。

　ここで死ぬならそれでも良い。

　ここで生き残ったのなら死ぬまで何かと戦い続けよう。

　バゴン!!　と。

　強大な力でエレベーターの戸が吹き飛ばされる轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　奥からやってきたのは、上かみ条じよう当とう麻まではなかった。藍あい花はな悦えつにとっては予想外の人物だった。というか、知らない人間だった。厳密にはダイヤノイドの駐車場で一度顔を合わせているはずだが、すでに覚えていない。

　だから、低い声でこう尋たずねていた。

「呼んだのはあんたじゃない」

「フレンダ＝セイヴェルンを死なせちまった張本人だとしてもか？」

「……、」

　ミシリ、という軋きしんだ音が響ひびく。

　藍花悦の手の中で、黄金色の盾たての取っ手が音を立てていた。

　運搬着パワーリフターに乗ったままの浜はま面づら仕し上あげもまた、鋼はがねの剛ごう腕わんを使って左右の拳こぶしを打ち鳴らしながら、

「話は大体知ってる。だけど上条当麻にぶつかるのは筋が通らねえ。フレンダのリベンジを仕掛けたいなら、もっと相応ふさわしい人間がここにいるからな」

「あんた、あの子の何なんだ？」

「アイテム」

　浜面は端たん的てきに答えた。

「小さな小さな枠わく組ぐみだよ。そこで下したっ端ぱをやっていた。けどな、俺だって『アイテム』の一員だったんだ。それならフレンダのケツは持つ。これ以上、あいつの名前で誰だれかが死ぬんだとしたら、そいつを食い止めるのが俺の仕事だ」

　応じたのは藍花悦ではなく、周りにいたサンジェルマン達だった。

　だが無数の槍やり『シャンボール』が顔を出すより早く、藍花悦はこう告げた。

「良いよ、サンジェルマン」

「しかしだな、我わが王よ……」

「これはぼくの仕事だ。本当にそいつの言っている事が正しいなら、きっとぼくが戦う事に意味がある」

　その言葉を耳にしながら、浜面はわずかに口の端はしを緩ゆるめた。

　藍花悦と上条当麻が衝しよう突とつしない。自分の望んだシナリオにならない。それでサンジェルマンが微かすかに焦あせりを見せているのが良く分かった。

　そして浜面としても、

（……こんなので何かが満たされるとは限らねえ。牛丼食いたいヤツにラーメンを出しているのと同じで、気持ちの空腹感は残ったままになっちまうかもしれねえ）

　思い出す。

　かつて駒こま場ば利り徳とくというスキルアウト達のカリスマが死亡した直後、自分達の保身のために汚よごれ仕事を買って一般人の大人を殺害しようとした時の事を。

　想像力が一片も働かないままに、人殺しの道具を猿さるみたいに振り回していたあの頃ころを。

（けどさ、テメェはそれで知るんだよ。暴力の気持ち悪さってヤツに。人を刺して頭を割る時の、指先がぞわぞわする感じを。無む邪じや気きに武器を振るえるのは、それがどんなにおぞましい事かが分からねえからだ。だからそいつを教えてやるよ）

　世の中には、殺しの道具を持って気が大きくなる人間もいる。その破は壊かい力りよくに酔よいしれて、そのままのめり込んでしまうヤツだっている。

　だけどきっと、藍あい花はな悦えつはそうじゃない。

　何な故ぜならば、

（お前は知ってるもんな）

　そっと、心の中で呟つぶやく。

（フレンダ＝セイヴェルンが死んだ時に、人の死の理り不ふ尽じんを知っちまったもんな）

　藍花悦は『盾たて』を使うと副作用で全身を傷つけるらしい。ただ、そこまでは面めん倒どうを見るつもりもなかった。死ぬかもしれないのはお互たがい様だ。浜はま面づら仕し上あげは、上かみ条じよう当とう麻まほど博愛主義を極きわめていない。

　だから、

「来るなら来い」

　運搬着パワーリフターの両腕を格かく闘とう技ぎのように構えながら、浜面は告げた。

「いい加減、シルバークロースだの黒くろ夜よるだの、何度も何度も同じ事で蒸し返されるのは真っ平だ！　江戸時代の仇あだ討うちってのは、返り討ちにした時も無む罪ざい放ほう免めんになったらしいな。チャンスは一度、付き合ってやるのはそれだけだ!!　来い、藍花悦!!」

「分かったよ」

　ゴヅン!!　と。

　藍花悦は一度だけ、透とう明めいな床に黄金色の盾の下か端たんを叩たたきつける。

　告げる。

「ならあんたから殺してやる。あんたを殺した後に上条当麻も殺してやる。全すべてを狂わせたフィルタを取り除いた後に、実行犯も共犯者も一人一人炙あぶり出して殺してやる。あの子にできなかった事を、ぼくがやってみせる」

　一つ一つの言葉を放つたびに、自分の心に何かが突き刺さるのを、藍花悦は淡々と感じていた。そのたびに、ボロボロなりに残っていた過去の思い出がより一層崩くずれていく事も。

　復ふく讐しゆうとは、相手を傷つける行為ではなかった。

　自みずからの手を汚よごし、貶おとしめて、殺していく行為なのだと、ようやくその本質に気づいた。

　しかし、気づいていながら、もう藍花悦には止められなかった。

　だって、どうすれば良い？

　ずっと捜し続けていた友人はとっくの昔に殺されていて、救い出せる目め途どなんてどこにもなくて、泣き虫なら泣き虫なりに、それでも自分の大切な人達だけは見捨てたくなかったなんて都合の良い夢も粉々に砕くだかれた。

　なら、後はどうすれば良い？

　夢はない、希望が壊こわれ、理想は失われた。

　だからまた泣き虫みたいに背中を丸めて諦あきらめるのか。もう何もできないから仕方がないじゃないかと喚わめいて、それが現実的だから効率的だから合理的だからと指先一本動かさずにリセットするのか。フレンダ＝セイヴェルンという存在そのものを、ゴミ箱にでも放ほうり捨てて明日に進めと？

　嫌いやだ。

　そんなのは絶対に嫌だ。

　できる事はない、それでも友人を捨てたくない。未練がましくても良い、恩着せがましくても構わない。彼女のために何かがしたい、そう思える行動を続けたい。現実的でなくとも効率的でなくとも合理的でなくとも問題ない。ゴミ箱なんかに入れたくない。忘れて前に進みたくない。

　だから、心を殺せ。

　贅ぜい肉にくを全すべて削そぎ落とし、やがては骨格だけになってでも。

　報復を遂とげる装置となれ。

「まずは、あんたからだ」

　黄金色の盾たてを構えながら、藍あい花はな悦えつは告げた。

　徐々に己の体温が下がっていくのを感じながら、続けて言い放つ。

「あんたがあの子の死にどう関かかわったか。それはすり潰つぶしながら聞いてやる」

　視線がかち合う。

　相手が誰だれだろうが、上かみ条じよう当とう麻まや麦むぎ野の沈しず利りではなかろうが、そんな前提はすでに吹き飛んだ。

　克服した訳ではないだろう。

　結局、藍花悦は藍花悦。偽ぎ造ぞう学生ＩＤ証に頼たよって背伸びをするだけの無ぶ様ざまな出来損ない。

　だからこれは対極。

　あまりにもマイナスを抱え過ぎて、感覚が麻ま痺ひしてしまっただけの話。

　そして、それでも構わない。

　一矢を報むくいる事ができれば。

　盾を起動して浜はま面づら仕し上あげを殺害できれば一〇〇点。だがたとえ起動できずに終わっても、藍花悦自身の手で殴なぐり倒たおして息の根を止めてみせる。その過程でこちらの腕が折れても目を潰されても知った事か。最悪なのは、何事もなく素通りされて屍しかばねを積み上げられる事だけだ。それさえ乗り越えられれば、もう何でも良い。

　復ふく讐しゆうとは、敵対者ではなく自みずからの血肉を削ぐ行為。

　敵を通して己を殺す。それこそが本質なのだから。

（ああ……）

　そこまで考えて、藍あい花はな悦えつはゆっくりと自分の真相を覗のぞき込んだ気分になった。

（結局、サンジェルマンの言葉なんてどうでも良かった訳か。この盾たてが本物かどうか、自分が特別な人間だったかどうかなんて、関係のない話だったのか）

　散り散りになった思考が、一点へと集約していくのが分かる。

　明確な目的でありながら、どこにも辿たどり着けない行き止まりの方向性。

（ぼくは、もう耐たえられなかったのかな。友人のいないこの世界に）

　だから、立ち去りたかった。

　ここではないどこかへ消えてしまいたかった。

　糸を切った風船のように。

　ただし。

（どんな形であれ、爪つめ痕あとを残してやる）

　ゴォ!!　と。

　肩で風を切り、自みずからの足で歩いて、藍花悦は浜はま面づら仕し上あげの下へと真正面から歩み寄る。

　わざわざ自分から、特とく殊しゆ重機の運搬着パワーリフターの射程へと踏ふみ込んでいく。

（せめてあの子のために、あの子が望んでいる事を何か一つでも!!　あいつの身に刻み付けてやるッッッ!!!!!!）

　これは前ぜん哨しよう戦せん。そして一度転がり落ちれば、もう絶対にブレーキを掛ける事はできない、導火線に火を放つ行為。

　ガラスのように無機質に光を返す瞳ひとみを向け、藍花悦は最後の引き金を引こうとする。

　その一いつ瞬しゆん前まえの出来事だった。







　上かみ条じよう当とう麻まはエレベーターシャフトから破れた戸を潜くぐり、最下層フロアに等とう間かん隔かくで並ぶ柱の一つへ身を寄せていた。

　藍花悦は運搬着パワーリフターを纏まとう浜面仕上の正面に立っている。

　手にしているのは黄金色の巨大な盾。

　さらに藍花の背後には大量のサンジェルマンが控えている。

　もう止められないのか。

　煽あおられるだけ煽られた復ふく讐しゆう心しんは、流血なくして止める事はできないのか。

（いいや）

　上条は静かに結論した。

（止まるさ。あいつが本当に友達のためを想おもって動いているならな）

　手の中にはたった一つの切り札。

　仮に藍あい花はな悦えつが正気に戻れば、その時こそサンジェルマンの人形劇は幕を下ろす。計画を潰つぶされたサンジェルマン達は間違いなく藍花悦を処分しようとするだろう。そうなった時、幻想殺しイマジンブレイカー一つで全方位攻こう撃げきを凌しのげるとも思えない。

（だからお前が必要なんだ）

　上かみ条じようは柱の陰から、運搬着パワーリフターを操る浜はま面づらの背中を見み据すえる。

（まだ死ぬなよ、みんなで笑ってここから帰るために!!）

　視線の集中を確認してから、上条は柱から柱へと渡っていく。

　少しずつ、騒そう乱らんの中心へと距きよ離りを詰つめていく。サンジェルマンの数は五〇人以上に膨ふくれ上がっているが、あくまでも使っているのは人間の五感だ。背中に目がついている訳ではないし、マイクロ波や超音波で全周走査をする訳でもない。

　今はサンジェルマン全員が藍花悦の動きを目で追い駆けているため、よほど派手な動きをしない限りは見つかる事もない。

（……俺は本当の復ふく讐しゆう者しやを知ってるよ、藍花悦）

　心の中でそう呟つぶやく。

　出会ったのは吹雪ふぶきに覆おおわれたバゲージシティ。木き原はら加か群ぐんとベルシ。二つの名前を使って敵も味方も全すべてを吞のみ込み、完かん璧ぺきな形で己の復讐を遂とげて世を去ったあの男。

　幸せだったかと当人に尋たずねれば、一〇〇・〇％満足だったと応じるだろう。

　だがそれを傍はたで見ている上条が肯こう定ていできるかと問われれば、答えはまた変わってくる。

　たとえ、あれが世界で最も正しい選択だったとしても。

　当事者達の全員が納なつ得とくして、今さら蒸し返す行為の全てが蛇だ足そくだったとしても。

　それでも、思う。

　自分には、あの道を進む事はできないと。

　同じように落ちていく者を見かけたら、背中を押すのではなく手を摑つかんでしまうと。

（お前をそんな風にはさせない）

　至近。

　外周のサンジェルマンから数メートルのラインまで忍び寄り、上条は静かにそう思う。

　己の負うリスクを無視してでも、肉にく薄はくするべき理由がある。

（復讐心は、凝こり固まる前なら取り除く目め途どがあるんだ。一番怖いのは、激情を超えてそれが常態化した、静かな燃焼にシフトした後。復讐心がないと落ち着かなくなるような状態なんだ）

　手の中にあるものを確認する。

　六〇億人なり七〇億人なりには何の意味もないもの。

　だけど、この場においてはおそらく世界で最も重たい最後の鍵かぎ。

（だから、お前をそんな風にはさせない）

　奥歯を嚙かみ締しめ。

　死と隣となり合わせの道を進み。

（復ふく讐しゆうを、お前の言い訳になんかさせない。余計なお世話でも何でも良い、こんなのは俺のわがままでしかないのも分かってる。それでも、それでもお前が思う世界で一番大切だったものを、血みどろの手の免めん罪ざい符ふなんかに貶おとしめさせない!!　だから思い出せ、藍あい花はな悦えつ。お前がそう名乗る前に抱いだいていた、一番最初の想おもいを!!）

　そうして。

　上かみ条じよう当とう麻まは最後の行動に打って出る。







　ざざっ!!　と。

　床を滑すべる何かがあった。

　周囲のサンジェルマンが気づいて『シャンボール』の鋭するどい先せん端たんでズタズタに裂さく前に、藍花悦が片手で動きを制した。

　少年は、それを見た。

　資産価値はどれだけ高く見積もっても、一〇〇〇円紙し幣へい三枚分もないだろう。

　しかし。

　藍花悦には、青い惑星全すべてと天てん秤びんにかけても見過ごす事のできないものだった。

　……それは、薄うすい緑色の包装紙に赤いリボンでラッピングされた、一辺一〇センチ程度の立方体だった。

　上面で十字に交差するリボンには一枚のメッセージカードが挟はさんであり、安物の電子オルゴールでも仕込んであるのか、単調なバースデーソングのメロディーが鳴り響ひびいていた。

　おそらくメッセージサービスの一いつ環かんだろう。

　そうしたメロディーとは別に、贈り主らしき人物の肉声が流れ出る。

　ある少女の声が。




『ハッピーバースデーッ!!　へい、へい、へい。結局、この私から加か納のうちゃんへサプライズプレゼントな訳よ!!』




「……、」

　藍花悦。

　いいや、そう名乗り続ける事しかできなかった少年の脳裏で。

　古い写真を炙あぶるようにズタズタにされていた何かが、その一言を皮切りに再びジワリと復元されていくような気がした。

　そんな事に、何の意味もなかったのかもしれない。

　すでに少女が死亡した事実は何も変わらず、前提条件は一つも覆くつがえらず、古びた思い出に浸ひたるなど妄もう想そう相手にベッドの中で悶もだえる行為と違いなんてないのかもしれない。

　だけど。

　それでも。




『にひひ。アンタ自分の誕生日を自分で忘れているようなヤツっしょ？　だーけーどー、このフレンダさんのコミュ力なめんな！　アンタが今欲しいものなんぞとっくの昔にリサーチしてある！　さあさあ箱を開けて、驚きよう異いの的中率に恐れおののくが良い。がっはっはーっ!!』




　復ふく讐しゆうとは相手を傷つけるためではなく、そうする事で自みずからの贅ぜい肉にくを削そぎ落とす行為だと、藍あい花はな悦えつは定義を見み出いだした。

　その贅肉が、余計な錘おもりとなって次々に復讐者の心を縛しばり付けていく。

　少年を、報復装置からただの人間へと引き摺ずり下ろさんとするように。

　止まる。

　沈む。

　溺おぼれる。

　すでに完全に失われたはずの温かいものが、強引に意識の中をリバースして装置の歯車に目め詰づまりを起こしていく。歯車を一つ一つ破は壊かいし、ボロボロに崩くずしていく。

　エピソードは復元される。

　まだ自分が学園都市第六位、藍花悦を名乗る前。

　何者だったのかを思い出す。




『結局アンタは自分を卑ひ下げして泣き虫だ何だ言っているけど、そんなので終わる訳ないじゃん。私は別に博愛主義者じゃないよ？　六〇億人仲良くやっていきましょうなんて考えてないよ？　この私が、このフレンダ様が選んで認めて友達やってんだ！　それだけで胸を張って誇ほこりに思えっつーの!!』




　時間が止まっていた。

　藍花悦の動きが止まっていた。

　小さな少年の心へ直接、何かが打ち込まれた。

　知ったような口振りで適当に世界を語るサンジェルマンとは違う。

　正しよう真しん正しよう銘めい。

　それは藍花悦がずっとずっと追い求めてきた、友人の言葉だ。




『アンタの泣き虫は、言い換えればどんな理り不ふ尽じんを前にしても絶対に道を踏ふみ外さない、常識のセーフティって訳じゃない。それはきっと私にはない何か。だから私は、私が到とう達たつできなかったものを持っているアンタを尊敬するわ！　本当に、本当の本当に、呆あきれるくらい簡単に悪あつ鬼きとなる連中が多い中、アンタの強さは絶対にそれを認めないんだからさ。だから、誇ほこれ。結局、泣いて全てを許せる強さを持った自分を誇って良いのよ、アンタは!!』




「ああ……」

　ガラン、という重たい音が響ひびいた。

　少年の手から、黄金色の盾たてが離はなれて床へ倒たおれた音だった。

『アンの盾』などもういらない。

　二本の足で大地に立つのに、伝説へすがる必要はどこにもない。

　自由になった両手を使い、束つかの間ま、自分の顔を覆おおって。

　少年はこう言った。

「……思い出したよ、サンジェルマン」

　自分は学園都市で七人しかいない超レ能ベ力ル者５じゃない。

　かつて剣が誰だれかを選んだとして、自分は同じように重厚な伝説を形作る誰かじゃない。

　でも。

　だからどうした。

　少年は少年として、一個の生命としてこの世界に生まれてきた。他の何者にも真ま似ねのできない、代わりも利きかない、たとえちっぽけでもただ一つしかない世界の歯車として。それを笑って祝ってくれる人がいた。彼女が自分の存在を証明してくれた。

　たった一つの個性。

　それは別に安易な逃げ道にはならないだろう。すでに偉業なり伝説なり、あらかじめ先人が構築した道をなぞって山頂を目指すだけの一等賞と違い、ゼロから己の道を開拓しなければならない以上、己が個性を極きわめる行為はただ漠然と出来合いのてっぺんを目指すよりも、よほど困難で苦痛を伴ともなう道なのだろう。

「おれは思い出したよ、サンジェルマン。加か納のう神しん華かっていう、おれの名前を」

　それでも、少年は傍かたわらの悪あく魔まへ言い放った。

　惨みじめでも、無ぶ様ざまでも、みっともなくても、恥はずかしくても、何でも構わない。

　安易に追従する道と決別し、己一人で世界へ立ち向かうと。

　サンジェルマンの誘ゆう惑わくを言い訳にしない。フレンダ＝セイヴェルンの死を免めん罪ざい符ふにしない。正体不明の第六位や、いもしないクイーンアンの威い光こうになど頼たよらない。

　自分の足で立つ。

　その頭でもって、もう一度、本当にやりたかった事を思い出す。

　それは。

　少なくとも、黙もくして語らぬ友人の想おもいを勝手に捏ねつ造ぞうし、自じ儘ままな復ふく讐しゆうの薪たきぎとして炎の中にくべてしまう行為ではなかったはずだ。

『何か』を隠かくし続けてきたフレンダ＝セイヴェルンが、血みどろグチャグチャの取り返しのつかない道へ少年を誘さそい込もうなどと、そんな風には考えないはずだ。陽ひの当たる世界。そこへ少年が留とどまり続ける事を望んでの演技だとしたら。泣いて全すべてを許せる強さを持った誰だれか。フレンダが少年をそういう風に定義していたとしたら……。

　だとしたら。

　少年の取るべき道は。

　陽の当たる世界の住人として、できる事は。

「だからサンジェルマン、おれには今、本当の敵が見える。これは誰のためでも、誰のせいでもない。おれは!!　あの子の死を利用して、踏ふみにじった！　殺しの道具として、噓の材料として使い倒たおした!!　あんたを認めはしない!!」

　対して。

　サンジェルマンの反応は迅じん速そくだった。

　ゴドン!!　という爆ばく音おんが炸さく裂れつした。床の上に置かれたままの誕生日プレゼントが、真下から勢い良く『シャンボール』に貫つらぬかれたのだ。

　包装紙とリボンが破け、箱自体もズタズタに引き裂さかれた。

　しかし少年の顔色に変化はない。ただその小さな手を真上に掲かかげる。

　落ちてきたのは安物の懐かい中ちゆう時計。

　銀色の精密器具を掌てのひらで摑つかみ、さらにひらりと舞ったメッセージカードを人差し指と中指で挟はさむ。

　ハッピーバースデー、加か納のう神しん華か。

　もう命を持たない少女からもたらされた一枚。命の祝福、存在の肯こう定てい。その証あかしを刃物のように携たずさえながら、少年は言い放つ。




「どういたしまして、フレンダ」




　古い皮を脱ぎ捨てて、『藍あい花はな悦えつ』の仮面が粉々に砕くだける。

　少年は、男になる。

　加納神華。

　他の何者でもなくなったその男は、祝福された命や名前を決して無む駄だにはしない。その身一つで世界に抗あらがうべく、真の敵と向かい合う。







　その瞬しゆん間かん。

　上かみ条じよう当とう麻まは、身を屈かがめたまま小さく笑った。

　その瞬間。

　浜はま面づら仕し上あげは、運搬着パワーリフターに乗ったままわずかに息を吐はいた。

　共に思っていたのは同じ事。

「「仕方ねえな」」

　別に古くからの知り合いではない。

　世界中に溢あふれる有う象ぞう無む象ぞうの六〇億人の誰だれかでしかない。

　でも、少年達は知ってしまった。

　藍あい花はな悦えつ、いいや、その呪じゆ縛ばくを超えて加か納のう神しん華かと名乗るに至ったあの男。

　ここで死なせてしまうには、あまりにも惜おしいと。

　だから。




　死地へ飛び込むだけの価値は見つけた。

　だんっっっ!!!!!!　と、躊ちゆう躇ちよなくサンジェルマンの群れへと躍おどりかかる。




　まさに今。

　人形劇がご破算となり、全方位から無数の槍やり『シャンボール』を放って加納神華を撃げき滅めつ、処分しようとサンジェルマン達が動き出した瞬間の出来事だった。

　上条と浜面が同時に割り込み、幻想殺しイマジンブレイカーと運搬着パワーリフターの剛ごう腕わんでもって、強引に一面の槍の雨を切り崩くずしていく。わずかな隙すき間まに加納神華を摑つかんで引き入れ、そのまま上条が押し倒たおす。

　ゴッ!!　と、直後に凄すさまじい閃せん光こうが迸ほとばしった。

　第四位の『原子崩しメルトダウナー』。

　ただしその狙いが『シャンボール』とは別にあった事に気づいて、浜面は慌あわてて目を剝むいた。

「テメェ麦むぎ野の!!　何で加納のヤツを殺すラインに立ってんだ!?」

「え？　だってほら、そいつの決意とか心変わりとか私には関かかわりのない話だし。敵の側についているみたいだから手心を加える理由の方に心当たりがないんだし」

「あるよ!!　関係あるよおおおおおお!!　あまり大きな声で言えた事じゃねえが全ての元げん凶きようはテメェがやった事でしょうがよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　全力の叫びを聞きながらも、麦野はわずかに息を吐いただけだった。

　裏うら稼か業ぎように身を置く彼女は、この辺りをかなりドライに割り切っている。敵か味方か分からない、レッドかグリーンか判断できないイエロー扱あつかいはとりあえず無力化する。例えば壁越しの反応、催さい眠みん状態の民間人、そして何者かに憎ぞう悪おを煽あおられた仇あだ討うち騒そう動どう。味方として確定していない存在は程度の差こそあれ全すべて撃げき破は対象として捉とらえるのもまた、ある種プロの鉄則でもあった。

「で」

　ブゥン、と新たな光球を虚こ空くうから生み出し、麦むぎ野の沈しず利りはサンジェルマンを見み据すえる。

「アンタはずぶずぶのまっかっかって事で構わねえんだよな。クソ野郎さん？」

　別の方向でも動きがあった。

「とうま!!」

「ああもう、どいつもこいつも前へ出たがりばっかりですか!?」

　白地に金きん刺し繡しゆうの修道服を纏まとうシスター、インデックスと、ＰＤＷを手に彼女を護衛するように立つ金髪のショートヘアの女性、ステファニー。

　さらにインデックスの肩には一五センチのオティヌスが、ステファニーの陰にはピンクのジャージの少女、滝たき壺つぼ理り后こうが佇たたずんでいる。

　上かみ条じよう当とう麻まは何も言わない。浜はま面づら仕し上あげも口を挟はさまない。

　少年の為なすべき事はすでに、その胸の中で生じている。

　だから、任せた。

　再び起き上がった加か納のう神しん華かは、左右に二人のヒーローを従える格好でこう宣言した。

「返してもらうぞ、サンジェルマン」

　ある種、存在そのものが伝説となった怪物に向けて。

　それと真っ向から対たい峙じのできる一個の独立した存在として。

　ヒーロー。

　加納神華は宣言する。




「あんたが踏ふみにじったおれの友達の尊厳を！　ここで一つ残らず返してもらう!!」

















行間　三









　そのゴールデンレトリバーは、全部で二三ある学区の一つ一つに己の武器庫を備えていた。

　木き原はら脳のう幹かんが足を運んだのは第二三学区。

　学校の体育館よりはるかに大きい、航空機用の整備場。扉が開くというより壁が動くようなイメージで出入口がゆっくり左右に開放されていくと、内部の照明が自動的に点灯していく。

　いくつもの射出用コンテナと、それを牽けん引いんするための大型トレーラーで空間が埋うまっていた。

　ここは脳幹にとってのウォークインクローゼットだ。ＴＰＯに応じて衣装を選び、最適のコーディネートで晩ばん餐さん会かいに臨む。礼節の代わりに銃じゆう弾だんを、作法の代わりに砲ほう弾だんを、親愛の代わりにレーザービームを、風ふ情ぜいの代わりに液体窒ちつ素そを、敬意の代わりに殺人マイクロ波を振る舞う形で、だ。

　ゴールデンレトリバーの目的は、物理法則により安定した世界に対するイレギュラー、その撃げき滅めつ。

　具体的には魔ま術じゆつ。

　そして目下最大の仮想敵はと言えば……、

『「魔ま神じん」達が動き出した、か』

　呟つぶやく。

　とはいえ、木原脳幹は特段、魔術師や彼らが行き着く究極の形としての『魔神』に恨うらみを抱いだいている訳ではない。大切なものを奪うばわれたとか何とか、そういうヒロイックなエピソードを持っている訳でもない。

　ただ、木原脳幹は知っていた。

　所しよ詮せんは犬の身に過ぎない自分を『こう』した……言ってみれば、『木原』の始祖達とでも呼ぶべき者達を。

　そもそも、『木原』という区分自体、明確に生じてから一〇〇年も経たっていない。それまでも似たような概がい念ねんは草の根のように広がっていたのだろうが、『木原』という形で集束されたのはつい最近の事だ。

　学園都市ができた事自体、古い戦争からの復興のどさくさに紛まぎれて渡航してきたあの『人間』が為なしたのだから、その学園都市から生じた『木原』という概念の発生もまた近世の事だというのは想像に難かたくないだろう。

　歴史年表の中の数字の話ではない。

　始祖たる七名は、当たり前のように笑って当たり前のように哀かなしむ、ただの人でしかなかった。

　そして当時はまだ『木き原はら』とはどういうものか分かっていなかったため、最も苦悩していたのは当人達だっただろう。完全に狂った、イカれた、そう絶望しながらも科学の道を邁まい進しんする己を止められない。そんな人達だった。

　ゴールデンレトリバーに知性の引き金を与えた誰だれかも、この頭を撫なでながら、いつもいつも人の言葉で謝っていたような気がする。

　常識人としての理性で苦しみながら、研究者としては実験成功の報を受けて喜んでしまう。そんな複雑でグチャグチャな表情を浮かべていた人達だった。




『もしも世の中の全すべてが科学の公式だけで説明できるようになったら、きっと世界には諦てい観かんと絶望しかなくなるだろう。それは机上の空論だったラプラスの悪あく魔まを顕けん現げんさせるに等しい行いなんだから』




　ああ、それでも。

　頭を撫でるその手には、完成された『木原』にはない柔らかさがあったか。




『だけどそれは同時に、世の理り不ふ尽じんが人を殺す機会を永遠に奪うばう、優しい世界の到とう来らいをも意味している。さて、本当はどっちが正しいんだろうね』




　始祖達はもういない。

　彼らは己の身でもって『木原』という存在がどういうものかを定義づけ、それを誰でも分かる形にまとめたところで世界から去った。その必死の抵抗が、日々狂いながらも人の知性でもって世の理不尽と戦い続けた結果が、今日の完成された『木原』達へと繫つながった。

　だから、木原脳のう幹かんは魔ま術じゆつサイドに格別な恨うらみがある訳ではない。

　だから、ゴールデンレトリバーは始祖達が願ったソリッドだが優しい世界にも興味はない。

『心配はいらない』

　科学知識では天国の存在は証明できないけれど。

　物理法則では死者の魂こん魄ぱくの重量は計測できないけれど。

　それでも、呟つぶやくように大型犬は言い放った。

『たとえ貴女あなたがこの世を去っても、貴女が遺のこした「木原」はここにいる』

　ゴールデンレトリバーが頭の中で命令を飛ばすと、射出用コンテナを搭とう載さいした無数の大型トレーラーが、一斉にイグニッションの産うぶ声ごえを上げる。ヘッドライトの嵐あらしが景色の全てを埋うめ尽つくす。

　鋼はがねの塊かたまり。

　対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメント、その外装の群れを従えて、木き原はら脳のう幹かんは振り返る。

　外に広がる無限の闇やみを見み据すえ、多くの光を携たずさえながら彼は心の中でこう思う。




　ただひたすらに『木原』らしくあれ。

　願いを込めて、この犬畜ちく生しようを心持つ一個の存在へと昇華させてくれた人達のために。








第四章　ただ一つ突き抜ける　Hand_Made_ROUTE.









　　　　１




　ガラスのように透とう明めいな床が一面数センチほど浮かんだ広大なフロア。

　等とう間かん隔かくで並ぶ柱のさらに上には、ドーナツ状の巨大な精密機械。

　グラビトン式人工重力制御装置。

　手を加えた今は、重力爆ばく弾だんとでも呼ぶべき何か。

　圧あつ迫ぱくする星空のような何かに覆おおい被かぶされたまま。

「……、」

　ざり!!　と、サンジェルマンの群れが海のように割れた。

　布ふ陣じんが変わる。

　ウェーブがかった長い金髪に色白の肌。フレンダ＝セイヴェルンにわざと雰ふん囲い気きを似せた女性、おそらくは対加か納のう神しん華か用に選択された個体。燕えん尾び服ふくと言ってもほとんど手品師のようで、バニースーツとジャケットを組み合わせたような格好に近い。

　そんな女性が、全すべての中心に立つ。ダイヤを熱するように狂きよう騒そうが伝でん播ぱしていく。

　足元から捻ねじれた槍やりを取り出すと、それを片手で摑つかみ取る。

「多少の個が集つどった程度で、強固な結けつ晶しよう構造である私を打だ倒とうできるとでも？」

　あくまでも、金髪のサンジェルマンは笑って言う。

「少々勘かん違ちがいをしているのではないかね。何しろ私は魔ま術じゆつ師しでも『魔ま神じん』でもない、それらに肩を並べる第三の分類。絶ぜつ滅めつを望むのであれば、魔術師や『魔神』といったカテゴリ全体を葬ほうむるだけの火力がいる。諸君は自みずからが一ヵ所に集つどい、一いち網もう打だ尽じんにされる道を選んだに過ぎん」

「御ご託たくは良い」

　吐はき捨てるように、加納神華は言い放った。

　ザラリとセミロングの髪を揺ゆらし。

　怪物と対等の位置から、少年は宣告する。

「来るなら来い。それとも、手袋でも投げられなくちゃケンカの一つもできないのか？」

「……、」

　サンジェルマンはわずかに沈ちん黙もくした。笑みの形のまま、そっと息を吐いた。

　直後の出来事だった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　恐るべき勢いで、三六〇度全周から五〇〇〇以上の『シャンボール』が殺さつ到とうした。




　一人ではどうしようもなかったかもしれない。

　ただ数に押し流されて、みっちりと隙すき間まなく串くし刺ざしにされていたかもしれない。

　だが。

　上かみ条じよう当とう麻まの幻想殺しイマジンブレイカーが動いた。浜はま面づら仕し上あげの運搬着パワーリフターが動いた。麦むぎ野の沈しず利りの原子崩しメルトダウナーが動いた。絹きぬ旗はた最さい愛あいの窒素装甲オフエンスアーマーが動いた。

　ガラスが割れるというより、宝石の柱が折れるような音が響ひびき渡る。

　たとえ何百何千同時攻こう撃げきがこようが、サンジェルマンの狙ねらいが一点であれば怖くない。加か納のう神しん華か。少年一人を全員で取り囲んで迎撃の構えを取れば、集約される槍やりの束たばへまとめて接触できる。そして破は壊かいできる。

　その命を守るには、前後左右に四人もいれば十分だ。

　それぞれが規格外の力を有しているのであれば。

「どうしたサンジェルマン」

　上条は告げる。

「いい加減アンタの手の内は見み飽あきたぞ。強力だけどワンパターンしかない猛もう威いなら、そろそろ見納めにさせてもらっても構わないか？」

「いいや、しち面めん倒どう臭くせえ」

　と、麦野が割り込むように言う。

　その掌てのひらを、金髪のサンジェルマンへと突き付ける。

「ようは、死なない程度に削けずり取りゃ良い話だろ。なあに、学園都市の技術は優秀だ。そいつは私のボディが証明してる。手足の二、三本吹っ飛んだって何事もなく人生くらい送れるさ!!」

　カッ!!　と凄すさまじい閃せん光こうが迸ほとばしった。

　金髪のサンジェルマンは小さく笑っただけだった。

　全力で回かい避ひに移る事も、身をすくめる事さえしなかった。

　ただ、手にした槍をくるりと回した。

　閃光が間違いなく直撃する。

　しかし、

「なっ!?」

「それほど不思議な事かね。すでに一度見た攻撃に過ぎん」

　サンジェルマンは笑う。

　受け止めていた。

『シャンボール』の上じよう端たん近くで。まるでピッチングマシンで飛んできた白球を受け止めるくらいの気軽さで。

「諸君らが槍やりと呼んでいたものは『シャンボール』、そしてその『根』に過ぎん。そもそもこの名は私が使っていた実験室のそれでね。つまる所、研究テーマを追求するのに必要な器具を全すべて備えている。其それは他者から水と栄養を奪うばう尖せん兵ぺいでありながら、しかし同時に土中にあって保護されなければ自己の維持すら困難とする脆ぜい弱じやくな指先なり、といった感じかな」

　くるん、と槍が回る。

　オレンジ色に赤熱した一点が軌き道どうをなぞり、光の輪を描き出す。

「だが哀かなしいかな、『根』は複数を絡からめればその強度を増す事もできる。まして元来からして外気、外敵に晒さらされ続ける『枝』や『幹』ともなれば耐たい久きゆう性せいは文字通り、桁けたが変わるのだよ」

「『根』……？」

　運搬着パワーリフターに収まる浜はま面づらが、不ふ穏おんな響ひびきを反はん芻すうしていた。

『アネリ』が一つ一つの単語を登録し、赤いラインで関連付けていく。

「それに、『枝』、『幹』だって？　テメェ、一体何を言っ……」

「ダイヤを操るとは、炭素を操るとは、有機物を操るとは、いわば生命の暗あん喩ゆに過ぎん」

　光の輪は軸を失い、数字の８を横に倒たおしたような、無限大にも似た形へ切り替えられる。

　その穂ほ先さきが、ビタリと真正面へ突き付けられる。

「そして植物と動物の違いを知っているか、不出来な少年よ。いくつか特徴があるが、中でも有名なのが細胞膜と細胞壁の違いだ。植物細胞は皮ひ膚ふ、骨格、血管など生命維持に必要な機能を一つの細胞でオールマイティに賄まかなおうとした結果、自みずからの意思で体を動かす事すら困難な進化を遂とげてしまった訳だ。運命の皮肉と笑うしかないが、しかしこれは同時に面おも白しろい推測へも繫つながっていく」

　ぞわり、と。

　得え体たいのしれない感覚が絹きぬ旗はたの背せ筋すじを駆け上がる。

「例えば植物細胞を一度完全に分解して、皮膚、骨格、血管、筋肉……各おの々おのの機能を細分化したら？　それらを再び統合し、最適化を促うながしたら？　さあ、どんな系統樹が生まれると思うね。動物の細胞膜と植物の細胞壁では、紛まぎれもなく植物の方が硬い。植物質で作ったケモノは、動物質のそれより強きよう靭じんなものとなる。そうは考えられないかね？」

　それ以上は待たなかった。

　麦むぎ野の沈しず利りは第四位の閃せん光こうを、立て続けに金髪のサンジェルマンへと叩たたき込んでいく。

　だが、悲鳴も絶叫もなかった。

　広大な平面の中、サンジェルマンの真横にある柱が、不自然に盛り上がっていた。

　何かが盾たてになっていた。

　蒸気機関から圧力を逃がすような咆ほう哮こうが溢あふれる。ズズンッ!!　とダイヤノイドの床を揺ゆらしてゆっくりと形を露あらわにした巨虫。全高は末まつ端たんまで含めれば二メートル弱、全長に至っては四メートル以上。全体のシルエットだけを考えれば、それはとびきり太い尾を反らせた蠍さそりのように見える。

　ただし脚の代わりに複雑に絡からみ合う樹木の根を、顎あごの代わりにうっすらと赤みがかった白色の花弁を、両の大おお鋏ばさみの代わりに食虫植物の捕食囊のうを備えた捕食者が存在すればの話だが。

　いっそハナカマキリにも似た、動物質と植物質の混こん淆こう生物。

　大きく反らした尾の先せん端たんには、毒針の代わりに燕えん尾び服ふくを纏まとう男の上半身が生えていた。いわずもがな、有う象ぞう無む象ぞうのサンジェルマンの一人だ。であれば、あれは浜はま面づらの纏う運搬着パワーリフターをさらに異形化させたものなのか。

　一いつ瞬しゆん。

『アネリ』が過か酷こくな使用に耐たえきれずに深刻なエラーでも起こしたのかと、浜面は思った。

　分析結果から得られた推定筋力は、それくらいケタが外れていた。

（な、ん……っ）

　あちこちを『原子崩しメルトダウナー』の影えい響きようでオレンジ色に赤熱させながらも、なおシルエットを崩くずさずに無数の脚でガリガリと地面を削けずるようにしている花の蠍へと、金髪のサンジェルマンは槍やりの形をした『シャンボール』を指揮棒代わりに突き付けながら囁ささやいた。




「教えてやろう。有機と炭素と生命の三さん位みを統すべる秘法、その真しん髄ずいを」




　ドッッッ!!!!!!　と、四メートルを超える花の蠍が砲ほう弾だんのような勢いで突っ込んできた。太い尾から伸びる男のサンジェルマンが太い音を立てて自みずからの体を振り回す。

「お」

　浜面の全身に本能的な悪お寒かんが走る。

　一瞬全すべてを『アネリ』へ投げてしまいそうになる自分を抑えつけ、二本の有線操そう縦じゆう桿かんを摑つかみ直す。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　まず最初に、遠えん距きよ離りからの麦むぎ野のの『原子崩しメルトダウナー』が一いつ気き呵か成せいに襲おそいかかった。

　それでも勢いが衰おとろえず、浜面が鋼はがねの両腕を前へ突き出して強引に蠍の大鋏を抑えにかかる。

　ガリガリガリ!!　という嫌いやな音が響ひびき、運搬着パワーリフターが一気に後ろへ滑すべっていく。蠍サソリに、というより重機に押し潰つぶされないようにするため、インデックスや滝たき壺つぼは横合いへと退たい避ひしていく。

　さらに絹きぬ旗はた最さい愛あいが『窒素装甲オフエンスアーマー』を纏って突撃し、最後に上かみ条じようがトラバサミのように獰どう猛もうな巨花の顎あごを右手で思い切り殴なぐりつけた。

　ようやく、怪物の進軍が止まる。

（これで……）

　上かみ条じようは意識を目の前の抜け殻がらからサンジェルマン当人へと切り替える。

　それが間違いだった。

　崩くずれゆく植物質の猛もう獣じゆうの背が、ぐあばっっっ!!　と大きく縦に裂さけた。まさしく南国の巨大な花。男のサンジェルマンを詰つめた尾から背にかけて一気に分ぶん離りする。独立して動き回る。それはすでに尾ではなく、蔦つたや捕食囊のうを複雑に絡からみ合わせた鰐ワニであった。

　破は壊かいすれば停止すると思っていた少年へと、真正面から乱雑な牙きばが迫せまる。

　上条が何かを叫ぶ暇ひまもなかった。

　虚きよを突かれた状態から意識を戻すより前に、それでも人間よりはずっと巨大な鰐が真正面から上条の頭部へ襲おそいかかる。

「超だあらっしゃあああああ!!」

　間近にいた絹きぬ旗はた最さい愛あいが一足早く、強きよう烈れつなアッパーカットを打ち出した。

　鰐の軌道が大きく捻ねじ曲がり、真上へと跳はね上げられる。体を埋うめ込んだ男のサンジェルマンごとだ。あらゆるケモノにとって無防備な腹の部分が大きく露あらわになる。

　さらに続けて拳こぶしで打ち抜こうとした絹旗だったが、そこでまたしても鰐が縦に裂けた。

　裂けて、裂けて、裂けて、裂けて。

「ああ!?　何だこりゃあ!!」

　上条が叫ぶ。

　まるでマトリョーシカ。段階を経て小型化を進めたケモノは、蔓つるや根でできた触手でもって天てん井じようへ逆さに張り付く不ぶ気き味みな蛸たこのように見えた。

　そして逆さにぶら下がる男のサンジェルマンが槍やりをくるりと回す。

　不気味に脈動する頭……いや蛸で言うなら胴体か。とにかく真ん丸の部分が風船のように一ひと際きわ大きく膨ふくらんだかと思ったら、あちこちから小さな花が開いた。バシュウウウウウ!!　という炭酸飲料が弾はじけるような音が炸さく裂れつする。

　上方からゆっくりと降下してきた匂においをわずかに嗅かぎ取り、すぐに浜はま面づらの顔が真っ青になった。車や機械をいじる人間にとっては、ある種最も身近な死神。

『アネリ』の成分分析が、浜面の想像に根こん拠きよを与えていく。

　その名を彼は叫ぶ。

「一酸化炭素だ!!　麦むぎ野の、空気を焼け！　じゃないと全滅しちまう!!」

　ドカカカッ!!　と複数の箇所へ同時に閃せん光こうが襲った。

　主に不完全燃焼が生み出す死の気体が、急激な酸化反応を経て比較的安全な二酸化炭素へと変換されていく。『アネリ』の映像により赤く視覚化された毒素のもやが食い潰つぶされるように消えていった。

　役目を終えたのか、果実が腐くさり落ちるようにしぼんだ蛸の残ざん骸がいが落ちる。自分で吸い込んだのか、男のサンジェルマンも倒たおれたまま動かない。

　そして気を取られている内に、すでに金髪のサンジェルマンは手にした槍やりを二回、三回と回していた。

　透とう明めいな床がぐにゃりと波打つ。

　あるいは苔こけむした緑色の巨大な蜘く蛛もには、巨大な腹部の背をベッドやソファ代わりに身を沈めるような格好の男のサンジェルマンが。あるいは鎧よろいのように硬質な木の皮で覆おおわれたカマキリには、肩を中心に二本の鎌かまを装着し残る全身をマントのように引きずる若い女のサンジェルマンが。あるいは大量の根をより合わせて作った巨大なガラガラヘビには、尾び端たんの発音器官の代わりに老人のサンジェルマンが小刻みに震ふるえていた。

　ケモノはケモノで完結している訳ではない。

　彼らはあくまでも植物質の膂りよ力りよくを取り込んだ存在に過ぎない。全すべてのサンジェルマンは等しく『シャンボール』を手に取り、あらゆる毒針や毒どく牙がよりなお凶きよう悪あくな破は壊かい力りよくを発はつ揮きする。

「一つ、根本的な確認をするが」

　とん、と。

『シャンボール』を肩に担かついで、金髪のサンジェルマンは笑う。

　片手を水平に広げ、居並ぶサンジェルマン達を誇こ示じしながら。

「『私』と相対したければ、個人の枠わくを超えたまえ。あれだけ大口を叩たたいたんだ、どうか第三の分類たる『私』をオーバーフローに追い込む程度の気き概がいは見せてくれたまえよ」

　同時に。

　植物質の装甲を纏まとう無数のサンジェルマン達と、彼らが生み出す全周包囲の槍の雨。それらがまとめて襲おそいかかってきた。
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　サンジェルマンの攻こう撃げきは苛か烈れつを極きわめた。

　例えば、石油やアルコールを精製してからの引火。例えば、人工ダイヤの粉末を超高速で打ち出すレーザー状のダイヤモンドカッター。例えば、炭素粉末を大量に撒まき散らしての粉ふん塵じん爆ばく発はつ。

　時に槍の雨を撃うち出し、時に己が纏う植物質の猛もう獣じゆうを変質・乗り換え、時に人の身のまま自分自身に根や蔓つるを巻きつけて莫ばく大だいなバネを手に入れ。

　だだんっ!!　と柱や天てん井じようさえ蹴けり、縦じゆう横おう無む尽じんに跳ね回る金髪のサンジェルマンと地を踏ふむ上かみ条じよう当とう麻まとが、束つかの間ま、真正面から激突する。

　少年の右手を受け止めた『シャンボール』が、バームクーヘンを外側から一枚ずつ剝むいていくように、少しずつ少しずつ破断されていく。

　至近で鍔つば迫ぜり合いのように睨にらみ合いながら、互たがいに言葉を叩たたきつける。

「破れかぶれの権けん謀ぼう術じゆつ策さくもこの辺りにしろよ。もうお前には誰だれも操られない、お前の噓うそには誰も騙だまされない!!」

「さあてどうかな。せいぜいこちらは帳ちよう尻じりを合わせてもらうよ。藍あい花はな悦えつのラインが潰つぶれた所で私達は何も困らない」

　金髪のサンジェルマンは薄うすく笑う。

　ふざけているのではない、と上かみ条じようはようやく気づいた。詐さ欺ぎ師しにとってはこれが臨戦態勢なのだ。

「君の方こそ気づいているのか。地じ獄ごくの蓋ふたは開いたぞ。すでに実存世界へ『魔ま神じん』達は輩出されている。そして彼らが真っ先に何を欲するかを」

「まじん……たち？」

「無論、彼らの狙ねらいは君さ」

　壊こわれかけた槍やりが再度、強引に振るわれる。

　ガッキィン!!　という硬い音と共に、両者の距きよ離りがわずかに開く。

「剣が王を求めたように、サンジェルマンが藍花悦を求めたように、『魔神』達は上条当とう麻まという存在を渇かつ望ぼうしている。……故ゆえにこそ、彼らは自じ儘ままに動くオティヌスに嫉しつ妬とした。くくっ、そうだよ、そうだ、嫉妬したんだ!!　一人で『グレムリン』を名乗った事ではない、実存世界を好き放題に捻ねじ曲げた事でもない！　彼らはただ!!　上条当麻という存在を独占された事に腹を立てたのさ!!」

「……、」

「信しん憑ぴよう性せいより先に、まずこう思ったな？　あの幾いく千せん億おくの地獄を、どうして私が実感として理解しているのかと。それは理解しているさ。私は魔ま術じゆつ師しでもなければ『魔神』でもない。かと言ってサンジェルマンという分類が『魔神』に劣おとるなどと思ってくれるなよ。たとえ『魔神』達がどれほど完かん璧ぺきで幸せな世界を作り上げようが、私はどのような可能性、環境下にあったとしても必ずどこかの時点で発生する。私もまた因果や位相を超越した存在なのだから」

　浜はま面づらの運搬着パワーリフターが、背後から容よう赦しやなく金髪のサンジェルマンへ飛びかかった。

　しかし鋼はがねの拳こぶしが到達するより早く、横合いから突っ込んだ緑の蜘く蛛もが運搬着パワーリフターごと浜面を床へ押し付け、旅客機の不時着のように身を滑すべらせてしまう。

　ドーナツ状の重力爆ばく弾だんの真下で、上条は叫ぶ。

「サンジェルマンは存在しない。そんな『魔神』は虚きよ構こうの産物のはずだ！」

「そういう事になっているな」

　笑みに粘質な色が増す。

「だが気づいているだろう、少年。世界の真実を語る上で、当たり前のように蔓延はびこる正史など何の根こん拠きよにもならない事を。オーディンを紐ひも解といてオティヌスに到とう達たつできたか？　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの眼帯の男神とあの少女とをどう結び付けろと!?」

「……、」

「誰だれかに聞いた、どこかに書いてあった。その程度でサンジェルマンを語った所で何の意味がある？　ただ目の前に広がる全すべてが真実だというのに」

　常識がぐらつく。

　正しいはずの前提が、ただの言葉で揺ゆらぐ。

「私はサンジェルマン。魔ま術じゆつ師しなど軽く引き離はなし、使い古された『魔ま神じん』との合流をも拒こばんだ第三の分類。サンジェルマンとは、サンジェルマンという言葉以外に表現不可能なもの。何な故ぜそれだけの事が分からない？」

　まるで真っ白な雪原では遠近感が全く分からなくなるように。

　情報のホワイトアウトの中へと、上かみ条じよう当とう麻まの意識が放ほうり込まれていく。

　そして彼は言った。




「それもまた、お前のロールプレイの一つなのか？」




　金髪のサンジェルマンの。

　バニースーツにジャケットの手品師のような笑みが凍こおる。宝石に亀き裂れつが入るように。

「おかしいと思ってた」

　吐はき捨てるように、上条は告げる。

「藍あい花はな悦えつを誘さそい込んで悪事を働かせるだけなら、ダイヤノイドを封ふう鎖さして一般人を閉じ込める意味はない。重力爆ばく弾だんで俺を吹き飛ばすのが目的なら、藍花悦をそそのかす理由がない。あいつの手にあった黄金色の盾たては何だ？　単に藍花悦の憎ぞう悪おを募つのらせて俺にぶつけるだけなら、包丁一本、拳けん銃じゆう一丁持たせれば良かっただろ。『何も知らない』藍花悦に短時間で魔術の存在を信じ込ませるより、シンプルで分かりやすい武器を与えた方が背中は押しやすかったはずだ。つまり、アンタの行動にはどこまで行っても合理性ってものがなかった」

「───、」

「……一見大おお仰ぎように考えているように見えて、実は何にも考えていない。それがサンジェルマンの正体だ。一〇年越しの恨うらみ、構想二〇年、三〇年目の悲願。その何もかもを、たった五秒間で作り出して自分の記き憶おくを上書きする。そんな野郎が立てた計画なんて、筋道なんて、善悪なんて、そりゃ支し離り滅めつ裂れつになるに決まってる。アンタは一つの事を一つのままに維持する事もできないんだ」

　だから、普通に考えればサンジェルマン相手に善悪で説き伏せる事などできない。

　たとえ金目当てで人を殺したとしても、誰かに追及された途と端たんにあいつは親の仇かたきだった事にしてしまう。そしてお涙頂ちよう戴だいの自分を糾きゆう弾だんする人間を汚お職しよく警官や買収された裁判官という事にしてしまい、容よう赦しやなく殺さつ戮りくする。最終的に全部正義の行いだった事にする。

「最初の襲しゆう撃げきの時、アンタは藍あい花はなを見つけて雑事にかまけている暇ひまはないとか言って立ち去ったな。あんなのは真実じゃない。アンタは、怖かったんだ。一〇万三〇〇〇冊を持つインデックスや本物の『魔ま神じん』であるオティヌス……世界の真実とやらを知る連中とうっかり顔を合わせてしまう事を！　その一回の邂かい逅こうで噓うその全すべてを暴かれ、糾きゆう弾だんされる事をだ!!」

　そうやって渡り歩いてきた。

　自分の中の言い訳や免めん罪ざい符ふをさんざん重ねてきた結果、ついにストックがなくなって『魔神』まで引き合いに出さなくてはならなくなった。それだけの魔ま術じゆつ師し。

「お前の正体は『魔神』なんかじゃない、サンジェルマン？　第三の分類？　おっさんが吞のんでいるビールじゃないんだ、そんな簡単に新しい定義がポコポコ生まれるもんか！　アンタの正体は普通の魔術師だ。俺が今まで見てきた連中と何も変わらない。そう呼ばれるのが怖かったんだろう!?」

　という事は。

　そもそも、根本的な問題として。

「お前は、本当にサンジェルマンなのか？」

「……、」

「それとも、そう名乗っておいた方が楽になれる別の誰かなのか!?」

「何の事だか分からないよ」

　にっこりと笑って、サンジェルマンはそう答えた。

　その小さな額に、珠たまのような汗が浮かび上がっていた。

「だって私は言うまでもなく本物でサンジェルマンと呼ばれる時間の跳ちよう躍やく者しやで一五〇〇年の時を駆けて仕えるべき王を捜していて醜みにくい貴族達とまともに付き合っていたらいくら金があっても足りないから必要な時に必要な分だけ口八丁を使っただけむしろあんな無む駄だで大おお仰ぎような因習を続けている彼らの方が非効率なんじゃないか私は悪くない私は何一つ悪くないみんなのために世界のために頑張っているんだだって『魔神』が世に溢あふれたら困るだろう君は『魔神』の脅きよう威いを肌で知っているはずだろうあれが単体でなく複数同時に世界へ解き放たれたらどうなると思う誰だれかが何とかしなくちゃいけないんだ力を持つ私が何とかしなくては『魔神』が求めているのは君なんだろう君はヤツらの思おも惑わくに組み込まれているんだろうだったら先んじて破は壊かいしてしまう事が『魔神』打だ倒とうに繫つながる第一歩ではないかどうしてこんなにも簡単な事が分からないんだ君はやはり『魔神』側から調整でも受けているのではないかな会話が通じないというのは悲劇だな筋道を立てた私の説明を理解できないだなんてそうか君は理解できない者なんだな私がおかしいのではなく君がおかしいのだなであれば私が悩む必要はない本当に何一つない何だ何だそうと分かれば安心ではないかデフラグ完了レポートナンバー1006632901」

　上かみ条じよう当とう麻まは、ゆっくりと目を細めた。

　そして首を横に振った。

　きっと五秒で塗ぬり潰つぶされると分かっていても。

　なお呟つぶやいていた。




「可哀かわい想そうなヤツ」




　ブチィ!!　と、金髪のサンジェルマンは唇くちびるの端はしを犬歯で嚙かみ千ち切ぎっていた。

『シャンボール』が壊こわれるのも構わず、水平へ勢い良く振るう。

　その背後の壁から一〇〇本の槍やりが生じ、一斉に上かみ条じようへ向けて襲おそいかかる。

　だが、そこで浜はま面づらが自分を押し倒たおしていた緑色の蜘く蛛もを思い切り運搬着パワーリフターの脚で蹴けり上げた。宙を舞う蜘蛛の巨体が盾たてとなり、空中で串くし刺ざしにされる。慌あわてたように蜘蛛の背に埋うまっていたサンジェルマンの一人が分ぶん離りして難を逃れていく。

　ドカカカカカッ!!　という連続的な破は壊かい音おんも気にせず、上条は続けてこう言った。

「俺が可哀想だって言ったのは、お前が支し離り滅めつ裂れつで何も持っていないからじゃない」

「っ」

「たとえ、お前が五秒で善悪を捏ねつ造ぞうして一〇〇年前の記き憶おく層そうにねじ込む事ができたとしても。上書き上書きで自分の頭の中だけに最適解の歴史を築く事ができたとしても」

　突き付けるように、

「それでお前が自分自身から逃げられる訳じゃないっていうのが、可哀想だって言ったんだよ。だって、全すべての魔ま術じゆつ師しには始まりがあるだろ？　受け入れられない現実がまずあって、それを覆くつがえすために魔法名を胸に刻んで魔術師になるんだろう？　だったら、お前の噓うそにも始まりがあるはずだ。お前がどれだけ楽な噓を重ねて心地良い世界を泳いだ所で、演技をしようと思った最初の出来事からは逃げられないはずだ。だからお前のそれは、免めん罪ざい符ふにはならないぞ。他の誰だれを騙だませても、お前は自分を騙せないんだ」

「言いたい事はそれだけかね」

「ああ。俺から言える事はもうこれくらいかな」

　上条は、あくまでも敵の側から言い捨てた。

「後はお前が語る番だ。俺にじゃない、自分の心に自分で語れよ、ペテン師野郎」

　直後に。

　再びの激突が始まった。
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「回線を切れ！」

　ダイヤノイド中層、テレビオービットの制作局ではそんな怒ど号ごうがひっきりなしに響ひびいていた。

「何だったらケーブルを切断しても良い。とにかく放送可能状況を崩くずすんだ。早く!!」

　言うまでもないが、テレビ局が占せん拠きよされた場合、最も恐ろしいのは放送機材を破は壊かいされる事ではなく、邪よこしまな手段に利用されてしまう事だ。

　放送局はもちろん、マスメディア全般は悪用されれば冗じよう談だん抜きに人死にに直結する。これは悪意のない事故ではあるが、アメリカのラジオ放送で宇宙人襲しゆう来らいの『ニュース風のドラマ原稿』を読んだところ、国中が大パニックになって発はつ砲ぽう沙ざ汰たにまで発展した、というトピックスはあまりにも有名である。ただの事故であそこまで行ったのだから、作為的に間違った情報を流せばどこまで混乱が進むか分かったものではない。例えばそれが、元から根付いている差別感情などに基づくものであった場合は最悪だ。

　編集機材や放送機材は元がハイスペックなのと量産されていない事の相乗効果で、億超えのものも珍めずらしくない。だが人の命の前には代えられない。これは奇き麗れいごとではなく、裁判沙汰となった場合の賠ばい償しよう金きんや企業イメージの低下を鑑かんがみると、単純計算で人命の方が高くつくようにできている、というだけの話ではあるが。

　ただでさえ、先ほども侵入者騒そう動どうやコンテナの紛ふん失しつなどもあった。もう今日は何が起きても不思議ではない。

　しかし。

　この時、局サイドの人間が一番恐れていたのは誤情報を撒まき散らされる事で、学園都市の中で大規模な暴動を引き起こしてしまうケースだっただろう。

　いくら何でも。

『こんな事まで』は想定していなかったはずだ。




　カツン、と。

　大おお騒さわぎする彼らの背後で、冷たく響く足音が一つ。
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　ドーナツ状の重力爆ばく弾だんの下。

　サンジェルマンの数は少しずつ減っていく。

　意外な撃げき墜つい王おうは麦むぎ野の沈しず利りでも絹きぬ旗はた最さい愛あいでもなく、実はステファニーだった。強大な能力者達が槍やりや植物質のケモノ達を押さえ込むのに駆り出される一方、フリーのステファニーがＰＤＷを使って横からサンジェルマン達を銃じゆう撃げきする事が多かったためである。

　彼女が手にしたＰＤＷは火薬を使った実弾ではなく、高圧ガスを使ってタングステン鋼こうの模も擬ぎ弾だんを撃うち出す方式。

　二、三〇メートル程度なら生身の骨肉を蜂はちの巣にできる程度の破は壊かい力りよくがあるため、屋内戦せん闘とうでは実質ほとんど実弾射しや撃げきと変わらない脅きよう威いと化すが、それでも威力を減げん衰すいさせる方法はいくつかある。

　例えば、衣服や紙束などを挟はさんで銃じゆう撃げきしたり。

　例えば、壁や天てん井じようなどを利用した跳ちよう弾だんで銃撃したり。

　タタタン!!　タタン！　タタタン!!　という立て続けの短い連射がサンジェルマン達の顎あごやこめかみへ横から突き刺さり、頭ず蓋がい骨こつを強引に揺ゆさぶる。多少の出血と共に、彼らは脳のう震しん盪とうを起こして崩くずれ落ちていく。

「チッ、美お味いしいトコはみんな大人が持っていきやがる！」

「つーかあれ、超何なんですかね？　ゼロ距きよ離り狙そ撃げき手しゆ？　ジャンルが分からん!!」

　無数の槍やりや植物質のケモノの装甲、一酸化炭素の噴ふん霧むまで、炭素を使ってありとあらゆる攻撃に転化するサンジェルマンだが、厄介なのは多角的、時間差などの複数連携攻撃。つまり一人一人倒していくごとに、サンジェルマンの攻撃パターンも切り崩せる。

　麦むぎ野のや絹きぬ旗はた達へ向かってくるのは、まだ密度の薄うすい方だ。

　自由に動き回れるステファニーは言うに及およばず。

　最も危険なのは右みぎ拳こぶし一つで立ち向かうツンツン頭や運搬着パワーリフターを纏まとう浜はま面づら仕し上あげの辺りか。

　援護射撃を行う道理は特にないが、サンジェルマンの数を減らせられればそれだけ全体としての脅威も低くなっていく。

　そして操られていようが操られていまいが、学園都市第四位には人質の無事を一〇〇・〇％担保できないなら自みずから死を選ぶ、などと考える神経はない。

　が、麦野沈しず利りがその掌てのひらをかざした所で邪じや魔まが入った。

　サンジェルマンやハナカマキリを巨大化したような植物質のケモノ達ではない。

　浜面自身が射線上を出たり入ったりしている。

「……面めん倒どう臭くせえまとめてやっちまうか」

「待ってむぎの待って」

　横合いから滝たき壺つぼ理り后こうの平へい坦たんな声が響ひびく。

　直後の出来事だった。

「……っ!?」

　ぶるりと、麦野沈利の背せ筋すじを奇怪な震ふるえが下から上へ走り抜けた。

　思わずギョッとした顔つきで振り返るが、ピンクのジャージの少女は茫ぼう洋ようとした視線を宙に投げているだけだ。

（今、何が……？　暴走でもしかかったってのか……？）

「ちょっと!!　超なにぼんやりしてんですか!?　何だオイ私一人が働いて報ほう酬しゆうは班単位っていう例のあれですか！　超ぶらーっく!!」

　横から嚙かみ付くように絹きぬ旗はた最さい愛あいに叫ばれ、麦むぎ野のも麦野で戦線に復帰していく。

　二人掛かりで強引にサンジェルマン達の動きを食い止め、ステファニーが的確な銃じゆう撃げきで意識を刈かり取っていく。

　ダイヤノイドを制圧する悪あく魔まから。

　人の手で倒たおせる存在へと引き摺ずり下ろす目め途ども立ってくる。

「ビル全体でどんだけサンジェルマンがいるか超知りませんけど、数は減らしておくに越した事はありません！　つー訳で全部叩たたいて薙なぎ払う!!」

「サンプルを何人か安全に確保できれば、根っこ部分は向こうが叩くって話じゃん？　じゃあ後は無理せず押さえ込めばノックアウトに繫つながるってか」

　麦野が言っているのは、後方待機しているインデックスやオティヌス達だ。

　脳のう震しん盪とうを起こして倒れたサンジェルマンの一人を引きずり込んで、何やら体に触ふれたり瞳どう孔こうの確認をしたりしている。

「とうまは魔ま道どう書しよの『原典』の毒を使って、脳を冒おかす仕組みを逆に利用しろ……なんてメチャクチャな事を言っていたけど」

「ああ。サンジェルマンなどと大おお仰ぎような名前を使っている割に、方式そのものは基本を押さえた構成だな。演技性のトランスを使って中身を書き換えているらしい。自身をダイヤを形作る炭素に見立てる以上は、安定した結けつ晶しよう化かに際して存在を純化させる必要がある。道理と言えば道理だな」

　例えば交こう霊れい術じゆつなどの常じよう套とう句くとして、『懐かい疑ぎ的てきな人物を輪に混ぜてはならない』といったものがある。故ゆえに反対派からはペテン扱あつかいされる事も多いのだが、これには（一応）理に適かなった理由がある。

　そもそも統一した『制服』を纏まとい、同じ食べ物を口にして、決められた日時に決められた場所……そう、特に地下納骨堂や森の奥など、外界から隔かく絶ぜつされた小世界を使いたがるのは、特定一色の集団を形成する事で、小さな社会を区切って常識を歪ゆがめるため、という意味合いがあるのだ。

　スポイトを使って海の中に一滴のインクを垂らしても、すぐに希き釈しやくされてしまう。

　だがたった一杯のコップの水であれば話は別だ。

　一つの儀ぎ式しきを完成させるため、そこに従事する結社の魔ま術じゆつ師しをインスタントな思想に染めてしまう技術。呼び出す天使、起こす現象、日時や星の位置、そうした個々の事情に合わせてダイヤルをひねるように数日単位で主義信条を曲げてしまう方法論。

　最終的には存在を完全に純化させ、同期や並列化に備える。

　サンジェルマンの伝説自体に、そうした向きもあった。

　底が知れないと揶や揄ゆされる彼自身の本心は誰だれにも分からないが、彼は王侯貴族が入り浸びたる一般から隔かく絶ぜつした夜会やサロンへ顔を出しては、その中を蔓延はびこる願望や欲望を読み取って、その色に染まる。染まった上で、彼らを徹てつ底てい的てきに振り回す。不老不死に時間跳ちよう躍やく、太古の知識に莫ばく大だいな埋まい蔵ぞう金きん、とにかく暇ひまを持て余した有力者達が喰くいついてきそうなものばかり。

　そして、いつしか立場は逆転する。

　サンジェルマンが読み取って染まるのではなく、サンジェルマンの伝説に魅み入いられた王侯貴族の方が染め上げられていく。何でもできる、何でも知っているサンジェルマンを手に入れようと莫大な資金を投じ、それが街を国を深刻に圧あつ迫ぱくしていく事態に陥おちいっていく。こうなれば主役も脇わき役やくも演者も観客もない。結けつ晶しようの核も周囲に吸着する物質も本質的に違いがないのと同じく、一つで大きなサンジェルマンという巨大結晶と化す。それは狂える劇場だ。

　であれば、

「『原典』の毒を使うまでもない。これなら大規模儀ぎ式しきの途中で具合が悪くなった人を緊きん急きゆう解除するための『気付け』の技術がそのまま使えそうなんだよ」

「ま、所しよ詮せんは演技性だからな。根はさほど深くない。ならさっさと始めて、この窓口を軸に、サンジェルマンどものネットワークをまとめて粉ふん砕さいしてやるとするか。……ヤツが自身をダイヤとみなしているとすると、九九・九％の奥に潜ひそむ〇・一％の不純物の存在、コントローラや設定ファイルのようなものが引っかかるが……それ自体も、大きく揺ゆさぶりをかける事で見えてくるかもしれないしな」

　片方は一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよを頭に収めた『魔ま神じんになるまでの』エキスパート。

　片方は現存する中で唯ゆい一いつ人類が観測可能な『魔神になってからの』エキスパート。

　ともすれば、二つ合わせれば網もう羅らできない場所を探す方が難しいほどの知識の宝庫。彼女達がそれらをフルに使えば、サンジェルマンの支配を解き放つウィルス情報の構築くらいは訳がない。

　すでに麦むぎ野のや絹きぬ旗はた、ステファニーなどが大部分を押さえ込んでいる事からも、ここから敗北の目がやってくる事はありえない。

「……？」

　だが、そこでピンク色のジャージの少女、滝たき壺つぼ理り后こうがふと顔を上げた。

　広大な平面に等とう間かん隔かくで柱の立つダイヤノイド最下層だが、その柱にはやはり薄うす型がたモニタが張りつけられていた。装飾用というよりは人工重力制御装置をモニタリングするためのものかもしれないが。

　そのモニタに、奇怪な情報が表示されていたのだ。
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「まだ終わらない」

　金髪のサンジェルマンは口元の笑みを引き裂さきながら上かみ条じように告げる。

「まだ私は終わらないぞ、少年」

「いいや、この辺りがお前の限界だ。本当に立ち向かうべき敵も見えていないお前なんかに、最初から勝ち目はないんだ！」

「精神論や根性論でものを言っている訳ではない。第三の分類、サンジェルマンというくくりを甘く見てくれるなよ」

　パチン、と彼女は指を鳴らす。

　途と端たんに、あちこちの柱に張りつけられた様々な薄うす型がたモニタに光が点ついた。

「忘れたのか。私はダイヤノイドを封ふう鎖さし、その内部に大量の人員を閉じ込めてあると」

「……、まさか」

「そしてサンジェルマンは同期して感染し、拡張する。結けつ晶しよう化かのための刺激を与えてやれば私はどこまでも肥大する。高濃度の食塩水に電気を通すように。おあつらえ向きに、ダイヤノイドの中層にはテレビオービットの放送局が丸ごと詰つまっていたはずだよなあ!?」

「まさか!!」

　ジジジザリザリガガガガ!!　と凄すさまじいノイズが耳を襲おそった。画面を乱舞するのは連続性を失った景色や古文書の一ページ、得え体たいのしれないグラフやリアルな頭ず蓋がい骨こつの三面図などで、あまりにも素早く切り替わるために一つ一つを目で追い駆ける事も叶かなわない。全体で『点てん滅めつという種類の奇怪なアート』として捉とらえるのが精一杯だ。

『アネリ』はパターン分析を試みたようだが、途中でエラーが出た。

　運搬着パワーリフターを操りながら、比較的上かみ条じようの近くにいた浜はま面づらが呻うめくように言う。

「何だ、おい……何だありゃ!?　まさか全館にあの変な映像流してんのか！　あれを見た人間は片っ端ぱしからサンジェルマンになるとかいう話じゃねえだろうな!?」

「何でそんなスケールの小さな話をするのかね？」

　くすくすとサンジェルマンは笑いながら答える。

「言っただろう。ダイヤノイドには放送局が丸ごと詰まっている、と」

　思わず。

　浜面仕し上あげは今が極限の戦せん闘とう中ちゆうである事も忘れて、自然と目をよそへ向けてしまった。地下深くにあるダイヤノイド最下層からは、外の様子は見えない。運搬着パワーリフターのセンサーをフルに使う『アネリ』でもそこまでの情報収集はできない。だが、おそらく彼の頭の中では無限に広がる夜景が広がっているはずだ。

　今、学園都市はどうなっている？

　この封ふう鎖さされたダイヤノイドから一歩外へ出たら、どんな世界が待っている……？

　たった一つの行動で全すべての芯しんを折られかけた浜面。だが反して、上条当とう麻まはあくまでも金髪のサンジェルマンと向かい合いながら、こう答えた。

「いいや。それもお得意の学芸会か？」

「……、」

「ネットで動画を流した程度でサンジェルマンが同期、並列化、結けつ晶しよう化か、でもって無む尽じん蔵ぞうに肥大化していくなら、お前は今いま頃ごろ六〇億人を一つの結晶にしているだろ。第三の分類だの何だのなんて話じゃなくて、お前が人類って名前の結晶になってるだろ。確かにそういう情報的な刷り込みも必要なのかもしれない。だけど、それだけじゃない。お前には、何か決定的な最後のトリガーが別になきゃおかしいんだ」

　そして、と上かみ条じようは呟つぶやく。

　先を続ける。

「なあサンジェルマン、お前はどうして今、噓うそをついた？　瞬まばたきするように、なんて歯の浮く台詞せりふはやめてくれよ。お前にとって噓は武器で演技は防具だ。振り上げるからには相応の理由がある。もっと深く突っ込んでやろうか。お前は今、どうして焦った？　存外、もうチェックメイトが近づいているんじゃないのか？　だから言葉でひっくり返して、俺達のリズムを壊こわさなくちゃならなかったんだ」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　金髪のサンジェルマンは、静かに笑っていた。

　笑いながら、その顔から嫌いやな汗が噴き出している。まるで破は裂れつ寸前の血管のように、完かん璧ぺきな顔のあちこちが不ぶ気き味みに脈動している。

「そう」

　上条の口は止まらない。

　あらゆる噓を網もう羅らして王侯貴族を欺あざむき続けたスペシャリストよりも、なお饒じよう舌ぜつに。

「例えば」

　ゆっくりと手を伸ばし、その鼻先に向けて人差し指を突き付けて。

　決定的な答え合わせが進む。




「丸がん薬やくだ。サンジェルマンは常に丸薬を口にしていたよ」




　ただし、それは彼女の真後ろから。

　今の今まで意識の外に追いやっていた、加か納のう神しん華かの声だった。
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　サンジェルマンは炭素を操る。

　それがミクロレベルであれ、マクロレベルであれ。

　であれば、サンジェルマンの本領は情報的な刷り込みではなく、あくまでも炭素を利用した方法論でなければおかしい。

　例えば、ピルケースの中に収められた、黒々とした丸がん薬やく。

　伝説の中では一般的な食事を取る必要なく、この秘薬と麦と水だけで数百年の時を過ごしてきたとされる、彼の謎なぞの中心核。

　実はそれが、ある微生物を数千数万と束たばねて乾燥させたものだとしたら。

　乾燥期には生命活動を半ば以上停止させ、そのままの状態で年単位の生命維持を可能とする。唾だ液えきなどの水分を吸収した途と端たんに活動を再開させ、摂取した人間の口内から全身を冒おかしていく。

　それが純度九九・九％の結けつ晶しように含まれる、〇・一％未満の不純物。

　核でもなければ末まつ端たんでもない、完全な外野。それでいてカラーダイヤのように結晶全体の性質を組み替えてしまうコントローラに該当するもの。

　知る人が見ればミサカネットワークにおける最終信号ラストオーダーや、『人的資源アジテートハレーシヨン』計画におけるフレメア＝セイヴェルンといった少女達を思い浮かべたかもしれない。

　とはいえ、無限に肥大化する結晶のように増殖を繰くり返す全すべてのサンジェルマンが恒久的に丸薬を必要としていたら、それだけで状況が逼ひつ迫ぱくしてしまう。かつ、ダイヤの不純物は〇・一％未満。あまりに多くを取り込み過ぎても結晶構造に異常をきたしてしまう。

　故ゆえに、その不純物は結晶構造の中で特に不安定な部分に割り当てられる。

　あるいは新参者、あるいは疲ひ弊へいした者、あるいは定着率が低くて暴走しかかっている者。そうしたエラー因子を安定化させるための設定ファイル。

　もしも、そのような微生物がトリガーとなっていたとしたら？

　水と麦を培ばい地ちに使って培養可能で、人体を冒す事で効果を発はつ揮きするようなものだとしたら？

　軽く一〇〇〇年以上を生きたと嘯うそぶくサンジェルマンの正体とは。

　つまり。

　文字通りの……。
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　凜りんと響ひびく歌声が流れていた。

　倒たおされたサンジェルマンの一人。その傍かたわらで跪ひざまずき、両手を組んで声を発するのはインデックス。

　サンジェルマンの結晶化のため思考の純度を保つ、演技性トランスを利用した人格改変術。それを解きほぐし、元あった人格を呼び戻すための即興の詠えい唱しようだ。

　それは魔ま術じゆつではなく、それ以前の技術でしかない。

　魔ま力りよくを通しておらず、厳密には異能の力ではない。

　だから。

　漏もれ出るようにサンジェルマンの思考が流れ込んでくるのも、ただの錯さつ覚かく。厳密には脳のう震しん盪とうで意識を奪うばわれているはずのサンジェルマンが、何かに抗あらがうようにして口から機械的にこぼしている言葉に過ぎない。

　まるで、ありし日の傷を思い出してうなされているように。

『……、───、……。……』

　それは、普通の耳にはただの雑音にしか聞こえなかったかもしれない。

　だが精通した者ならば、レコードの上へ突起を走らせただけで、そこから響ひびく記き憶おく媒ばい体たいの悲鳴だけで元あるはずだった音色を思い浮かべる。

　インデックスの脳裏に浮かんだのは、いくつもの数式だった。

（……これは、仕組み？　丸がん薬やく、命の秘密、サンジェルマンをサンジェルマンたらしめていたものの正体……）

　声だけではなかった。

　仰あお向むけに倒たおれたままのサンジェルマンの指先が微かすかに動いている。あるいは人差し指をトントンと叩たたく〇と一の簡素な信号、あるいは床を走る指先が描き出す文字。それら一つ一つが意味あるものとしてインデックスの頭の中で改めて組み上げられていく。

　分かってきたのは恐るべき事実だった。

（これ、自然発生したものじゃない。あの丸薬は、あの生き物は、製法が、ある……？）

　ならば、作ったのは誰だれだ？

　微生物は自分を培ばい養ようするためにフラスコを振る事はない。

　パンを使ってカビを増やすように、水と麦を利用して最適な環境を整え彼らを安定生産するに至った、誰かの手が別にある。

（誰が……）

　意識の中で、インデックスはそっと手を伸ばそうとしていた。

　ある扉。

　はるか太古の世界へ繫つながる、神秘のヴェールのその先へと。

（いいやまさか、それこそが……）

「騙だまされるな」

　声に叩かれ、意識が現実に戻ってきた。

　遮しや断だんしたのは、一五センチのオティヌスだった。

「そんなものはどこにもない。『ひょっとしたら、もしかしたら』……そう思わせるのがこのペテン師の常じよう套とう句くだ。常識的に考えたらありえないけど、でも、仮にそうだったら面おも白しろい。サンジェルマンが人を騙すのに使うのは信しん憑ぴよう性せいじゃない。好奇心なんだよ。だから本当は、何もないんだ。目の前のつまらない事実だけがリアルなんだよ」

　そもそも彼女達の目的は究明ではない。

　これは脇わき道みち。意味のない行為。であれば惑まどわされずに本筋へ戻るべきだ。

　インデックス達は全すべてを解放するため、奥底に眠る爪つめ痕あとも含めて全てを消し飛ばす。
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　がくがくん!!　と。

　まるでスタンガンを使って高圧電流でも浴びせられたように、金髪のサンジェルマンは背せ筋すじを不自然に伸ばし全身を小刻みに震ふるわせていた。

　外から来る衝しよう撃げきではない。

『サンジェルマン』という大きな枠わく組ぐみの、その内部構造の中から。

　彼ら全員をネットワークごとまとめてデリートするための動き。

　それに、まともに捕ほ捉そくされた。

　このままでは数分で消し飛ばされる。単に金髪のサンジェルマンに限った話ではない。今この時代に存在する全てのサンジェルマンがまとめて、だ。

「がっ、か……ァ……ッッッ!!!???」

　叫び、その吐と息いきすら詰つまる中、それでもサンジェルマンは床から新たな槍やりを生み出し、その『シャンボール』を片手で摑つかみ取る。

　バギバギバギバギ!!　と周りの壁や床を軋きしませて、植物質のケモノが湧わき出す。

　ついには金髪のサンジェルマンまでも鬣たてがみの代わりに巨大な花弁を咲かせる怪物を着込んでしまおうとする。

　己が敵を葬ほうむるための準備を固めようとする。

　その敵の名は……、

「お前の間違いは一つ」

　上かみ条じよう当とう麻まは言い放った。

　ゴン!!　という音が炸さく裂れつした。

　彼の右みぎ拳こぶしが放たれただけで、敵対者が纏まとうはずだった獅し子しの動きが止まる。

　崩くずれていく。

「それは重力爆ばく弾だんのラインが間に合わなかった事でも、藍あい花はな悦えつをたぶらかして操り人形にするラインに失敗した事でも、ここで俺達を撃げき退たいできなかった事でも、お前の噓うそがお前を騙だましきれなかった事でもない」

　上条当麻は拳こぶしを開いて正面を指差す。

　だが彼が指し示しているものは金髪のサンジェルマンではない。

　さらに向こう。待っていた真の主役。

「敵の名を見誤った事だ!!　お前の天敵は、最初からお前の隣にいたっていうのにな!!」

「がっ、ァ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　振り返りざまに、サンジェルマンは手にした槍やりを横よこ薙なぎに振るおうとした。

　つまりは、そこにいたのが彼女の敵。

　第六位の藍あい花はな悦えつ、いいやその殻からを脱ぎ捨てた唯ゆい一いつ無む二にの加か納のう神しん華か。

　そのヒーローは言った。

　踏ふみにじられた友人の尊厳を返してもらう、と。

　だから最初から、この話に上かみ条じよう当とう麻まは不要だった。ただ加納神華がやるべき事に迷っていたから、詰つまった歯車を直すために手を貸した。それだけで済んだ事。

　一度歯車が動き出せば。全すべてが正常に回れば。

　そのちっぽけな少年が、負ける理由を見つける方が難しい状況。




　ゴドンッッッ!!!!!!　という爆ばく音おんが炸さく裂れつした。

　おそらくは、生まれて初めて本気で人を殴なぐったであろう、とてつもない轟ごう音おんが。
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　設定ファイルたる丸がん薬やくを奪うばい、致ち命めい的てきなエラーの拡大によってサンジェルマンのネットワークが壊かい滅めつしていく。九九・九％純じゆん粋すいなダイヤの結けつ晶しようが、たった〇・一％の不純物によって曇くもり、泥でい炭たんにも似た黒ずみへと変じていくように。








終章　狂熱の胎動の終わり　CRAZY_1st_cry.









　運搬着パワーリフターを纏まとう浜はま面づら仕し上あげはダイヤノイド最下層、その壁かべ際ぎわを走る狭せまい通路、いわゆるキャットウォークの上に張り付いていた。

　理由は単純。

「やべえ、やべえってあの変なドーナツ！　なんか変な音がギコギコ鳴ってる!!　やっぱ相当無む茶ちやな負担がかかってやがったんだ!!」

　だが階下で両手を腰に当ててこちらを見上げる絹きぬ旗はた最さい愛あいや麦むぎ野の沈しず利りは吞のん気きなものだった。

「洗せん濯たく機きなら超まだまだ大だい丈じよう夫ぶな音ですよ」

「洗濯機じゃねえんだよ!!　グラビトン式とかいう人工重力制御装置！　吹っ飛んだら地球が握にぎり拳こぶしサイズになるとかっていう話なんだけど!!」

「何でも良いよ邪じや魔まなら『原子崩しメルトダウナー』でまるっと消しよう滅めつさせちまえば良いじゃねえか」

「だから洗濯機じゃねえんだよおおおおおおお!!　つーかこれはこれで七〇階建てのビルを支えている基幹装置だろ、変にいきなり機能が消えたらバッタリ倒たおれるかもしれねえんだぞ!!」

「あー」

「じゃあ超さっさと逃げた方が良いんですかね？」

　来月からマヨネーズが値上がりするから今の内に、くらいの超気軽な調子だった。

「え、ちょ、まっ……俺は……？」

「ほら浜面、なんか天てん井じようからぶら下がっているドーナツからぶしゃぶしゃ蒸気が出てきていますけどー？　超何とかしてくださいよもー」

「どうすんだこれ!?」

「知るかホースの継ぎ目でも摑つかんでろ」

「洗濯機の水みず漏もれじゃねえんだ、絶対こんな雑なのじゃ駄だ目めだってーっ!!」

　泣き言全開の浜面だが、かと言って他に有益な解決案にも心当たりがない。結局は馬ば鹿か丸出しで正体不明の蒸気（……なのか？）を押さえ込みにかかる。運搬着パワーリフターの巨大な掌てのひらが役に立つ。

　そうこうしている間にも、麦野と絹旗はさっさと最下層から出て行ってしまった。階段に繫つながる扉の方へと歩いていく。

「最悪の一日だった」

「人間の運の量は一律だなんて迷信信じていませんよね？　所しよ詮せんは全すべて確率論だから、これ経験した事を担保に幸運が超回ってくるなんて気休めには何の意味もありませんよ」

　待ってー、待ってよーっ!!　と絶叫する浜はま面づらを捨て置いて、本当に二人の少女達はどこかへ消えていった。

　一人ぼっち浜面仕し上あげはいつ炸さく裂れつするかも分からない巨大なドーナツの子守をする羽は目めに。

　が、神様に見放された学園都市にも血液型占いとかビッグデータ投資活用論とか得え体たいのしれない何かを司つかさどる見えない存在はいたらしい。

　極限の不幸の直後、帳ちよう尻じりを合わせるようにそれは来た。

「はまづら」

「滝たき壺つぼしゃん……？」

「何で顔が全部涙と鼻水で埋うまっているの？」

　ピンクのジャージを着た少女が、壁かべ際ぎわの梯はし子ごを使ってキャットウォークまで辿たどり着いた。彼女は巨大な運搬着パワーリフターを纏まとう浜面の隣となりまでやってくる。

「地上はもう出入口も開放されているみたいだし、じきに警備員アンチスキルがやってくるよ」

「そうね、せめてそれくらいの可能性は残しておいてくれないと困るわあ!!」

「はまづら、何でオネエになっているの？」

　ぼんやり呟つぶやきながら、滝壺はそっと横から浜面の方へ寄り添っていく。

　特に理由はない。

　何か格別なきっかけや目的がなくとも、互たがいの体重を支え合える存在なのだから。

　……だったのだが。




　すい。




　直後に浜面仕上の方が鋼はがねの剛ごう腕わんを使ってドーナツから伸びるホースの継ぎ目を押さえつけたまま、器用に体を振ってジャージ少女を避さけていた。

　支えを失って転びかけた滝壺理り后こうの表情が、無の先へと向かっていく。

　砂じや利りを嚙かむような恐るべき無味無臭の声でもって、彼女は己が恋人にこう語りかけた。

「はま……？」

「いや待って、俺じゃない、俺の意思じゃない！　何だこれ、あっ、まさか『アネリ』のヤツ……ッ!?」

「アネリって誰だれ？」

「待ってよう、行動補助プログラム相手にヤキモチとか難易度が高過ぎねえか滝壺!?　待って待って、じゃあきちんと説明する。一から説明するから！　『アネリ』も『アネリ』で滝壺に足払いをかけようとしてんじゃねえ!!」







　地上は堰せきを切ったようだった。

　サンジェルマン撃げき破はと同時にダイヤノイドの出入口の封ふう鎖さが解けた事によって、閉じ込められていた大量の少年少女達が我先にと外へ殺さつ到とうしたのだ。

「わっ、わっ！」

　そんな中、人の波に押し流されるような小さな影が一つ。

　藍あい花はな悦えつ、いいや、そう名乗っていた加か納のう神しん華かだ。

　少年もまたサンジェルマンの呪じゆ縛ばくから解き放たれ、最下層から階段を使って地上階に戻っていた。そこで人の波に吞のみ込まれたのだ。

　そして、その小さな手を摑つかむ別の手があった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　上かみ条じよう当とう麻まだ。

　気がつけば、二人して夜の第一五学区へ放ほうり出されていた。

　ツンツン頭の少年は背後を振り返って、相変わらずの人混みを目にうんざりした調子で、

「……あの分じゃ他の連中と今すぐ合流するのは難しそうだな。ちょっと落ち着いてからケータイで連絡取り合った方が良いだろうし」

「あの」

「ん、重力爆ばく弾だんの方か？　あっちは浜はま面づらとか、後はステファニーとかいう人とかがきちんと面めん倒どう見ているってさ。ダイヤノイドの人達も解放されたし、じきに正規の警備員アンチスキルの処理班にバトンタッチされるだろ。アンタが心配する事じゃない」

「ええと、そうじゃなくて」

「ああそうか、帰るなら今の内に現場離はなれた方が良いぞ。俺達はこれから警備員アンチスキルんトコでも顔出して事情話さないといけないかもだし。お前どうする？　話さない方が良いか」

　手をひらひらと振ってそんな風に言う上条だったが、加納神華は首を横に振った。

「ぼくも行くよ。色んな人に迷めい惑わくかけたけど、でも、隠かくさなくちゃならない事をした訳じゃない」

「そうか」

　上条は表情をわずかに緩ゆるめてから、

「しっかし結局戻っちまったな。おれじゃなくてぼくのままか」

「頭に血が上っていたんだよ……。そんなにコロコロ話し方が変わる訳じゃない」

「かもな」

　人間は成長する。

　それでも根っこの部分がそうそう簡単に変へん貌ぼうしていく事はないのかもしれない。

　加納神華はこれからも泣き虫のままだろうし。

　一方で少年は、不要な涙を堪こらえて前を見るだけの強さを手に入れた。

　そういう意味での、小さな変化。

　かつて少年を認めてくれた友人が好んでいた部分。それを残したままの成長。

　それでも、意味ならあった。

　何な故ぜならば、

「フレンダは、確かにいたんだ」

　加か納のう神しん花かはぽつりと呟つぶやいた。

「もう間に合わなかったけど、助ける事なんかできなかったけど、彼女の真実に届いた。それだけあれば満足さ」

　受け入れがたい現実であっても目を逸そらさずに認めるのもまた、強さの一つか。少なくとも、視野を狭せばめる事でしか震ふるえる足を前に動かせなかった頃ころとは違うのだろう。

「なあ」

　と。

　加納神華はふと気づいたというよりは、前から気になっていた事を口に出すような素そ振ぶりで上かみ条じように声を投げてきた。

「あんたは何でぼくに譲ゆずってくれたの？」

「うん？」

「最後の時さ。確かにサンジェルマンにトドメを刺したのはぼくだったけど……その、本当はそうでなくても良かったんでしょ。あんたは一人でサンジェルマンを倒たおせたはずだ。なのにどうして」

　質問に、上条は最初少しだけ虚きよを突かれたようで、ついで小さく笑った。

　そのまま彼は答えた。




「何言ってんだ。主役ヒーローはアンタだろ、加納神華」




　超能力レベル５なんていらない。学園都市第六位なんて肩書きはいらない。

　存在もしないクイーンアンが持つとされた盾たて。そんな伝説なんかで底上げする必要もない。

　一人の少年は、ただそれだけで世界を救う資格を持つ。







　二三〇万人が暮らす学園都市では、日々様々な悲喜こもごもが展開される。そこで暮らす人々が一〇〇・〇％完かん璧ぺきで幸福な人生を謳おう歌かしている訳でもない。

　ほんの少しだけ注意して辺りを見回してみれば、きっと分かるはずだ。

　うずくまって涙をこぼす小さな影に。

　押し殺した嗚お咽えつや泣き声に。

「……うっく、ひっく……うあう……」

　この街のどこかにある学生寮りようの一室だった。

　涙の主は、中学生くらいの少女だろうか。部屋の明かりを点つける事もせず、頭から毛布を被かぶったまま、小刻みに震ふるえるその影。その理由もまた明快なものだった。

　それは、全く別の物語。

　三日置きに人知れず繰くり返されるデスゲーム。

　これまでも『ゲームマスター』の提示した地じ獄ごくのようなルールに従って、いくつものゲームを乗り越えてきた。時に一人きりで、時に他のプレイヤーと協力して。だけどもう駄だ目めだ。前回のゲームで多くの友人がロストした。そしてロストしたプレイヤーは次回ゲーム開始時に処分される。

　止めなければならないのに、止めるための方法がない。

　結局は『ゲームマスター』の提示したルールの中で戦うばかりで、その枠わくの外へはみ出る事は絶対にできない。

　時間は迫せまっている。

　開始を許してしまえば友人達の命は奪うばわれ、完全に孤こ立りつした彼女もまた、ゲームの中で四方八方から貪むさぼり尽つくされてロストする。

　どうにもならない。

　彼女の能力、学力、資金、出自、体力、資格、その他全すべて。人間一人分のパーソナリティを全て引っ張り出しても、状況を打開する術すべが見当たらない。

　と、その時だった。

　ピンポーン、という時間外れのチャイムが鳴った。

「……、？」

　最初、驚おどろいて肩をびくつかせた少女だったが、それっきり何もない。

　一分、五分、一〇分……時間は経過しても、続く現象は起こらない。

　のろのろと玄関の方へ目をやり、それからゆっくりと立ち上がる。毛布を摑つかんだままドアへと近づく。ドアスコープを覗のぞいても誰だれの影もなく、ドアチェーンを掛けたままうっすらドアを開けてもやはり無人だった。

　感情の乏とぼしい瞳ひとみのままに、少女はかすかに首を傾かしげる。

　そこで気づいた。

　ドアに取りつけられた新聞受けの中に、何かが入っている。それはＡ４サイズの大きな封筒だった。剃刀かみそりの刃でも仕込んでいないか、おっかなびっくり手に取って封を切ってみたが、特に何の細工もない。

　そして何枚もの難しそうな資料を目にして、彼女は本格的に眉まゆをひそめる。

　中にあったのは個人情報の塊かたまりだった。

　挙げ句、穴あな埋うめ問題のように切り貼ばりすれば少女の身分を書き換えられる旨むねのメッセージも添えられていた。

　封筒を逆さにして振ると、ラミネート加工のカードが一枚落ちてきた。そこにあった名前を見て、少女は震ふるえる唇くちびるでこう呟つぶやいた。




「……学園都市、第六位。藍あい花はな、悦えつ……？」




　一方で。

　セキュリティ系のセンサーをひらりと越えて夜の路上へ脱出した不良少年は、携帯電話片手に事後の報告を行っていた。

「ああ、ああ！　アンタの思おも惑わく通り、『藍花悦』はよそへ移ったよ。ったく、くだらねえ。第六位の力があれば回りくどい事しなくてもテメェの手で直接救済できるだろうに、上から目線のクソ野郎が」

『……、』

「自分で解決しなくちゃ意味がない？　それが上から目線っつってんだエリート様がよ！　まあインテリの道楽に付き合っている俺も俺だがな。内臓潰つぶしの横よこ須す賀かさんが一体何やってんだって話だぜ、いやまったく」

『……、』

「うるせえ死ねクソ。第七位の上につきゃあの忌いま々いましい根性野郎の突破口が見つかるかと思ったのに、いつの間にか時給九〇〇円で肉体労働と来たもんだ。で、次は？　……素人しろうとさんの演技がバレた時のエスケープ要員として待機？　おいおい俺は正義のヒーローかよ！　ふざけんな!!　いややるけどさ!!」

　一ひと際きわ不ふ機き嫌げんそうに舌打ちすると、不良少年は携帯電話の通話を切る。

　一度だけ学生寮りようの方を振り返って、彼はこう呟いた。

「……ようこそ何十番目かの『藍花悦』、世界の裏側へ」







「ふむ」

　ダイヤノイドから少し離はなれた公園では、ミイラそのものの『魔ま神じん』が黄金の剣を杖つえのように突き、パキパキと乾いた音を鳴らしながら、そんな風に呟いていた。

　僧そう正じよう。

　彼は法ほう衣えから飛び出した木の枝のような五本指を、ゆっくりと開いたり閉じたりしている。

「サンジェルマンが無事に撃げき破はされたようで何より。あれは、どんなに位相を差し込んで黄金色の世界を作り出しても、いずれどこかで必ず湧わいて出てくるウィルスに近い存在じゃった。お得意の自家生産憎ぞう悪おで話も聞かぬし。わしらが直接介入してやっても良かったが、何なに分ぶん、力が強過ぎる。世界を吹き飛ばしては意味がないしのう」

「でも、それももう終わりよね」

　囁ささやいたのは、褐かつ色しよくの肌に銀の髪の美女。その肢し体たいを真っ白な包帯で覆おおい尽つくしたネフテュスだ。

「ブードゥーの『ゾンビ』は上う手まくやってくれた。通り一いつ遍ぺんあちこち見て回って確信を持てたわ。体に馴な染じんだこの術式があれば、私達『魔ま神じん』は世界を砕くだかずに渡り歩く事ができると」

「にひひ。『鏡合わせの分割』ねえ」

　悪戯いたずら好きの子供のように笑っているのは娘々ニヤンニヤン。丈の短い真っ白なチャイナドレスに、額には特徴的な符ふ。彼女はその符をコンコンと己の人差し指で軽く叩たたきながら、

「無限と呼べるわたし達の力を無限に等分する事で、この世界で許容可能なギリギリのレベルに自己を留とどめる。……でもこれ、見方によっては最悪の変容じゃないかなあ？　何しろこれ、殺しても殺してもキリがない。マトリョーシカやタマネギみたいに、わたし達を完全に殺すには永遠に等しい戦闘を繰り返さなくちゃならなくなったんだから」

「遠えん慮りよをする必要もあるまい。わしらはすでに完成された『魔神』。敗北の理由を持つ方が不自然なのだから」

「僧そう正じよう。だから貴方あなたは悟れないのよ？　いい加減に気づいたら？」

　ともあれ。

『魔神』達は薄はく氷ひようのような世界を順当に歩く術を手に入れた。

　であれば、ここからが本番。

　誰だれに趨すう勢せいを任すでもなく、何に結末を委ゆだねるでもなく。

　今度の今度こそ、正しよう真しん正しよう銘めいの『魔神』の群れが動き出す。

「……まずは上かみ条じよう当とう麻まか」

　僧正は星空を眺ながめながら呟つぶやいた。

「アレイスターに唾つばをつけられ、オティヌスにまで横よこ槍やりを入れられたが、まあ悪くない。必要なものは必要な分だけ確保するだけの事。わしらの目的のためにな」

「ジジイ、男の泥どろ棒ぼう猫ねことか最悪過ぎね？　そりゃ木ミ乃イ伊ラになるまで自己を貫つらぬいたのに誰からも信仰を得られない訳だわ」

　その時だった。

　ザザッ！　という乱雑なノイズが夜の公園に響ひびき渡った。

　昼間であれば時報の代わりを務めている、そして有事の際には災害情報などを流すための、柱に取りつけられた大型のスピーカーからだ。

　聞き慣れた声があった。

『させると思うか？』

「おお、アレイスターかね。まだ生きていたとはこれまた僥ぎよう倖こう、それにしても先日は済まなかったな。年とし甲が斐いもなく、ついカッとなってしまったもので」

　その程度で殺せる。

　大おお仰ぎような計画や準備を進めるでもなく、感情の波の起伏だけで。

　言外に告げる僧そう正じようの心の中にあるのは、弱者を嬲なぶる愉ゆ悦えつだ。そして本当に残念な事に、『悟れない男』にはそうした自己の醜みにくさは一切見えていない。彼の表層意識は傷口に塩を塗ぬっているなどとは露つゆにも思わず、あくまでも対たい峙じした人間を労ねぎらっていると信じ切っているのだ。

「とはいえ、我々も我々で足を確保した。しばらくお主の庭が荒れるかもしれんが、というか根本的に都市の形を維持できなくなるかもしれんが、まあ許してくれんかのう。何しろわしらはとても気が短いもので」

『足だと？　無限の容量を持つ「魔ま神じん」を無限に分割し、世界の許容量ギリギリの存在を永えい劫ごうに重ね合わせて世界を騙だます、その術式の事か』

「耳が早いな。じゃからまあ、これはお主にとってもチャンスではあるのだぞ、アレイスター。何しろわしらはこの世界で説明できる程度の力しか持っておらん。殺すなら最適、じゃな」

　その台詞せりふにもやはり、実質不可能、という見えない冠かんむりがついていた。

　そもそも根本的に、世界の許容ギリギリの存在を殺せる人間、というのがすでに存在しない。『魔神』の力が一億分の一になろうが一兆分の一になろうが、それでも魔ま術じゆつ師し如ごときに殺害されるものではないのだ。

　さらにマトリョーシカやタマネギのように、『魔神』はその存在を無限に重ねている。つまり、一体殺す事も不可能な『魔神』を一兆回でも一京けい回でも殺しきらない限り、僧正達の存在が消える事はない。

　つまり実質、誰だれにも僧正、ネフテュス、娘々ニヤンニヤンといった『魔神』達を止められない。

　世界はただ蹂じゆう躙りんされ、抵抗する者は残らず踏ふみ潰つぶされる。

　人々にできるのはただ震ふるえてうずくまり、災さい禍かが過ぎるのを待つばかり。それにしたって、『魔神』達の進行ルート上にいれば『運がなかった』で粉々にされる。

　そして言うまでもなく、学園都市はすでに災禍の渦か中ちゆうに放ほうり込まれていた。

　なのに、

『……確かに、殺すならここかもしれないな』

「……？」

　僧正が眉まゆをひそめた直後だった。




　ズグンッッッ!!!!!!　と。

　その乾燥した胸の中心に、何か得え体たいのしれないものが突き刺さる感触が走った。




「な、ァ……に……っ!?」

　ギョッとする僧そう正じよう。

　しかも変化は彼一人に留とどまらない。傍かたわらのネフテュスや娘々ニヤンニヤンもまた、己の胸へ手を当てて顔をしかめている。

『為なすべき事、起こるべき展開が読めていれば、次の動きに備えられる。「魔ま神じん」が世界を歩くため、自みずからの肉体へ共通の術式を投じる。……それを知って、利用しないとでも思ったか？　お前達の内部構造へ、好き放題に新たなパラメータを書き込めるこの最大の好機にだ』

「……、」

　僧正はわずかに沈ちん黙もくした後、

「いや、それは不可能じゃろう。お主に届いたのは出来損ないのエイワス辺りが関の山。真に完成した『魔神』、しかも個体にではなく群れの全すべてへ均等に効果を発はつ揮きする術式など、どうやって準備した？　そもそも組み上げるための事前情報がないはずじゃ」

『なあ、おい』

　あくまでも感情の読めない声で、アレイスターは告げる。

『オティヌス撃げき破はのタイミングで、どうして私が「魔神」達に単たん騎きで挑いどんだと思っているんだ。まさか、いや、まさか。この「人間」が日記の染しみ如ごときで激げつ昂こうしただけだなどと、本気で結論づけた訳ではないだろうな？』

「も、しや」

『必要なパラメータは体当たりで取得しなくてはならなかった。それだけだ。まあ幾いく分ぶん、知り合いからは失笑されたがね』

　だから、敗北しても構わなかった。

『魔神』達に直接触ふれてそのパラメータを盗み取り、無事に帰き還かんする事さえできれば。

『埋うめ込んだぞ』

　アレイスターは告げる。

『人間』は無機質に、それでいて魔ま術じゆつの神々へ挑いどみかかるように。

『私はお前達に埋め込んだ。何を？　と脅おびえて過ごせ、真の「グレムリン」達よ。疑問が焦あせりに変わり、それが恐怖に転じてこそ意味がある。良いか。私は、もう、お前達を、脅きよう威いと感じない。永ながきを生き過ぎて忘れていた死の感触を、少しずつ思い出していけ』

「……いいや」

　僧正は否定した。

「それでは不可能だ。前提が間違っている。お主はわしら『魔神』を打だ倒とうするために何かを用意した。この機会にそいつをわしらの体内へ打ち込んだ。……じゃが、それは根本的に『魔神』の一角、ブードゥーの『ゾンビ』の術式と交換せねばならんじゃろう。つまり術式の有無を無視して最初の一柱目、万全の『ゾンビ』を倒して入れ替わらねばならんじゃろう!?　金庫の中に鍵かぎを閉じ込めたようなものじゃ。それでは原初の論が成立しない!!」

『ああ』

　ヒュン、という重く風を引き裂さく唸うなりが響ひびいたのはその時だった。

　ヒュン、ヒュン……と、連続的に聞こえるそれは、おそらくゆっくりと回転しているからだろう。思わず音源を目で追い駆けた『魔ま神じん』達は、遠い夜空から何かが墜つい落らくしてくるのを見た。

　彼らのど真ん中に降り注いだ、それ。

　まるで鉄骨を交差させて無理矢理に作った十字架。

　大量の有刺鉄線を巻き付けたそれは、むしろ一神教本来のそれではなく、魔ま術じゆつ的てきな薔ば薇らの記号にも似た意い匠しよう。

　ズズンッッッ!!!!!!　という凄すさまじい大だい音おん響きようと共に土煙を上げて地上に突き刺さった十字架には、何かがくくりつけられていた。

　それは。

　全身にタングステン鋼こうの杭くいを大量に打ちつけられ、有刺鉄線で雁がん字じ搦がらめにされているシルエットの正体は……、

「……ゾン、ビ……？」

　全身縫ぬい目だらけの少女を見やって、僧そう正じようは呟つぶやいた。

『あまり、品のない言葉は使いたくないのだが』

　アレイスターはそう告げた。

　表層とは裏腹。無機質極きわまるはずなのに、どこか人を見下した声こわ色いろを滲にじませて。




『まさかと思うが、お前達は私をただの馬ば鹿かだと侮あなどっていたのかね？』




『……、』

　遠く離はなれた場所で、そのゴールデンレトリバーはわずかに目を細めていた。

　一仕事を終えて、天を突く射出用の電磁カタパルトを折り畳たたむ。

　小さな金属アームを使って葉巻を吹かしながら、耽たん溺できするように思い出を浮かべる。

　始祖となった人達。

　今はもういない人達。

　誰だれにどんな恨うらみがある訳でもない。魔術というものに殊こと更さらの敵てき愾がい心しんがある訳でもない。

　これは、単純に生き様の問題。

　彼らの遺のこした一つの心を、どのように使うのかというだけの話。

『では、始めるか』

　息を吐はき、甘ったるい紫煙をゆるりと洩もらしながら、大型犬は呟いた。

　宣戦布告は終わった。

　であれば次は戦争。本格的な科学と魔ま術じゆつの潰つぶし合い以外はありえない。

『彼らの続きを、始めるか。たとえ彼らの忌いみ嫌きらった外法に頼たよってでも。そのルール違反の矛む盾じゆんこそが「木き原はら」なのだと胸を張って』

　どこまでも『木原』らしくあれ。

　続く事のできなかった者達の努力を、なかった事にはしないために。







「おや」

　そして聖ジョージ大聖堂で、身長の二・五倍はある金髪を折り返して束たばねている女性、最大主教アークビシヨツプのローラ＝スチュアートは感情の読めない声で呟つぶやいた。

「もはや隠かくす気もなきにけり、か。舐なめられたしものね」

　盤ばん上じようにはいくつかの駒こま。

　学園都市と、さらにはこれから敵対していくであろう『魔ま神じん』達。

　対魔術師戦せん闘とうで名を馳はせるイギリス清教とて、そうそう簡単に討とう伐ばつできる相手ではないのは分かっている。

（常道で行けば、二つをかち合わせて疲ひ弊へいさせた上で横よこ槍やりを入れる。ただしこれは双方の動きを完全にコントロールできなければ意味はない）

　コンコン、と盤の表面を人差し指で叩たたきながら思案する。

　とはいえ、彼女の頭を悩ませているのは、すでに見えている敵ではない。

　一番恐ろしいのは、まだ役割の決まっていない存在だ。

　言い換えれば、どう動くか分からない戦力。

「あるいは」

　カンッ、という硬い音が一つ。

　新たな駒が盤の端はしに置かれる。それまである種規則的に並べられ、厄やつ介かいではあるがどう動くかは予測がついた全すべての駒から遠く離はなれた、そして絶対に誰も無視のできない駒。

　学園都市、『魔神』達、イギリス清教。

　もはやそこに当てはまらない何か。

　ある少年の名前を思い浮かべながら人差し指の腹で駒の頭を撫なで、ローラは告げる。




「状況は『これ』がいかように動くか次第、かな」




　次の戦いが始まる。

　全てが見えていると嘯うそぶく者の何人が盤の全てを見み据すえていると言えるのか。

　それさえ定かでないまま、あまりにも多くの運命を吞のみ込んで。








あとがき









　一冊ずつのあなたはお久しぶり、まとめ買いなあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回のテーマはサンジェルマン!!　……魔ま術じゆつ系けいではかなりの有名人なのですが、今の今まで手を出してこなかったのはメイザースやクロウリーなど『いわゆる近代西洋魔術結社の重じゆう鎮ちん』からは少し距きよ離りがあり、かつ、調べてみると神秘の人物と同じくらいペテン師扱あつかいされている資料も多かったから、といったものがありました。

　でもって、清せい濁だくどちらの人物像も許容できる設定をこのシリーズの中で作れないかな、などという想おもいの塊かたまりが、この新約一二巻となっております。

　そんな訳でテーマは『噓うそ』や『演技』、『劇団』、『ロールプレイ』など。これもまた、良くも悪くもオカルト系、特に純じゆん粋すいな宗教や神話ではなく貴族社会のサロンなどで横行した『知識人が主催していた儀ぎ式しき魔術』からは切っても切れないファクターではあると思います。

　このテーマを強調するため、味方サイドにも大きな噓つきを一人投入。噓に頼たより切りだった彼が過か酷こくな現実を乗り越えていく内に、その殻からを脱ぎ捨てて自分の足で立ち、その名を自みずからの口で宣言できるほどに成長していく。そういった真実でもって噓を振りかざすサンジェルマンを打だ倒とうする。そんな話をやってみたかった訳です。

　噓をつくには理由がある。

　サンジェルマン、加か納のう神しん華か、そして過去を振り返って登場するフレンダまで。

　それぞれを並べる事で、『噓』や『演技』という言葉の本質に迫せまれれば。特にフレンダが加納神華についていた噓は、言葉そのものより何な故ぜそうしたのかを考えてみると、同じ演技でも随ずい分ぶん種類があるんだな、と思っていただけるのではないでしょうか。

　サンジェルマンについては明確に結論を出さずにぼやっとさせていますが、一応きちんと作者の側では答えを用意しています。結局彼（？）は稀き代だいの魔術師だったのか、とんでもないペテン師だったのか。じっくり考えていただけますと。後は、新約七巻の『人的資源アジテートハレーシヨン』計画は一見無む慈じ悲ひでありながらも、黒幕である薬やく味み久ひさ子この手で暴走させずに本来の形で使用する場合はどんな脅きよう威いに対するカウンター策だったのかも、今回のお話でご理解してもらえるのではと思います。

　それから、今回のお話作りの『実験』としては、上かみ条じよう当とう麻まを徹てつ底てい的てきにアシスト役に集中させる、といったものがありました。

　なので、浜はま面づら仕し上あげにはボコボコにされ、最後のトドメも加納神華に譲ゆずっています。

　一見すると良いトコなしに思えるかもしれません。ですが、終章で上かみ条じようが言い放った台詞せりふ、『何言ってんだ、主役ヒーローはアンタだろ』は、これまでの『俺が俺が』の上条には口に出せなかった、ある種の成長の証あかしだと思っています。いかがでしょうか？







　また、今回は新約一巻に対応させるため、フレンダに主眼を置いています。

　特に隠かくしている事ではありませんが、フレンダ＝セイヴェルンの成り立ちは旧一五巻において『この子初見で即死キャラだと看破されないよう徹てつ底てい的てきに可愛かわいらしくしてください』とはいむらさんにお願いした所から始まりました。……それで作中の膨ぼう大だいなキャラの中でも知名度上位ランクに輝かがやくというのだから、やはりプロの絵描きさんの仕事っていうのはとんでもないんだなあ、と言うより他ほかないのですが。

　よって、フレンダというキャラクターは善悪がないものと規定しています。これは、当シリーズの中では極きわめて珍めずらしい立ち位置かもしれません。暗部での活かつ躍やくが多いためどちらかというと黒い側面の方が強く見えているフレンダですが、それと同じくらい様々な顔があったのではないかな、と想定している訳で。旧一五巻において、『麦むぎ野のや滝たき壺つぼ達を裏切ってでも生きて帰りたかった場所はどこだったのか』を想像していただくと、単純な悪人とはまた違ったフレンダの側面を想起していただけるかもしれませんね。

　……というか、まあ、『死亡済みの美少女』ほど強きよう烈れつな個性もないなあ、と後になってから思い知らされている感じでございます。キャラクターの骨格とはまことに奥が深い……。

　キャラクターと言えば、木き原はら脳のう幹かんについてもちょっとだけ掘り下げてみました。他の『木原』から頭一つ飛び抜けているイメージの彼ですが、『木原』らしくあれ、という原動力は木原円えん周しゆうの大元たる思想であり、また始祖達に向けて放った想おもいは科学の数式だけに留とどまらない、不合理でロマンあるものだったりします。『木原』達の根幹にありながら、単純な科学の域から片足をはみ出した存在。魔ま術じゆつを修得しながら魔術を憎ぞう悪おするアレイスターと肩を並べて闇やみを歩む者。様々な片へん鱗りんから木原脳幹というキャラクターについて思いを馳はせていただけますと幸いです。







　イラストのはいむらさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。ダイヤノイド、運搬着パワーリフター、大量のサンジェルマンに植物装甲と、今回も面めん倒どうな要素がてんこ盛りだったはず。お付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。オティヌス含め『魔ま神じん』達のラインナップから、そろそろ『グレムリン』の法則性のようなものにはお気づきの頃ころでしょうか？　お膳ぜん立だてが終わり、いよいよ次回からは『魔神』達との本格的な衝しよう突とつが始まります。お付き合いいただければ幸いです。




　それでは、この辺りで本を閉じていただいて。

　次回も表紙を開いてもらえる事を願いつつ。

　今回は一度筆を置かせていただきます。




　そろそろ美み琴ことメインのターンですな


鎌かま池ち和かず馬ま
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